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１ 趣 旨 

 平成 19 年 6 月に公布された「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」の一部改正により、平成 20 年 4 月 1 日から、すべての教育委員会は、

毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を

行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表す

ることが義務付けられました。 

 本報告書は、この法律の規定に基づき、委員会の権限に属する事務の管理

及び執行の状況について、教育に関する学識経験者の意見及び助言をいただ

き、点検及び評価を実施し、結果を報告するものです。 

 本市の特色ある教育施策を広く市民の皆さまにお知らせすることにより、

教育現場における課題や取り組みの方向性を明らかにし、また、社会教育の

講座等の充実を図り、より一層効果的な教育行政の推進を図り、逗子のより

よい教育施策の実現に資するよう努めてまいります。 

 

 

２ 点検・評価の対象 

点検・評価の対象については、学校教育に関わる対象事業は、「２１世紀

を生きる子どもの育成、未来を切り拓く子どもの成長を支えるために」を基

調に策定された「逗子市学校教育総合プラン（第Ⅲ期）」（平成 25 年度改定）

を対象とし、学校の教育活動に焦点をあてています。 

また、平成 24 年度から社会教育に関わる事業について、「ずし生涯学習

推進プラン」2011～2014 に基づく、社会教育に関する講座等の事業を

対象としており、今年度につきましても引き続き対象としています。 

 

 



 

 

 

 

○学 校 教 育 
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１ 点検・評価の実施方法 

学校教育に関わる対象事業は、「逗子市学校教育総合プラン（第Ⅲ期）」に基づい

て実施しています。 

本計画は、「21 世紀を生きる子どもの育成、未来を切り拓く子どもの成長を支え

るために」を基調に、逗子の公立学校の取り組む方向性を示す「逗子市学校教育総

合プラン」を平成 18 年 3 月に策定しました。その際、変わり行く社会情勢や教育

改革に対応できるよう、プランの期間を 3 年とし、2 年経過後見直しを図ることと

しました。 

平成 24 年度中に改訂作業を進め策定した第Ⅲ期のプランも、第Ⅰ期・第Ⅱ期同

様、さらなる学校教育の充実に向け、これまでの本市の教育施策や各学校の取り組

みを整理するとともに、理念的なプランではなく、「子どもたちの学力向上」「課題

に迅速に対応する学校づくり」「教員の指導力向上」と大きく三つの柱を立て、こ

れからの子どもたちに培う力、そのための学校教育の進め方などについて具体的・

実践的なプランとなっています。 

この三つの柱を中心に、基礎学力の定着、豊かな体験活動の推進、健康教育の推

進、地域全体で学校を支援する体制づくりなどに重点がおき、平成 2５年度の取り

組みについて点検・評価を実施しました。 

＊ 予算や決算審査では見えにくい各学校の教育活動に焦点をあて、「逗子市学校教

育プラン」の平成２５年度における取り組みを点検・評価するものです。 

 

２ 点検・評価の記載方法 

（１）「逗子市学校教育総合プラン」の三つの柱に基づいて定めた各行動プランにつ

いて、平成２５年度に各小・中学校が取り組んだ状況を明らかにするとともに、

教育委員会が各小・中学校が取り組んだ事項を総合的に分析した結果を記載して

います。 

（２）点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方の意見、

助言を記載しています。意見をいただいた方々のお名前は、次のとおりです 

 

久保田 貢 氏（元鎌倉女子大学非常勤講師 元鎌倉市立西鎌倉小学校長） 

福田 幸男 氏（横浜国立大学教育人間科学部教授） 
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３ 報告内容の構成 

（１）項目 

   点検・評価の対象を「逗子市学校教育総合プラン」の「三つの柱」をさらに次

の五つに分けた項目ごとに点検・評価を行っています。 

ア 個に応じた指導の充実 

イ 健やかな心と身体の育成 

ウ 多様な教育的課題への対応 

エ 地域に開かれた学校づくり 

オ 教員研修・研究の充実 

（２）目標 

   項目及び行動プランごとの目標を掲げています。 

（３）各小・中学校の実施計画取り組み概要 

   各小・中学校ごとの行動プラン「平成２５年度の取り組み目標」を「達成した」

かどうか、「達成した」とした場合、その判断をした状況、「達成できなかった」

とした場合、その目標への取り組み状況や明らかになった課題を、「評価と課題」

としてまとめています。 

（４）教育委員会分析結果 

   各小・中学校の取り組みの進捗状況（項目別達成率）などを踏まえ、教育委員

会が評価を行い、今後の課題や対応の方向をまとめています。 

   教育委員会の自己評価のうち評定は、市立全校の実践評価での項目別達成率が

９０％を超え、顕著な成果が見られるものを S、同じく実践評価での項目別達成

率が８０％を超え、多くの成果を挙げていると判断できるものを A、同じく実践

評価での項目別達成率が７０％を超え、一定の成果を挙げていると判断できるも

のを B、同じく実践評価での項目別達成率が６０％を超えているものを C、同じ

く実践評価での項目別達成率が６０％に満たないものを D、としています。 

（５）学識経験を有する者の意見、助言 

   外部からいただいた意見を掲載しています。 



４ 点検及び評価の結果 
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Ⅰ 子どもたちの学力向上                 

<目 標> 

学校が､子どもたちの学力向上を果たすために､子どもの実態を踏まえた教育課程を編成し､

個に応じた指導の充実を図り､指導法・評価活動の工夫をすすめるとともに､基本的な生活習

慣の育成を家庭とともに連携し､進めていきます。  

 

１ 個に応じた指導の充実                      

 

①  「確かな学力」を育むための個に応じた指導の充実 

 

【 目 標 】 

「確かな学力」を育むためには、基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・判断力・

表現力等の育成及び主体的に学習に取り組む態度の育成が求められます。このためには、授

業の工夫・改善に取り組み、一人ひとりの子どもにどのように指導していくのかを考えてい

くことが大切です。 

 具体的には、各教科等の指導にあたり、基礎的・基本的な知識・技能の活用を図る学習活

動を重視し、言語活動の充実を図ります。また、学習評価を通し、授業のあり方の見直しや

個に応じた指導の充実を図るなど、指導と評価の一体化を進めます。 

 その際、一斉学習だけでなく少人数指導・ティームティーチング等の多様な学習形態も活

用し、個に応じた指導ができるよう取り組みます。また、子どもたちの学習習慣が確立する

よう、家庭との連携を図ります。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       

 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 基礎・基本の定着に向けた授業改善 

Ⅱ 言語活動の充実に向けての研究推進   

Ⅲ 外国語活動の計画的な実践の推進 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 
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Ⅰ 校内研究を通して、学年を単位とした教材研究や指導法の検討を進め、授業改善につ 

 とめた。 

Ⅱ 委託研究と並行して思考力・判断力を育て高めるための言語活動の充実について取り 

 組みを進めた。また、体育科授業研究を進め１１月に研究発表を行った。 

Ⅲ 担当を中心に研修会を行い、時間割表の位置づけと年間計画を作成、実践に取り組ん 

だ。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 基礎・基本の定着に向けた「わかる授業」への工夫改善                                     

Ⅱ 発達段階に応じた学習の仕方の指導 

【評価】 

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 校内研究や授業研究の実施に伴い、「わかる授業」への工夫改善は進んだが、今後も 

継続する必要がある。                                 

Ⅱ 発達段階に応じた学習の仕方についても学年で共通理解を図りながら、今後も継続し 

ていく。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 単元計画に基づき，毎時間の授業展開の工夫改善を図る 

Ⅱ 少人数指導、ティームティーチング、小集団等、多様な学習形態を活用し、基礎・基 

 本の定着を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 継続的な課題であり、取り組みを続けたい。 

Ⅱ 児童の学力向上に取り組むべく、学習形態の工夫、スクールライフサポーターなどを 

 活用し基礎学力の定着を図った。人的環境の充実を望む。 

 

小坪小学校  

【目標】 

Ⅰ 校内研究で得られた成果を具体的な授業の中で活かす実践を積み上げる 

Ⅱ 基礎・基本の習得のための指導の工夫に取り組む 

【評価】 
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Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 「コミュニケーション力の育成」を目指した研究の成果を授業実践に活かすことがで 

 きた。 

Ⅱ 基礎・基本の習得に向け、児童の実態把握から、指導法の工夫・改善に努めた。 

 

池子小学校  

【目標】 

Ⅰ 学習状況調査などのデータや日々の見取りに基づいて子どもの実態を把握し、授業研 

 究の取り組みを通して指導方法の工夫と改善を図る 

Ⅱ 少人数やティームティーチング等、多様な学習形態を工夫し、基礎的・基本的な知識・ 

技能の定着を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成できなかった 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 児童の実態を見ながらブロック間でも情報交換し、研究授業を通して指導方法の改善 

 を図った。今後も学力向上を目指し、学習状況調査などのデータも活用し、学校全体で 

 取り組みたい。                                

Ⅱ 多様な学習形態を活用し、学習の定着を図った。 

 

逗子中学校  

【目標】 

Ⅰ 指導法の工夫改善を図り、効果的な少人数・習熟度別・ティームティーチングの実践・ 

検証 

Ⅱ 学習支援情報（個人学習カルテ）の作成と、教科相談等の支援活動の実施 

Ⅲ 校内研究と連動した研修の実施と授業改善 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 数学、英語を中心に単元や授業のねらいとの関連で、少人数習熟度別授業やティーム 

ティーチングを実施した。 

Ⅱ 個人学習カルテを作成し、保護者面談や教科相談に活用した。 

Ⅲ 横浜国立大学の両角准教授をスーパーバイザーとして、年間２回の公開授業と１１月 
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の授業研究（３クラス）を中心に校内研究を進めた。 

 

久木中学校  

【目標】 

Ⅰ 指導法の工夫改善を図る（わかったから定着・活用へ） 

Ⅱ 少人数指導での習熟度別指導の充実（成果の明確化） 

Ⅲ 個人カルテ（学習支援シート）の利用の推進 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 年間を通じて教科毎に計画的に授業研究を行い授業改善を行った。 

Ⅱ 数学は２，３年生で少人数指導を行った。外国語では全学年で少人数指導とティーム 

ティーチングを効果的に用いることができた。 

Ⅲ 支援を要する生徒について作成・活用ができた。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 夏季休業中に実施する発展的・補充的学習（サマーチャレンジ）を保護者・生徒に周 

 知し、参加を促す 

Ⅱ 少人数学級での指導が有効となるよう指導の工夫・改善を行い、検証する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 定着してきた。             

Ⅱ 次年度も継続して研究する必要がある。 
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②  「読解力」向上の取り組みの推進 
 

【 目 標 】 

読解力を「自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発達させ、効果的に社会に参加す

るために、書かれたテキストを理解し、利用し、熟考し、これに取り組む能力」（文部科学省

2010）とするならば、この力を高めていくためには、テキストを理解・評価しながら読む

力を高めること、様々な文章や資料を読む機会をもつこと、自分の意見を述べたり書いたり

することが必要になります。 

新しい学習指導要領においては、言語活動の充実を図ることにより、これからの時代を担

う子どもたちに、思考力、判断力、表現力等を身につけさせ、社会の変化に対応する能力や

それに伴う課題を自らの力で解決する能力を育成することを目指しています。これらの能力

は、国語科のみならず各教科等においてその育成が重視されています。 

どれも短期間で育成されるものではなく、長期的な視野を持ち、継続して取り組んでいく

ことが重要です。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       

 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 言語活動・コミュニケーション力向上に関する研究推進  

Ⅱ 思考力・判断力・表現力の向上に向けての取り組みの検討  

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した       

【成果と課題】  

Ⅰ・Ⅱ 委託研究において思考力・判断力を育てるという視点から効果的な言語活動の在 

り方について研究を進め、研究成果については研究発表を行った。 

Ⅱ 授業参観等で管理職も積極的に指導に当たった。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 各教科での言語活動の充実 

Ⅱ 自分の考えを表現できる子の育成                      

Ⅲ 「学び合い」を大切にした授業づくり  

【評価】 

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 
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【成果と課題】 

○ 本校の校内研究のテーマに沿って全教員が取り組んだが、継続することで読解力のさら 

なる向上を図る。 

 

久木小学校 

【目標】 

○国語科、各教科、道徳、総合的な学習の時間を通して、言語活動の充実を図る 

【評価】 

○ 達成した 

【成果と課題】  

○ 各教科・領域において言語活動の充実を目指す授業づくりを進めた。特に、校内研究に 

おいて算数科に取り組み、授業実践を通し研究を深めた。次年度も継続する。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 各教科等における「言語活動の充実」のあり方について再確認する 

Ⅱ コミュニケーション能力の育成に取り組んできた成果を授業を通して検証する 

【評価】 

 Ⅰ 達成できなかった 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 研究のまとめとして成果と課題を共有するため、提案授業の教科を絞ったため、各教 

 科における「言語活動の充実」については全体で確認することができなかった。 

Ⅱ ２年間の研究のまとめとして成果を授業を通して検証することができた。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 学習状況調査などの結果を踏まえ、本校児童の特性を分析し、読解力向上のために各 

 教科や教科外の活動において言語活動の活性化を図る 

Ⅱ すべての教育活動の中で、コミュニケーション能力の育成を意識して取り入れること 

 をめざす 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 学習状況調査などの結果から、本校児童の特色を知り、各学年で言語活動の活性化に 

 努めた。 

Ⅱ 各学年、各学級で行う教育活動の中で意識的に言語活動の場を設け、コミュニケーシ 
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 ョン能力の育成をめざした。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 言語活動の充実を重視した各教科での年間指導計画の作成 

Ⅱ 社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する能力の育成（生徒の自己評価） 

・言語、シンボル、テキストを活用する能力 

・知識や情報を活用する能力 

・テクノロジーを活用する能力 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 校内研究のテーマと関連付けて年間指導計画を作成した。 

Ⅱ ６月と１月の年間２回全生徒に自己評価をしてもらい、過半数を超える肯定的な自己 

 評価を得た。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 久木中学校としての言語活動の充実を教科指導全体を通じて計画的に推進する 

Ⅱ 様々な文章や資料を読む機会や、自分で意見を述べたりする機会を充実させ、コミュ 

 ニケーション能力の育成を図る（教科の課題としてレポート作成、プレゼン発表を推 

 奨する） 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 朝学活から教科等において時期的に取り組むことができた。 

Ⅱ 総合的に学習や行事等において計画的に取り組むことができた。  

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 各教科指導の場で、言語活動を基に思考力・判断力・表現力等を身につけさせる取り 

 組みを実践するように、全校体制で研究していく                                                  

Ⅱ 総合的な学習の時間や特別活動の場で、「読解力」向上の取り組みを取り入れるよう、 

全校体制で研究していく                 

【評価】 
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Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した   

【成果と課題】 

Ⅰ 研究授業を全員実施し、研究テーマにせまり全校体制で研究することができた。                              

Ⅱ 各自課題解決学習を実施し、資料活用能力を発達し、まとめ学習などで発表する力を 

 培う。 
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③  読書活動の推進 
 

【 目 標 】 

読書活動は「考えながら読む」「考えたことを表現する」という言語に関する能力を育むこ

とに不可欠であり、本に接し読書に親しむことは、いろいろな考えに触れ、知識を蓄え、豊

かな心を育むことの基盤となります。 

 学校においては、読書活動につながる教育内容・指導方法の工夫により、子どもたちに読

書の楽しさを伝えるとともに、家庭・地域と連携し、読書の習慣付けを促進することが大切

です。 

 また、学校生活をおくる子どもたちにとって、学校図書館は読書活動の重要な拠点と言え

ます。子どもの読書習慣の定着と読書意欲の向上のために、学校図書館を核として、市立図

書館や地域の方々との連携を図り、子どもたちが活発に図書館を活用し読書に親しむことが

できるようネットワークの充実を図る必要があります。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       

 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 学校図書館の整備と充実 

Ⅱ 読み聞かせボランティア、図書館ボランティアの活用推進 

Ⅲ 市立図書館との連携の推進 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

 Ⅰ 学校図書館指導員の指示のもとで図書委員・図書館ボランティアにより、図書室の整 

  理整頓を進めた。 

Ⅱ 各学年と連絡調整を行い、年間実施計画を立てて取り組みを進めた。 

Ⅲ 使用学年・学級が増え活用が進んだ。 

   

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 読書活動の日常化                                 

Ⅱ 読書環境の充実                                  

Ⅲ 学習活動に読書活動を位置づける 

【評価】 

Ⅰ 達成した                 
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Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

○ 本校の読書活動が全教職員の共通理解の下で進められていることや、児童による図書 

 委員会の取り組み、学校支援地域本部事業での取り組みが定着していることが児童の読 

書環境の充実に役立っている。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 読書活動推進全体計画に基づき、児童の成長を踏まえた指導の充実を図る 

Ⅱ 司書教諭、学校図書館指導員、学習支援ボランティアを活用し、読書活動を推進する 

Ⅲ お話会による読み聞かせ等の活動を行う 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 計画通り実施できた。引き続き、学年に応じた読書指導の充実を目指していきたい。 

Ⅱ 児童の間に読書活動が定着している。図書委員会の活動も自主性を増している。 

Ⅲ 学年の実態に応じた内容を設定することができた。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 読書活動につながる教育内容・指導方法を工夫し実践する   

Ⅱ 家庭との連携を図り、読書の習慣づけを図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 朝の一斉読書等、読書活動の充実については計画的に取り組んだ。 

Ⅱ 読み聞かせボランティアの活動を通して保護者にも読書の習慣づけの重要性を啓発 

 した。 

   

池子小学校【目標】 

Ⅰ 図書室の利用指導を行うと同時に、各教科の中で、図書室を利用した学習を推進する 

Ⅱ 蔵書のよりよい充実を図り、学習情報センター及び読書センターとして、学校図書館 

 の機能向上をめざす 

【評価】 
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Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 各教科の学習における調べ学習で図書館を積極的に利用した。図書室でそろわない資 

 料については、図書館での団体貸し出しや図書館のパックでの貸し出しなどを活用した。 

Ⅱ 絵本、理科や社会、総合的な学習の時間等の調べ学習に活用できる資料まで整理、購 

入し、図書室の整備、充実に努めた。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 学習情報センターとしての学校図書館機能の充実 

Ⅱ 朝読書を中心とした読書活動の充実 

Ⅲ 市立図書館との連携 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 総合的な学習の時間を中心に活用した。 

Ⅱ 年間２回の読書週間で「朝読書」を行い、校長・教頭も含めて「読み聞かせ」を行っ 

た。 

Ⅲ 市立図書館の図書の借り受けを中心に連携を図った。 

 

久木中学校 

【目標】  

Ⅰ 学習情報センターとしての学校図書館の機能を高める 

Ⅱ 学校図書館指導員、学校支援ボランティアを活用し学校図書館の機能を活性化する 

Ⅲ 朝の読書を推進する（学校支援地域本部事業の活用） 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 学習利用としての学校図書館の機能は高まった。 

Ⅱ 指導員を中心として読書指導や調べ学習の場として活性化ができた。 

Ⅲ 年間を通じて計画的に取り組むことができた。  

 



 16 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 図書委員会中心に、読書活動の活性化のための新企画を提案し、実行を図る                             

Ⅱ 市立図書館等との連携・協力の下に、カリキュラムのねらいを把握し、学習情報セン 

 ターとしての機能の充実に努める  

【評価】 

Ⅰ 達成した 

 Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

○ 市立図書館等の連携・協力の下、学習情報センターとしての機能の充実はさらに確立し 

ていくよう努める。 
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④  校内支援体制を活用した支援教育の推進 
 

【 目 標 】 

支援を必要としている子どもたち一人ひとりの教育的ニーズを把握し、適切に対応するた

めに、学校を中心とした総合的な支援体制の充実が求められています。 

それに応えるために、学校では教育相談コーディネーターを中心とした校内支援体制の充

実を進め、ケース会議や校内委員会で検討した支援を具現化する必要があります。また、学

校だけでは解決できない課題に対しては、専門家や専門機関と連携し協働することが大切で

す。 

よりよい支援を行うために「支援シート」i を活用し、子どもたちのライフステージ j を見

通した指導の継続と様々な機関との連携による「縦」と「横」の支援が必要です。 

 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       

 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 校内支援会議等を通して情報共有と組織的な取り組みを推進 

Ⅱ 保護者との密な連携による支援の実践 

Ⅲ 校内支援体制を確立し外部専門機関との連携を推進 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 年３回の児童理解研修会を行うとともに、毎月の職員会議で情報交換を行った。また、 

校内支援会議では教育相談コーディネーターを中心に具体的な支援の手立て等を検討 

し、実施した。 

Ⅱ 支援が必要な児童の保護者と心理の専門家や外部機関と連携を図り、支援の方法や内 

 容について職員間で共通通解を行い、巡回指導員の手も借りて実践した。 

Ⅲ 心理の専門家や外部機関と連携を取り、支援の方法や内容についてアドバイスを受け 

た。また、保護者の対応についても支援してもらった。  

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 校内支援体制の構築                 

Ⅱ 支援ニーズの把握と指導の充実         

Ⅲ 児童理解に基づいたきめ細かな支援と保護者との連携・協働の推進 
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【評価】 

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 校内支援体制づくりへの共通理解は進み、学年協働、学校内支援が進んでいる。                                                         

Ⅱ 支援シートを記入する取り組みでは保護者との連携が欠かせない。 

Ⅲ 保護者と信頼関係を結び、連携・協働をさらに推進していきたい。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 教育相談コーディネーターを中心に校内支援体制の充実を図り、子どもたちの教育的 

ニーズに応じ、具体的支援を行う。 

Ⅱ 教育研究所、子育て支援課、児童相談所等の外部機関と連携を深める。 

Ⅲ 幼・保・小・中連携を深め、情報交換を密にする。 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 定期的に児童を見取り、情報共有を行い、必要に応じてケース会議等を設定すること 

ができた。引き続き、児童・保護者への支援や対応の充実を図りたい。 

Ⅱ 支援教育推進巡回指導員・スクールカウンセラーと連携し、支援に役立てることがで 

きた。 

Ⅲ 特に、幼稚園・保育園、療育相談との連携を深めることができた。今後も継続してい 

きたい。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 支援教室立ち上げ、教育相談コーディネーターを中心に校内支援体制の機動性を高め 

る 

Ⅱ スクールカウンセラー・支援教育推進巡回指導員・うるおいフレンドの活用をすすめ、 

保護者と学校が子どものニーズに対して共通理解を深め、協働して支援の充実を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 教育相談コーディネーターを中心とした支援教育の組織的な取り組みの充実を図るこ 

とができた。 
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Ⅱ 支援教育推進巡回指導員による各教室の見取りを充実させ、必要に応じて支援会議を 

行い、組織的な支援の充実を図った。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 教育相談コーディネーターを中心とした校内支援体制の充実を進め、組織の連携を図 

るとともに、児童のニーズを適切に把握し、ケース会議・チーム会議等を開いて支援に 

向けた具体的対応を進める 

Ⅱ 支援教育推進巡回指導員を中心とした支援教室を確立させる 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 年に２回児童指導研修会を実施し、支援や配慮が必要な児童理解ができた。何か問題 

が起きたときに、早急・適切に対応できた。                                   

Ⅱ 支援が必要な児童に支援教育推進巡回指導員による支援教室で学習することによっ 

て、ソーシャルスキルが高まった。教材も増え、活用できた。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 教育相談コーディネーターを中心とした校内支援体制の充実 

Ⅱ 学習支援員、スクールカウンセラー、心の教室相談員、ボランティア等の人的リソー 

スを有効に活用した、支援教室等、個に応じた支援の実施 

Ⅲ 学習環境・授業のユニバーサル化を図るための、スクールスタンダードの検討 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成できなかった 

【成果と課題】 

Ⅰ 二人の教育相談コーディネーターを中心に、毎月の校内支援委員会及び関係諸団体と 

のネットワーク会議等機能した。 

Ⅱ 取り組みの成果として不登校生徒数の減少（１８名から１４名）をみた。 

Ⅲ 教室前面の掲示板にカーテンを設置し、教室環境の構造化を図ったが、まだ緒につい 

たばかりである。 

      

久木中学校 

【目標】 
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Ⅰ 生徒の正しい見立てに基づき、一人ひとりの生徒の状況に応じた支援方法、指導体制 

の研究を進める 

Ⅱ 生徒が安心して学べる学習集団を形成するとともに、生徒が授業に意欲的に参加でき 

る授業づくりを進める 

Ⅲ 学校支援地域本部などとの連携を進め、学校支援ボランティアの協力を得る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 支援教育委員会を中心に全職員が生徒理解できる体制を作っている。 

Ⅱ 授業のユニバーサル化に絡めて取り組が進んでいる。 

Ⅲ 地域との連携に計画的に進めることができている。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 支援を必要とする生徒について校内リソースを活用しながらの支援プランを作成検討 

し、実行に移せる方法を確立させる  

Ⅱ 困り感を持つ生徒と特別支援学級との共同学習のあり方を検討していく 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

○ 学年職員や支援時間担当が対応しても同時に複数の生徒に支援が必要な場合人材不足 

だったので人的リソースの再配置を考える必要がある。 
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〈教育委員会分析結果〉 

１ 平成 25 年度に教育委員会が実施した主な「●事業」と学校への「▲指導内容」 

（１）主な実施事業 

●少人数指導教員・教育指導教員派遣事業（13 人） 

●学校教育支援ボランティア＜学校支援地域本部事業＞（7,985 人）  

●授業研究推進校委託  逗子小学校⇒伝え合う心を育てよう 

   沼間小学校⇒自分の考えを表現できる子をめざして 

   久木小学校⇒協同的・創造的な学び合いをめざして 

   小坪小学校⇒コミュニケーション力の向上を目指した授業研究 

   池子小学校⇒生き生きと自主性のある子にするために 

    逗子中学校⇒学ぶ意欲を引き出し、自ら学び考える力を育成す

る授業をめざして 

   久木中学校⇒授業のユニバーサル化 

  沼間中学校⇒意欲・自己肯定感を高め、言語活動を基に思考力 

を高める授業づくりをめざして 

●学校図書館指導員派遣事業（８人） 

●日本語指導講師派遣遣事業（９人） 

●特別支援教育充実事業 

（学習支援員４９人、特別支援補助教員３人、ことばの教室補助指導員 1 名） 

●支援教育推進巡回指導員（1 名）、市費スクールカウンセラー（１名）の配置 

 

（２）主な指導内容 

▲児童・生徒一人ひとりの課題に沿った学習指導のための教材や指導方法の工夫・改善 

▲学習指導要領の実施にあたっての課題把握と改善 

▲学習評価の妥当性、信頼性の向上 

▲「読書活動推進計画」の実施 

▲教育相談コーディネーターを中心とした校内児童･生徒支援体制の確立 

▲校内支援体制の構築に向けた各校の課題把握 

▲教育相談コーディネーター、心の教室相談員、学校図書館指導員、学習支援員等への研 

修会の実施 

 ▲支援教室の運営等に関する支援 
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２ 各学校の自己評価を総合した市立全校の実践評価と主な成果          

（１）市立全校の実践評価 （項目別達成率 ９６．１%） 

（２）主な成果等 

【「確かな学力」を育むための個に応じた指導の充実】 

・中学校では数学と英語で少人数指導を実施した。小学校では一部の学年において，算

数をティームティーチング又は少人数指導で実施した。中学校の少人数指導ではいず

れも習熟度別グループで実施した。小学校では、単元や授業内容によっては T2 がオ

ープンスペース等で習熟度に応じて個別・グループ指導を行ったり、子どもたちに恣

意性を感じさせないよう、担任が習熟度に配慮した編成で少人数指導を行ったりした。 

・全ての小・中学校で夏季休業中に児童・生徒の実態に応じた補充的学習の機会を設定

し取り組んだ。また、学校によっては、発展的な内容を扱うサマースクールの取り組

みを学校体制として実施した。 

・全ての中学校で、学習カルテ作成の取り組みが行われ、それを基に教育相談の場で保

護者・生徒に具体的な話ができた。 

【「読解力」向上の取り組みの推進】 

・思考力・判断力を育てるという視点から効果的な言語活動の在り方について校内で研 

究を進めた。 

【読書活動の推進】 

・地域住民や保護者のボランティアとの連携で、読み聞かせやお話会など、読書の習慣

づけのきっかけになる活動を積極的に行った。 

・学校図書館指導員は司書教諭と連携して、保護者のボランティアの協力も得ながら、

学校図書館が子どもの学習する際の望ましい環境となるように、整備や研修に努めた。 

【校内支援体制を活用した支援教育の推進】 

 ・支援教育推進巡回指導員と市費スクールカウンセラーが、小学校を中心に巡回し、 

  支援の必要な児童の実態把握や教員へのアドバイス、保護者との面談等を行い、各学 

  校の支援教育の推進を図った。 

 ・教育相談研修講座や夏季研修会を通じて、児童・生徒理解や対応方法について、研修 

を深めることができた。 

・支援の必要な児童・生徒の課題の把握と情報共有を教職員間で行うことができた。 

   ・外部の専門機関とのネットワークづくりと教育相談・ケース会議の充実を図った。 
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３ 教育委員会の自己評価と主な成果等                     

（１）教育委員会の自己評価 〔Ａ〕 

 コメント 学習指導要領に対応した学力を育てるため、個に対応した学習指導の充実へ

向けて努力した。 

（２）主な成果等 

【「確かな学力」を育むための個に応じた指導の充実】 

・全普通教室に設置されているエアコン（平成 22 年度中に設置完了）により、夏休み

前後の猛暑時における学習環境の改善が図られている。 

・全ての学校において夏休み中の児童・生徒への学習支援が行われた。 

【読書活動の推進】 

 ・子ども読書推進担当者会（２回）と学校図書館指導員研修会（６回）を開催し、児童・

生徒の読書活動に寄与するための情報交換や研修を行った。 

 ・市立図書館との連携が進んだ。 

【校内支援体制を活用した支援教育の推進】 

  ・小学校に支援教育推進のために巡回指導員を派遣し、支援教室の教材配布や活用の仕

方について説明した。 

・各学校において、学校の実態に合わせた研修を適宜実施した。 

 ・幼・保・小連携推進連絡調整会議における情報交換、小学校・中学校教員による情報

交換、指導主事による就学相談および教育研究所の教育相談などを通じて、小１プロ

ブレムや中１ギャップ解消に向けて取り組んだ。 

 

４ 平成 2６年度に向けて必要とされる主な事業及び指導内容           

（１）「確かな学力」を育むための個に応じた指導の充実 

・平成 26 年度も県の学習状況調査が小学校 4 教科、中学校５教科で実施されるので、

その調査用紙を活用し逗子市学習状況調査を実施する。また、全国学力・学習状況

調査も、全国悉皆で実施されるので、各学校におけるそれぞれ児童・生徒の学力把

握のための一つの手段とし、個に応じたきめ細かい指導がより一層充実するように

指導を継続して行く。 

・教職員の職務の合理化を図り、児童・生徒に直接向き合う時間を確保する。 

・「確かな学力」を育むために必要な教員の指導力の向上に努める。 

 

（２）読書活動の推進 

・小学校、中学校それぞれの実態に即して、読書活動の推進を行う。 

   ・学校図書室蔵書貸し出し数の推移 

   （Ｈ２５年度 小学校 年間平均２７冊／人、中学校６冊／人） 

（Ｈ２４年度 小学校 年間平均３０冊／人、中学校６冊／人） 
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（Ｈ２３年度 小学校 年間平均３０冊／人、中学校６冊／人） 

 

（３）校内支援体制を活用した支援教育の推進  

・教職員一人ひとりが共通理解を持ち、児童生徒・保護者に対し適切な対応を図るた

めにも、校内支援体制を整え、チーム支援が十分できるように、人的配置や研修が

必要である。 

・小・中学校９年間の支援教育が一貫性を持ち、小学校入学時および中学校卒業時に

おける接続期の機関連携を含めて、児童・生徒・保護者が安心して学校生活を送る

ことができるよう個に応じた支援や予防的な関わりをめざし、子育て支援課をはじ

めとする関係機関との連携を含めた環境調整を行い、問題の未然防止を図る。 

・支援教室を効果的に運営するために、教材の有効な活用方法やソーシャルスキルト

レーニングなど、指導方法の改善に取り組む。 

・授業のユニバーサルデザイン化などの工夫を充実させ、「だれにでも分かりやすい授

業」の実現に向けて取り組む。 

・援助ニーズのある児童・生徒を含め、「お互いに認めあう学級」づくりに取り組み、

通常学級における合理的配慮を実践する。 
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〈学識経験を有する者の主な意見、助言〉＜久保田 貢 氏＞ 

新学習指導要領の完全実施から、小学校は２年、中学校は１年が経過した。

各学校とも、改訂の趣旨を踏まえ確実に取り組んでいることが伺える。今回の

改訂の基本姿勢は前回の改訂と変わらず、「生きる力」の更なる充実、とりわけ

「確かな学力」の形成に重点が置かれている。その要素の一つとして、「個に応

じた指導の充実」「言語活動の充実」「読解力の充実」などが指摘されている。 

「基礎学力定着のための個に応じた指導の充実」について、各学校とも、個

人差が表れる教科について、引き続き、習熟度に応じた少人数指導やティーム

ティーチングに力を入れ、一定の成果を上げていることが伺える。 

今後とも、指導内容や学習効果、グループ分け等の面で評価・改善を図ると

共に、指導方法や指導形態、更には、学習の個別化・個性化についても検証・

研究し、「子供に育成すべき学力」「子供にとって必要な学力」「今求められてい

る学力」とは何かを追究し、少人数指導やティームティーチングに偏らず、「一

斉指導における個に応じた学習指導」のあり方について研究を深めることを期

待する。 

「読解力」向上の取り組みの推進については、各学校共に、言語活動の充実

に重点を置き、読書活動を始め、各教科等で様々な工夫を図りながら取り組ん

でいることが伺える。 

「読解力」は、思考力、創造力、表現力、判断力、コミュニケーション能力

など「生きて働く学力」の素地であり、そのためには、日々の学習活動での言

語活動が極めて重要である。子どもの思考力や表現力や書字能力の低下等が指

摘されている中で、子どもが活字や映像等を通して、子どもが何を感じ、何を

思い、それをどう表現するかを引き出す役割が教師であることを認識する必要

がある。 

「読書活動の推進」については、各学校とも充実に向けて一定の成果を上げ

ていることが伺える。今後は、学校図書館としての機能の充実を図るよう、子

供のニーズに応えた蔵書の充実や市図書館とのオンライン化などのハード面の

充実が求められる。 

「校内支援体制を活用した支援教育の推進」については、各学校とも、「子ど

も一人ひとりに寄り添う支援体制」を目指して、教育相談コーディネーターを

始め、支援教育推進巡回相談員や地域ボランテァ、保護者、関係諸機関との連

携を密にした取り組みがなされ、一定の成果を上げていることが伺える。今後

とも、子どもにとって、安心・充実した学校生活が過ごせるよう、学校運営の

充実を期待する。 
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〈学識経験を有する者の主な意見、助言〉＜福田 幸男 氏＞ 

 「確かな学力」を育むための個に応じた指導の充実 

学力向上の取り組みは、児童・生徒の為であると共に、その保護者にとって

は、逗子市の教育成果を評価する格好の判断材料となる。したがって、各学校

や教育委員会は、その成果を具体的なデータに基づいて説明する（evidece 

based）責任を有している。また、成果に上げるに至った取り組みを全市で共

有する仕組みを構築する必要がある。 

全中学校で取り組んでいる「学習カルテ」の作成とその活用を期待する。今

後に予想される小中連携、小中一貫教育に向けて、９年間を見据えた児童・生

徒の学びを関係者で共有できる取り組みとしてもらいたい。 

 

「読書活動の推進」 

読書活動については、その基盤となる学校図書館の整備と充実に加えて、活

動を支える学校図書指導員やボランティア等の人的な協力が不可欠である。そ

の一層の充実を期待する。また、「貸し出し数」の推移は量的な指標の一つであ

るが、児童・生徒の読書活動の多様化や質の向上にも配慮した評価の導入も検

討すべきである。 

 

「校内支援体制を活用した支援教育の推進」 

校内支援体制の構築、保護者との連携協力、外部専門機関との連携など、「縦」

と「横」の支援ネットワークが構築されつつあり、成果につながってきている

点を評価する。 

校内支援体制の充実は今後とも求められるが、学校の取り組みには自ずと限

界があり、専門機関との密接な連携、教育委員会による積極的な人的資源の配

置が必要と考えられる。また、保護者との連携・協働力も不可欠であり、日頃

からの信頼関係の醸成が求められる。 

幼・保・小・中連携を図る中で、相互に情報の共有化をはかり、支援に関す

る予防的な関わりを一層深める努力が求められる。 
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２ 健やかな心と身体の育成                    

①  基本的な生活習慣の育成  

 

【 目 標 】 

子どもたちの心身の健康問題は、深刻かつ多様化してきており、気力や学習意欲の

低下による、学校生活全般への影響が問題指摘されています。 

基本的な生活習慣を確立し、子どもたちが活力ある生活を送るためには、健康３原

則(食事・運動・休養及び睡眠)を十分に意識しながら、自らの生活課題を改善させる

とともに、学校・家庭・地域が密接に連携し、実りある取り組みを進めることが大切

です。 

学校では子どもたちが規則正しい生活習慣を身に付けるよう、学校全体で協力し子

どもに関わっていくことが求められています。 

「食事をしっかり食べる」「外遊びを推進する」「睡眠時間を十分とる」をはじめ、

「あいさつをする」「ルールや時間を守る」など、子どもたちの暮らしの根底づくり

に関心を向けた取り組みを進めます。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題 
 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ あいさつ運動の推進 

Ⅱ 基本的な生活習慣育成について学校から発信していく 

Ⅲ 学級懇談、個人面談等の機会を利用して保護者との連携を深める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 児童会中心に取り組みを進めた。学校評価アンケートでも保護者に評価を聞き指導に 

生かしている。 

Ⅱ 児童への指導をや PTA と連携は進めてきたが、保護者を巻き込んでの取り組みは今 

後さらに進める必要がある。 

Ⅲ 各クラスで取り組めている。 

 

沼間小学校 

【目標】 
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Ⅰ 学校でのきまりや暮らし方の指導を学校全体で計画的に進める                

Ⅱ 学校だより・保健だより・給食だより等を発行して積極的に啓発活動を進める          

【評価】                                                                                                      

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

○ 各グループの担当が適切な話題を取りあげて進めることができ、保護者への啓発活動 

 も保護者に理解されている。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 学級指導の中で基礎的な生活習慣等の指導を行う 

Ⅱ 学校・保健だより等を通して情報を発信する 

Ⅲ 学級懇談，個人面談等の機会を利用し，保護者と連携した取り組みを進める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 全職員の一致した取り組みが重要である。特に，全校集会での話の聞き方の向上が見 

られた。日常的な指導の継続の必要を感じる。 

Ⅱ 学校だより，保健だよりなどの通信は，実態に応じ計画的・意図的に発行することが 

できた。 

Ⅲ 各クラスで取り組んだ。保護者の理解には差があり，一層の努力を必要とする。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ あいさつ運動を推進し、規律正しい生活の中で基本的生活習慣の向上をめざす 

Ⅱ 家庭と連携し、食習慣や家庭学習を含めた生活習慣の確立をめざす 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ あいさつの重要性を折りに触れて指導し、行動目標としてあいさつの定着に取り組ん 

だ。 

Ⅱ 給食便り、保健便り等を定期的に発行し、基本的な生活習慣の定着の重要性を伝え、 

意識の向上を促した。 

 



 29 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ あいさつ運動を推進し、規律正しい生活を心がけることで基本的生活習慣の育成をめ 

ざす 

Ⅱ 保護者・地域・関係諸機関と連携し、情報交換や協同事業を通して家庭教育力・地域 

教育力の向上を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 正門前での朝の交通指導で、校長があいさつ運動を推進することにより、学校全体の 

あいさつ運動も活性化したと考える。 

Ⅱ 学校支援地域本部事業など、保護者・地域・関係諸機関との連携も密に行い、特に地 

域教育力を十分に活かすことができた。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 保護者等と連携した、生徒の基本的生活習慣の育成 

・毎日の朝食を必ずとる（８０％以上） 

・「孤食率」の低下を呼びかける（３５％未満） 

・家庭でルールをつくり、子どもに家族の一員としての自覚を促す 

Ⅱ 学校からの多様な手段による情報発信と、保護者・地域との密な連携 

【評価】 

Ⅰ 達成できなかった 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 朝食は全校生徒の９割以上がほぼ毎日取っているが、他は半数以下であった。 

Ⅱ 学校便り、学年便り、学級通信に加え、校長通信を月２回程度発行し、ホームページ 

にも掲載した。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 家庭・学校・地域との連携を基に基本的生活習慣の育成を図る 

Ⅱ 学校からの情報発信をはじめとする保護者・地域間での情報の共有化、課題の明確化 

により、課題解決のための家庭・学校・地域の協働の取り組みを進める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成できなかった 
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【成果と課題】 

Ⅰ 学年、学級懇談会を通して家庭との連携で基本的生活習慣の育成が図れた。 

Ⅱ メーリングサービスや各便りによる共有化は図れたがホームページの更新が今後の 

課題である。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 各種おたより、保護者会等で家庭での基本的生活習慣を依頼する情報発信していく                               

Ⅱ 学校生活で睡眠不足等で体調が悪い生徒については、保護者と密に連絡をとりあう                                                   

Ⅲ 教職員からすすんであいさつをする 

【評価】 

Ⅰ 達成した    

Ⅱ 達成した   

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

○ 基本的生活習慣の育成については、特別活動や総合的な学習なども活用していけるとよ 

い。 
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②  豊かな心を育む道徳教育の推進  

 
【 目 標 】 

小・中学生のいじめや自殺等の問題が大きく伝えられている現在、学校だけにとどまらず、

社会や家庭生活において、人を思いやり、相手の立場に立って考えることが求められていま

す。目上の人を敬い、自分より弱い立場にいる人を大切にする心を育てるとともに、集団と

しての規範意識を高めることが大切です。また、集団の一員としての自覚を養うために、忍

耐力や協調性などの社会性を身に付けさせることも大切です。 

学校では道徳教育の重要性を教職員間で共通理解し、教育活動全体を通じて、道徳的な心

情、判断力、実践意欲と態度などの道徳性を養うように努めることが重要です。特に、道徳

教育の要となる道徳の時間においては、他の学習活動と連携を図りながら、計画的・発展的

な指導によって、道徳的実践力を高めていくように取り組みを進めます。 

「いのち」を大切にする心、人を思いやる心、規範意識を持たせることなど、児童・生徒

一人ひとりの豊かな心を育むために、学校・家庭・地域と連携を密に図りながら、心に響く

教育を進めていくことが、より大切になってきています。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       

 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 各教科や総合的な学習の時間、特別活動などと内容の関連を図る 

Ⅱ 児童会活動を活性化させていく 

Ⅲ 異年齢集団の交流を推進する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 各学級における道徳の時間や学級生活での道徳的な実践は行われ、成果も上がってい 

る。各教科・特別活動指導における道徳との関連についても配慮できた。 

Ⅱ 児童会担当教員がよく児童を指導し、縦割り集団やユニセフ募金、マダガスカル小学 

校支援活動などにも取り組むことができた。 

Ⅲ 縦割り集団活動の内容充実を図ることができた。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 各教科、総合的な学習の時間、外国語活動と連携を図りながら、計画的に道徳教育を

進める 
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Ⅱ 学校・家庭・地域が一体となったあいさつ運動を推進する 

Ⅲ 学校内の縦割り活動を通して異年齢交流を進める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 道徳教育への関心も高いが、教職員全員が適切な指導を進めていくために研修等を進 

め、共通理解を促したい。 

Ⅱ あいさつ運動は校内での指導が反映されているが、定着するまでには至っていない。 

 継続指導が望まれる。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 道徳教育全体計画に基づき、他の学習活動と関連させながら計画的・発展的な指導を 

行う 

Ⅱ 日常のあいさつを心掛けたり、コミュニケーションを深めたりする取り組みを行う 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成できなかった 

【成果と課題】 

Ⅰ 道徳教育の全体計画に基づき、日常化を目指す取り組みが進んだ。 

Ⅱ 朝会，学級指導等を通して取り組んだ。日常化を図るべく、保護者・地域の協力を得 

ながら継続していきたい。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 道徳の時間を要として様々な学習活動の中で、発達段階に応じた人権意識の育成に取 

り組む 

Ⅱ 異年齢集団の活動を通して、規範意識の向上を図り互いに思いやる心情や、奉仕的な 

心情を養う 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 道徳の時間を要として人権に関わる指導を意図的に進めてきたが、教育活動全体に関 

わる必要があるので、今後さらなる充実を目指していく。 

Ⅱ 全校で「たてわり班」を構成し年間をとおして「たてわり活動」に取り組み、成果を 

上げた。 

 

池子小学校 
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【目標】 

Ⅰ 道徳の授業を要として、様々な学習活動の中にも道徳的な内容を積極的に取り入れる 

ことで、道徳教育の充実を図る 

Ⅱ 各種体験活動の充実を図り、その活動を通した心に響く道徳教育を実践する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 各教科と道徳との関連が示されるように担任が働きかけ、道徳の授業だけでなく、様々 

な学習の場面の中で、道徳的価値を見なおすように努めた。 

Ⅱ 様々な体験の中で、心に響き生活に活かされる授業の充実を図っていく。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 道徳の時間における指導と、各教科、総合的な学習の時間及び特別活動における道徳 

教育との連動 

Ⅱ 全校道徳等、道徳の時間の新たな手法についての検討（全校道徳年間３回以上実施）                              

Ⅲ 地域人材活用の授業実践（年間２回以上） 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 学習情報で連携を図っている。今後、一覧表を作成する。 

Ⅱ 年間３回の全校道徳を実施した。 

Ⅲ 全校道徳で地域人材を活用した。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 道徳教育の重要性を共通理解し全ての教育活動を通じて道徳性を養う 

Ⅱ 発達段階に応じた指導内容の重点化を行い、道德教育推進教師を中心に全教師が全教 

育活動の中で協力して道徳教育を推進し、規範意識の向上に努める 

Ⅲ 学校が保護者・地域の協力を得ることにより地域社会や家庭において、相手の立場に 

 立って考え、人を思いやれる心を育てる 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 
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Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 学校生活の流れの中で教科を絡めて取り組むことができた。 

Ⅱ 各学年毎に年齢に合わせて３年間の見通しを持って取り組みを行った。 

Ⅲ 学年に応じて地域講師を呼び、生徒の興味関心を持てるように取り組んだ。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 行事や体験学習の関連を利用しねらいの深化が可能な、道徳教育カリキュラム及び教 

材の情報共有を図る       

Ⅱ 地域講師や地域機関等との連携を利用した授業や体験学習の情報共有をしていく 

【評価】 

Ⅰ 達成した                                             

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 道徳教育カリキュラム及び教材の情報共有を図る。 

Ⅱ 地域講師や地域機関等との連携を利用した授業は、計画的に実施し研究することがで 

きた。 
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③  豊かな体験活動の推進  

 

【 目 標 】 

少子化や地域社会における人間関係の希薄化などが進む中で、子どもたちの豊かな成長に

欠かすことのできない、多くの人々との出会いや触れ合い、社会・自然・芸術などと直接ふ

れ合う体験が乏しくなっています。様々な体験活動を通して、人や社会等とのつながりを自

覚し、他者への関心や愛着、思いやりや信頼感を高めるようにすることが大切です。 

 体験活動は文字どおり、自分の身体・五感を通して実際に経験する活動のことです。子ど

もたちが、学校・家庭・地域社会を含めた生活空間の中で、他者、社会、自然、環境と直接

的なかかわりを持ち、豊かな体験を重ねていくことが必要です。そして子どもたちが自分自

身の体験の中から課題を見つけ、その課題解決に向けて自主的に取り組んでいけるように、

体験活動を計画的に位置付け、その充実を図ることが大切です。 

 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       

 
逗子小学校 

【目標】 
Ⅰ 優れた芸術体験事業など芸術鑑賞事業を進める 

Ⅱ 校内に作品等を展示し、文化的要素を高めた掲示を行う 

Ⅲ 宿泊行事などを通じて児童の人間関係を深める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 文化庁巡回体験事業や市のアウトリーチ事業などに応募し芸術体験行った。また学年 

独自で邦楽鑑賞なども行ってきた。 

Ⅱ 職員室前の廊下や階段等に、児童の作品や地域の方々の作品を展示した。 

Ⅲ 高学年で行った宿泊行事は児童間の人間関係を深めるなどの成果を上げた。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 逗子の豊かな自然にふれ、自然の大切さを学ぶ自然体験学習を進める 

Ⅱ 集団宿泊体験を通して、互いのつながりを自覚し、他者への関心や愛着、思いやりや 

信頼感を高める機会とする 

Ⅲ 校内において芸術鑑賞会を開催する 

【評価】                                                                       

Ⅰ 達成した 
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Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

○ 各学年とも意図的な取り組みを進め、豊かな体験活動が展開されている。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 稲作り，大豆づくり等、地域と連携した体験活動を行う 

Ⅱ キャンプ，修学旅行の取り組みを通し、自然・文化にふれあう体験を行う 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 学習支援ボランティアを活用し、体験学習に取り組んだ。稲作、大豆づくり、味噌作 

りは、久木小の体験学習として位置づいている。継続的な取り組みを大切にしていきた 

い。 

Ⅱ 計画通り実施することができた。特別活動の改善点である「よりよい人間関係を築く 

力」「本物の自然や文化の価値や大切さを実感する機会」を意識し、一層の活動の充実を 

図りたい。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ たてわり集団を組織し、学校行事の中で活用していく 

Ⅱ 学校行事・児童会行事を通して育てたい力を明確にし、内容の充実を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ たてわり班を活用し、運動会、遠足等の学校行事を企画することができ、リーダーシ 

ップとフォロワーシップの育成に取り組んだ。 

Ⅱ 学校評価の充実を目指す中で、学校行事での「つけたい力」を学校全体で共通理解す 

るように努めた。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 地域の特性を生かした体験活動（自然体験、福祉体験、勤労体験、遊び体験等）を通 

して、社会性や協調性を育成する 

Ⅱ 社会見学・校外学習・宿泊行事・異学年との交流行事などを通して、集団生活のマナ 
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ーや責任感を育むとともに、思いやりや信頼関係を育成する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 地域の教育力を活用し、社会性や協調性を育成することができた。 

Ⅱ ふれあい遠足・ふれあい集会・たてわり活動などを通して異学年が交流しお互いに 

思いやり、信頼関係を育成することができた。 

 

逗子中学校 

【目標】 

○ キャリア教育・市民性教育を柱として、総合的な学習の時間や特別活動を中心に、地 

域に根ざした体験活動の実施 

・現代的な教育課題  

・学校行事の縦割りブロック活動   

・自然体験活動  

・職業体験   

・修学旅行 

【評価】 

○ 達成した 

【成果と課題】 

○ 次年度３年生が、市への提言を行う予定。 

  

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 行事を通した生徒会活動や、総合的な学習の時間における体験的学習を進める 

Ⅱ 地域との連携による社会奉仕活動やボランティア活動の体験的な学習を積極的に進 

め社会性や協調性を育てる 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 学年行事や生徒会地域行事を通じて進めることができた。 

Ⅱ 職業体験学習・進路学習に加えて地域清掃等での協力を得ることができた。 

 

沼間中学校【目標】 

Ⅰ 自然体験学習、修学旅行がより有効な課題解決学習の場となるように深化を図る 
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Ⅱ 職場体験の２日間を継続し、これまで以上にキャリア教育のねらいの深化が可能なよ 

う工夫・改善する 

【評価】 

Ⅰ 達成した                                       

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 課題解決学習の場として取り組み、まとめ学習の形態を工夫した。 

Ⅱ 職場体験学習の定着をはかりキャリア教育のねらいにせまるよう工夫改善することが 

できた。 
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④  食育と体力づくり・健康教育の推進 
 

【 目 標 】 

社会状況の変化に伴い、子どもたちの健康を取り巻く問題が顕在化してきています。基本

的な生活習慣の問題・心の健康の問題・食習慣の問題・飲酒や喫煙、薬物乱用などの問題・

性に関する情報の氾濫・運動能力の低下など、様々な課題に対して、学校は家庭や地域と連

携した教育を推進することが必要です。 

学校においては、食に関する正しい知識と望ましい食生活・食習慣を身につけるための食

育指導、体力づくり、及び心身の成長発達について正しく理解させるための取り組みを推進

していく必要があります。これらの教育を、子どもたちの発達段階に合わせて進めていく中

で、各課題に対する指導の充実を図り、子どもたちが生涯を通じて心身の健康を維持した生

活が送れるよう、そのための知識・実践力を身に付けられるようにしていくことが大切です。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題 

 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 保健便り等を発行して健康について積極的に啓発していく 

Ⅱ 健康教育の全体計画に従い健康教育について学校として推進していく 

Ⅲ 早寝・早起き・朝ご飯等、家庭生活の充実について保護者に働きかけていく 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 養護教諭や担任を中心に、学校として取り組むことができた。 

Ⅱ 運動能力の測定等を行い、児童の実態を把握することができた。 

Ⅲ 栄養教諭配置となり、学年ごとの食育授業やサマースクール講座なども開催して、保 

護者とも連携し進めることができた。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 健康教育を学校全体で推進する 

Ⅱ 食の指導に関する年間指導計画に基づいて食育を実施する 

Ⅲ 薬物乱用防止教育や安全教育を推進する 

【評価】                                                                                                      

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 
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【成果と課題】 

○ 各学年とも意図的な取り組みを進めていることから、成果が感じられる。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 保健安全年間計画、給食指導年間計画等に基づいた指導を進める 

Ⅱ 校庭芝生化に取り組み、子どもの体力向上について検討を進める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した   

【成果と課題】  

Ⅰ 計画通りに実施することができた。 

Ⅱ 芝を植えることで土壌の改良が進み、水はけが良くなっている。芝の管理は、地域の 

教育力を活用し、保護者・地域を中心に対応を図ることができた。年間を通した芝の定 

着を目めざしたい。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 食に対する正しい知識と望ましい食生活・食習慣を身に付けるための食育指導に計画 

的に取り組む 

Ⅱ 発達段階に応じた禁煙・薬物・性教育等の健康教育を推進し、家庭へも情報発信する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 各教科の指導内容から食育に関するものを洗い出し、意図的に取り組むことはできた 

が、学年ごとの段階等まだ、今後さらなる充実が必要である。 

Ⅱ 養護教諭を中心に発達段階に応じた健康教育を推進することができた。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 食育に関する全体計画に基づき、食教育を計画的に推進する                        

Ⅱ 健康教育について、児童の体力や健康状態を把握し、教職員間で共通理解を図るとと 

もに、家庭や関係行政機関等との連携しながら計画的に推進していく 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した   

【成果と課題】 

Ⅰ 食育に関する全体計画に基づき、栄養士による食育の授業や、給食指導を計画的に行 
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うことができた。今後も各学年と連携をとり継続して実施していく。 

Ⅱ 児童の発達段階に応じた健康教育を様々な場面を通じて実践することができた。今後 

も教職員間の共通理解をはかりながら実践を継続していく。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 体力づくり、健康教育を授業や行事の中で実践、充実 

・体育授業のティームティーチング（教員３名による指導）   

・ラジオ体操   

・マラソン大会 

Ⅱ 地域やＰＴＡと連携した食育の推進 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成できなかった 

【成果と課題】 

Ⅰ 三つの具体例をすべて取り組んだ。 

Ⅱ １・２年生の技術家庭科で食育の授業を行ったが、ＰＴＡを巻き込むには至っていな 

い。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 食育の推進のために特別委員会を設置し、従来より行っている各教科の学習に基づき 

久木中学校としての食教育について指導方針を明確にし健康・体力作り等の発達段階に 

応じた推進をする 

Ⅱ 飲酒・喫煙、薬物乱用に関する問題など家庭と学校との連携を基にして外部機関等と 

連携して健康教育を積極的に進める 

Ⅲ 性教育について発達段階を踏まえた正しい指導を進める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 全体計画に基づいて取り組み推進ができた。 

Ⅱ 外部機関との協力連携により推進することができた。 

Ⅲ 全体計画に基づいて取り組み推進ができた。 
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沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 薬物乱用・喫煙防止等、発達段階に応じて学習させることと並行して、普段の食生活 

についてよりよく改善しようする意識を持たせる 

Ⅱ 部活動や家庭でのスポーツ体験に対しての意欲を喚起し、自らの健康管理が大切な能 

力であることを知らせていく 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 体育科としては授業で適切に扱い、普段の食生活については保健委員会などとタイア 

ップし行えた。 

Ⅱ 部活動において部活協議会を通じ、それぞれの部活動における意欲を喚起できた。自 

らの健康管理は保健体育科とし、適切に指導をおこなった。 
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〈教育委員会分析結果〉 

１ 平成 25 年度に教育委員会が実施した主な「●事業」と学校への「▲指導内容」 

（１）主な事業 

 ●就学時健康診断業務委託    

●児童健康管理事業（小学校） 

●生徒健康管理事業（中学校） 

●自然教室推進事業 

●学校支援地域本部事業（学校支援ボランティア 7,985 人）  

●授業研究を柱とした特色ある学校づくり 

●芸術鑑賞推進事業 

●学校体育振興事業 

（２）主な指導内容 

 ▲道徳教育全体計画作成 

 ▲特別活動全体計画作成 

▲食育に関する教育全体計画作成 

 ▲健康教育に係る各種研修会の実施 

 ▲学校支援地域本部実行委員会の開催 

 

２ 各学校の自己評価を総合した市立全校の実践評価と主な成果等         

（１）市立全校の実践評価 （項目別達成率 ９４．６%） 

（２）主な成果等 

【基本的な生活習慣の育成】 

・基本的な生活習慣を育成するためには、家庭や地域との連携が不可欠なので、家庭や地

域との連携に向けての情報発信を積極的に行った。規則正しい生活習慣の大切さを啓発

する等一定の成果が見られたが、今後とも、生活習慣改善のための努力を続ける必要が

ある。 

【豊かな心を育む道徳教育の推進】  

・各教科・特別活動等における関連について配慮し、各学級における道徳の時間や学級生

活での道徳的な実践が行われ成果も上がった。 

・地域人材を活用した全校道徳を行った。 

・異学年集団とのふれあい活動等、集団として及び集団の一員としての行動の在り方を育

てる取り組みが活性化してきている。 



 44 

【豊かな体験活動の推進】  

・小学校では、文化庁芸術体験事業や市のアウトリーチ事業を活用し、優れた芸術鑑賞を 

体験した。 

・小学校・中学校全校で友だち同士の共同生活を通して自然にふれあうことをねらいと 

した自然体験学習を実施した（１泊５校、２泊３校）。 

【食育と体力づくり・健康教育の推進】 

・栄養教諭が市内の小学校を巡回し、２年生を対象に食育の授業を行った。 

・健康について積極的に啓発するために、養護教諭や学級担任が各種便り等を発行し、疾

病やケガの予防に努めた。 

・喫煙防止、薬物乱用防止等について、関係機関と連携した取り組みが定着している。 

 

３ 教育委員会の自己評価と主な成果等                     

（１）教育委員会の自己評価 〔Ａ〕 

 コメント 学校支援地域本部を軸にした家庭・地域との連携は、各本部の実情に合わせ

定着が見られている。今後も多様化する社会の中で生じてくる新たな課題に常に対応で

きるよう、関係諸機関と連携した取り組みを広げつつ、家庭や地域との連携を一層強化

した取り組みを継続する必要がある。 

（２）主な成果等 

【基本的な生活習慣の育成】 

・「全国体力･運動能力･運動習慣等調査」の結果分析から分かる本市の児童・生徒の生

活習慣に係る特徴を踏まえての取り組みを進める必要がある。 

・家庭や地域への啓発と連携、及び小・中学校の連携により、９年間を見通しての習慣

づけを進める必要がある。 

 ・「生活習慣と学力・気力・体力・健康」という演題で、市内の教員と保護者・地域対象 

の教育講演会を開催し、生活習慣と体力・健康等との関わりを啓発した。 

【豊かな心を育む道徳教育の推進】  

・各学校が推進できるよう必要な情報等を提供した。 

【豊かな体験活動の推進】  

・今以上に効果的な活動となるよう、各学年の体験学習のねらい、時期や期間の見直し

を図り、特別活動全体計画の中でのそれぞれの活動の位置付けを確認する必要がある。 

【食育と体力づくり・健康教育の推進】 

 ・食育推進ネットワーク会議を行い、栄養教諭を中核に各学校と連携を図りながら食育

に取り組んだ。 
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４ 平成 26 年度に向けて必要とされる主な事業及び指導内容           

【基本的な生活習慣の育成】 

・基本的な生活習慣を育成するために、家庭や地域への啓発と連携を強化する必要があ

る。 

【豊かな心を育む道徳教育の推進】  

・児童・生徒の社会性育成につながる異年齢交流を進める。 

・地域の人材を活用するよう支援していくため、学校支援地域本部事業の活性化を図る

必要がある。 

【豊かな体験活動の推進】  

・「総合的な学習の時間」における体験活動の在り方を探る。 

・地域の人材を活用するよう支援していくため、学校支援地域本部事業の活性化を図る

必要がある。 

【食育と体力づくり・健康教育の推進】 

 ・食育と健康教育の推進のため、栄養教諭の活用の仕方を探る。 
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〈学識経験を有する者の主な意見、助言〉＜久保田 貢 氏＞ 

 

子どもたちの学ぶ意欲や学習習慣の低下、規範意識の希薄化や社会性やコミュニ

ケーション能力の不足等が指摘されている今日、基本的な生活習慣の育成や心の

教育の充実をいかに進めていくか、学校や家庭、地域社会の基本的な姿勢がます

ます求められている。各学校共に、保護者、子ども、地域の実情に即して様々な

取り組みを展開し、一定の成果をあげていることが伺える。今後とも、学校、家

庭、地域社会の果たすべき役割を明確にし、幼少期から継続的な指導が必要であ

る。 

健康教育については、食育、安全教育、喫煙防止教育、薬物防止教育、性教育、

体力つくり等を重点課題とし、学年の発達段階や子どもの実情に合わせて力点を

定め指導の充実を図っていることが伺える。今後とも継続的な指導の充実を図る

必要がある。特に、性情報が氾濫し、子どもの性被害が増えている現状を踏まえ、

保護者、関係諸機関と連携し、低学年から情報教育の指導の充実を図ると共に性

教育や薬物防止教育の充実に努め、犯罪から身を守る指導の徹底を期待する。 

道徳教育の取り組みについては、学校によって多少の差異はあるが、各学校共に

道徳教育全体計画の充実を図ると共に、道徳の時間における教材・資料の整備と

活用の充実を図っていることが伺える。また、地域の教育力を生かした道徳の時

間にも力を入れていることが伺える。今後とも、全教育活動を通して、より充実

した道徳教育の推進に努め、心身共に豊かな子どもの育成に努めることを期待す

る。 

体験活動は、子どもの「生きる力」を育む上で重要な要素である。体験活動を通

して、子どもに何が育ってほしいのか、また、身についたものをどう生かして欲

しいのかを明確にして、全教育活動の中で展開することが大切である。ややもす

ると、イベントで終わってしまい、その場限りの体験活動になることもある。言

語活動を含めてカリキュラムに意図的・計画的に位置付け、目的を明確にして実

施することが大切である。 

今、幼・小・中学生の虐待や性犯罪被害、いじめや不登校更には自殺等が問題視

されている。これらは、大人社会のモラルの低下や家庭の教育力の低下が招いた

事象といっても過言ではない。学校には「いのち」を大切にする心や相手を思い

やる心や規範意識の高揚など社会性の育成を目指した教育がますます求められて

きている。学校は、すべてに応える努力はしつつも、「できること・できないこと」

を明確にし、家庭、地域社会の果たすべき役割を明確に発信し、三者が連携して、

心身共に豊かな子どもの育成に努めることが必要である。 
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〈学識経験を有する者の主な意見、助言〉＜福田 幸男 氏＞ 

 

 

 

 

「基本的な生活習慣の育成」 

  ともすれば、「学力の向上」に関心が偏る中で、心身の健康に関する取り組み

にもしっかりと向き合う必要がある。その取り組みの一つとしての「基本的な

生活習慣の育成」は、学校のみならず、家庭や地域との緊密な連携が不可欠で

ある。そのためには、学校からの情報発信と、常日頃からの連携協力が欠かせ

ない要件となる。一連の取り組みについては、「全国学力・学習状況調査」や、

「全国体力・運動能力・運動習慣等調査」の結果等に基づく経年的な変化を参

考にしてさらに改善を進めてもらいたい。 

 

「豊かな心を育む道徳教育の推進」 

  「生きる力」の三要素の一つである、「豊かな心」を育むための道徳教育の着

実な推進が認められる。各教科や総合的な学習の時間との連携を図りながら、

かつ体験活動の充実を図りながら、計画的に道徳教育が進めてきていることを

評価する。その成果が、教室の内外で、日々の生活の中で、実を結ぶことを期

待する。  

 

「豊かな体験活動の推進」 

  ともすれば希薄となりつつある多くの人々との出会いや触れ合い、本物の自

然・芸術との出会い体験するためのプログラムが実施され、成果を上げてきて

いる。今後、学校種や学年差に配慮しながらも、９年間を見通した、「逗子の体

験活動」を提案していただきたい。中学校にあっては、キャリア教育を意識し

た取り組みが認められる。その活動の進展に注目したい。 

 

「食育と体力づくり・健康教育の推進」 

  学校、教育委員会が一体となって健康教育の推進に取り組んでいることを評

価する。養護教諭、栄養教諭の専門性を十分に活用しながら、日常的な取り組

みを着実に実施することが成果につながると考える。その成果が自校のみなら

ず、学区内の小中連携、さらには全市的な取り組みへと発展することを期待す

る。 

 一方で、家庭への情報発信、連携協力も必要である。特に食育に関して、家

庭の協力は不可欠である。児童・生徒の発達段階を踏まえながら、小中の９年

間を一貫する逗子の健康教育となることを期待する。薬物乱用防止教育、安全

教育については全市を挙げた積極的な取り組みとなることを期待する。 
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Ⅱ 課題に迅速に対応する学校づくり                  

<目 標> 

学校は今、様々な教育課題への対応を求められており，本市では迅速で的確な対応を目指

します。また、教育は学校のみで完結するものではなく登下校の安全面なども含め、家庭・

地域との連携や協働参画することによってさらに充実が図られます。 

 

１ 多様な教育的課題への対応                    

①  学校安全の推進 
 

【 目 標 】 

現在必要とされている教育環境として、子どもたちが安全・安心な質の高い空間で学び、

生活できるということが求められています。 

防災・防犯・不審者対応では、学校や通学路等において子どもたちが安全に過ごせるよう、

学校と地域のボランティアや関係機関との連携により地域ぐるみで子どもたちの環境を整備

する必要があります。 

また、防災・安全教育を推進し、児童・生徒が現在や将来において自他のいのちを守るた

めに、的確な思考・判断に基づく適切な意思決定や行動選択ができる能力の育成に努めます。 

さらに、子どもたちの安全・安心を確保し、質の高い教育環境を整備できるよう、放課後

や週末に子どもたちが体験・交流活動をするための場づくりを進められるよう取り組みを進

めます。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       

 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 学校、ＰＴＡ校外委員会、外部関係諸機関との連携の充実を図る 

Ⅱ 安全点検、危険箇所の修理などの早期対応を図る 

Ⅲ 大規模地震・大規模津波を視野に入れた総合的な防災計画を作成する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ・Ⅱ ＰＴＡ校外委員と連携し、危険箇所の点検をし、改善要望を市等にあげた。また、 
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関係機関との合同点検を実施できた。 

Ⅲ 防災アドバイザーの助言のもと津波避難の在り方を検討し具体化させた。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 学校防災計画に基づいた安全体制の整備 

Ⅱ 教職員、保護者による通学路の点検 

Ⅲ 自分の命は自分で守ることができるように安全への啓発活動を実施 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

○ 防災アドバイザーを活用して安全教育の評価を進め、より良い計画案ができている。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 防犯教室、不審者対応訓練を行い、子どもたち、教職員の防犯意識を高める 

Ⅱ ＰＴＡ，地域パトロール体制と連携し、子どもの安全確保に取り組む 

Ⅲ 防災アドバイザーによる地域の状況確認と防災・減災の在り方について検討を進める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

成果と課題  

Ⅰ 年間計画通り訓練等を実施した。継続的指導により防犯意識を高めたい。 

Ⅱ 地域と連携した取り組みは継続している。ＰＴＡ予算から学校用備蓄品（水，ビスケ 

ットなど）を購入し、教室棟屋上入口に保管することができた。 

Ⅲ 防災アドバイザーを活用し、防災体制の見直しを図った。それにより、震度 5 弱以上

(津波警報)の際の避難について確認することができた。引き続き、防災体制について研

究・検討及び整備を図っていきたい。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 児童自らが体験を通して危険予測・危険回避の能力を培うため、安全教育を計画的に

実施する 

Ⅱ 児童の安全な学校生活の確保と緊急避難所としての機能向上のため、環境整備に努め

る 
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【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 訓練だけに終わらない防災教育のあり方を意識し日々の教育活動の中に位置づけてき 

  た。 

Ⅱ ＰＴＡと連携し、避難路の整備、非常食の備蓄に取り組んだ。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 児童自らの危機予測･危機回避能力の育成を目指し、安全教育を計画的に実施し、日々 

の教育活動の中で意図的に取り組む                     

Ⅱ 交通安全教室・誘拐防止教室・自転車教室・安心安全教室実施し、地域と連携し、児 

童の安全に対する意識の向上を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した   

【成果と課題】 

Ⅰ 防災・安全指導年間計画に基づき、避難訓練や道徳活動の中で危機予測・危機回避能 

力を培う指導を行ってきた。さらに、様々な場面を想定した避難訓練を実施し、実際の 

行動に結びつけるようにしていきたい。                          

Ⅱ 警察等の外部機関と連携し、安全教室等を開催した。また、教職員の研修も行い安全 

に関する意識を向上することができた・今後も継続して実施していきたい。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ ＣＡＰ（子どもへの暴力防止プログラム）等を活用した不審者対策、安全教育の充実 

と逗子中学校防災計画の見直し 

Ⅱ 大地震・津波を想定した避難訓練・災害時伝言ダイヤル訓練等の充実 

Ⅲ 地域と連携した防災訓練における、中学生が主体的に活動する場面設定 

【評価】 

Ⅰ 達成した  

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ ＣＡＰ（子どもへの暴力防止プログラム）以外にも県警の安全教育を実施し、本校の 
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防災計画も見直した。 

Ⅱ 年間３回の避難訓練、年間３回の災害時伝言ダイヤル訓練を実施した。 

Ⅲ 池子小学校で行った「避難所運営訓練」に中学生がボランティアとして参加した。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ ＣＡＰ（子どもへの暴力防止プログラム）をはじめとする安全教育や防犯教室などに 

加え携帯電話、PC に関する新たな課題に関して積極的に取り組んでいく 

Ⅱ 学校防災計画を見直し、市の防災マニュアルに連携できるよう取り組んでいく 

Ⅲ 校内の防災訓練を計画的に実施し、地域避難所訓練や地域機関との連携を深める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 年間計画に基づいて各教室を実施した。 

Ⅱ 市防災計画に基づき見直しを進めた。 

Ⅲ 地域保育園等や市地域防災訓練と連携した訓練を行う事ができた。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 防災アドバイザー、逗子警察等の連携の下に、事故防止及び安全点検、危険箇所の除 

去を定期的・継続的に行う 

Ⅱ 沼間小学校区避難所運営委員会との連携下、生徒が自らの命を守ろうとする危機管理 

意識の向上を図る                                          

【評価】 

Ⅰ 達成した  

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 生徒の手による防災マップの取り組みをおこなうことができた。 

Ⅱ 継続的に実施したい。 
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②  問題行動等への対応の推進 
 

【 目 標 】 

都市化や少子化、情報化などが進展し、社会全体で様々な課題がある昨今、子どもたちの

問題行動等が生じています。その背景には、規範意識や論理性の低下が関係しているとも指

摘されています。このような社会情勢の中で、学校は一人ひとりの子どもの人格を尊重し、

個性の伸張を図りながら、子ども自ら現在及び将来における自己実現を図っていくための自

己指導能力の育成を目指します。 

いじめや不登校、器物破損や暴力行為等はどの子にも、どの学校にも起こり得るものであ

ることを十分認識し、地域・保護者とともにその未然防止や早期発見・早期対応への取り組

みが、今各学校において求められています。さらに、いじめについては、学校は毅然とした

態度で「いじめは許されない、いじめる側が悪い」ということを明らかにして、子どもの立

場にたって、親身に、適切な指導を行う必要があります。 

 また、不登校児童・生徒など支援を必要としているすべての子どもたち一人ひとりの教育

的ニーズを把握し、学校を中心とした総合的な支援体制の確立が望まれています。学校では

子どもたちの心の問題に迅速に対応できるよう相談体制を充実させるとともに、校内の支援

体制の充実と外部の専門機関との連携を図り、協働することが大切です。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       

 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 差別やいじめを許さない学級づくりを行う 

Ⅱ 教育相談コーディネーターを中心とする組織的な対応をはかる 

Ⅲ 外部専門機関との連携を密にしていく 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 毎月の校務分掌会議や職員会議の中で確認し合った。 

Ⅱ 支援教育の推進と同様に考えている。 

Ⅲ 支援教育の推進と同様に考えている。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 問題行動への組織的対応を図る 

Ⅱ 定期的な実態把握に努めるとともに、早期発見・早期対応を進める                                        
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Ⅲ 教育ニーズの把握に努め、総合的な支援体制の確立を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

○ 児童指導に関わる一次支援として、各学級とも学級を開き、スクールカウンセラーや 

 巡回指導員を積極的に受け入れて問題行動への対応を進めていることから、未然防止・ 

 早期対応が進められている。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 「久木小学校いじめ防止基本方針」に基づいた指導の充実を図る 

Ⅱ 教育相談コーディネーターを中心とした支援体制の充実を図り、子どもや保護者のニ 

ーズに具体的支援が行えるよう努めていく 

Ⅲ 外部機関やスクールカウンセラー、巡回指導員等との連携を深める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 基本方針に基づいた指導を実践した。 

Ⅱ ケース会議等を踏まえ、課題を抱える児童（保護者）への対応を進めることができた。 

 校内での共通理解も進んだ。 

Ⅲ 巡回相談員、スクールカウンセラー等を活用し、児童支援を進めることができた。今 

後も一層の連携を図りたい。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 教育相談コーディネーターを中心とした校内支援体制を確立するとともに、様々な場 

 面をとらえ、児童の規範意識や温かい人間関係作りを推進する 

Ⅱ 児童理解を深めるための研修を実施し、問題行動への対応について、教職員の共通理 

解を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

 

【成果と課題】 
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Ⅰ 朝会や学級指導を通して、ルールの大切さを指導し、規範意識の醸成に努めた。 

Ⅱ 児童指導に関する研修を年間を通して実施し、児童の様々なニーズへの対応力の向上 

に努めた。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 教育相談コーディネーターを中心とした校内支援体制を確立し、スクールカウンセラ 

ー・巡回指導員・うるおいフレンド等を活用しながら組織的対応を図る  

Ⅱ 個人情報の保護に配慮しつつ、幼稚園・保育園や中学校との連携を深め、支援に役立 

てる 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した  

【成果と課題】 

Ⅰ スクールカウンセラーや巡回指導員、うるおいフレンド、外部機関等と連携し早急・ 

適切に対応ができた。                

Ⅱ 幼稚園や保育園との連携を深め、入学予定の支援体制の充実に努めた。また、中学校 

とも連携を強化し、入学後の支援に役立つようにした。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ スクールカウンセラー、うるおいフレンド（心の教室相談員）、学習支援員の効果的 

な活用と、継続的な校内相談体制の再検討 

Ⅱ いじめ・不登校への予防的な相談の実施と研究所等他機関との密な連携 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 教育相談コーディネーターを中心に、人材の活用と情報の共有化を推進した。 

Ⅱ 研究所にお願いして「構成的グループエンカウンター」の手法による学級づくり、研 

究所スーパーバイザーによる研修会を実施した。 

     

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 生徒指導を充実させ、生徒の規範意識や温かい人間関係づくりを高め、全教職員が意 

図的・組織的に教育活動を進める 

Ⅱ 生徒指導担当・教育相談コーディネーターが中心となって管理職・全職員が連携を取 

りながら組織的な指導体制を確立し対応していく 
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Ⅲ 関係諸機関との連携を密に図り生徒一人ひとりの課題に応じた支援を行う 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ・Ⅱ 支援教育委員会を中心に学校全体での取り組みを行い生徒・職員の意識の向上を 

 図れた。 

Ⅲ 地域諸機関との連絡連携を計画的に取り問題解決を図ることができた。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 共生社会に向けて生徒が互いの困り感を認め合い助け合える温かい学級づくりに努め 

る                                

Ⅱ 道徳の時間や生徒会活動を通して、規範意識を培い生徒自らがいじめを許さない集団 

を作っていけるよう指導していく    

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 生徒会活動を通して規範意識を高める指導は課題である。 

Ⅱ 教員だけでなく社会福祉協議会などの関係団体にも協力してもらう。 
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③  幼稚園・保育園・小学校・中学校の連携の推進  

 
【 目 標 】 

幼稚園・保育園から小学校に入学した子どもたちが、新しい環境になじめなかったり、授

業中に立ち歩いたり騒いだりする問題を「小１プロブレム」といいます。 

同様に、中学に入学した際に生じる問題を「中１ギャップ」といい、近年大きな問題とな

ってきました。 

これらの問題を解決し、子どもたちが希望に満ちた学校生活が送れるよう支援していく必

要があります。 

そのためには、幼稚園・保育園と小学校の連携、さらに小学校と中学校の連携を図り、子

どもや保護者が、学びや生活が連続していると安心できるよう、相互の教育活動を理解し、

協力していくことが大切です。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       
 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 幼稚園・保育園との情報交換を密にしていく 

Ⅱ 幼稚園・保育園との交歓行事を実施していく 

Ⅲ 中学校との交流行事を検討する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成できなかった 

 Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 就学予定園児について、幼稚園・保育園と連携ができた。 

Ⅱ 次年度就学予定の園児との交流を行い高い評価を頂いているが、こちらから出かけて 

いく交歓行事は行えていない。 

Ⅲ 職業体験事業で中学生を受け入れ、外国語活動の授業では中学の英語教員の指導を受 

け、一部部活動の見学を行うなど、交流を進めることができた。 

   

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 担当者が年間計画を立てて進める 

Ⅱ 小中 9 年間の学びの連続性に向けて情報交流を進める 

Ⅲ 幼・保との連携では授業交流や行事での子ども同士の交流を推進する 

【評価】 

Ⅰ 達成した                 
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Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

○ 幼・保・小・中連携の意義は浸透し、継続し取り組みとなっている。今後は組織的な 

分掌として統合整理する方向で進めている。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 小・中の連携を目指し、協議しながら取り組みを進める 

Ⅱ 幼稚園・保育園と連携した、支援教育に取り組む 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 中学校教諭による 6 年各クラスでの授業（算数・外国語・体育）を 2 月ごろに行った 

り、夏休みにバレーボールとバドミントンの部活体験を実施したりした。また、中学校 

教諭の学校参観による児童理解なども実施することができた。 

Ⅱ 新入学児童を迎える集会を開いたり、各幼稚園・保育園への参観など、職員交流の手 

立ての充実を図った。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 個人情報の保護に十分配慮しつつ、幼保小中の連携を進め、学校生活の安心安全の向 

上を図る 

Ⅱ 小中連携では、体育や外国語活動、行事等で交流を推進する中で、中１ギャップの解 

消をめざす 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成できなかった 

【成果と課題】 

Ⅰ 学習面からの幼保との連携を深めると同時に、新入学児童に対しては実際に見学する 

等して実態把握に努め、いわゆる小１プロブレムの回避に努めた。 

Ⅱ 卒業にあたっては着実な引継に努める等したが、日常的な教科での連携は難しかった。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 幼稚園・保育園と相互の参観等をさらに推進し、課題を共有しつつ個々の役割の明確 

化を検討する 
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Ⅱ ９年間を見通したカリキュラム上の連携や児童指導の情報交換を推進する    

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 幼・保・小担当者会において、情報交換や公開行事参観などを通して、教育内容等の 

相互理解と幼児・児童間の交流を推進することができた。今後も継続的な連携をはかり 

たい。 

Ⅱ 中学校の学校訪問や出前授業など連携をはかり、中学校入学に向けて、支援体制の充 

実に努めた。今後も、継続的な連携をはかっていく。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 小・中学校間で、教員の授業交流の実施 

Ⅱ 小・中学校、９年間を見通した「学び方」のカリキュラム作りの検討 

Ⅲ 湘南保育園との連携の模索（職業体験） 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 池子小学校で体育教員が、逗子小学校で英語教員が授業を行った。 

Ⅱ モデルを提示した。 

Ⅲ 湘南保育園をはじめ、沼間愛児園、桜山保育園、双葉保育園、聖マリア幼稚園で職業 

体験を実施した。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 入学してくる生徒がスムーズに中学校生活のスタートができ、安心して学校生活が送 

れるよう、子ども一人ひとりの成長を支え、個に応じた指導を進めるため情報の共有と 

連携を推進する 

Ⅱ 小学校と協働して義務教育 9 年間を見据えたカリキュラムの工夫、授業体験、部活体 

験などの活動を進める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 
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Ⅰ 教育相談コーディネーターを中心に小学校との情報交換を行い中学校の指導に結びつ 

けることができた。 

Ⅱ 各小学校の研究授業・研究発表などへの参加を積極的に行うことと小学校への出前授 

業を行う事ができた。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 教職員研修等で小中連携を深め、学びの連続性を追及し家庭学習の定着を図っていく 

Ⅱ 学校間の信頼関係を構築し、９年間の学習や生徒指導を意図的、効果的に行っていく 

Ⅲ 授業参観等に参加していく                

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した   

【成果と課題】 

○ 中学校へ授業参観にきてもらうことはできたが小学校の授業参観をすることはなかな 

か時間調整が難しかった。 
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④  国際教育の推進  

 

【 目 標 】 

今日、わが国では様々な面で多様な文化との接触や国際化が進展し、国際社会に生きる日

本人としての資質の向上が重要な課題となっています。 

 これからの国際教育は、多様な文化や生活様式を知ることにとどまらず、多様な文化との

共生に向けて、多様性を尊重し、多様な価値観を受容したり、ぶつかり融合したりする中、

新しい価値観を創造したりすることができる等、国際社会においても自らの力を発揮できる

資質や能力を育てることが必要です。 

また、自分たちが生活している日本と世界の国々の現状や課題について、自分たちの思い

や考えをもち、それらを自ら発信し、かつ多様な文化的背景をもった人々を理解し国際平和

の実現に努める態度の育成とコミュニケーション能力の向上に努めます。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       

 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 外国語活動の在り方について職員研修を行う 

Ⅱ ＩＥＡ（国際教育指導助手）との連携について検討を進める 

Ⅲ 評価等について検討を進める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成できなかった 

【成果と課題】 

 Ⅰ・Ⅱ 校内で研修を進め、また、ＩＥＡ（国際教育指導助手）とのコミュニケーション 

も担当が調整しながら、担任を中心とした授業実践を進めている。 

Ⅲ 各学年で検討をし試行しているが、学校全体としての計画を定めるには至っていない。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 外国語活動を生かしコミュニケーション能力の育成を図る             

Ⅱ 外国語活動ガイドラインに沿った授業の充実を図る 

Ⅲ ＩＥＡ（国際教育指導助手）と協力して日常的な交流や教材開発を進める 

【評価】                                                                                                      

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 
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Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

○ 外国語活動の趣旨を理解した授業づくりが進んでいて、ＩＥＡ（国際教育指導助手） 

と担任が連携・協力して児童の学ぶ意欲が向上してきている。 

  

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 小学校外国語活動の授業を通し、コミュニケーション能力の育成を図る 

Ⅱ ＩＥＡ（国際教育指導助手）の効果的活用を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 逗子市外国語活動ガイドラインに基づいて、外国語活動の実践に取り組んだ。 

Ⅱ ＩＥＡ（国際教育指導助手）とのコミュニケーションに努め、より良い指導を考える 

ことができた。課題は、ＩＥＡ（国際教育指導助手）が毎年替わってしまうことである。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 多様な文化を理解するための学習活動を各学年の発達段階に応じて取り入れる 

Ⅱ ＩＥＡ（国際教育指導助手）の効果的な活用をはかり、諸外国の文化や歴史・自然等 

に関心を深めるような取り組みをする 

【評価と課題】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ ＩＥＡ（国際教育指導助手）を活用し、各学年の発達段階に応じた国際教育の推進に 

努めた。 

Ⅱ 海外の行事について学習の中に取り入れ、楽しみながら諸外国の文化への理解を深め 

た。 

  

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 多様な文化に触れる内容の学習活動を各学年の発達段階に応じて取り入れる 

Ⅱ ＩＥＡ（国際教育指導助手）の効果的な活用をはかり、諸外国の文化や歴史・自然な 

どに関心を高めるような取り組みをする 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 
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Ⅰ それぞれの学年の発達段階に応じて、ＩＥＡ（国際教育指導助手）との協力の下、全 

学年が国際教育に取り組んだ。 

Ⅱ ＩＥＡ（国際教育指導助手）と事前に話し合い、ＩＥＡ（国際教育指導助手）の出身 

国の話から、様々な国の文化や特徴について取り上げ、授業づくりをした。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 異文化を理解し、多文化と共生するために、地域人材の活用を図りながら、授業や行 

事を通した、コミュニケーション能力の育成 

Ⅱ ＩＥＡ（国際教育指導助手）の効果的な活用による生徒のコミュニケーション能力の 

育成及び国際教育の実施 

【評価】 

Ⅰ 達成できなった 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 地域人材の活用まで及ばなかった。 

Ⅱ ＩＥＡ（国際教育指導助手）を活用し、「日本の学校、オーストラリアの学校」を紹 

介した。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 国際社会に生きる日本人としての資質の向上を目指し、学校に派遣されているＩＥＡ 

（国際教育指導助手）を様々な教育活動において積極的な活用を推進する 

Ⅱ 総合的な学習の時間や特別活動において、外国人留学生や海外の団体等との交流を行 

い国際社会に生きる子ども達の育成を進める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成できなかった 

【成果と課題】 

Ⅰ 外国語の学習だけでなくＩＥＡ（国際教育指導助手）を活用して外国の生活習慣など 

も学習した。 

Ⅱ 対外的団体などを活用して国際教育を図る必要がある。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 多様な文化を理解し共生できるよう小学校外国語活動との連携の下に、意識を育てて 

いく                                   
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Ⅱ ＩＥＡ（国際教育指導助手）のより効果的な活用を研究していく 

【評価】 

Ⅰ 達成できなかった 

Ⅱ 達成した   

【成果と課題】 

○ 外国語の授業だけでなくＩＥＡ（国際教育指導助手）が学校行事などにかかわりをもつ 

ことができた。このことを継続したい。 
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⑤  キャリア教育の推進  

 

【 目 標 】 

キャリア教育とは一人ひとりの社会的・職業的自立に向け必要な基盤となる能力や態度を

育てることを通してキャリア発達を促す教育です。 

新学習指導要領における『生きる力』には『社会的・職業的自立、学校から社会・職業へ

の円滑な移行に必要な力』が含まれるとした上で、その力について具体化されている要素を

学校生活のあらゆる場面で育てていくことが必要です。 

子どもたちそれぞれの発達段階に応じて勤労観や社会性を養い、将来の職業について正し

く理解できるよう、学校・家庭・地域など関係機関の協力を得て、キャリア教育を進めてい

きます。 

また、キャリア教育は職業学習だけでなく、将来を見据えた「生き方の教育」であり、子

どもの発達に応じたさまざまな生き方の学習に取り組んでいきます。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       

 
逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 小学校におけるキャリア教育の在り方について職員の研修を行う 

Ⅱ ２分の１成人式など、生き方を見通した学習等について検討する 

【評価】 

Ⅰ 達成できなかった 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 一定程度のキャリア教育に係る個別の研修も行い教職員間の共通理解が進んでいるが、 

校内研修で取り上げて研修を深めるまでには至っていない。 

Ⅱ 2 分の１成人式の取り組みが定着し、児童や保護者にも好評である。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 発達段階に応じたキャリア教育を実践する 

Ⅱ 子どもたちに望ましい職業観、勤労観を育むために各教科や体験学習等を有効に活用 

する 

Ⅲ キャリア教育への保護者の理解を促す 

【評価】 

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 
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【成果と課題】 

○ いろいろな教育活動場面を活用してキャリア教育が進められている。特にゲストティ 

 ーチャーを招いた授業ではキャリア教育の幅が広がっている。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 子どもの発達段階に応じたキャリア教育の在り方について研究・実践を図る 

Ⅱ 教育活動全般を通じて、児童が自尊感情を高め、より良い人間関係を築くことに努め 

る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 社会科や生活科、総合的な学習の時間等の中で、ゲストティーチャーを招いて実践す 

ることができた。 

Ⅱ 教育活動全般を通し、全職員で全児童を育てる視点を持って指導に当たることができ 

た。日常的な取り組みの継続が必要と感じている。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ キャリア教育について、研修を実施し、子どもの発達段階に応じて、自己の生き方に 

ついて考える学習を体験的に取り入れる 

Ⅱ 総合的な学習の時間の全体計画を見直す 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成できなかった 

【成果と課題】 

Ⅰ 総合的な学習の時間等で自己の生き方について考える取り組みはなされてきたが学校 

全体での共通理解を図るための研修の設定は今後の課題である。 

Ⅱ ３～６年の取り組みは全体計画に沿って実践されたが、小規模校の中で、組織的な見 

直しを図ることは難しかった。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 子どもの発達段階に応じて、自己の生き方について考える学習を体験活動を通して取 

り入れる 

Ⅱ 保護者や地域の協力を得て、調べ学習や体験学習を充実させる 
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【評価】 

Ⅰ 達成した   

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ ４年生での２分の１成人式 ６年生のラーメン作り・八景島シーパラダイス飼育員体 

験・市長との話をとおして自己の生き方や今後の職業選択について考えることができた。 

Ⅱ 保護者や地域のお店（畳店 豆腐店）の協力を得て調べ学習や体験学習が充実した。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 職業体験学習の実施等によりキャリア教育の推進 

Ⅱ 学校行事・生徒会活動の充実 

Ⅲ キャリア教育・市民性教育のカリキュラムづくり 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 例年通り５９箇所以上の事業所の協力で職業体験を実施した。 

Ⅱ ＰＴＡ及び学校支援地域本部の協力の下、取り組んだ。 

Ⅲ 取り組みの２年目ということで、カリキュラム作りを行った。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 職業の選択を始めとし、自分の将来を見据えた有意義な人生のあり方を自らが体験し 

学ぶための中学校での指導計画を作成する 

Ⅱ 地域・保護者・関係諸機関との連携を図り職業についての理解を図り、発達に応じて 

地域での職業体験を行う 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ ３年間を見通した進路指導計画を作成し推進できている。 

Ⅱ 職業体験学習やキャリア学習会などを地域・保護者を活用して取り組んだ。  

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ １年「将来の夢」、２年「職場体験」、３年「義務教育終了後の進路」と、段階的に 
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自分の生き方を考えさせる                                   

Ⅱ 職場体験２日間実施し、よりねらいを深化していく 

【評価】 

Ⅰ 達成した                          

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 学年別に計画的に自分の生き方を考えることができた。                        

Ⅱ 職場体験は定着し、ねらいにせまることができた。 
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⑥  福祉教育の推進  

 

【 目 標 】 

私たちの周りには、障がいを持つ方や高齢の方々が多く、ともすると福祉とはそのような

方々のために何かをすることと、子どもたちはとらえられがちです。しかし、福祉は特別な

人の誰かのめのものという限定されたものではなく、一人ひとりの 

「 ふだんの くらしの しあわせ 」 

を願うものという観点で、福祉教育を進める必要があります。 

年齢の違い、障がいの有無にかかわらず、お互いに相手の立場を思いやり、声をかけ合え

る温かい人間関係をつくり、心を育てる教育を進め、誰もが住みやすい社会をつくる担い手

を育成していくことが、これからの社会において大切です。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題 

 
逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 地域講師やボランティアを活用し、福祉教育の実践を行う 

Ⅱ 児童の生活に根ざした福祉教育について検討する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 外部講師を活用し実施した。 

Ⅱ 福祉教育担当者会で確認されている「ふつうの・くらしの・しあわせを」を踏まえて 

実践を進めた。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 日常的に人を思いやる教育から始める 

Ⅱ 外部人材を活用したりして、指導方法の工夫改善を図る 

Ⅲ 社会福祉協議会と連携し、体験的な学習活動を推進する 

【評価】 

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成できなかった 

【成果と課題】  

○ 信頼に基づく指導を大切に取り組んでいることから、学級運営では人を思いやる教育 

 が基本となっている。福祉学習における体験的な学習についても工夫して取り組んでい 
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るが、学年によって今年度は、社会福祉協議会との連携事業を見送った学年もある。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 福祉学習年間計画をもとに、教科・総合的な学習の時間等を通して、福祉学習に取り 

組む 

Ⅱ 社会福祉協議会との連携を図り、福祉教育の推進を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 年間指導計画に基づき、取り組みを行った。次年度も継続して取り組みたい。 

Ⅱ 福祉学習（車いす介助体験学習など）の計画・実施に関わって連携を図ることができ 

た。今後も連携を続けたい。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 市の社会福祉協議会等の機関と連携を図り、発達段階に応じた体験的な福祉教育を実 

施する 

Ⅱ 学校生活のあらゆる場面で、発達段階に配慮した人権教育を実施し、人権感覚の醸成 

を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 総合的な学習の時間において、各学年の発達段階に即した福祉学習の取り組みが推進 

され地域、外部団体との連携が深まった。 

Ⅱ 日頃から教職員の人権意識の向上に努め、教育活動全体の中で人権教育がなされるよ 

う努めた。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 市の社会福祉協議会等の機関と連携を図り、発達段階に応じた体験的な福祉教育を実 

施する 

Ⅱ NPO 等の外部団体や保護者と連携し、発達段階に配慮した福祉教育・人権教育を推進 

する 

【評価】 
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Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 市の社会福祉協議会と連携する活動はなかったが学年ごとに体験的な福祉教育を実施 

した。 

Ⅱ 学年の発達段階に応じた様々な活動をとおして地域教育力を生かして日常に生きる福 

祉を学ぶ機会を増やした。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 福祉体験学習の実施による豊かな心の育成 

Ⅱ 市民性教育の一環として、社会福祉の理解を深め、地域と協働した生徒の社会性の伸 

 長 

【評価】 

Ⅰ 達成できなった 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 社会福祉協議会と連携して中学生にできるボランティアを模索したが、実現に至って 

いない。 

Ⅱ 市役所福祉部の協力の下、１年生を対象に講演会を実施した。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 発達段階に応じた福祉教育を推進し体験学習を通して理解を深める 

Ⅱ 地域・仲間との活動を通して思いやりの心、社会奉仕の精神などを育成する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 福祉体験学習を計画的に行い理解・関心を深める取り組みをした。 

Ⅱ 生徒会活動の一つとして地域清掃活動や餅つき大会・募金活動を通じて育成できた。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 学校生活のあらゆる場面で実践することで、福祉・人権への意識を高め、差別、偏見 

を許さない集団をつくっていく                                      

Ⅱ 外部機関を積極的に導入し、性教育、精神障害やストレス回避について学習をさせる 
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【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

○ 外部講師を招いて授業を実施し福祉・人権への意識を高めることができた。 
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⑦  環境教育の推進  

 

【 目 標 】 

逗子市では、今日、世界的に大きな課題となっている環境に関する諸問題の解決に向けて、

逗子市環境基本計画がつくられています。 

 逗子市立小・中学校においても、一人の市民として自然と共生できる明るい未来の実現の

ために、身近な環境問題について自ら考え判断できる子どもたちを育てます。 

さらに、子どもたちが自然に、環境にやさしい行動が取れるようになることを目指して、

環境教育に取り組んでいきます。 

 また、環境教育の取り組みが、子どもたちだけの活動にとどまらず、各家庭・各地域へと

広がっていくことを目指して、地域・保護者の方と、子どもたちとともに活動できるような

具体的な取り組みを推進していきます。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題 

 
逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 授業だけでなく、児童会活動等に盛り込み、学校生活全体で取り組める内容を検討す 

 る 

Ⅱ 家庭との連携を図り児童の活動の充実を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 児童会の「ミックスペーパー回収」など児童が参加する取り組みや気温の計測などの 

取り組みを行った。 

Ⅱ ５年生を中心に家庭と連携してのエコノートやエコクッキングの取り組みを進めた。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 環境教育の推進に向けて、学年に応じた体験活動を進める 

Ⅱ 子どもたちの実践活動を通して、家庭や地域での環境に関わる理解を深める 

【評価】 

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 家庭科や理科、総合的な学習で環境教育に取り組み、児童の意識改革が進ん 

だ。                                                        
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Ⅱ 夏休みの課題として取りあげ、実践的な取り組みを進める等主体性も見られる。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 教科・総合的な学習の時間等を通して、環境学習に取り組む 

Ⅱ 逗子市の施策（グリーンカーテン等）を環境教育に生かす 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 総合的な学習全体計画に基づき、各学年で取り組むことができた。 

Ⅱ 地域の方々と連携し「いのちの森事業」に取り組んだ。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 各学年の年間指導計画の中で環境教育に関わる活動を洗い出す 

Ⅱ 地域教育力を活用し、環境に関係する体験的な活動を取り入れる 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 総合的な学習の全体計画の中で、環境教育については 4 年生に特設されているが、他 

学年の教科・道徳指導の中でも実施されていることを全体で共有した。 

Ⅱ 支援地域コーディネーターを活用し、ワカメの刈り取り等地域の特性を活かした体験 

的な活動が設定された。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 環境教育の全体計画を作成し、各学年での取り組みを整理し、積極的に活動を行う 

Ⅱ 環境教育担当者会での情報交換や、関係諸機関のと連携を進め、日常的な活動として 

環境教育に取り組む 

【評価】 

Ⅰ 達成した   

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 全体計画に基づき、各学年や委員会・全校で活動を行った。 

Ⅱ 関係機関と連携し学習を行ったり、全校行事などで日常的に環境教育に取り組んだ。 
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逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 生徒会活動を中心とした、ホタルの里づくりの推進 

Ⅱ 市民性教育の一環として、地域と協働した環境教育の実践 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ ６月に本校裏の川で合計十数匹の蛍を確認した。 

Ⅱ 学校支援地域本部及び池子地区の住民と一緒に地域清掃を実施した。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 地域・保護者との連携から環境に対する意識、熱意、見識を育てる 

Ⅱ 環境学習の指導計画に基づき目標を明確にし積極的に推進する 

Ⅲ 身近にある太陽光発電の施設を利用し、それを理解し環境に対する意識の向上を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ ずし市環境会議会員を講師に環境教育を計画的に取り組んだ。 

Ⅱ リサイクルセンター見学やミックスペーパー等計画的に取り組んだ。 

Ⅲ ずし市環境会議会員の環境学習においてデータを活用する取り組みを行った。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 環境委員会中心に、学校の自然環境を自らの手で守っていく姿勢を育てる                   

Ⅱ 学校支援地域本部、P&T（本校保護者と学校との連携組織）の方々の協力を仰ぎ、地 

域の大人たちが自然を守ろうとする姿勢をみせることで、自然を守る大切さを知らせる 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

 Ⅰ 環境委員会の生徒の手により生物の飼育や学校の自然環境を大切にする取り組みをお 

こなった。                         
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Ⅱ 学校支援地域本部、P&T（本校保護者と学校との連携組織）の方々との連携をとり、 

学校の自然環境づくりに努めることができ、生徒に自然を守る大切さを知らせることが 

できた。 
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⑧  情報教育の推進  

 

【 目 標 】 

逗子市では市内全校でコンピュータやインターネット、電子黒板、書画カメラ、プロジェ

クター、デジタルカメラなどのＩＣＴ（情報コミュニケーション技術）が、多様な学習のた

めの有効な手段として活用できる環境が整いました。ＩＣＴの急速な進歩により、情報社会

に主体的に対応できる「情報活用能力」を身に付けた子どもの育成が、授業の中でも重要な

課題となってきました。 

また、携帯電話やパソコンを持つ小・中学生が増加してきたことにより、ネット上の様々

なトラブルに巻き込まれるケースも出てきています。このようなことを回避するためには、

ネット上での情報交換の場におけるマナーやモラルの教育を図ることが求められてきていま

す。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題 

 
逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 発達段階に応じた系統性のある学習計画の検討を行う 

Ⅱ 必要に応じて情報モラルについて外部機関との連携を進める 

【評価と課題】 

（評価） 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 情報教育担当者を中心に取り組んでいる。 

Ⅱ 資料を基に高学年で指導した。今年度は外部機関を招へいしての学習は行うことがで 

きなかった。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 情報機器活用能力の育成に努める  

Ⅱ 情報リテラシーの育成や情報モラル教育に努める 

Ⅲ 情報機器を有効に活用し、授業効果を高める    

【評価】                                                                                                    

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 
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【成果と課題】  

○ 積極的に情報機器の活用は進められていることから、授業効果を高めることができて 

 いる。                                                  

○ 情報リテラシーや情報モラルについては基本的な指導は学校で行うが、家庭との連携 

を積極的に進めていきたい。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 発達段階に応じた情報機器操作内容を明確にし、情報機器活用能力の育成を図る 

Ⅱ 情報リテラシーの育成に向けて、パソコン環境の整備を行うとともに、情報モラルの 

育成も図る 

【評価】 

Ⅰ 達成できなかった 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 情報教育指導計画（全体計画）に基づいた指導を継続することで、全校の児童への指 

導の確実な定着をめざしたい。 

Ⅱ 情報教育担当者を中心に、総合的な学習の時間を通して取り組んでいる。次年度への 

継続課題としたい。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 教員が積極的にＩＣＴを活用した授業に取り組むことにより、発達段階に応じた情報 

リテラシーの育成に取り組む 

Ⅱ 情報を取捨選択し、正しく利用する能力を養うとともに、情報の発信者としてのモラ 

ルの育成を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 各教室のＩＣＴ環境を活用し、授業場面で多くの実践がなわれた。 

Ⅱ 携帯電話・スマートフォンなど新しい情報機器における情報モラルの醸成について課 

題を把握し、保護者の意識向上に努めた。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 教員が積極的に ICT を活用した授業に取り組むことにより、発達段階に応じた情報リ 
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テラシーの育成に取り組む 

Ⅱ 情報を取捨選択し、正しく利用する能力を養うとともに、情報の発信者としてのモラ 

ルの育成を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した   

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 情報教育の推進と、教職員の共通理解を図るため、来年度の「情報教育年間指導計画」 

の作成を行った。 

Ⅱ 今後はできあがったものを基に単元研究に取り組んでいきたい。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 市民性教育の一環として、ICT を活用したプレゼンテーションを取り入れた授業を学 

年ごとに編成 

Ⅱ ICT の「光と闇」に関する情報セキュリティーについて、生徒・保護者の理解促進 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ １年生はデジタルカメラ、２年生はオーバーヘッドカメラ、３年生はパワーポイント 

を活用して発表会を実施した。 

Ⅱ 県警の協力の下、７月に全校生徒を対象として携帯電話の危険性について講演会を実 

施した。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ ICT 機器を用いた授業や映像を活用したプレゼンテーションを取り入れ、発達段階に 

応じた「情報活用能力」を育成する 

Ⅱ 情報モラル教育の育成を図り、あふれる情報を取捨選択し正しく活用できる力を育て 

る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 各学習計画の中で計画的に機器利用を取り入れ育成している。 

Ⅱ 技術の授業及び地域機関を利用して情報モラル・携帯電話の学習を実施した。 
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沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ ＩＣＴを活用した指導の充実を図り、「分かる授業」を研究する                              

Ⅱ 教科におけるＩＣＴを活用した生徒の発表を指導していく 

【評価】 

Ⅰ 概ね達成した                       

Ⅱ 概ね達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ ＩＣＴを活用した授業は継続して取り組む必要がある。 

Ⅱ ＩＣＴを活用した生徒の発表は継続指導が必要である。 
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〈教育委員会分析結果〉 

１ 平成 25 年度に教育委員会が実施した主な「●事業」と学校への「▲指導内容」                                                

（１）主な事業 

 ●児童生徒安全確保事業（ＣＡＰ＜子どもへの暴力防止＞プログラム）          

●教育相談事業 

（非常勤職員４人、スーパーバイザー６人） 

●適応指導教室運営事業（非常勤職員２人） 

●心の相談・援助事業（心の教室相談員各校 1 人 非常勤職員） 

●国際教育推進事業（国際教育指導助手[ＩＥＡ]各校１人） 

●教育用コンピュータ維持管理事業（コンピュータリース） 

（２）主な指導内容 

▲教育相談コーディネーターを中心とした校内児童･生徒支援体制の確立 

▲小学校外国語活動・中学校英語科の授業づくり研修 

 ▲「逗子市学校防災計画」に基づく各学校の防災計画の作成 

 

２ 各学校の自己評価を総合した市立全校の実践評価と主な成果等            

（１）市立全校の実践評価 （項目別達成率 ９２．５％） 

（２）主な成果等 

【学校安全の推進】 

・保護者、地域、外部関係機関との連携の下に子どもの安全確保に取り組んだ。 

・小学校３年と中学校１年の市内全クラスにおいてＣＡＰワークショップを実施した。 

また、保護者対象のワークショップも１回開催した。 

・学校防災アドバイザーを活用し、防止体制の見直しをはかることができた。 

・東日本大震災以降、各学校において見直された防災計画を基に、平成 24 年度に引き

続き国の「実践的防災教育総合支援事業（学校防災アドバイザー活用事業）」を活用し、

中・長期的に取り組むべき課題について各学校が教育委員会との連携の下で取り組ん

だ。 

【問題行動等への対応の推進】 

 ・未然防止・早期発見のために、全校が、児童・生徒の生活実態について、聞き取り調

査や質問紙調査を行うなど、きめ細かく把握に努めた。 

・教育相談コーディネーターを中心とした校内支援体制構築し、組織的な対応をはかる

ことができた。 
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・外部機関と連携した取り組みを進めることができた。 

【幼稚園・保育園・小学校・中学校の連携の推進】 

 ・小学校・・・幼･保･小連携推進会議において、グル―プ協議を行い「顔の見える連携」

を進めた。また、年度末に関係幼稚園･保育園･中学校との情報交換を実施し、学びの

連続性を意識した情報連携を図った。 

 ・中学校・・・小・中の連携を図るため、合同研修会や情報交換の機会をもった。また、

中学校の教員が小学校へ赴いて行う出前授業や部活体験（クラブ指導）等を実施した。 

【国際教育の推進】 

・各校に１名ずつの国際教育指導助手（中学校へはネイティブスピーカーを派遣）が配

置されたことで、教職員との連携や児童・生徒との交流を行う時間を確保でき、より

深めることができた。 

 ・単なる語学指導に終始することなく、コミュニケーションや人権、異文化理解、国際

教育に発展させることができた。 

【キャリア教育の推進】 

 ・中学校における職業体験は定着しており、生徒にとって地域教育力を活用した貴重な

体験となっている。（１日実施・・２校、２日間実施・・１校） 

【福祉教育の推進】 

 ・各教科・生活科及び総合的な学習の時間の中で計画的に実践された。 

 ・社会福祉協議会（地域の教育力）との連携が定着しており、児童・生徒の実態に応じ、

学校ごとに取り組みが行われた。 

【環境教育の推進】 

 ・総合的な学習の時間、生徒会・児童会活動の中で計画的に実践された。 

・子どもたちの環境に対する意識を高めるために、地域教育力を活用した環境学習授業

が行われた。 

【情報教育の推進】 

 ・小・中学校において、外部関係機関と連携しての携帯電話教室や情報モラルに関する 

授業を実施した。 

 ・ICT 機器を活用した授業を行う教員が増え、授業内容の充実も見られる。 

 

３ 教育委員会の自己評価と主な成果等                        

（１）教育委員会の自己評価 〔Ａ〕 

 コメント 東日本大震災の発生以降、学校の防災体制に様々な課題を投げかけられたが、
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昨年度に引き続き今年度も国の「実践的防災教育総合支援事業（学校防災アドバイザー

活用事業）」を活用し、中・長期的に取り組むべき課題について各学校が教育委員会との

連携の下で取り組んだ。その他の今日的な課題についても、それぞれの学校が創意工夫

により対応に力を入れているが、成果としてはなかなか表れにくいというのが現状であ

る。とくに、児童・生徒の問題行動等については、早期発見、早期解決に向けて委員会

としても継続的な支援を行っていく。 

（２）主な成果等 

【学校安全の推進】 

 ・学校防災アドバイザー事業を継続し、各学校の防災計画の改善に向けて支援した。 

 ・交通安全・不審者対応等の防犯に関わる諸機関との連携を密に行うことができた。ま 

た、不審者に係る情報をＦＡＸやメールで速やかに提供し、注意を喚起することがで 

きた。 

  ・全小学校３年生と中学校１年生を対象にＣＡＰプログラムを実施し、あらゆる暴力か

らの身を守る意識を高めることができた。 

・県教育委員会が作成した自転車事故防止資料「チリリン・タイム」を市内グループウ

エアに掲載し、活用を促した。 

【問題行動等への対応の推進】 

  ・各学校において早期発見・早期対応の取り組みを進めるよう働きかけた。 

  ・教員と児童・生徒、保護者とのよりよい信頼関係を構築する必要性から、『信頼に基づ

いた指導推進担当者会』を立ち上げ、信頼に裏打ちされた、罰に寄らない指導の在り

方を検討し、情報交換を行った。 

  ・校内の情報共有の徹底と、適切な指導に向けた教員個々の指導力向上を引き続き目指

す。 

【幼稚園・保育園・小学校・中学校の連携の推進】 

・幼・保・小連携の取り組みを進めるために、幼・保・小連携推進連絡調整会議を年間

3 回開催した。 

・小・中連携の取り組みを進めるために、年間５回開催された教育課程担当者会で、中

学校区における情報交換を行うとともに、小・中連携のあり方や方向性について話し

合った。 

 【国際教育の推進】 

  ・年間９回の小学校外国語活動指導者研修会（兼 教育研究所国際教育・英語教育研究

員会）や夏季研修会を開催するなどして。逗子市小学校外国語活動ガイドラインに基

づいた指導のあり方について共通理解を図った。また、小学校外国語活動・中学校英

語科の授業づくりについて連携した。 
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・１校に１名ずつの国際教育指導助手を配置し、国際教育・英語教育の推進を図った。 

 【環境教育の推進】 

  ・環境教育に係る諸機関との連携を密に行うことができた。 

 【情報教育の推進】 

  ・ＩＣＴ機器（ＰＣ、プロジェクター、電子黒板、実物投影機等）の授業における活用

を、情報教育研究員会で研究し推進を図った。 

 ・情報モラルに関する研修会を実施し、情報モラル等に関しての意識向上に取り組んだ。 

 

４ 平成 26 年度に向けて必要とされる主な事業及び指導内容            

（１）学校安全の推進  

 ・大規模地震及び津波の発生に備えて「逗子市学校防災計画」の見直しに引き続き取り

組む。 

 ・「チリリン・タイム」等を活用し、自転車での事故防止のための啓発に取り組む。 

 

（２）問題行動等への対応の推進 

・教育相談コーディネーターを中心とした校内支援体制を構築するため、特別支援教育

充実事業を充実させる。 

・各学校と教育研究所や子育て支援課・児童相談所等の関係諸機関との有機的連携を進

める。 

・不登校の未然防止に向けた具体的な手立てを講じ、出現率の低下に努めるため、各学

校の教育相談体制を充実させるとともに、居心地のよい学級づくりに取り組む。 

 

（３）幼稚園・保育園・小学校・中学校の連携の推進 

・幼・保・小連携の取り組みを進めるために、幼・保・小連携推進連絡調整会議を継続

する。 

・小・中の教職員間に顔が見える関係を構築し、互いの教育への理解を深める。 

・小・中 9 年間を通して育てる「逗子の子ども像」について、教職員間の話し合いを深

める。 

・小・中統一した書式の支援シートの作成と活用を進める。 

 

（４）国際教育の推進 

  ・中学校英語科の授業との接続と指導法の工夫・改善も視野に入れて、小学校外国語活

動の授業づくり研究を継続する。 

 

（５）情報教育の推進 
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  ・ＩＣＴ機器（ＰＣ、電子黒板、プロジェクター）の授業における効果的な活用を推進

する。 

・「情報モラル」についての一貫性を持った指導を検討する。 
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〈学識経験を有する者の主な意見、助言〉＜久保田 貢 氏＞ 

各学校共に、子どもの命を守るため、学校防災計画を整備し、防災教育を日々

の教育活動に位置付けると共に、避難経路の安全点検・整備に努め、訓練等を

通して、子どもたちに「自らの命は自分で守る」ことを意識づけていることが

伺える。今後とも、学校、家庭、地域社会が連携して、より充実した取り組み

を期待する。 

 不審者対応については、ここ数年、声掛け事犯や連れ去り事犯などの状況を

を踏まえ、各学校共に、ＣＡＰを始め防犯教室や安全教室等を開催し、子ども

を犯罪から守る活動が展開されている。今後とも、学校、家庭、地域社会、関

係諸機関が連携して、子どもを守る体制作り（子ども 110 番の充実を含む）に

努めることを期待する。 

 「いじめ・不登校」については、各学校共に、「出現率０％」を目指して様々

な取り組みがなされていることが伺える。中でも「いじめ」は、いかなる理由

があろうとも人権侵害であり、犯罪であることを子どもや保護者に指導し、「ダ

メなものはダメ」といった毅然とした学校の姿勢は極めて大事なことと伺える。 

「不登校」についても「いじめ」についても、大事なことは、子ども一人ひ

とりが「学校生活が楽しい」「自分の居場所がある」「自分の存在が認められて

いる」などといった安心感やゆとり感が味わえるような学級経営・教科経営を

運営することが大事である。 

 そのためにも、教師は、子ども一人ひとりに寄り添い、信頼関係を構築する

と共に、「わかる授業」に努め、「人権教育」「福祉教育」を推し進め、心豊かな

子どもの育成に努めることが大切である。 

 「幼・保・小・中学校連携の推進」については、今後の国の動向を見据えて、

「学び方等のカリキュラムの開発」に焦点を当てた取り組みを期待する。 

 「キャリア教育の推進」については、体験活動を通して「何が身につき、子

どもがどう変わっていったか。また、これからの生き方にどう役立てていくか。」

等の視点を明確にした取り組みが必要である。 

 「情報教育の推進」については、子どもの発達段階に応じた取り組みがなさ

れていることが伺える。子どもたちの多くがスマホを携帯し、ラインやＳＮＳ

などネット社会に依存する傾向が見られ、時には、「出会い系サイト」等に登録

し、「性被害」や「いじめ」に会うこともある中で、学校として、今後ますます

子どもへの質の高い指導、保護者への啓発・協力、関係諸機関との連携強化を

図り、ネット社会に依存しない心身共に豊かな子どもの育成に努める必要があ

る。 
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〈学識経験を有する者の主な意見、助言〉＜福田 幸男 氏＞ 

 

 
多様な教育課題に対して、全校がしっかりと取り組んでいることを評価する。

その中で、以下の項目に絞って意見を述べる。 

「問題行動等への対応の推進」 

 問題行動に対しては、教職員間、校内で情報を共有し、さらに、スクール

カウンセラーや巡回指導員を積極的に受け入れる等の対応が求められる。ま

た、小中学生の「規範意識の低下」等が指摘されていることから、問題行動

を特に示さない児童・生徒に対しても、丁寧な指導が求められる。未然防止・

早期対応を教職員の共通の取り組み目標とすることを期待する。幼稚園・保

育園との連携を進める池子小学校の取り組み、また地域諸機関との連携を推

し進めている久木中学校などの取り組みに注目したい。 

 

「幼・保・小・中連携の推進」 

 「学びの連続性」のみならず、「児童・生徒の生活指導の連続性」からも、

幼・保・小・中連携の一層の推進を期待する。今後、国から小中一貫教育の

推進を求められると予想されるが、その鍵を握るのは教職員の意識である。

校種の枠を超えて、相互理解を深化させる活動や仕掛けがこれまで以上に必

要となる。 

 

「国際教育の推進」 

 地域特性として、保護者や地域は「国際教育の推進」に期待を寄せる傾向

にある。IEA の活用に関しては各校とも成果を上げているが、異文化理解や

多文化共生に関しては、特に中学校において取り組みに物足りなさを感じる。

国際教育の核心の活動であることから、今後の強化を期待する。また、英語

教育の小中連携も取り組むべき課題である。 

 

「キャリア教育の推進」 

計画的な進路指導の推進や、職場体験などの実践を通して、将来を見据え

た「生き方の教育」を展開している。学校の取り組みに加えて、保護者や地

域との連携が不可欠であり、積極的な情報発信と協働を期待する。 

 

「情報教育の推進」 

 ICT 機器の授業における効果的な活用が図られてきている点を評価する。

その一方で、情報モラル教育を徹底する必要がある。日々進化するテクノロ

ジーに対応するためにも、外部関係機関との連携を図りながら、児童・生徒

を守る姿勢を明確に打ち出す必要がある。 
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２ 地域に開かれた学校づくり                  

①  地域への情報発信と学校公開の工夫  

 

【 目 標 】 

学校が様々な教育課題の解決に向けて取り組むとき、家庭や地域社会との連携はますます

重要になってきています。 

学校教育目標や重点課題等を積極的に公開し、開かれた学校運営に努めることや、保護者、

地域住民に向けた学校説明会や授業公開の定例化を進め、学校を地域に十分に開くよう取り

組みを進めていきます。 

また、個人情報保護に十分注意しつつ学校から積極的に情報発信を行い、さらに保護者や

地域住民の声に耳を傾けるなかで、地域と学校とが適切に相互理解を深めていくことを目指

します。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       
 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 学校ホームページの更新・発信を行う 

Ⅱ 学校便り・学年便り・学級便り等による保護者への情報発信 

Ⅲ 保護者だけでなく地域への情報発信（掲示板等の活用） 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 教務部が担当し発信・更新を行った。 

Ⅱ 学校・学年・学級の便りの充実が図れた。 

Ⅲ 行事等で保護者アンケートを実施し意見の反映を心がけた 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 年間通した学校状況の適切な公開を進める 

Ⅱ ホームページの更新を月１回程度とする 

Ⅲ 地域と学校の相互理解が進むよう、コミュニケーションの場を大切にする 

【評価】  

Ⅰ 達成した                 
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Ⅱ 達成できなかった 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

○ 学校だよりや学年だより等ではきめ細かな学校からの発信が進められたが、担当者が 

 変わり月１回程度のホームページの更新は難しかった。今後は役割分担の引き継ぎを確 

認し、組織的な対応の継続を図る。 

  

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 地域教育協議会を通して、地域に対して学校運営に関する理解を深める 

Ⅱ 学校だよりやホームページ等で、学校の情報を広く伝える 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 地域教育協議会の運営が円滑に進められた。学校への理解・協力が進んでいると感じ 

る。継続して取り組みたい。 

Ⅱ 学校だよりを地域に回覧することにより、本校の教育活動等の理解が地域にも広がっ 

てきたと感じる。ホームページの更新を定期的に行うことができなかったので、次年度 

に向けて改善を図りたい。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 学校の教育活動を積極的に公開し、保護者・地域と課題を共有することで学校運営の 

充実を図る 

Ⅱ 個人情報の保護に十分配慮しつつ、学校だよりやホームページで情報の発信を進める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 行動目標について具体的な実践からの実効性について話し合いをもち、今後の方向性 

を決めることができた。 

Ⅱ 学校評価のためのアンケートを今後の教育実践の中で活かすことができるように工 

夫・改善を図った。 

 

池子小学校 

【目標】 
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Ⅰ 学校、学年、学級便り等による保護者、地域への適正な情報発信の改善を図る      

Ⅱ 学校支援地域本部事業の継続性の確保と改善 

【評価】  

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 学校からの情報は、各学級・学年・学校・分掌からのたよりを通して発信することが 

できた。学校だよりは、発行日にほぼ地域へも配付することができた。 

Ⅱ 学校支援地域本事業は、様々な活動が活発に実施された。しかし、学校が主導で動い 

ているので、今後は、地域コーディネーターなどと密に連携し、地域コーディネーター 

が主体的に動ける場も増やしていきたい。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 毎日を「学校公開日」と設定し、家庭・地域との連携を図る 

Ⅱ 授業を保護者・地域に授業公開する機会を年間５回以上設定 

Ⅲ 情報を学校便り、ホームページ、校長通信等で積極的に発信し、「信頼される学校づ 

くり」の推進 

【評価】 

Ⅰ 達成できなかった 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 毎日を学校公開日としたが、実際には参観者はいなかった。 

Ⅱ 年間５回の授業公開を実施した。 

Ⅲ 事例として挙げたものすべてに取り組んだ。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 学校だよりを地域へ配布する。また、ホームページの構成を見直すとともに、更新を

定期的に行う 

Ⅱ 青少年育成推進の会を始めとする地域の団体との関係を深め、学校への理解を深め支

援・協力を得る 

【評価】 

Ⅰ 達成できなかった 

Ⅱ 達成した 
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【成果と課題】 

Ⅰ たより等については計画的に行う事ができているがホームページの更新等できていな 

い。 

Ⅱ 各地域の青少年育成推進の会、地域行事に計画的・積極的に参加できている。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ P＆T（本校保護者と学校との連携組織）として、逗 P 連（逗子市ＰＴＡ連絡協議会） 

に加入すべきか検討する 

Ⅱ 学校公開等あらゆる場面での地域・保護者との学校課題の共有を図り、情報発信して 

 いく                            

Ⅲ 青少年育成推進の会、沼間小学校区地域連合会等との外部機関との連携を深める 

【評価】 

Ⅰ 達成できなかった 

Ⅱ 達成した  

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

○ PTA への加盟については議論が始まったばかりである。 
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②  地域教育力の活用   

 

【 目 標 】 

都市化や核家族化、少子化の進行は、地域の連帯感を希薄にし、地域の教育力を低下させ

る要因の一つとなっています。しかし本来、地域には多彩な人的・物的なリソース（資源）

があり、それを教育に生かすことは重要です。 

地域の貴重なリソースを学校に取り込み、教育活動の充実を図ること、また、地域の中の

活動等を通して子どもが豊かに育つことを大切にしていきたいと考えています。 

これまで、市として「学校教育支援ボランティア登録制度」を立ち上げるとともに、2009

年（平成 21 年）度に市立小・中学校全校で立ち上げた学校支援地域本部を通してボランテ

ィアを募るなど、学校支援を広く求める取り組みを進めてきました。その結果、各学校の教

育活動の様々な場面で保護者や地域住民による協力を得られるようになってきていますが、

今後もこの取り組みの一層の充実を図ります。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題        

             

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ これまでの学校支援地域本部事業の整理 

Ⅱ サポート通信の発行 

Ⅲ 地域コーディネーターを中心とした学校や児童のための支援についての検討と取り組 

 み 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 学校支援地域本部事業の中で実施できた。今年度は『逗子小ガイド』の改 

定作業を行い、その中で地域との連携も進んだ。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 地域コーディネーターを活用して、開かれた学校支援地域本部事業を展開する 

Ⅱ 学校支援ボランティアとの円滑なコミュニケーションに努める 

Ⅲ 学校と地域との連携・協力関係のパイプを強くする 

【評価】 

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 
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Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

○ 学校支援ボランティアと適切なコミュニケーションができ、円滑な運用が進められて 

 いる。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 久木小サポーターシステムを活用し、学習支援、学校環境整備支援活動を進める 

Ⅱ 校庭の芝生管理等の作業をサポーターシステムの協力を得て行う 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 大豆作り、味噌作り、稲作は継続して取り組んだ。教職員と保護者・地域とのコミュ 

ニケーションを目的とした「わくわくフェスティバル」は、大盛況で目的を十分果たす 

ことができたと感じる。次年度も実施したい。 

Ⅱ 課題は多いが、地域との協力・連携は十分に取れるようになっている。維持管理に関 

わって、より良い方法の研究・試行を進めたい。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 地域コーディネーターを中心に、学校支援地域本部と連携を図り、学校教育の一層の 

充実をめざす 

Ⅱ 保護者や地域にボランティア登録をすすめ、地域本部のネットワークづくりを推進す 

る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成できなかった 

【成果と課題】 

Ⅰ 学校支援地域協議会の充実を図り、積極的な問題提起を行い、コーディネーターを中 

心に積極的な活動を行った。 

Ⅱ 地域人材の積極的な活用は図ったがボランティア登録の働きかけには至らなかった。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 地域コーディネーターを中心とした地域支援活動の調整と改善             

Ⅱ 地域ボランティアの活動の充実と、学校との双方向の交流の検討 

【評価】 
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Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 地域コーディネーターを中心に、ふれあい作品展の出展を呼びかけていただき、 

展示を積極的に協力していただいた。 

Ⅱ 学校の環境整備を中心に活動していただき、結果として、よりよい意義深い活動が展 

開された。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 地域の担い手としての生徒の育成と、地域行事への積極的な参加（参加者数５０人以 

上） 

Ⅱ 学校関係者評価委員・学校評議員・地域教育協議会・ＰＴA との連携の強化・学校支

援地域本部における地域コーディネーターの目的別複数配置・小、中、高連携の模索 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 避難時運営訓練や地域の運動会、せせらぎ祭りに延べ１００人以上が参加した。 

Ⅱ 事例として挙げたものすべてに取り組んだ。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 学校支援地域本部に組織を統合して地域コーディネーターを中心とした学校支援の具 

体的な活動を進める 

Ⅱ 学校関係者評価委員会、学校評議員会、地域教育協議会、保護者・地域の個々の意見 

を十分に把握し、教育活動に反映していく 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 地域コーディネーターを中心に地域と学校が連携協力して活動を取り組めた。 

Ⅱ 多くの意見を戴くことができ、次年度の計画に反映していく。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 学校支援地域本部の協力で、教科の授業等にも地域講師、学校教育支援ボランティア 
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の活用を積極的に行っていく 

Ⅱ 図書館ボランティアを継続し、開館時間を増やすとともに生徒の読書活動を保障する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

○ 図書館ボランティアは継続できたが開館時間を増やすことはできていない。 
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③  学校評価を生かした学校の改善  

 

【 目 標 】 

現在、学校はその教育活動全体について、絶えず自己点検・自己評価を行い、その結果を

適切に分析、改善することで、教育の質を向上させていくことが求められています。そのた

めには、学校運営の状況について保護者や地域住民等に対して積極的に説明を行いまた保護

者や地域住民の声を聞くなかで、社会の期待と信頼に応える学校づくりを目指していかなけ

ればなりません。 

さらに、学校の自己評価に基づいた学校関係者評価に取り組み、評価の視点や重点をしぼ

り、児童・生徒・保護者・地域の方々による適切な評価を実施し、更なる教育活動の向上に

取り組みます。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       

 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 学校評価の場面、内容、項目等についての再検討 

Ⅱ 学校評価アンケートの結果を活用した教育活動の見直し 

Ⅲ 学校・保護者・地域の三者協働による教育活動の推進 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ・Ⅱ 教務部を中心に評価について検討を行い、集約も行い、学校の教育活動に反映す

るようにした。 

Ⅲ クリーンアップイベント、サマースクール・サマーコンサート等で実践できた。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 重点を絞った目標設定をして取り組む 

Ⅱ 子どもたちの姿を通して学校改革・改善を進める 

Ⅲ 学校評議員、学校関係者評価委員の学校理解を進め、積極的な支援を活用して学校改 

善を図る 

【成果】 

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 
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【成果と課題】 

Ⅰ 学校評価について職員の理解が進みつつあり、保護者や児童アンケートの結果を分析 

的に見て活用しようとできてきた。 

Ⅱ 学校評議員や学校関係者評価委員の学校理解が進み、現状把握と学校改善への提言が 

活用されるものとなってきている。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 学校関係者評価委員会の評価を学校運営に生かす 

Ⅱ 学校づくりアンケートを実施し、保護者・地域の意見・感想を踏まえ、学校運営の参 

考とする 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 年間３回の学校関係者評価委員会を開催し、学校運営についての助言を受けた。児童 

の学習・生活の様子が分かるように開催時期を工夫したことで、より具体的な助言を得 

ることができた。 

Ⅱ 学校づくりアンケートを１１月に実施し、次年度への課題を整理することができた。 

また、教育活動で大切にすること、連携を図ることなどについて、学校・保護者・地域 

で確認を図ることができた。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 学校教育目標における重点目標や行動目標の自己評価を活かし、学校評価の実効性を 

高める 

Ⅱ 学校評価を生かして改善点を把握し、教育条件の整備を行い、それを保護者・地域に 

発信していく 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 行動目標について具体的な実践からの実効性について話し合いをもち、今後の方向性 

を決めることができた。 

Ⅱ 学校評価のためのアンケートを今後の教育実践の中で活かすことができるように工 

夫・改善を図った。 
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池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 重点化した目標設定と、学校評価アンケートの実施場面と内容の検討                    

 Ⅱ 学校評価アンケートを生かした教育活動の点検と見直し 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

○ 児童・保護者・地域による学校評価の他、学校関係者評価委員会での助言をもとに、教 

育活動の点検と見直しを図ることができた。今後は、児童・保護者による授業評価など、 

様々な評価方法を検討し工夫改善に努めたい。 

 

逗子中学校 

【目標】 

○ 年度の重点を明確にして評価のポイントを絞り、アクションにつながる学校評価を実 

施する 

【評価】 

○ 達成した 

【成果と課題】  

○ 年度の重点を校長通信でお知らせし、保護者へのアンケートも実施した。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 生徒・保護者にアンケートを適宣実施し、自己評価に取り入れる 

Ⅱ 自己評価に対する保護者・地域、学校評価委員会、学校評議員会等からの改善等の指 

摘を次年度の学校運営(計画)に反映していく 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 行事を行う毎に生徒・保護者・地域の方々にアンケートを実施し取り入れている。 

Ⅱ 意見等を踏まえて次年度の計画実施に反映をしていく。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 学校関係者評価委員会での意見は必ず改善策を考え、実行していく                                      

Ⅱ 授業参観保護者授業評価もマークシート方式に改善することで迅速に結果を出せる 

ようにし、改善案を学年会で作成する 
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【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

○ マークシート方式に改善することで多様な集団の集計ができるようになった。 
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〈教育委員会分析結果〉 

１ 平成 25 年度に教育委員会が実施した主な「●事業」と学校への「▲指導内容」                                               

（１）主な事業 

 ●学校支援地域本部事業 

 逗子小学校⇒学校図書館ボランティア、読み聞かせボランティア、サマースクール、サマ

ーコンサート、逗子小ガイドの編集（更新） など 

 沼間小学校⇒草刈りボランティア、手縫いボランティア、長柄桜山古墳見学講師、七夕集

会、ペンキ塗り事前準備、夏祭り灯籠づくり、校外学習支援、ミシンボラン

ティア、視覚障がい者誘導体験、お店見学見守り、点字学習、被爆体験講演、

邦楽鑑賞会、読み聞かせボランティア、図書貸し出しボランティア、グリー

ンボランティア（園芸飼育委員会支援） など 

久木小学校⇒校庭芝生手入れサポーター、久木地区見守り隊、お話会（読み聞かせ）、学習・

生活支援ボランティア、図書館ボランティア、稲作プロジェクト（代掻き・

田植え）、大豆づくりサポーター、ミシンサポーター、豆腐工場見学、豆腐づ

くり、味噌づくり、久小わくわくフェスティバル、鎌倉見学サポート、歴史

学習ゲストティーチャー、もえぎ級ゲストティーチャー など 

小坪小学校⇒読書活動支援（図書室当番、朝の読み聞かせ、夏休み図書室開放の当番、「図

書ボランティアだより」の発行）、逗子音頭の講習（ズシップ連合長生会）、      

着衣泳（リヴィエラ逗子マリーナ）、登下校見守り（小坪見守り隊），サマー

スクール、運動会前日清掃ボランティア、交通安全教室（逗子警察、見守り

隊）、自転車安全教室（逗子警察、見守り隊）、家庭科ミシンボランティア、

津波避難経路環境整備、社会科鎌倉めぐり、学校へ行こう週間受付とパトロ

ール、小坪小まつり、敷地内花壇整備 など 

 池子小学校⇒ひろがり音楽、長柄・桜山古墳見学（長柄・桜山古墳を守る会）、邦楽鑑賞会

（逗子三曲会）、自転車教室・防犯教室（逗子警察署）、田植え体験（名越里

山の会）、稲刈り（名越里山の会）、お話会（池小お話会）、着衣泳（逗子マリ

ーナ）、クリーンアップ作戦（池子体育会・消防団・地域ボランティア）、 

など 

逗子中学校⇒図書ボランティア（図書館の貸し出し返却補助）、部活動指導補助、餅つき、

敷地内草取り、マラソン大会、ディベート大会練習支援 など 

 久木中学校⇒部活動指導補助、情報モラル教室、美術館との連携による学習、ブレインジ

ム講習会、環境学習、熱中症予防講習会、法律教室、地域清掃 など 

 沼間中学校⇒ふれあいデー（地域講師）、沼中花いっぱい計画、沼中ぴっかぴか計画、サマ

ーチャレンジ、苗植付・芽かき など 

●学校支援ボランティア（7,985 人) 
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●学校評議員事業 

●学校関係者評価事業 

（２）主な指導内容 

 ▲学校評議員会報告書の提出 

 ▲学校関係者評価の報告書の提出 

 ▲学校支援地域本部実行委員会の開催 

▲地域教育協議会の設置 

 

２ 各学校の自己評価を総合した市立全校の実践評価と主な成果等             

（１）市立全校の実践評価 （項目別達成率 ９０．９%） 

（２）主な成果等 

【地域への情報発信と学校公開の工夫】 

・ホームページや学校だより、メール配信、学校説明会等により情報発信に努めた。 

【地域教育力の活用】 

・各学校の地域教育協議会のメンバーが学校評議員の一員となり、学校長の求めに応じ

て学校運営に関する意見を述べる等、地域との協働による学校づくりに向けた取り組

みが進んだ。 

・学校支援ボランティアを活用した学習の取り組みが進み、ボランティアの延べ人数が

前年度に比べて大幅に増えた（平成２４年度 6,312 人→平成２５年度 7,985 人）。 

・学校支援地域本部実行委員会を年間３回開催し、情報交換や方向性の確認を行った。 

 【学校評価を生かした学校の改善】 

・学校評価から見えてきた課題を、学校教育総合プラン実施計画に反映し学校運営の改 

善を図った。 

・学校関係者評価を活用して学識経験を有する評価委員等の意見を自己評価の結果に加

味して改善策を打ち立て、次年度の具体的な改善につなげることができた。 

 

３ 教育委員会の自己評価と主な成果等                       

（１）教育委員会の自己評価 〔Ａ〕 

 コメント 全ての学校支援地域本部の活動は活性化しており、地域との協働による学校

づくりに向けた取り組みが進んでいる。 

（２）主な成果等 

【地域への情報発信と学校公開の工夫】 

・保護者向けのメール配信サービスを活用し、保護者や地域に向けてのきめ細かい情報
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発信が行われた。 

 【地域教育力の活用】 

 ・各学校にて学校支援地域本部事業が活性化し、学校教育支援ボランティアを活用した

学習の取り組み等が定着し、ボランティアの数も年々増加している。また、実行委員

会で情報交換や方向性の確認を行い課題を共有できた。 

・地域との協働による学校づくりをさらに進め、学校のスリム化を図っていきたい。 

 【学校評価を生かした学校の改善】 

・「逗子市学校教育総合プラン（第Ⅲ期）」で学校評価の整理を行った。 

 

 

４ 平成 26 年度に向けて必要とされる主な事業及び指導内容                     

 

（１）地域への情報発信と学校公開の工夫 

  ・ホームページの定期的な更新を促す。 

（２）地域教育力の活用 

・学校支援地域本部が自立的な組織となることをめざす。 

・活用がより充実するために、各学校がもっている情報やネットワークの共有化（市内

の人材リストの作成）を図る。 

（３）学校評価を生かした学校の改善 

・より一層評価の具体化を図り、学校改善により良く生かす学校評価を推進していく。 

  ・これまでの学校評価の結果を、学校教育総合プランの実施計画作成に反映 

する。 
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〈学識経験を有する者の主な意見、助言〉＜久保田 貢 氏＞ 

 

 

 

家庭や地域社会から信頼される学校運営を展開するためには、日々の教育活

動の公開、地域の教育力を活用した教育活動の充実等が大切である。 

 地域への情報発信と学校公開の工夫については、各学校共に創意工夫を図っ

た情報発信に努めていることが伺える。ＨＰの更新、学校・学年・学級だより、

校長だより、保健室だより等保護者を始め地域住民、関係諸機関等に配布する

などして、学校運営の理解が得られるよう努めていることが伺える。 

 ＨＰを拝見すると、各学校共に様々な工夫をしており、例えば、児童・生徒

の教育活動の様子を掲げているもの、月毎の教科指導や児童・生徒指導の目標

を中心に作成されているもの、学校行事の様子を中心に作成されているもの、

中には、非常災害が発生した際の対処の仕方などを掲げたものなど、子どもや

家庭の置かれた環境に応じた工夫や配慮がなされていることが伺える。学校に

よっては、人手不足なのか、毎月の更新が難しいところもあるようである。昨

年も指摘したが、教育委員会は、教職員の負担を軽減するためにも、専任のＨ

Ｐ担当者の人的配置及びそれに係る予算の増額を考慮すべきである。 

 地域教育力の活用については、7,985 人の学校支援ボランティアが子どもの

教育活動に関わっており、近隣の市町の学校には見られない特筆すべき取り組

みと言える。その人数は年々増加し、昨年より 673 名と大幅に増加している。

こうした方々の教育力を生かした教育活動を展開していく上で、教育課程上の

位置付けと共に教員と学校支援ボランティアとの役割分担を明確にすることも

大切である。今後とも、学校支援ボランティア等の意見を学校運営に生かし、

質の高い学校経営に努めることを期待する。 

 学校評価を生かした学校の改善について、各学校ともに学校運営の質的改善

を目指して、学校評議員会や学校支援ボランティア、地域協議会、学校関係者

評価委員等の意見を真摯に踏まえ、評価視点、評価項目、評価方法、評価時期

等を明確にし、実効性のある評価活動に努めていることが伺える。こうした取

り組みによって、教職員の学校経営参画意識、児童・生徒の教育活動への関わ

り方、保護者や地域住民の学校経営への関わり方がどう変容しているかを把握

し、更に充実した学校になるよう、学校・家庭・地域社会が一体となって、学

校運営を進めていくことを期待する。 
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〈学識経験を有する者の主な意見、助言〉＜福田 幸男 氏＞ 

 

 「地域への情報発信と学校公開の工夫」 

 様々な教育課題の解決に向けての取り組みに対して、家庭や地域社会との連携

が求められる。その為に、積極的な情報発信と保護者などからの声に丁寧に耳を

傾ける姿勢が必要である。各校とも、その積極的に取り組んでいるが、一部、ホ

ームページの更新などが十分でない学校もある。 

担当者の負担など様々な理由が考えられるが、他の媒体を併用しながら対応し

ていただきたい。逗子中学校の「毎日を学校公開日」とする試みは、目標を達成

できなったものの、評価できる提案である。できれば、定着を目指して継続して

いただきたい。 

 

「地域教育力の活用」 

地域の多彩な人的・物的なリソースを教育に生かす試みが定着し、それぞれの

特色が発揮されてきていることを評価する。たとえば、沼間中学校における、「教

科の授業に地域講師や学校教育支援ボランティアの活用」は、他校の参考となり

得る。こうした活動の成果を各学校が共有できる仕組みが必要である。 

 

「学校評価を生かした学校の改善」 

 自己点検・自己評価に加えて、学校関係者評価を実施し、次年度の学校運営に

確実に反映する仕組みが定着してきたことを評価する。いわゆる PDCA サイクル

を確実に実現するためには、明確な目標の設定、更にには評価の手続きの精選、

評価結果に基づく教育活動の見直しや改善が求められる。また、これに関わる関

係者の共通理解も肝要である。 

 教育委員会にあっては、各校の学校評価を踏まえた、適切な支援、施設整備、

人的な配置への迅速な対応が求められる。せっかくの改善案がタイミングを失し

て、絵に描いた餅にならないように配慮すべきである。 
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Ⅲ 教員の指導力向上                                                 

<目 標> 

教育において、教員一人ひとりが専門家としての高い指導力と教育に対する情熱と

使命感、そして豊かな人間性を持って教育に打ち込むことが大切です。一人ひとりの

力量を高めることで教員､ひいては学校全体の信頼を高めることにつながります。 

 

１ 教員研修・研究の充実                      

 

①  授業研究の充実  
 
【 目 標 】 

学校教育において、中心となるのは授業です。授業は、教育の専門家である教職員が計画

し、知識・技能の習得、活用そして子どもの自発的な探究活動を重視して展開されるもので

す。そのため、教職員には、具体的な授業計画の立案と優れた実践力が必要です。学習指導

の充実に向けた校内研究は多岐にわたりますが、主柱をなすものは授業研究です。その成果

の一つとして行う研究授業では、視点を明確にし、提案性のあることが重要なポイントとな

ります。また、研究授業は、授業者だけでなく全員が積極的にかかわり研究を推進し、成果

を共有することに大きな意義があります。 

授業研究の活性化を図り、質の高い授業を構築するためには、外部講師の招聘や他校の研

究授業、研究発表会への積極的な参加が求められます。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題                  
 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 本校の研究テーマを踏まえた授業実践、又は、文化教育ゾーンの中にあるという立地 

条件を生かした授業実践を行う 

Ⅱ 外部講師による授業評価等を参考にした取り組みを進める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 体育を中心とした研究推進の中で授業公開・授業研究を行った。また、文化教育ゾー 

ンの施設活用を行った。 

Ⅱ 研究授業および事前検討等で指導助言等を受け、授業に活かすよう心がけた。 
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沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 授業研究の日常化をめざす                 

Ⅱ 外部講師を招聘し、授業研究を開いた形で進める 

Ⅲ 授業研究を公開し、学校間の実践交流を進める 

【評価】                                                                                                      

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 本校の学校文化として授業づくりは定着している。今年度も積極的に専門的な講師を 

招聘し進めていて、参加職員の満足度も高い。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 委託研究推進校として、取り組んだ成果を研究発表会において発表する 

Ⅱ 外部講師の活用を積極的に行う 

【評価】 

Ⅰ 達成した  

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 全担任が算数科を中心に公開授業を実施した。研究を通して確認できた子どもの姿を 

もとに、次年度への課題を明確にすることができた。 

Ⅱ 外部講師の研修を受けることで、授業づくりの具体について学ぶことができた。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 学習指導案の事前研究、研究授業、事後研究など、校内研究の充実を図る 

Ⅱ これまでの取り組みを検証し、成果と課題を明確にし、次につながるまとめをする 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 学年・ブロックを主体とした授業研究が活発に行われた。 

Ⅱ 市内だけでなく、近隣の地区にも呼びかけた研究全体会を実施し研究の成果と課題を 

発表することにより、次につながるまとめをすることができた。 
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池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 中学校との連携による授業実践と６年間の指導体系の見直しを図る 

Ⅱ 学校全体としての指導力向上に向けた取り組みの成果を検証し、改善を図る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 学年ブロックごとにめざす子どもの姿や達成のための手立てを設定してブロックごと 

の事前研究を行い、縦のつながりを重視した校内研究をすすめた。                       

Ⅱ 外部の講師を招いて校内研究の内容に具体的な指導を受け、指導力の向上を図ること 

ができた。                                       

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 学習評価の工夫による授業改善 

Ⅱ 授業研究の積極的実践（1 人年 2 回以上）の実施 

Ⅲ スーパーバイザー、横浜国立大学附属横浜中学校を活用した研究の充実 

  保護者・学校関係者による授業評価の実施 

Ⅳ 教科会を中心とした組織的授業研究 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

Ⅳ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 校内研究の中で取り組んだ。 

Ⅱ 一人年間２回の研究テーマに沿った授業公開を実施した。 

Ⅲ すべて取り組んだ。 

Ⅳ 週１回の教科会を時間割に組み込んで取り組んだ。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 研究授業の積極的な実践を推進し指導方法の工夫改善にや課題研修レポートの作成 

に役立てる 

Ⅱ 指導助言に適切な講師を依頼し、研修の充実と指導力の向上を図る 

Ⅲ 研修、研究会の成果を共有し教職員全体の資質向上を図る 
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【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 研究授業後に授業案を見直し訂正したレポートの提出を義務化した。 

Ⅱ 外部講師を招いての実践的研修会を計画的に行った。 

Ⅲ 全体研修やグループ研究会を計画的に実施し成果の共有を図った。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ グランドデザインを校内研究会で作成する                                         

Ⅱ 年間１人２回は授業公開する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

 Ⅰ グランドデザインについて校内研究会で提案し、作成することができた。 

Ⅱ 全員が授業公開をし、授業力向上に役立てることができた。 
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②  授業評価の活用  

 

【 目 標 】 

著しく変化する社会の中で、子どもたちの「確かな学力」を育むためには、日々の授業改

善が必要です。多くの教職員が、よりよい授業を実践するためには、日々の不断の努力や研

鑽を重ね、教職員一人ひとりの力量を高める必要があります。 

  それには、ＰＤＣＡサイクルを意識した授業改善が大切です。つまり、授業のねらいを明確

に示し(Ｐ)、実践し(Ｄ)、その過程や結果に対して適切な評価を行い(Ｃ)、次の計画や授業の改

善を進めていくこと(Ａ)です。 

 授業を適切に評価することが次の授業改善につながり、子どもたちの「確かな学力」の育

成へと発展していきます。 

 そこで、日常の授業を質的・量的に評価し、指導に生かしていく体制づくりと、授業評価

の活用に向けた教職員の取り組みを進めます。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題       

 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 学校評価に関連した授業評価を実施する 

Ⅱ 外部講師による授業評価を活用する 

Ⅲ 児童の学力把握の調査を活用する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

 Ⅱ 達成した 

 Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 授業参観や学校へ行こう週間などの際に、授業に関しての評価を保護者にしてもらっ 

 た。 

Ⅱ 研究授業の際の指導助言を授業に生かすよう取り組んだ。 

Ⅲ 学年ごとに児童の学習状況を把握し活用を図った。 

 

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 学習状況調査の分析を活用する 

Ⅱ 研究授業では授業評価も含めた観点から外部講師による指導助言を図る 

Ⅲ 子どもの授業後の振り返りを活用した授業評価を進める 

【評価】 
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Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

○ 授業評価の活用については児童の特性を生かし、視点を与えた感想記入等でも授業評 

 価として活用している。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 評価規準を生かした授業実践に取り組み、評価規準の見直し、検討を行う 

Ⅱ 外部講師による授業評価のを生かした授業づくりを行う 

【評価】 

Ⅰ 達成した  

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 指導と評価の一体化を踏まえ、評価規準を意識した授業づくりを進めることができた。 

Ⅱ 研究授業の際の指導助言を授業に生かすように取り組んだ。 

  

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 指導と評価の一体化について教員の共通理解を深め、授業改善に努める 

Ⅱ 校内研究を通し、授業評価を教員同士で行うことにより、研究に対する参画意識を高 

  める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 日々の授業参観や校内研究への取り組みにより、指導と評価の一体化については共通 

理解が図られ授業改善につなげることができた。 

Ⅱ 学年、ブロックでの研究推進に意図的に取り組み、事前研、事後研の中で相互の授 

業評価が行われた。 

 

池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 授業評価に対する、教員の共通理解を深め、授業の改善に努める                     

Ⅱ 校内研究の中で、授業の評価を教員同士で行い、研究に全員で取り組む意識を高める 

【評価】 
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Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 学校関係者評価委員に校内研究の講師を兼ねていただくことにより、校内研究による 

授業改善をさらに進めることができた。        

Ⅱ 校内研究に取り組む意識が以前に増して高くなり、ブロックでの話し合いを活発に行 

うことができた。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 保護者・関係者による授業評価の実施と授業改善 

Ⅱ 「生徒による授業評価」と「教員相互による授業評価」の実施と、課題を明確にした 

授業改善 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 授業公開日に実施した。 

Ⅱ 校内研究と関連させて、すべて取り組んだ。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 校内研究における授業を中心として授業評価・改善活用を進める 

Ⅱ 生徒、保護者、外部関係者による授業評価を行い、より良い授業づくりに取り組み教 

育活動の向上につなげる 

Ⅲ 保護者・地域と連携した授業評価の取り組みを行い教育活動の向上につなげる 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】 

Ⅰ 全教職員が授業のユニバーサル化を意識して取り組むことができた。 

Ⅱ・Ⅲ 授業アンケートを行い、評価を真摯に受け止め授業改善に繋げる取り組みをした。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 生徒による授業アンケートは教科ごとに集計し、教科の課題として検証・改善をめざ 

す 
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Ⅱ 授業参観では地域・保護者が評価しやすいように、新しい書式でアンケートを作成す 

 る 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】 

○ アンケート用紙は教員用保護者用と文言をわかりやすくする必要がある。 
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③  研修事業の充実 

 

【 目 標 】 

一人ひとりの教職員がより一層専門性を高め、その力を最大限に発揮しながら学校の組織

力を高めることが益々重要になってきています。そのため、各学校においては様々な研修が

計画され、教育委員会においても教職員のニーズに応える研修事業を実施しています。教職

員はこれら学校内外での研修会に積極的に参加し、質の高い授業を計画、実践することが大

切です。 

現在、教職員の大量退職と大量採用の時代にあって、ここ数年間で多くの教職員が入れ替

わります。そのため、教職員のスキルアップを着実に図っていくために、学校内においてＯ

ＪＴを組織的に推進していくことが必要です。ＯＪＴは、勤務校で職務をとおして行う研修

であり、すべての教職員を対象として、身に付けるべき力を、意識的・計画的・継続的に高

めていくものです。教職員一人ひとりが専門性の向上を図ることで、学校全体として質の高

い教育を提供することができます。 

 

各小中学校における平成 25 年度の取り組み目標及び評価と課題 

 

逗子小学校 

【目標】 

Ⅰ 各自が積極的に授業公開を行う 

Ⅱ 自己研修の目的を明確にして研修を受ける 

Ⅲ 初任者や経験の少ない教員を学校全体で育てる 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 校内研究推進においてほぼ全員が授業公開を行った。 

Ⅱ 自己観察書研修目標で課題を明確にし、それに応じて研修を行うことができた。 

Ⅲ 初任者の育成には学校全体で取り組んだ。 

  

沼間小学校 

【目標】 

Ⅰ 校内研修体制を構築し、積極的に研修を進める  

Ⅱ 児童理解、授業づくり等では学年会を日常的な研修の場としていく 

Ⅲ 公開授業研究会等の研修の機会を生かし、期を逃さずに積極的な取り組みを促す 
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【評価】 

Ⅰ 達成した                 

Ⅱ 達成した 

Ⅲ 達成した 

【成果と課題】  

○ 本校の学校文化として授業づくりは定着している。今年度も積極的に専門的な講師を 

 招聘して進めている。 

 

久木小学校 

【目標】 

Ⅰ 初任研、年次経験者研修において、校内協力体制を作り、研修指導に当たる 

Ⅱ 校内及び校外の研修会、研究会への参加を促進する 

Ⅲ 逗子市教育指導教員を積極的に活用する 

【評価】 

Ⅰ 達成した  

Ⅱ 達成できなかった 

Ⅲ 達成した 

成果と課題  

Ⅰ 計画的な研修が実施できた。 

Ⅱ 校内研究において全担任が算数科を中心に研究授業を行った。教育研究所の各種研修 

会に積極的に参加した職員が増加した。しかしながら、校内における還流が課題である。 

Ⅲ 臨任・非常勤だけでなく経験の浅い教員への指導にも活用することができた。 

 

小坪小学校 

【目標】 

Ⅰ 自主的な教員研修が行われるよう、支援体制づくりをすすめ、時間の確保や機材等、 

環境の整備を図る 

Ⅱ OＪＴを組織的に推進し、「チーム小坪」の協働を推進する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成できなかった 

【成果と課題】  

Ⅰ 各分掌の中から必要な研修について自主的に設定するようになり、必要な環境の整備 

 に努めるようになった。 

Ⅱ 年齢・経験年数のアンバランスから、ミドルリーダーの育成が難しく、組織的に OJT 

を推進するには至らなかった。 
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池子小学校 

【目標】 

Ⅰ 学校内のＯＪＴを機能させ、自主的で活発な教員研修が行われるよう、時間の確保を 

図る 

Ⅱ 授業づくりに直接つながるよう、研究研修部を中心に計画的に研究・研修を実施する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 初任者に対しては、学校全体で指導・支援していく体制が作られている。                                  

Ⅱ 他校の授業参観や発表会に参加することを通して、校内研究で課題となることや参考 

にしたいことを明確にできた。また、研修会を設定し学力向上に向けてこれからの課題 

を明確にできた。 

 

逗子中学校 

【目標】 

Ⅰ 計画的な校内研修会を通した人材育成 

Ⅱ 校内の人材育成（OJT）の取り組み強化・メンター制、BS 制 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ １月に「コミュニケーション能力の向上」を目的に研修会を実施した。 

Ⅱ 教員個々との面接を通して、メンター及びＢＳ（Brother and Sister）を確認すると 

ともに、メンタリングシートを対象者に配付した。 

 

久木中学校 

【目標】 

Ⅰ 学校で行う教育活動全体において、教師が身につけておく必要性の高いものの研修を 

計画的に進め教職員の力量の向上を進める 

Ⅱ 久木中「教師のスタンダード」づくりを推進する 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成できなかった 

【成果と課題】 

Ⅰ 授業のユニバーサル化と関わって計画的に進め全教師の力量につながった。 

Ⅱ 小中学校の教職員にアンケートを実施し、まとめている途中であり、来年度に向けて 
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取り組んでいる。 

 

沼間中学校 

【目標】 

Ⅰ 支援が必要な生徒へのかかわり方や授業内での指導・支援方法について校内研修を企 

画し実践する                                 

Ⅱ 研修に適切な日時を設定し、目的に応じて外部講師を活用し、研修の効果を高める 

【評価】 

Ⅰ 達成した 

Ⅱ 達成した 

【成果と課題】  

Ⅰ 夏と年度末の休業中に研修を企画し、実践できた。 

Ⅱ さらに学校の状況にあわせた研修を企画し、実践したい。 
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〈教育委員会分析結果〉 

１ 平成 25 年度に教育委員会が実施した主な「●事業」と学校への「▲指導内容」                                                

 

（１）主な事業 

●研究推進校委託事業 

●校内研究事業 

 ●教育講演会 

「生活習慣と学力・気力・体力・健康」 

講師 小澤 治夫 氏（東海大学体育学部体育学科教授） 

 ●少人数指導教員・教育指導教員派遣事業 

●学校教職員研修資料費 

（２）主な指導内容 

▲初任者研修、経験者研修、ＯＪＴによる若手教員研修の充実 

▲夏季研修、授業力向上研修 

▲臨任･非常勤教員への研修 

 

２ 各学校の自己評価を総合した市立全校の実践評価と主な成果等         

 

（１）市立全校の実践評価 （項目別達成率 ９４．８%） 

（２）主な成果等 

 【授業研究の充実】 

  ・「言語活動」「コミュニケーション力」「自ら学び考える力」「学びあい」「人のかかわり

あい」「自分の考えを表現できる子ども」といった内容を授業研究のテーマとして設定

し、各学校において新学習指導要領に対応するための授業研究に取り組んだ。 

 【授業評価の活用】 

 ・外部講師、保護者等の第三者からの視点を加味する等、多様な観点からの授業評価を 

行い、精度の向上を図っている。 

【研修事業の充実】 

・目的に応じた外部講師を活用し、研修の効果を高めることができた。 
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３ 教育委員会の自己評価と主な成果等                        

（１）教育委員会の自己評価 〔Ａ〕 

 コメント 教員の授業力向上のために、少人数指導教員・教育指導教員の各学校への派

遣や、市内全小・中学校への授業研究委託をした。 

（２）主な成果等 

 【授業研究の充実】 

・各学校において、校内ＯＪＴを推進し、特に若手教員に対する組織的・計画的なベテ

ラン教員からの指導に取り組んだ。 

・少人数指導教員・教育指導教員派遣事業による教員経験の浅い臨時的任用教員及び非

常勤講師に対する研修を実施した。 

 【研修事業の充実】 

  ・支援教育に関する研修は、「教育相談研修講座」や夏季研修会を通して、学校現場のニ 

ーズや今日的課題に対応した講座を設定した。 

  ・教科等に関する研修は、夏季研修会や授業力向上研修を通して、実践的に進めた。 

 

 

４ 平成 26 年度に向けて必要とされる主な事業及び指導内容                     

 【授業研究の充実】 

  ・授業研究を柱とした校内研究を全ての学校に委託し、授業力の向上と授業研究の充実を

図る。 

 【授業評価の活用】 

  ・授業についての自己チックリストの活用を促す。 

 【研修事業の充実】 

・初任者研修のより効果的なあり方と内容を考える。また、校内ＯＪＴの一層の推進を図

る必要がある。 

・夏季研修、授業力向上研修等の一層の充実を図り、教職員のニーズや経験年数に応じた

研修の質的向上を図る。 
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〈学識経験を有する者の主な意見、助言〉＜久保田 貢 氏＞ 

 

昨年も書かせていただいたが、平成１７年に公表された中央教育審議会「新

しい時代の義務教育を創造する」の中で、「教師のあるべき姿」の一つとして、

「教育の専門家としての確かな力量」が指摘されている。その中核をなすのが

教師の授業力である。「教師は授業で勝負する。」とあるが、まさに、授業の成

否で、子どもの学習意欲や学習習慣や学び方、更には確かな学力の育成等に大

きな影響を与える。 

 子どもにとって、「魅力ある分かる授業」「新鮮さを感じる授業」は、学習意

欲が沸き、自ら考え自ら解決に取り組む姿勢をつくる。 

 そのためにも、日々の授業を振り返り、教師自身の自己評価や子どもの評価

などを基に指導内容（教材を含む）や発問の仕方や子どもの声の取り上げ方、

板書の仕方、指導の流れ等を見直し・計画し、より子どもにとって「魅力ある

分かる授業」を展開していくことである。こうした日々の取り組みの繰り返し

によって、授業力は高まり、子どもにとって「楽しい充実した授業」が味わえ

ることになる。    

このことが授業改善である。特別に何かを設ける必要もない。大事なことは、

教師の授業に対する姿勢や価値観を高めるということである。日々の実践の中

で、子どもの言葉や同僚や管理職の指摘等を踏まえて、自ら授業を振り返り、

ＰＤＣＡを繰り返しながら、より質的に高い授業を展開するかということであ

る。 

 各学校共に、研究授業や授業研究や外部講師を招いた研究会等を年間の学校

教育全体計画に位置付け、教師の指導力の向上に努めていることが伺える。要

は、教師自身の構え方にかかっている。 

その中で、管理職は、若い教師が増えている現状を踏まえ、研修の機会を設

け、受講の機会を拡げると共に、管理職自らがきめ細かな指導に努め、教師の

人間力や教師力等を高めることが大切である。 

今、学校は、社会や保護者のの要請を受けて様々な課題を抱え、ハイレベル

の教育理念に裏打ちされた学校運営が求められている。そのためにも、教師一

人ひとりの教育に対する意識の高揚が求められており、ＯＪＴによる研修は極

めて効果的である。中堅教員が少ない中で、５年後、１０年後を見据えて、将

来、学校運営の核となる若手教員のキャリアアップを図るよう、管理職を始め

教育委員会が、若手教員を様々な役職に積極的に登用すると共に、質的レベル

の高い研修会や研究会に参加できる体制を組織化することである。 
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〈学識経験を有する者の主な意見、助言〉＜福田 幸男 氏＞ 

 

 「教員研修・研究の充実」 

 学校教育の柱である教職員、その指導力の向上は各学校さらには逗子の教

育への信頼に深く関わる問題である。特に、大量退職に伴い教職員の入れ替

えが進む中で、保護者からの関心も強い。 

授業研究の活性化を図るために、外部講師の招聘や他校の研究授業等への

参加はもちろんであるが、沼間小学校の目標にある「授業研究の日常化」こ

そが基礎となると考える。その為の校内体制や教職員間の連携協力の強化が

求められる。 

 

「授業評価の活用」 

 本格的な授業評価も活用できるが、子どもの授業後の振り返り、指導の評

価の一体化を進める中での授業改善が大事であり、日々の教育活動の教師の

振り返りが求められる。児童・生徒さらには保護者の評価を真摯に受け止め

る姿勢が求められる。評価に関するアンケート調査で特に注意すべき点は、

盛り込む項目と評価手続きである。評価が改善につながる仕組みをデザイン

すべきである。また、アンケート調査の限界を踏まえ、インタビューなど児

童・生徒の生の声を聞く機会を設ける必要もある。「耳の痛い感想」こそ、真

に求められる改善点である。 

 

「研修授業の充実」 

 初任者を初めとする経験の浅い教職員の研修がともすれば話題となるが、

経験を積んだ教職員に関しても、同様に研修が求められる。常に研鑽を重ね

ることが教職員の責務である。初任研など校外での研修が充実している初任

者についても、基本は OJT を実施することが基本である。臨任や非常勤、経

験の浅い教職員についても、同様の手厚い対応が求められる。 

年齢構成の問題から、ミドルリーダー層が手薄である。次世代の育成につ

いても、積極的な対応を考えなければ、組織的な運営に支障がでることも予

想される。 

久木中学校の提案している「教師のスタンダード」づくりを注目したい。

逗子中学校のメンター制、BS 制も全市として取り組んでいくべき提案であ

る。その拡がりを期待する。 

 



 

 

 

 

○社 会 教 育 
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１ 点検・評価の実施方法 

逗子市教育委員会における社会教育の充実に向け、社会教育係の所管する事業

のうち、事務的経費や維持管理費等を除き、講座等の事業を中心に平成２５年度の

実施状況について評価を実施し、お知らせするものです。 

なお、埋蔵文化財保護や史跡整備を主とする文化財保護関連事業につきまして

は、文化庁の示すガイドラインに沿って中長期の事業計画を策定し実施しておりま

すが、制度上は単年度事業として位置付けられ、年度ごとの事業の審査を経て、補

助対象としての採択が決定するため、状況によっては計画どおりの事業内容で進め

られないこともあり、今回実施した点検・評価の対象から除外しております。 

 

２ 点検・評価の記載方法 

社会教育課で所管する各事業について、事業ごとに目標を掲げ、取り組みの概要

を記載しています。なお、評価の客観性を確保するため、社会教育委員会議におい

て評価を行っています。 

 

３ 報告内容の構成 

それぞれの事業における「目標の反映度」、「対象者の満足度」、「広報の充実度」、

「目標の達成度」の４つの項目について教育委員会が評価を行うとともに、今後の

課題をまとめています。「目標の反映度」とは、事業内容が目標を反映したものに

なっているかどうか、「目標の達成度」とは、事業を実施した後に成果を得られた

か否かを評価したものです。なお、「広報の充実度」については、講座等広く周知

するものに限り評価を行っています。 

４つの項目の評価については、問題点が見受けられないものついては「Ａ」、若

干の問題点があるものについては「Ｂ」、大きな問題点があるものを「Ｃ」とし、

社会教育委員会議において討議した上で評価しています。 

さらにそれぞれの項目の評価が「Ａ」であるものは３点、「Ｂ」は２点、「Ｃ」

は１点として平均値を出し、その平均値が２．５点以上を「Ａ」、１．５点以上２．

５点未満を「Ｂ」、１．５点未満を「Ｃ」とした事業ごとの総合評価を行っていま

す。 
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なお、総合評価で「Ａ」と評価した事業は、高い事業効果が認められ、今後も

継続する事業、「Ｂ」と評価した事業は、軽微な問題点がいくつかあるが、改善を

加えた上で継続する事業、そして「Ｃ」と評価した事業は、問題点が多く、廃止も

視野に入れた大幅な見直しが必要な事業としています。 
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４ 点検及び評価の結果 

各種講座事業 

 

【 目 標 】  

市民のより高度な学習要求に応えます。 

 

平 成 ２ ５ 年 度 の 取 り 組 み 及 び 評 価 と 課 題              

・社会教育講座の開催 

・料理教室の開催 

・パソコン教室の開催 

 

【評価】 

 総合評価…Ａ 

・社会教育講座 

目標の反映度…Ａ  対象者の満足度…Ａ  広報の充実度…Ａ 目標の達成度…Ａ 

・料理教室 

目標の反映度…Ａ  対象者の満足度…Ａ  広報の充実度…Ａ 目標の達成度…Ａ 

・パソコン教室 

目標の反映度…Ａ  対象者の満足度…Ａ  広報の充実度…Ａ 目標の達成度…Ａ 

 

【成果】 

社会教育講座については現代的課題を扱い、満足度も高いものとなった。 

メディアリテラシーと地域づくりボランティアをテーマとしたフェイスブック講座は、

幅広い年代や各地域の参加者が集まり、講座の理解度も高かった。 

料理教室については非常に人気の講座であり、満足度が高い講座になっている。地産

地消のメリットや、逗子市食育推進計画についての説明を行うなどの配慮がなされてい

る。 

パソコン教室についても、使用テキストや講師の説明が分かりやすいと満足度も高い

ものになった。 
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【課題】 

社会教育講座については、現代的課題に対する関心を高めると同時に、特にごみの減

量化に関する講座等は、継続して受講している参加者も多いようであるが、参加者が受

講後に学んだことを継続して実践していけるよう、関係する所管課と連携しながら見守

っていく工夫が必要である。 

料理教室については、参加者が受講後に再度実践しやすい材料や調味料を使用するな

ど、講師と事前に調整することが望ましい。 

パソコン教室については、全体的に丁寧な説明だったと満足度は高いが、後半の説明

の時間が不足しないようなペース配分に配慮する必要がある。 

 

学校開放事業 

 

【 目 標 】 

市民の生涯学習の場を提供し、生涯学習の推進を図ります。 

 

平 成 ２ ５ 年 度 の 取 り 組 み 及 び 評 価 と 課 題                          

・小学校校庭及び余裕教室を児童・生徒、地域サークル等に開放 

 

【評価】 

 総合評価…Ａ 

目標の反映度…Ａ  対象者の満足度…Ｂ  目標の達成度…Ａ 

 

【成果】 

活発に利用されており、市民の生涯学習の場として定着している。 

【課題】 

施設の使用許可や管理について、体育施設は市民協働部文化スポーツ課、開放教室は

社会教育課というように、市民にとってわかりにくい仕組みになっている。市民にとっ

て利用しやすい仕組みにするため、今後も文化スポーツ課との調整や仕組みの整理が必

要である。 
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人権・同和教育等事業 

 

【 目 標 】 

市民の学習機会の充実を図るとともに人権問題についての正しい認識を深めます。 

 

平 成 ２ ５ 年 度 の 取 り 組 み 及 び 評 価 と 課 題                          

・人権教育講演会の実施 

・啓発新聞等の購読 

・人権教育研修への参加 

・人権啓発パンフレット印刷 

 

【評価】 

総合評価…Ａ 

目標の反映度…Ａ 対象者の満足度…Ａ 広報の充実度…Ａ 目標の達成度…Ａ 

 

【成果】 

非常に関心が高く、満足度が高い講演会であり、復興と人権をテーマにした講演の休

憩時間に行われた、市内被災地支援団体で活動している子どもたちによるステージも好

評であった。 

【課題】 

終了時間が遅いことも影響し、アンケートの回収率が低いため、冒頭や終了時だけで

なく休憩時間にも提出の呼びかけを行い、アンケートの回収箱を増やすなど、さらに工

夫を行う必要がある。 
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家庭教育推進事業 

 

【 目 標 】 

家庭教育に関する学習の機会を提供し、家庭の教育力の向上をはかります。 

 

平 成 ２ ５ 年 度 の 取 り 組 み 及 び 評 価 と 課 題                           

・家庭教育講座の実施 

 

【評価】 

総合評価…Ａ 

目標の反映度…Ａ  対象者の満足度…Ａ  広報の充実度…Ｂ 目標の達成度…Ｂ 

 

【成果】 

実践的な講座や、具体的な内容を話し合うことができるグループワーク形式など、子

育て中の保護者に関心の高い内容になっており、満足度も高かった。 

【課題】 

さらに参加者を増やし、参加者同士がつながり地域活動のきっかけとなる、強い動機

づけと仕組みが必要である。 

 

 

小坪公民館まつり事業 

 

【 目 標 】 

小坪公民館の利用者同士の交流、サークル活動の活性化をはかり、地域コミュニティを醸

成します。 

 

平 成 ２ ５ 年 度 の 取 り 組 み 及 び 評 価 と 課 題              

・小坪公民館まつり実行委員会の企画運営のもと、サークルの演技や作品の展示 
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【評価】 

総合評価…Ａ 

目標の反映度…Ａ  対象者の満足度…Ａ  広報の充実度…Ａ 目標の達成度…Ａ 

 

【成果】 

サークル活動の発表の場、地域のまつりとして定着していたが、今回の小坪公民館ま

つりが、公民館転用前の最後の開催となったため、「さよなら公民館まつり」として、少

ない予算の中、工夫して行われた。 

【課題】 

サークル活動の発表の場や地域のまつりとして浸透していた行事を、コミュニティー

センターとしての転用後、いかに実施するか検討する必要がある。 

 

小坪公民館図書貸出事業／沼間公民館図書貸出事業 

 

【 目 標 】 

地域住民の教養の向上とともに情操を養い、心豊かな生活と文化の振興に寄与します。 

 

平 成 ２ ５ 年 度 の 取 り 組 み 及 び 評 価 と 課 題                             

・市立図書館と連携をはかり、地域住民の要望する図書・雑誌等を提供 

 

【評価】 

総合評価…Ａ 

目標の反映度…Ａ  対象者の満足度…Ａ  目標の達成度…Ａ 

 

【成果】 

市立図書館との連携が図られ、地域の図書館として機能している。 

【課題】 

公民館の転用による運営形態の変更後も、利用者へのサービスを維持できる体制を整

える必要がある。 
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小坪公民館学級講座事業／沼間公民館学級講座事業 

 

【 目 標 】 

地域住民の教養の向上、健康増進及び情操を養い、サークル活動等へ発展を促し、利用者

の拡大と生涯学習への動機づけを行います。 

 

平 成 ２ ５ 年 度 の 取 り 組 み 及 び 評 価 と 課 題               

・各種講座の実施 

 

【評価】 

総合評価…Ａ 

目標の反映度…Ａ 対象者の満足度…Ａ 広報の充実度…Ｂ 目標の達成度…Ａ 

 

【成果】 

趣味教養を中心に多くの講座が開催されており、地域住民に浸透している。 

【課題】 

募集人数の少ない講座を実施していることや、当日のキャンセルが多いことから、講

座によっては受講者の少ないものも見受けられる。 

今後は即時性のあるツイッターなどの広報手段をもちいて、受講者のキャンセルに対

応するなどの工夫をしていく必要がある。  
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教育委員会社会教育課は、範囲の広い社会教育のうち、行政として抱えている

現代的課題を市民に対し啓発するための講座、講演会等を開催することを中心に

事業を行っています。実施にあたっては、テーマ、内容に応じ、市民協働部、福

祉部、環境都市部その他の市長部局の各課における啓発関連事業との共催や連携

を積極的に行っているとの報告を受けています。 

 社会教育委員会議においても、一昨年度より社会教育事業評価を行うなど、よ

り良い事業運営のための助言を行っています。今回、平成 25 年度の事業につい

て点検・評価を行いました。実施にあたっては、講座、講演会の際に行われるア

ンケート調査結果を基礎資料としています。その結果、各事業とも若干の問題点

をかかえているものの、幅広く多くの課題を扱い、概ね市民の満足度が高く、充

実している様子が見受けられます。 

 社会教育関連事業の評価については、現在は単年度ごとの事業計画について行

っており、今後は逗子市の社会教育の方向性を定め、中長期的な視点にたち事業

計画を立てる必要があるため、平成 27 年度に向けて（仮称）社会教育総合プラ

ン策定の準備を進めています。 

なお、文化財保護関連事業については、主たる事業が、名越切通整備事業、古

墳整備事業、文化財保護事業となっており、逗子市総合計画実施計画の中で進捗

管理、評価が行われています。また、埋蔵文化財保護事業については、文化財保

護法、神奈川県文化財保護条例に基づき行われる保護措置であり、法定受託事務

的な要素の強いものです。 

これらは、文化庁の進捗管理の下、国の判断により補助事業化が認められ、事

業の内容についても文化庁の許可と指導により行われるものです。これに合わせ

て県の随伴補助を受けて実施されているもので、文化庁の示すガイドラインに沿

って中長期の事業計画を策定しているものの、単年度ごとの事業ヒアリングとい

う審査を経て、翌年度の補助事業化が図られることから、国庫補助の状況によっ

ては、必ずしも既に策定した事業計画どおりに事業が進められるものではないと

のことです。 

〈社会教育委員会議からの意見、助言〉 
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このようなことから、文化財保護関連の事業については、今回実施した点検・

評価の対象事業としなかったことが理解できるものであり、また、事業計画を策

定する場合にも対象から除外することがふさわしいと考えます。 

今後、社会教育委員会議としては、（仮称）社会教育総合プラン策定に向けて

準備を進めていく中で評価方法についてもよりよい方法を検討していきます。 

 



 

 

 

○参 考 資 料 
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平成 25年度の教育委員会の活動状況 

 

１ 教育委員（右欄の（ ）内は委員任期） 

教育委員長 竹村 史朗（平成 19.11.13～27.11.12）（委員長 H23.6.26～） 

委員長職務代理者 山西 優二（平成 20.12.17～28.12.16）（職務代理者 H23.6.26～） 

委   員 
桑原 泰恵（平成 21.12.1～29.11.30） 

横地 みどり（平成 23.6.26～27.6.25） 

教 育 長 青池 寛（平成 22.6.21～26.6.20） 

 

２ 教育委員会開催状況（平成 25年度実績） 

    定例会１２回開催 

 

３ 教育委員会審議案件 

４月定例会 平成 25年４月 17日（水） 

日程第１ 教育長報告事項について 

日程第２ 報告第８号 教育委員会職員の人事について 

日程第３ 報告第９号 平成25年度逗子市奨学金受給者の給付決定について 

日程第４ 報告第10号 逗子市社会教育委員の辞任及び任命について 

日程第５ 議案第11号 平成25年度工事計画の策定について 

日程第６ 議案第12号 逗子市立図書館協議会委員の辞任及び任命について 

日程第７ 議案第13号 逗子市立体育館指定管理者候補選定委員会委員の委嘱について 

日程第８ その他 

５月定例会 平成 25年５月 14日（火） 

日程第１ ３月定例会会議録の承認について 

日程第２ 教育長報告事項について 

日程第３ 議案第14号 逗子市立体育館指定管理者候補選定委員会に対する諮問について 

日程第４ その他 

６月定例会 平成 25年６月 18日（火） 

日程第１ ４月定例会会議録の承認について 

日程第２ ５月定例会会議録の承認について 

日程第３ 教育長報告事項について 

日程第４ 報告第11号 逗子市教育委員会事務決裁規程の一部改正について 

日程第５ 報告第12号 議案（平成25年度逗子市一般会計補正予算（第２号））作成に関する逗子市教

育委員会の意見聴取に対する回答について 

日程第６ 委員長の選挙について 

日程第７ 委員長職務代理者の指名について 

日程第８ その他 

７月定例会 平成 25年７月 23日（火） 

日程第１ ６月定例会会議録の承認について 

日程第２ 教育長報告事項について 

日程第３ 報告第13号 教育委員会職員の人事について 

日程第４ 報告第14号 平成25年度逗子市奨学金受給者の追加採用について 

日程第５ 議案第15号 教科用図書の採択について 

日程第６ 議案第16号 逗子市立体育館条例の一部を改正する条例の施行期日を定める規則の制定に

ついて 
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日程第７ 議案第17号 逗子市立体育館条例施行規則の一部改正について 

日程第８ 議案第18号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施方針について 

日程第９ その他 

８月定例会 平成 25年８月 28日（水） 

日程第１ ７月定例会会議録の承認について 

日程第２ 教育長報告事項について 

日程第３ 議案第19号 議案（教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正につ

いて）作成に関する逗子市教育委員会の意見聴取に対する回答について 

日程第４ 議案第20号 議案（逗子市立体育館の指定管理者の指定について）作成に関する逗子市教育

委員会の意見聴取に対する回答について 

日程第５ 議案第21号 議案（平成25年度逗子市一般会計補正予算（第４号））作成に関する逗子市教

育委員会の意見聴取に対する回答について 

日程第６ その他 

９月定例会 平成25年９月24日（火） 

日程第１ 教育長報告事項について 

日程第２ その他 

10月定例会 平成25年10月22日（火） 

日程第１ ８月定例会会議録の承認について 

日程第２ 教育長報告事項について 

日程第３ 報告第15号 教育委員会職員の人事について 

日程第４ 議案第22号 逗子市教育委員会点検・評価に関する報告書について 

日程第５ その他 

11月定例会 平成25年11月19日（火） 

 日程第１ ９月定例会会議録の承認について 

日程第２ 教育長報告事項について 

日程第３ 報告第16号 議案（平成25年度逗子市一般会計補正予算（第５号））作成に関する逗子市教

育委員会の意見聴取に対する回答について 

日程第４ 議案第23号 逗子市立中学校給食調理等業務に係る委託事業者の決定について 

日程第５ 議案第24号 逗子市社会教育委員の選任について 

日程第６ その他 

12月定例会 平成 25年 12月 24日（火） 

日程第１ 教育長報告事項について 

日程第２ 陳情第１号 逗子市立図書館が直営のまま運営を続けることを求める陳情 

日程第３ その他 

１月定例会 平成 26年１月 21日（火） 

 日程第１ 10月定例会会議録の承認について 

日程第２ 教育長報告事項について 

日程第３ 報告第１号 教育委員会職員の人事について 

日程第４ 議案第１号 議案（逗子市立図書館条例の全部改正及び逗子市社会教育委員条例の一部改正

について）作成に関する逗子市教育委員会の意見聴取に対する回答について  

日程第５ その他 

２月定例会 平成26年２月25日（火） 

日程第１ 11月定例会会議録の承認について 

日程第２ 12月定例会会議録の承認について 

日程第３ 教育長報告事項について 

日程第４ 報告第２号 議案（平成26年度逗子市一般会計予算）作成に関する逗子市教育委員会の意見

聴取に対する回答について 

日程第５ 報告第３号 議案（平成25年度逗子市一般会計補正予算（第８号））作成に関する逗子市教
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育委員会の意見聴取に対する回答について 

日程第６ 報告第４号 県費負担教職員の任免の内申について  

日程第７ その他 

３月定例会 平成 26年３月 24日（月） 

日程第１ １月定例会会議録の承認について 

日程第２ 教育長報告事項について 

日程第３ 議案第２号 議案（逗子市スポーツ推進審議会条例の一部改正について）作成に関する逗子

市教育委員会の意見聴取に対する回答について   

日程第４ 議案第３号 逗子市社会教育委員会議規則の全部改正について   

日程第５ 議案第４号 逗子市文化振興基本計画調査・評価委員会規則等の一部改正について  

日程第６ 議案第５号 逗子市体育館条例施行規則の一部改正について 

日程第７ 議案第６号 逗子市教育委員会事務決裁規程及び逗子市教育委員会管理職職員業績評価規

程の一部改正について 

日程第８ 議案第７号 事務の委任及び補助執行について 

日程第９ 議案第８号 逗子市文化財保護委員会委員の任命について 

日程第10 議案第９号 教育財産の用途廃止について 

日程第11 その他 

 

４ 教育委員 主な活動状況 

 教育委員会会議 その他の主な活動 

４月 定例会（4/17） 
勉強会（4/9） 

神奈川県市町村教育委員会連合会（4/10） 

５月 定例会（5/14） 
勉強会（5/8） 

市長との懇談（5/28） 

６月 定例会（6/18） 
小学校運動会（6/1.8） 

勉強会（6/4） 

７月 定例会（7/23） 
学校訪問（7/2.5.9.10） 

勉強会（7/2） 

８月 定例会（8/28） 

市長との懇談（8/16） 

勉強会（8/16） 

神奈川県市町村教育委員会連合会役員会（8/23） 

９月 定例会（9/24） 
勉強会（9/17） 

中学校体育祭（9/21） 

１０月 定例会（10/22） 

市長との懇談（10/9） 

小学校運動会（10/19） 

小・中学校「学校へ行こう週間」（10/30.31,11/5.6.7.8.12） 

１１月 定例会（11/19） 神奈川県市町村教育委員会連合会研修会（11/1） 

１２月 定例会（12/24）  

１月 定例会（1/21） 勉強会（1/15） 

２月 定例会（2/25） 
社会教育委員との懇談（2/19） 

勉強会（2/19） 

３月 定例会（3/24） 

勉強会（3/4） 

中学校卒業式（3/13） 

小学校卒業式（3/20） 

 





【逗子小学校】　　

行動プラン

行動プラン

②

行動プラン

③

読書活動の推進

行動プラン

Ｈ23（2011）年度取組内容
①言語活動・コミュニケーション力向上に関する授業
実践
②発達段階に応じた読書活動の推進
③前年度の検討に基づく授業改善

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

成果と課題
①学校図書館指導員の指示のもとで図書委員・図
書館ボランティアにより、図書室の整理整頓を進め
た。
②各学年と連絡調整を行い、年間実施計画を立て
て取り組みを進めた。
③使用学年・学級が増え活用が進んだ。

Ｈ25（2013）年度取組内容

成果と課題
①年３回の児童理解研修会を行うとともに、毎月
の職員会議で情報交換を行った。また、校内支援
会議では教育相談コーディネーターを中心に具体
的な支援の手立て等を検討し、実施した。
②支援が必要な児童の保護者と心理の専門家や
外部機関と連携を図り、支援の方法や内容につい
て職員間で共通通解を行い、巡回指導員の手も借
りて実践した。
③心理の専門家や外部機関と連携を取り、支援の
方法や内容についてアドバイスを受けた。また、保
護者の対応についても支援してもらった。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①言語活動・コミュニケーション力向上に関する研
究推進
②思考力・判断力・表現力の向上に向けての取り
組みの検討

（評価）
① 達成した     ②  達成した

成果と課題
①・②　委託研究において思考力・判断力を育てる
という視点から効果的な言語活動の在り方につい
て研究を進め、研究成果については研究発表を
行った。
②　授業参観等で管理職も積極的に指導に当たっ
た。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学校図書館の整備と充実
②読み聞かせボランティア、図書館ボランティアの
活用推進
③市立図書館との連携の推進

（評価）
① 達成した     ② 達成できなかった    ③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した     ② 達成できなかった    ③ 達成した

成果と課題
①と③については、校内研究で取り組み、研究発表
を行った。
②については、学校独自では課題図書を選定するこ
とはできなかった。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学校図書館の整備と充実
②読み聞かせボランティア、図書館ボランティアの
各学年・クラスへの定着
③市立図書館の積極的な活用

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

成果と課題
①については、学校図書館指導員の指示のもとで
図書委員・図書館ボランティアにより、図書室の整
理整頓を進めた。
②については、各学年と連絡調整を行い、年間実
施計画を立てて取り組みを進めた。
③については、使用学年・学級が増え活用が進ん
だ。

成果と課題
①と③については、委託研究において思考力・判
断力を育てるという視点から効果的な言語活動の
在り方について研究を進め、研究成果については
研究発表を行った。
②については、学校独自の課題図書を選定するま
でには至らなかった。

①校内支援チームの取り組みの充実
②中学校との連携を踏まえた支援教育の検討と実
践
③スクールカウンセラー、巡回相談員、うるおいフ
レンドや外部・専門機関との連携の充実
④支援教室の活用を進める

①校内支援会議等を通して情報共有と組織的な
取り組みを推進
②保護者との密な連携による支援の実践
③校内支援体制を確立し外部専門機関との連携
を推進

（評価）
① 達成した      ② 達成した      ③ 達成した

平成23年度～平成25年度　学校による点検及び評価の推移（逗子小学校）

①
「確かな学力」を育む
ための個に応じた指
導の充実

Ｈ24（2012）年度取組内容

「読解力」向上の取り
組みの推進

①言語活動・コミュニケーション力向上に関する授
業の実践と検証
②発達段階に応じた読書活動の推進
③指導法の工夫改善

Ｈ24（2012）年度取組内容

①学校図書館の整備と充実
②読み聞かせボランティア、図書館ボランティアの充
実と活用の推進
③市立図書館の積極的な活用

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

成果と課題
①については、学校図書館指導員の指示のもとで図
書委員・図書館ボランティアにより、図書室は常に使
いやすいように整理整頓されていた。
②については、学校支援地域本部事業の中で整理
をし、市民活動ポイントの対象とした。
③については、市立図書館の活用が昨年よりも進ん
だ。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①校内支援チームの取り組みの充実
②６年間の学びと育ちを踏まえた支援教育の検討と
実践
③スクールカウンセラーなど外部専門機関との連携
の充実

成果と課題
①については、年３回の児童理解研修会を行うと
ともに、毎月の職員会議で情報交換を行った。
また、校内支援員会議では教育相談CD を中心に
具体的な支援の手立て等を検討し、実施した。
②については、支援が必要な児童の保護者と心理
の専門家や外部機関と連携を図り、支援の方法や
内容については職員間で共通理解を行い、巡回指
導員の手も借りて実践した。
③については、心理の専門家や外部機関と連携を
取り、支援の方法や内容についてアドバイスを受
けた。また、保護者の対応についても支援していた
だいた。
④については、支援教室の整備を行い、児童の個
別支援や保護者相談の場として活用した。

（評価）
① 達成した      ② 達成した      ③ 達成した

成果と課題
①については、児童理解研修会を行うとともに、職員
会議では支援の必要な児童についての情報交換を
行った。また、校内支援委員会では教育相談コー
ディネーターを中心に具体的な支援の手立てを検討
し、実施した。
②については、支援が必要な児童の保護者と心理
の専門家や外部機関と連携を取り、支援の方法や
内容について共通理解を図り、巡回相談員の手も借
りて実践した。
③については、心理の専門家や外部機関と連携を
取り、支援の方法や内容についてアドバイスをいた
だいた。また、保護者の対応についても支援してい
ただいた。

（評価）
① 達成した    ② 達成した    ③ 達成した　  ④ 達成した

④
校内支援体制を活用
した支援教育の充実

Ⅰ　子どもたちの学力向上

Ｈ25（2013）年度取組内容
①基礎・基本の定着に向けた授業改善
②言語活動の充実に向けての研究推進
③外国語活動の計画的な実践の推進

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

１　個に応じた指導の充実

Ｈ23（2011）年度取組内容

成果と課題
①校内研究を通して、学年を単位とした教材研究
や指導法の検討を進め、授業改善につとめた。
②委託研究と並行して思考力・判断力を育て高め
るための言語活動の充実について取り組みを進め
た。また、体育科授業研究を進め１１月に研究発
表を行った。
③担当を中心に研修会を行い、時間割表の位置
づけと年間計画を作成、実践に取り組んだ。
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行動プラン

①

行動プラン

②

行動プラン

③

行動プラン

成果と課題
①については、養護教諭や担任を中心に、学校とし
て取り組むことができた。
②については、運動能力の測定等を行い、実態を把
握することができた。
③については、食育の啓発についてはPTA厚生委
員会と連携をとって意識付けをすることができたが、
食育を推進するところまではいかなかった。

Ｈ23（2011）年度取組内容

成果と課題
①については、文化庁の体験事業や市のアウトリー
チ事業などに応募し芸術体験事業を行った。さらに
学年独自で邦楽鑑賞なども行った。
②については、職員室前の廊下を「逗子小美術館」
として、児童の作品や地域の方々の作品を展示し
た。また、地域の方々の作品展示や震災関係の展
示コーナーも作った。
③については、高学年で行った宿泊行事は成果を上
げた。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ⅰ　子どもたちの学力向上

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成できなかった

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

成果と課題
①については、養護教諭や担任を中心に、学校と
して取り組むことができた。
②については、運動能力の測定等を行い、児童の
実態を把握することができた。
③については、栄養教諭配置となり、学年ごとの食
育授業やサマースクール講座なども開催し
て、保護者とも連携し進めることができた。

成果と課題
①については、文化庁巡回体験事業や市のアウト
リーチ事業などに応募し芸術体験行った。また学
年独自で邦楽鑑賞なども行ってきた。
②については、職員室前の廊下や階段等に、児童
の作品や地域の方々の作品を展示した。
③については、高学年で行った宿泊行事は児童間
の人間関係を深めるなどの成果を上げた。

成果と課題
①各学級における道徳の時間や学級生活での道
徳的な実践は行われ、成果も上がっている。各教
科・特別活動指導における道徳との関連について
も配慮できた。
②児童会担当教員がよく児童を指導し、縦割り集
団やユニセフ募金、マダガスカル小学校支援活動
などにも取り組むことができた。
③縦割り集団活動の内容充実を図ることができ
た。

Ｈ25（2013）年度取組内容

成果と課題
①児童会中心に取り組みを進めた。学校評価アン
ケートでも保護者に評価を聞き指導に生かしてい
る。
②児童への指導をやPTAと連携は進めてきたが、
保護者を巻き込んでの取り組みは今後さらに進め
る必要がある。
③各クラスで取り組めている。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①優れた芸術体験事業など芸術鑑賞事業を進め
る
②校内に作品等を展示し、文化的要素を高めた掲
示を行う
③宿泊行事などを通じて児童の人間関係を深める

①各教科や総合的な学習の時間、特別活動などと
内容の関連を図る
②児童会活動を活性化させていく
③異年齢集団の交流を推進する

（評価）
① 達成した   ② 達成した    ③ 達成した

基本的な生活習慣の
育成

豊かな心を育む道徳
教育の推進

④
食育と体力づくり・健
康教育の推進

（評価）
① 達成できなかった   ② 達成した    ③ 達成した

２　健やかな心と身体の育成

①あいさつ運動の推進
②基本的な生活習慣育成について学校から発信
していく
③学級懇談、個人面談等の機会を利用して保護
者との連携を深める

（評価）
① 達成した     ② 達成した    ③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した     ② 達成できなかった    ③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①については児童会中心に取り組みを進めた。学
校評価アンケートでも保護者に評価を聞き指導に
生かしている。
②については、児童への指導やPTAと連携は進め
てきたが、保護者を巻き込んでの取り組みとはなっ
ていない。
③については、各クラスで取り組めている。

成果と課題
①については、各学級における道徳の時間や学級
生活での道徳的な実践は行われ、成果も上がって
いる。各教科・特別活動指導における道徳との関
連については、十分にできていない。
②については、児童会担当教員がよく児童を指導
し、縦割り集団や東日本大震災募金活動などにも
取り組みを行うことができた。
③については、縦割り集団活動の内容充実を図る
ことができた。

①あいさつ運動の推進
②基本的な生活習慣育成について学校から発信し、
ＰＴＡとともに取り組んでいく。
③学級懇談、個人面談等の機会を利用して保護者と
の連携を深める。

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①優れた芸術体験事業など芸術鑑賞事業を進め
る。
②作品等を展示し、文化的要素を高めた掲示を各学
年クラスで工夫する。
③宿泊行事などを通じて児童の人間関係を深める。

（評価）
① 達成した     ② 達成した    ③ 達成した

①保健便り等を発行して健康について積極的に啓
発し、疾病予防に努める。
②健康教育の全体計画に従い体力向上の取り組み
を進めて行く。
③食育の全体計画に従い、保護者と連携をとりなが
ら食育を推進していく。

①優れた芸術体験事業など芸術鑑賞事業を進め
る
②作品等を展示し、文化的要素を高めた掲示を各
学年クラスで工夫する
③宿泊行事などを通じて児童の人間関係を深める

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

成果と課題
①養護教諭や担任を中心に、学校として取り組む
ことができた。
②運動能力の測定等を行い、児童の実態を把握
することができた。
③栄養教諭配置となり、学年ごとの食育授業やサ
マースクール講座なども開催して、保護者とも連携
し進めることができた。

成果と課題
①文化庁巡回体験事業や市のアウトリーチ事業な
どに応募し芸術体験行った。また学年独自で邦楽
鑑賞なども行ってきた。
②職員室前の廊下や階段等に、児童の作品や地
域の方々の作品を展示した。
③高学年で行った宿泊行事は児童間の人間関係
を深めるなどの成果を上げた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①保健便り等を発行して健康について積極的に啓
発していく
②健康教育の全体計画に従い健康教育について
学校として推進していく
③早寝・早起き・朝ご飯等、家庭生活の充実につ
いて保護者に働きかけていく

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

豊かな体験活動の
推進

（評価）
① 達成できなかった   ② 達成した    ③ 達成した

①保健便り等を発行して健康について積極的に啓
発し、疾病やケガの予防に努める
②健康教育の全体計画に従い体力作りを進めて
行く(運動能力調査の実施）
③食育の全体計画に従い、保護者と連携をとりな
がら食育を推進していく

成果と課題
①については、各担任レベルでの取り組みで行って
いることが多く、学年として学校として進めていく必要
がある。また、外国語活動が入って来た分、総合的
な学習の取り組みについて、今年度を振り返って組
み直す必要がある。
②については、児童会担当教員がよく児童を指導
し、新しい縦割り集団や東日本大震災の募金活動な
どにも取り組むことができた。
③については、今後、縦割り集団活動の内容を一層
充実させていく必要がある。

①あいさつ運動の推進
②基本的な生活習慣育成について学校から発信
し、ＰＴＡとともに取り組んでいく
③学級懇談、個人面談等の機会を利用して保護
者との連携を深める

（評価）
① 達成した     ② 達成できなかった     ③ 達成した

①各教科や総合的な学習の時間、特別活動などと
内容の連携を図る
②児童会活動の活性化と充実を図る
③異年齢集団の交流を推進する(縦割り集団によ
るグループ活動への取り組み）

成果と課題
①については、児童会中心に取り組みを進めた。学
校評価アンケートでも保護者の思いを聞いた。
②については、日頃から児童には指導をしているも
のの、保護者向けに基本的な生活習慣育成のため
の情報発信を、PTAと連携をとりながら積極的にす
ることはできなかった。
③については、各クラスでできていた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①各教科や総合的な学習の時間、特別活動などと
内容の関連を図る
②児童会活動の活性化と充実を図る
③異年齢集団の交流を推進する
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行動プラン

①

行動プラン

②

行動プラン

③

行動プラン

④

Ｈ23（2011）年度取組内容

成果と課題
①については、就学予定園児についての情報交換
を幼稚園・保育園と行った。
②については、一年生が次年度就学予定の園児と
の交流を行っているが、こちらから出かけていく交歓
行事は今年度も行えなかった。
③については、職業体験事業で中学生を受け入れ、
外国語活動の授業では中学の英語の先生に来てい
ただいた。また、一部ではあったが部活動の見学を
行った。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①幼稚園・保育園との情報交換を密にしていく。
②幼稚園・保育園との児童レベルでの交歓行事を実
施していく。
③中学校との交流行事を進める。

（評価）
① 達成した    ② 達成できなかった    ③ 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり

①外国語活動の在り方について職員研修をすすめ、
実践力を高める。
②国際教育指導助手との連携について実践してい
く。
③評価規準等について検討を進める。

成果と課題
①就学予定園児について、幼稚園・保育園と連携
ができた。
②次年度就学予定の園児との交流を行い高い評
価を頂いているが、こちらから出かけていく交歓行
事は行えていない。
③職業体験事業で中学生を受け入れ、外国語活
動の授業では中学の英語教員の指導を受け、一
部部活動の見学を行うなど、交流を進めることがで
きた。

①外国語活動の在り方について職員研修を行う
②ＩＥＡ（国際教育指導助手）との連携について検
討を進める
③評価等について検討を進める

（評価）
① 達成した    ② 達成した    ③ 達成できなかった

成果と課題
①、②　校内で研修を進め、また、ＩＥＡ（国際教育
指導助手）とのコミュニケーションも担当が調整し
ながら、担任を中心とした授業実践を進めている。
③各学年で検討をし試行しているが、学校全体と
しての計画を定めるには至っていない。

成果と課題
①毎月の校務分掌会議や職員会議の中で確認し
合った。
②支援教育の推進と同様に考えている。
③支援教育の推進と同様に考えている。

Ｈ25（2013）年度取組内容Ｈ24（2012）年度取組内容
①幼稚園・保育園との情報交換を密にしていく
②幼稚園・保育園との交歓行事を実施していく
③中学校との交流行事を検討する

（評価）
① 達成した     ② 達成できなかった    ③ 達成した

（評価）
① 達成した      ② 達成した      ③ 達成した

問題行動等への対応
の推進

国際教育の推進

①幼稚園・保育園との効果的な連携についてカリ
キュラムの検討を進める
②幼稚園・保育園との交歓行事を学年行事として
実施していく
③中学校との交流行事を進める

①学校、ＰＴＡ校外委員会、外部関係諸機関との連
携の充実を図る
②安全点検、危険箇所の修理などの早期対応を
図る
③大規模地震・大規模津波を視野に入れた総合
的な防災計画を作成する

（評価）
① 達成した      ② 達成した      ③ 達成した

成果と課題
①、②ＰＴＡ校外委員と連携し、危険箇所の点検を
し、改善要望を市等にあげた。また、関係機関との
合同点検を実施できた。
③防災アドバイザーの助言のもと津波避難の在り
方を検討し具体化させた。

Ｈ24（2012）年度取組内容

１　多様な教育的課題への対応

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容

成果と課題
①については、就学予定園児についての情報交換
を幼稚園・保育園と行った。
②については、次年度就学予定の園児との交流を
行い高い評価を頂いているが、こちらから出かけ
ていく交歓行事は行えなかった。
③については、職業体験事業で中学生を受け入
れ、外国語活動の授業では中学の英語教員の指
導を受け、一部部活動の見学を行うなど、交流を
進めることができた。

①差別やいじめを許さない学級づくりを行う
②教育相談コーディネーターを中心とする組織的
な対応をはかる
③外部専門機関との連携を密にしていく

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した    ② 達成した    ③ 達成できなかった

成果と課題
①、②については、校内で研修を進め、また、ＩＥＡ
とのコミュニケーションも担当が調整しながら、担
任を中心とした授業実践を進めている。
③ついては、各学年で検討をしているが、学校とし
て定めるには至っていない。

（評価）
① 達成した     ② 達成できなかった    ③ 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容

（評価）
① 達成した    ② 達成した    ③ 達成できなかった

成果と課題
①、②については、研修を校内で行い、また、国際教
育指導助手とのコミュニケーションもとれるようにな
り、担当者を中心として行うことができた。
③ついては、各学年で検討をしているが、学校として
定めるには至っていない。

Ｈ24（2012）年度取組内容
①外国語活動の在り方について職員研修を行い、
実践力を高める
②ＩＥＡとの連携について実践していく
③評価規準等について検討を進める

学校安全の推進

幼稚園・保育園・小学
校･中学校の連携の
推進
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行動プラン

⑤

行動プラン

⑥

行動プラン

⑦

行動プラン

⑧

情報教育の推進

①発達段階に応じた系統性のある学習計画を実践
していく。
②高学年対象に情報モラルについて、外部機関によ
る授業を実施する。

（評価）
① 達成した     ② 達成できなかった

成果と課題
①については、児童会の「ミックスペーパー回収」な
ど児童が参加する取り組みや、児童による放射線測
定器を活用した観察活動を行った。
②については、家庭との連携について特に進めてこ
なかった。

成果と課題
①については、情報教育担当者を中心に取り組んで
いる。
②については、今年度は外部機関と連携を取って行
うことができなかった。

成果と課題
①、②とも、今年度は特にキャリア教育について教
職員間の共通理解や実践報告などを行うことはでき
なかった。

Ｈ23（2011）年度取組内容

（評価）
① 達成できなかった     ② 達成できなかった

①児童会活動等に盛り込んだ活動の実践
②家庭との連携を図り児童の活動の充実を図る。

（評価）
① 達成した      ②  達成できなかった

Ｈ23（2011）年度取組内容

（評価）
① 達成した     ② 達成できなかった

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①については、情報教育担当者を中心に取り組ん
でいる。
②については、今年度は外部機関との連携による
授業を行うことができなかった。

成果と課題
①外部講師を活用し実施した。
②福祉教育担当者会で確認されている「ふつうの・
くらしの・しあわせを」を踏まえて実践を進めた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①授業だけでなく、児童会活動等に盛り込み、学
校生活全体で取り組める内容を検討する
②家庭との連携を図り児童の活動の充実を図る

（評価）
① 達成した     ② 達成した

成果と課題
①児童会の「ミックスペーパー回収」など児童が参
加する取り組みや気温の計測などの取り組みを
行った。
②５年生を中心に家庭と連携してのエコノートやエ
コクッキングの取り組みを進めた。

成果と課題
①情報教育担当者を中心に取り組んでいる。
②資料を基に高学年で指導した。今年度は外部機
関を招へいしての学習は行うことができなかった。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①発達段階に応じた系統性のある学習計画の検
討を行う
②必要に応じて情報モラルについて外部機関との
連携を進める

（評価）
① 達成した     ② 達成した

①小学校におけるキャリア教育の在り方について
職員の研修を行う
②２分の１成人式など、生き方を見通した学習等に
ついて検討する

（評価）
① 達成できなかった     ② 達成した

成果と課題
①一定程度のキャリア教育に係る個別の研修も行
い教職員間の共通理解が進んでいるが、校内研
修で取り上げて研修を深めるまでには至っていな
い。
②2分の１成人式の取り組みが定着し、児童や保
護者にも好評である。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①地域講師やボランティアを活用し、福祉教育の
実践を行う
②児童の生活に根ざした福祉教育について検討
する

（評価）
① 達成した      ② 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容

福祉教育の推進

環境教育の推進

キャリア教育の推進

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成できなかった     ② 達成できなかった

①他校の実践事例等の情報を収集し、発達段階に
おけるキャリア教育の在り方を探る。
②キャリア教育の全体計画に基づいて実践を行う。

成果と課題
①、②とも、キャリア教育について研修が不十分で
あり、教職員間の共通理解や実践報告などを校内
で行うことはできなかった。

①地域講師やボランティアを活用し、福祉教育の実
践を行う。
②児童の生活に根ざした福祉教育について実践を
行う。

（評価）
① 達成した      ② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容Ｈ23（2011）年度取組内容

成果と課題
①については、外部講師を活用し実施した。
②については、福祉教育担当者会で確認されてい
る「ふつうの・くらしの・しあわせを」を踏まえて実践
を進めた。

成果と課題
①については、外部講師を活用し実施した。
②については、福祉教育担当者会で言われている
「ふつうの・くらしの・しあわせを」を踏まえて実践を進
めた。

Ｈ23（2011）年度取組内容

①地域講師やボランティアを活用し、身の丈にあっ
た福祉教育の実践を行う
②児童の生活に根ざした福祉教育について実践を
行う

①発達段階に応じた系統性のある学習計画を実
践していく
②高学年対象に情報モラルについて外部機関に
よる授業を実施する

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①については、児童会の「ミックスペーパー回収」
など児童が参加する取り組みや放射線測定器を
活用した児童の観測を行っている。
②については、５年生を中心にエコノートや外部講
師によるエコクッキングの取り組みを進めた。
③については、家庭と連携してエコノートやエコクッ
キングの取り組みを進めた。

（評価）
① 達成した      ② 達成した

①児童会活動等に盛り込んだ活動の実践
②節電・節約を意識した取り組みを児童中心に行
う
③家庭との連携を図り児童の活動の充実を図る

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

①他校の実践事例等の情報を収集し、発達段階
におけるキャリア教育の在り方を探る
②キャリア教育の全体計画に基づいて実践を行う

139



【逗子小学校】　　

行動プラン

①

行動プラン
②

行動プラン

③

成果と課題
①、②、③とも学校支援地域本部事業のなかで実施
できた。
今年度は『逗子小ガイド』を作成し、地域との連携も
進んだ。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①地域協議会の活動の充実
②サポート通信の発行
③学校支援地域コーディネーターを中心とした学校
や児童のための支援についての取り組みの充実

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容

成果と課題
①②③学校支援地域本部事業のなかで実施でき
た。
今年度は『逗子小ガイド』を作成し、地域との連携
も進んだ。

２　地域に開かれた学校づくり

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学校ホームページの更新・発信を行う
②学校便り・学年便り・学級便り等による保護者へ
の情報発信
③保護者だけでなく地域への情報発信（掲示板等
の活用）

（評価）
① 達成した      ② 達成した    ③ 達成した

地域への情報発信と
学校公開の工夫

学校評価を生かした
学校の改善

（評価）
① 達成した       ② 達成した      ③ 達成した

①これまでの学校支援地域本部事業の整理
②サポート通信の発行
③地域コーディネーターを中心とした学校や児童
のための支援についての検討と取り組み

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

成果と課題
①、②、③学校支援地域本部事業の中で実施でき
た。今年度は『逗子小ガイド』の改定作業を行い、
その中で地域との連携も進んだ。

成果と課題
①については、担当を中心に取り組み、充実と即時
性を図った。
②については、学校・学年・学級の便りは共に充実し
ていた。
③については、行事等で保護者や地域の方々への
アンケートを実施し意見の反映を心がけた。

成果と課題
①、②については、教務部を中心に評価について
検討を行い、集約も行い、学校の教育活動に反映
するようにした。
③については、日時計再設置作業やクリーンアッ
プイベント、サマースクール・サマーコンサート等で
実践できた。

①学校評価の場面、内容、項目等についての再検
討
②学校評価アンケートの結果を活用した教育活動
の見直し
③学校・保護者・地域の三者協働による教育活動
の推進

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

成果と課題
①教務部が担当し発信・更新を行った。
②学校・学年・学級の便りの充実が図れた。
③行事等で保護者アンケートを実施し意見の反映
を心がけた

Ｈ25（2013）年度取組内容

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

①検討された評価項目等による学校評価の実施
②学校評価アンケートの結果を活用した教育活動
の改善
③学校・保護者・地域の三者協働による教育活動
の充実

成果と課題
①、②教務部を中心に評価について検討を行い、
集約も行い、学校の教育活動に反映するようにし
た。
③クリーンアップイベント、サマースクール・サマー
コンサート等で実践できた。

①検討された評価項目等による学校評価の実施
②学校評価アンケートの結果を活用した教育活動の
改善
③学校・保護者・地域の三者協働による教育活動の
推進

（評価）
① 達成した      ② 達成した      ③ 達成した

成果と課題
①、②については、教務部を中心に評価について検
討を行い、集約も行い、学校の教育活動に反映する
ようにした。
③については、DENの作成やサマースクール・サ
マーコンサート等で行った。
＊DEN：各階に置かれた子どもの為の隠れ家、基地
のようなもの。

地域教育力の活用

Ｈ24（2012）年度取組内容
①学校ホームページの充実
②学校便り・学年便り・学級便りなどの充実
③保護者だけでなく地域の方々の声も反映した情
報公開
④学校ナビの活用

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成できなかった    ② 達成した    ③ 達成した
④ 達成した

①地域協議会の活動の充実
②サポート通信の発行
③学校支援地域コーディネーターを中心とした学
校や児童のための支援についての取り組みの充
実

（評価）
① 達成した      ② 達成した    ③ 達成した

①学校ホームページの充実
②学校便り・学年便り・学級便り等による保護者への
情報発信
③保護者だけでなく地域の方々の声の聞き取り。

成果と課題
①については、組織的な取り組みが不十分であっ
た。
②については、学校・学年・学級の便りは共に充実
していた。
③については、行事等で保護者アンケートを実施
し意見の反映を心がけた。
④については、様々な場面で活用し保護者にも啓
発した。
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【逗子小学校】　　

行動プラン

①

授業研究の充実

行動プラン
②
授業評価の活用

行動プラン

③

成果と課題
①については、校内研究推進において授業公開を
行った。今年度は道徳に特化した。
②については、自己観察書を書く段階で自分の課題
を各自が把握していたが、それに応じて研修を積極
的に受けるまではには今年度も至らなかった。
③については、初任者の育成には学校全体で取り
組んだ。

（評価）
① 達成した      ② 達成した      ③ 達成した

成果と課題
①については、授業参観や「学校へ行こう週間」など
の際に、授業に関しての評価を保護者にしてもらい、
以後の授業に生かした。
②については、研究授業の際の指導助言を授業に
生かすよう取り組んだ。
③については、今年度も学習状況を把握し、活用を
図った。

成果と課題
①については、研究推進の中で授業公開・授業研究
を行った。また、夏季休業中の取り組みとして文化教
育ゾーンの施設活用を図った。
②については、研究全体会等で指導助言等をいただ
き、その後の授業に活かすよう心がけた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学校評価に関連した授業評価を実施し、授業改善
に役立てる。
②外部講師による授業評価を生かした授業作り。
③児童の学力把握の調査結果を生かした授業作り。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①各自が積極的に授業公開を行う。
②自己研修の目的を明確にして研修を受け、レベル
アップを目指す。
③初任者や経験の少ない教員を学校全体で育て
る。

（評価）
① 達成した     ② 達成した

（評価）
① 達成した    ② 達成できなかった    ③ 達成した

①本校の研究テーマを踏まえた授業実践、又は、文
化教育ゾーンの中にあるという立地条件を生かした
授業実践を行う。
②外部講師による授業評価等を参考にした授業改
善を進める。

Ｈ23（2011）年度取組内容

①各自が積極的に授業公開を行う
②自己研修の目的を明確にして研修を受ける
③初任者や経験の少ない教員を学校全体で育て
る

（評価）
① 達成した    ② 達成した    ③ 達成した

成果と課題
①校内研究推進においてほぼ全員が授業公開を
行った。
②自己観察書研修目標で課題を明確にし、それに
応じて研修を行うことができた。
③初任者の育成には学校全体で取り組んだ。

Ⅲ　教員の指導力向上

成果と課題
①授業参観や学校へ行こう週間などの際に、授業
に関しての評価を保護者にしてもらった。
②研究授業の際の指導助言を授業に生かすよう
取り組んだ。
③学年ごとに児童の学習状況を把握し活用を図っ
た。

Ｈ25（2013）年度取組内容

成果と課題
①については、授業参観や学校へ行こう週間など
の際に、授業に関しての評価を保護者にしてもらっ
た。
②については、研究授業の際の指導助言を授業
に生かすよう取り組んだ。
③については、学年ごとに児童の学習状況を把握
し活用を図った。

①学校評価に関連した授業評価を実施し、授業改
善に役立てるとともに授業作りの工夫と改善につ
いての検証を行う
②外部講師による授業評価を生かした授業作り
③児童の学力把握の調査結果を生かした授業作
り

Ｈ24（2012）年度取組内容

１　教員研修・研究の充実

Ｈ25（2013）年度取組内容
①本校の研究テーマを踏まえた授業実践、又は、
文化教育ゾーンの中にあるという立地条件を生か
した授業実践を行う
②外部講師による授業評価等を参考にした取り組
みを進める

成果と課題
①体育を中心とした研究推進の中で授業公開・授
業研究を行った。また、文化教育ゾーンの施設活
用を行った。
②研究授業および事前検討等で指導助言等を受
け、授業に活かすよう心がけた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学校評価に関連した授業評価を実施する
②外部講師による授業評価を活用する
③児童の学力把握の調査を活用する

（評価）
① 達成した      ② 達成した      ③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した     ② 達成した

（評価）
① 達成した      ② 達成した      ③ 達成した

成果と課題
①については、体育を中心とした研究推進の中で
授業公開・授業研究を行った。また、文化教育ゾー
ンの施設活用を行った。
②については、研究授業および事前検討等で指導
助言等を受け、授業に活かすよう心がけた。

成果と課題
①については、校内研究推進において授業公開を
行った。
②については、自己目標で課題を明確にしたが、
それに応じて積極的に研修を行うまでには至らな
かった。
③については、初任者の育成には学校全体で取り
組んだ。

（評価）
① 達成した    ② 達成できなかった    ③ 達成した

（評価）
① 達成した     ② 達成した

①本校の研究テーマを踏まえた授業実践の充実を
図る(市研究委託を受け体育を中心に研究
を進める）
②外部講師による授業評価等を参考にした授業改
善を進める

研修事業の充実

Ｈ24（2012）年度取組内容
①各自が積極的に授業公開を行う
②自己研修の目的を明確にして研修を受け、レベ
ルアップを目指す
③初任者や経験の少ない教員を学校全体で育て
る
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【沼間小学校】　　

行動プラン

行動プラン
②

行動プラン
③
読書活動の推進

行動プラン

Ⅰ　子どもたちの学力向上 １　個に応じた指導の充実

成果と課題
①校内支援体制づくりへの共通理解は進み、学年
協働、学校内支援が進んでいる。
②支援シートを記入する取組では保護者との連携
が欠かせない。
③保護者と信頼関係を結び、連携・協働をさらに推
進していきたい。

①読書活動の日常化
②読書環境の充実
③学習活動に読書活動を位置づける

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

成果と課題
本校の読書活動が全教職員の共通理解の下で進
められていることや、児童による図書委員会の取
組、学校支援地域本部事業での取組が定着してい
ることが児童の読書環境の充実に役立っている。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①校内支援体制の構築
②支援ニーズの把握と指導の充実
③児童理解に基づいたきめ細かな支援と保護
者との連携・協働の推進

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容
①各教科での言語活動の充実
②自分の考えを表現できる子の育成
③「学び合い」を大切にした授業づくり

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

成果と課題
本校の校内研究のテーマに沿って全教員が取り組
んだが、継続することで読解力のさらなる向上を図
る。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①基礎・基本の定着に向けた「わかる授業」への工
夫改善
②発達段階に応じた学習の仕方の指導

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①校内研究や授業研究の実施に伴い、「わかる授
業」への工夫改善は進んだが、今後も継続する必
要がある。
②発達段階に応じた学習の仕方についても学年で
共通理解を図りながら、今後も継続していく。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①校内支援体制を現状にあわせて構築する。
②支援ニーズの把握と指導の充実を目指す。
③児童理解に基づいたきめ細やかな支援の充
実

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

成果：校内支援体制がようやく定着してきた。
・児童の情報共有と役割分担が進んだ。
・支援シートを活用した保護者との連携、他機関と
の連携が進んだ。

課題：支援シートを活用した保護者との連携、他機
関との連携をしっかりと進め、個に応じたきめ細か
な取り組みをさらに工夫する必要がある。

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

成果：校内研究で全職員が取り組んだ。
・校内研究でサブテーマとして取り組んだ。
・発達段階に応じた学習形態の工夫をしている。

課題：読解力の向上・定着に向け、取り組みの継続
が必要である。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①読書活動の日常化
②読書環境の充実
③学習活動に読書活用を位置づける

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

成果：全職員が取り組んでいる。
・読み聞かせや図書館ボランティアの活用等、地域
支援も有効に機能している。
・学校図書館指導員と連携した指導が展開された。

課題：学習活動で有効な図書活用を工夫する。

Ｈ23（2011）年度取組内容

①各教科で言語活動の充実を目指す
②「自分の考えを表現できる」を指導目標
③「学び合い」を大切にした授業

成果：
①については、校内研究で全職員が取り組んだ。
②については、校内研究でサブテーマとして取り組
んだ。
③については、発達段階に応じた学習形態の工夫
をしている。

課題：「表現する力の系統性」を生かして読解力の
向上・定着に向けた取り組みを継続する。

平成23年度～平成25年度　学校による点検及び評価の推移（沼間小学校）

Ｈ24（2012）年度取組内容

「読解力」向上の取り
組みの推進

①各教科で言語活動の充実を目指す
②「自分の考えを表現できる」を指導目標
③「学び合い」を大切にした授業

①
「確かな学力」を育む
ための個に応じた指
導の充実

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容
①校内支援体制を現状にあわせて構築する
②支援ニーズの把握と指導の充実を目指す
③児童理解に基づいたきめ細やかな支援の充
実

Ｈ24（2012）年度取組内容
①読書活動の日常化
②読書環境の充実
③学習活動に読書活用を位置づける

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

成果：
①については、全職員が取り組んでいる。
②については、読み聞かせや図書館ボランティアの
活用等、地域支援も有効に機能している。
③については、学校図書館指導員と連携した指導
が展開された。

課題：学習活動で有効な図書活用を工夫する。

成果：
①については、小学校対応心理職の配置を活用し
て、校内支援体制が機能してきた。
②については、児童の情報共有と役割分担が進ん
だ。また、心理職との連携が進み、継続的な看取り
とその後のフィードバックが指導に生かされた。
③については、支援シートを活用した保護者との連
携、他機関との連携が進んだ。

課題：気づきの早い段階から支援シートを活用した
保護者との連携、他機関との連携を行い、個
に応じたきめ細かな取り組みを進める必要がある。

④
校内支援体制を活用
した支援教育の推進
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【沼間小学校】　　

行動プラン
①

基本的な生活習慣の

育成

行動プラン
②

行動プラン
③
豊かな体験活動の
推進

行動プラン
④

Ⅰ　子どもたちの学力向上 ２　健やかな心と身体の育成

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果と課題
各学年とも意図的な取り組みを進め、豊かな体験活動
が展開されている。

成果と課題：
各学年とも意図的な取り組みを進めていることから、成
果が感じられる。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①各教科、総合的な学習の時間、外国語活動と連
携を図りながら、計画的に道徳教育を進める
②学校・家庭・地域が一体となったあいさつ運動を
推進する
③学校内の縦割り活動を通して異年齢交流を進め
る

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

成果と課題
①道徳教育への関心も高いが、教職員全員が適切な指
導を進めていくために研修等を進め、共通理解を促した
い。
②あいさつ運動は校内での指導が反映されているが、
定着するまでには至っていない。継続指導が望まれる。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①逗子の豊かな自然にふれ、自然の大切さを学ぶ
自然体験学習を進める
②集団宿泊体験を通して、互いのつながりを自覚
し、他者への関心や愛着、思いやりや信頼感を高
める機会とする
③校内において芸術鑑賞会を開催する

①健康教育を学校全体で推進する
②食の指導に関する年間指導計画に基づいて
食育を実施する
③薬物乱用防止教育や安全教育を推進する

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学校でのきまりや暮らし方の指導を学校全体で
計画的に進める
②学校だより・保健だより・給食だより等を発行して
積極的に啓発活動を進める

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した
成果と課題
各グループの担当が適切な話題を取りあげて進めること
ができ、保護者への啓発活動も保護者に理解されてい
る。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：行事や体験学習等を活用して全学年で展開
した。
・芸術鑑賞会の継続開催や図工作品展示で互いの
作品のよさを味わう工夫等により、学校環境を有効
に使って豊かな体験活動が展開され、子どもたち
の日常が充実してきた。

課題：豊かな体験活動を推進するために、学年間
の教育課程を見直しながら、系統性ある取り組み
を進めている。また、奉仕活動等は家庭の教育力
が大きく影響することから、地域・家庭との連携をさ
らに深めていきたい。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①健康教育を学校全体で推進する。
②食の指導に関する年間指導計画に基づいて
食育を実施する。
③薬物乱用防止教育や安全教育を推進する。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：体育や休み時間等での外遊びで健康づくり
が展開された。
・全学年で食の指導計画は示され、発達段階に応
じた学習が実施されている。
・各学年に応じて薬物乱用防止教育や安全教育を
実施した。

課題：健康教育や食育を意識して取り組もうという
機運は高まってきているので、各学年とも教育課程
を意識し、家庭とも連携して取り組みをさらに進め
ていきたい。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①各教科、総合、外国語活動と連携を図りながら、
計画的に道徳教育を進める。
②学校・家庭・地域が一体となったあいさつ運動を
推進する。
③学校内の縦割り活動を通して異年齢交流を進め
る。

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

成果：授業研究の日常化を目指す取り組みが進
み、学年ごとに意識的に授業づくりが進められた。

課題：あいさつ運動等、日常的な取り組みを継続
し、全教育活動の中で進める。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①逗子の豊かな自然にふれ、自然の大切さを学ぶ
自然体験学習を進める。
②地域の行事を大切にし、社会奉仕活動に自ら参
加して社会性を育むよう促す。
③校内において芸術鑑賞会を開催する。

①学校でのきまりや暮らし方の指導を学校全体で
計画的に進める。
②学校だより、保健だより、給食だよりを発行して、
規則正しい生活習慣の大切さの啓発に努める。
③小・中間における必要な情報の共有と連携を進
める。

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した
成果：あいさつや話の聞き方では全職員の一致した取り
組みができ、落ち着いた学習環境が保たれた。
・保護者向け各種たよりやパンフレットで保護者への啓
発を進めた。
・小・中連携が深まり、ねらいをもって取り組みを進めた
ことで、互いの理解が深まってきた。

課題：保護者との連携、小中連携がキーポイントである
ことを確認してさらに取り組みを進める。

Ｈ23（2011）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果：
①については、あいさつや話の聞き方では全職員の一致
した取り組みができ、落ち着いた学習環境が保たれた。
②については、担当者が意識的に取り組みを進め保護
者からの評判もよい。
③については、小中連携が深まり、ねらいをもって取り組
みを進めたことで、互いの理解が深まってきた。

課題：保護者との連携による学びの基礎力の向上や小・
中連携が子どもを育むキーポイントであることを確認して
さらに取り組みを進める。

①逗子の豊かな自然にふれ、自然の大切さを学ぶ
自然体験学習を進める
②地域の行事を大切にし、社会奉仕活動に自ら参
加して社会性を育むよう促す
③校内において芸術鑑賞会を開催する

①健康教育を学校全体で推進する
②食の指導に関する年間指導計画に基づいて
食育を実施する
③薬物乱用防止教育や安全教育を推進する

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容
①学校でのきまりや暮らし方の指導を学校全体で計
画的に進める
②学校だより、保健だより、給食だよりを発行して、
規則正しい生活習慣の大切さの啓発に努める。
③小･中間における必要な情報の共有と連携を進め
る

①各教科、総合、外国語活動と連携を図りながら、
計画的に道徳教育を進める
②学校・家庭・地域が一体となった挨拶運動を推進
する
③学校内の縦割り活動を通して異年齢交流を進め
る

成果：
①については、授業研究の日常化を目指す取り組みが
進み、学年ごとに意識的に授業づくりが進められた。

②については、挨拶運動は人間形成として根づいたもの
になるよう取り組みを継続したい。
③については、発達段階に応じた役割を設定し、異年齢
交流を工夫し、成果を上げている。

課題：挨拶運動等日常的な取り組みを継続すること、また
道徳の時間を生かしつつ全教育活動の中で道徳教育を
進める。

成果：
①については、行事や体験学習等を活用して全学年で展
開した。
②については、自然の大切さについては子どもたちの中
に気持ちは育ってきている。
③については、芸術鑑賞会の継続開催や図工作品展示
で互いの作品のよさを味わう工夫等により、学校環境を
有効に使って豊かな体験活動が展開され、子どもたちの
日常が充実してきた。

課題：豊かな体験活動を推進するために、学年間の教育
課程を見直しながら、系統性ある取り組みを進めている。
また、奉仕活動等は家庭の教育力が大きく影響すること
から、地域・家庭との連携をさらに深めていきたい。

食育と体力づくり・健
康教育の推進

豊かな心を育む道徳
教育の推進

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：
①については、体育や休み時間等での外遊びで健康づく
りが展開された。
②については、全学年で食の指導計画が示され、発達段
階に応じた学習が実施されている。
③については、安全教育等も発達段階に応じた学習が実
施されている。

課題：健康教育や食育を意識して取り組んでいるが、家
庭と連携した取り組みをさらに進めていきたい。

Ｈ24（2012）年度取組内容

143



【沼間小学校】　　

行動プラン

①

行動プラン

②

行動プラン

③

幼稚園・保育園・小学

校･中学校の連携の

推進

行動プラン

④

国際教育の推進

問題行動等への対応
の推進

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり １　多様な教育的課題への対応

Ｈ25（2013）年度取組内容
①外国語活動を生かしコミュニケーション能力の育
成を図る
②外国語活動ガイドラインに沿った授業の充実を
図る
③ＩＥＡ（国際教育指導助手）と協力して日常的な交
流や教材開発を進める

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果と課題
外国語活動の趣旨を理解した授業づくりが進んでいて、Ｉ
ＥＡ（国際教育指導助手）と担任が連携・協力して児童の
学ぶ意欲が向上してきている。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した
成果と課題
児童指導に関わる一次支援として、各学級とも学級を開
き、スクールカウンセラーや、巡回指導員を積極的に受
け入れて問題行動への対応を進めていることから、未然
防止・早期対応が進められている。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①担当者が年間計画を立てて進める
②小中9年間の学びの連続性に向けて情報交流を
進める
③幼・保との連携では授業交流や行事での子ども
同士の交流を推進する

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した
成果と課題
幼・保・小・中連携の意義は浸透し、継続し取り組みと
なっている。今後は組織的な分掌として統合整理する方
向で進めている。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学校防災計画に基づいた安全体制の整備
②教職員、保護者による通学路の点検
③自分の命は自分で守ることができるように安全
への啓発活動を実施

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した
成果と課題
防災アドバイザーを活用して安全教育の評価を進め、よ
り良い計画案ができている。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①問題行動への組織的対応を図る
②定期的な実態把握に努めるとともに、早期発見・
早期対応を進める
③教育ニーズの把握に努め、総合的な支援体制の
確立を図る

Ｈ23（2011）年度取組内容
①英語活動のカリキュラムの検討
②英語活動の授業の充実に向け、授業研究や研
修会を実施
③国際教育指導助手と協力して日常的な交流や教
材開発を進める。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：校内研究に位置づけた取り組みや、市教委
研修の成果がみえる。
・英語を活用した掲示や教材づくりに積極的に取り
組んだ。

課題：ねらいに沿った活動を実施していくにはまだ
まだ研究・研修を継続していく必要がある。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①小・中連携については、担当者が年間計画を立
てて進める。
②子どもの姿を持って語り合い、情報交流を進め
る。
③幼・保との連携では、授業交流や行事での子ど
も同士の交流を推進する。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：県の学びづくりに取り組むことで中学校との
連携事業が進み、話し合い、共に取り組む土壌が
できた。
・幼・保・小の連携や小・中の連携を行い、子どもを
中心においた情報の伝達が進んだ。

課題：小・中連携については、さらにより良い育ちを
目指して取り組む必要がある。次年度はかながわ
学びづくりで小・中連携をさらに強化していく。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

①小・中連携については担当者が年間計画を立て
て進める
②子どもの姿をもって語り合い、情報交流を進める
③幼・保との連携では授業交流や行事での子ども
同士の交流を推進する

①英語活動のカリキュラムの検討
②英語活動の授業の充実に向け、授業研究や研修
会を実施
③国際教育指導助手と協力して日常的な交流や教
材開発を進める

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

学校安全の推進

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果：
①については、県の学びづくりに取り組むことで中学校と
の連携事業が進み、児童生徒に対する理解が深まった。
②と③については、幼、保、小の連携や小、中の連携を
行い、子どもを中心においた情報の伝達が進んだ。

課題：小・中連携については９年間の育ちを見通して取り
組む必要がある。今後も計画的に進めていきたい。

成果：
①については、指導要領・逗子市外国語活動ガイドライン
に沿って授業づくりに取り組み、実践した。
②と③については、コミュニケーションの素地を意識して、
必然のある場面での英語を活用した授業づくりに取り組
んだ。

課題：ねらいに沿った活動が実践されてきたが、今後も研
究・研修を継続していく必要がある。
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行動プラン
⑤

キャリア教育の推進

行動プラン
⑥
福祉教育の推進

行動プラン
⑦
環境教育の推進

行動プラン
⑧
情報教育の推進

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果と課題
・積極的に情報機器の活用は進められている
ことから、授業効果を高めることができている。
・情報リテラシーや情報モラルについては基本
的な指導は学校で行うが、家庭との連携を積
極的に進めていきたい。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容
①環境教育の推進に向けて、学年に応じた体験活
動を進める
②子どもたちの実践活動を通して、家庭や地域で
の環境に関わる理解を深める

（評価）
① 達成した   ② 達成した

成果と課題
①家庭科や理科、総合的な学習で環境教育に
取り組み、児童の意識改革が進んだ。
②夏休みの課題として取りあげ、実践的な取
組を進める等主体性も見られる。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①情報機器活用能力の育成に努める
②情報リテラシーの育成や情報モラル教育に努め
る
③情報機器を有効に活用し、授業効果を高める

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果と課題
いろいろな教育活動場面を活用してキャリア教育が進め
られている。特にゲストティーチャーを招いた授業では
キャリア教育の幅が広がっている。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①日常的に人を思いやる教育から始める
②外部人材を活用したりして、指導方法の工夫改
善を図る
③社会福祉協議会と連携し、体験的な学習活動を
推進する

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成できなかった

成果と課題
信頼に基づく指導を大切に取り組んでいることか
ら、学級運営では人を思いやる教育が基本となっ
ている。福祉学習における体験的な学習について
も工夫して取り組んでいるが、学年によって今年度
は、社会福祉協議会との連携事業を見送った学年
もある。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①発達段階に応じたキャリア教育を実践する
②子どもたちに望ましい職業観、勤労観を育むた
めに各教科や体験学習等を有効に活用する
③キャリア教育への保護者の理解を促す

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：情報教育については各教科の学習と関連さ
せて取り組むことができている。

課題：情報ツールを授業に有効活用することについ
て、さらに工夫を進める。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①環境教育を推進するために、学年に応じた体験
活動を進める。
②発達段階に応じた実践を取り入れる。
③学校内で行われている環境に関わる取り組みを
交流する。

①情報機器活用能力の育成に努める。
②情報リテラシーの育成や情報モラル教育に努め
る。
③各教室配置になった情報機器を有効に活用し、
授業効果を高める。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：各学年の取り組みを引き継いでいる。

課題：児童会でも取り組んでいるが、いろんな
場を活用して広げていきたい。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①子どもの発達段階に応じたキャリア教育を実践
する。
②子どもたちに望ましい職業観、勤労観を育むた
めに各教科や体験学習等を有効に活用する。
③キャリア教育への保護者の理解を促す。

成果：
①、②及び③について、情報教育については各
教科の学習と関連させて取り組むことができてい
る。

課題：情報ツールを授業に有効活用することについ
て、さらに工夫を進める。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：
①、②及び③について、各学年の取り組みを引き
継いでいる。

課題：児童会でも取り組んでいるが、いろんな場を
活用して広げていきたい。

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果：
①、②及び③について、教職員がゲストティー
チャーと打合せを実施し、きめ細かな取り組みを進
めることで成果が見える。

課題：総合的な時間や教科横断的な学習を組み立
て、本校の福祉学習として教育課程ができつつあ
る。共通理解を図っていきたい。

Ｈ24（2012）年度取組内容

①環境教育を推進するために、学年に応じた体験
活動を進める
②発達段階に応じた実践を取り入れる
③学校内で行われている環境に関わる取り組みを
交流する

①子どもの発達段階に応じたキャリア教育を実践す
る
②子どもたちに望ましい職業観、勤労観を育むため
に各教科や体験学習等を有効に活用する
③キャリア教育への保護者の理解を促す

①日常的な人を思いやる教育から始める
②外部人材を活用したりして、指導方法の工夫改善
を図る
③社会福祉協議会と連携し、体験的学習活動を推
進する

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ ほぼ達成した

成果：
①については、学校内や地域支援での関わりをキャリア
教育の視点で捉えて子どもたちに提示できた。
②については、学校生活全般を意図的に活用している。
③については、懇談会や学級通信等で学校生活の様子
の一場面として保護者に伝えている。

課題：キャリア教育は生き方教育であることを理解し、提
示していく必要がある。

①日常的な人を思いやる教育から始める。
②外部人材を活用したりして、指導方法の工夫改
善を図る。
③社会福祉協議会と連携し、体験的学習活動を推
進する。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：単元構成がまとまった授業展開が進んでき
た。
・社会福祉協議会や各種団体を有効活用すること
ができ、授業では具体的な場面を用意して成果を
上げた。

課題：総合的な時間を活用して本校の福祉学習と
して教育課程をつくる必要がある。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成できなかった

成果：学校内や地域支援での関わりをキャリア教
育の視点で捉えて子どもたちに提示できた。
・担任から保護者に積極的に情報提供していると
はいえない。

課題：教員がキャリア教育を十分に理解した後、子
どもたちに生き方を提示していく必要がある。

Ｈ23（2011）年度取組内容

①情報機器活用能力の育成に努める
②情報リテラシーの育成や情報モラル教育に努め
る
③各教室配置になった情報機器を有効に活用し、
授業効果を高める

Ｈ24（2012）年度取組内容
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【沼間小学校】　　

行動プラン
①
地域への情報発信と
学校公開の工夫

行動プラン

②

行動プラン
③
学校評価を生かした
学校の改善

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果と課題
①　学校評価について職員の理解が進みつつあ
り、保護者や児童アンケートの結果を分析的に見
て活用しようとできてきた。
②学校評議員や学校関係者評価委員の学校理解
が進み、現状把握と学校改善への提言が活用され
るものとなってきている。

成果：
①、②及び③について、職員の意識変容が進み、
学校評価の理解が深まってきた。

課題：学校評議員、関係者評価委員にも学校の現
状をよく理解していただき、学校改善への力となって
いる。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①地域コーディネーターを活用して、開かれた学校
支援地域本部事業を展開する
②学校支援ボランティアとの円滑なコミュニケーショ
ンに努める
③学校と地域との連携・協力関係のパイプを強くす
る

（評価）
①：達成した   ②：達成した   ③：達成した

成果と課題
学校支援ボランティアと適切なコミュニケーションがで
き、円滑な運用が進められている。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①重点を絞った目標設定をして取り組む
②子どもたちの姿を通して学校改革・改善を進める
③学校評議員、学校関係者評価委員の学校理解
を進め、積極的な支援を活用して学校改善を図る

Ｈ25（2013）年度取組内容
①年間通した学校状況の適切な公開を進める
②ホームページの更新を月１回程度とする
③地域と学校の相互理解が進むよう、コミュニ
ケーションの場を大切にする

（評価）
① 達成した   ② 達成できなかった   ③ 達成した

成果と課題
学校だよりや学年だより等ではきめ細かな学校からの発
信が進められたが、担当者が変わり月１回程度のホー
ムページの更新は難しかった。今後は役割分担の引き
継ぎを確認し、組織的な対応の継続を図る。

２　地域に開かれた学校づくり

①年間通した学校状況の適切な公開を進める
②学校情報のより有効な発信方法を工夫する
③地域と学校の相互理解が進むようにコミュニ
ケーションをとる

成果：
①については、PTA総会前に時間をとって学校説明会を
行う、学校だよりで情報提供する等学校状況の公開を進
めている。
②については、担当部署が定期的に取り組み、ＨＰを月１
回更新した。
③については、PTA運営委員会だけでなく、青少年育成
の会、避難所運営委員会とのコミュニケーションが深まっ
ている。

課題：学校から地域に情報発信できるよう、ＰＴＡ、地域支
援本部、連合町内会組織等を活用していく。

成果：職員の意識変容が進み、学校評価の理解が
深まってきた。

課題：学校評議員、学校関係者評価委員にも学校
の現状をよく理解していただき、学校改善への力と
なっている。

①重点を絞った目標設定をして取り組む。
②子どもたちの姿を通して学校改革・改善を進め
る。
③学校評議員、学校関係者評価委員の学校理解
を進め、積極的な支援を活用して学校改善を図る。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：PTA総会前に学校説明会を行う、学校だよ
り・学校パンフレット等で学校状況の公開を進めて
いる。
・ホームページは担当部署が定期的に取り組め
ず、更新が滞った。
・PTA運営委員会だけでなく、青少年育成の会、避
難所運営委員会、連合町内会とのコミュニケーショ
ンが深まっている。

課題：学校から地域に情報発信できるよう、ＰＴＡ、
学校支援地域本部、連合町内会組織等を活用して
いく。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学校支援に関わるコーディネーターを活用して、
開かれた学校支援地域本部事業を展開する。
②ボランティアとの円滑なコミュニケーションに努め
る。
③学校と地域との連携・協力関係のパイプを強くす
る。

（評価）
①：達成した   ②：達成した   ③：達成した

成果：地域コーディネーターが積極的に動き、活動
が根づくものになってきている。
学校も積極的に準備段階から関わりをもって進め
ている。地域コーディネーターとの連携もスムーズ
になってきている。

課題：地域支援コーディネーターを支える人的資源
の育成に取り組んでいきたい。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①年間通した学校状況の適切な公開を進め
る。
②ＨＰの更新を月１回程度とする。
③地域と学校の相互理解が進むようにコミュニ
ケーションをとる。

（評価）
① 達成した   ② 達成できなかった   ③ 達成した

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり

①地域支援に関わるコーディネーターを活用して、
開かれた学校支援地域本部事業を展開する
②ボランティアとの円滑なコミュニケーションに努め
る
③学校と地域との連携・協力関係のパイプを強くす
る

①重点を絞った目標設定をして取り組む
②子どもたちの姿を通して学校改革・改善を進める
③学校評議員、関係者評価員の学校理解を進め、
積極的な支援を活用して学校改善を図る

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
①：達成した   ②：達成した   ③：達成した

地域教育力の活用

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：
①については、地域コーディネーターが積極的に動き、活
動が根づくものになってきている。
②については、学校も積極的に準備段階から関わりを
もって進めている。
③については、地域コーディネーターとの連携もスムーズ
になってきている。

課題：地域コーディネーターを支える人的資源の育成に
取り組んでいきたい。
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【沼間小学校】　　

行動プラン

①

授業研究の充実

行動プラン

②

授業評価の活用

行動プラン

③

研修事業の充実

Ｈ25（2013）年度取組内容
①校内研修体制を構築し、積極的に研修を進める
②児童理解、授業づくり等では学年会を日常的な
研修の場としていく
③公開授業研究会等の研修の機会を生かし、期を
逃さずに積極的な取り組みを促す

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果と課題
本校の学校文化として授業づくりは定着している。
今年度も積極的に専門的な講師を招聘して進めて
いる。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学習状況調査の分析を活用する
②研究授業では授業評価も含めた観点から外部
講師による指導助言を図る
③子どもの授業後の振り返りを活用した授業評価
を進める

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果と課題
授業評価の活用については児童の特性を生かし、
視点を与えた感想記入等でも授業評価として活用
している。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①授業研究の日常化をめざす
②外部講師を招聘し、授業研究を開いた形で
進める
③授業研究を公開し、学校間の実践交流を進
める

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果と課題
本校の学校文化として授業づくりは定着している。
今年度も積極的に専門的な講師を招聘し進めてい
て、参加職員の満足度も高い。

１　教員研修・研究の充実

成果：
①については、校内研究については全職員で取り
組み、充実した。
②については、算数・国語・児童理解では専門の外
部講師を招聘した。
③については、校内研究会や研修会を公開し、本校
以外の方も参加した。

課題：次年度はかながわ学びづくり研究推進校で得
た成果を生かしてさらに授業研究を深めていく。

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①授業研究の日常化を目指す。
②外部講師を招へいし、授業研究を開いた形
で進める。
③授業研究を公開し、学校間の実践交流を進
める。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

①ＯＪＴを主とした校内研修体制を構築し、積極的
に研修を進める。
②児童理解、授業づくり等では学年会を日常的な
研修の場としていく。
③市学校教育課、県教育委員会主催の研修を生
かし、期を逃さずに積極的な取り組みを促す。

①学習状況調査の分析を活用する。
②研究授業では授業評価も含めた観点から外部
講師による指導助言を図る。
③子どもの授業後の振り返りを活用した授業評価
を進める。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成できなかった

成果：基礎的基本的な内容の定着にさらに力を注
いだ。
教員相互による授業評価に取り組み、職員の意識
改革が進んだ。

課題：授業評価の視点を絞って取り組むこと、子ど
もによる授業評価を活用することに取り組みたい。

Ⅲ　教員の指導力向上

①ＯＪＴを主とした校内研修体制を構築し、積極的に
研修を進める
②児童理解、授業づくり等では学年会を日常的な研
修の場としていく
③市学校教育課、県教育委員会主催の研修を生か
し、期を逃さずに積極的な取り組みを促す

成果：
①、②及び③について意図的に教職員全員で取り
組んでいることから、成果が見える。

課題：研究会・研修会を大事にして、学ぶ意欲と姿
勢をもって進めていきたい。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果：
①については、基礎的基本的な内容の定着にさら
に力を注いだ。
②については、授業研究会を活用した教員相互に
よる授業評価に取り組み、職員の意識改革を促し
た。
③については、子どもによる振り返りを授業評価とし
て活用することに取り組みたい。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：意図的に教職員全員で取り組んでいることか
ら、成果が見える。

課題：研究会・研修会を大事にして、学ぶ意欲と姿
勢をもって進めていきたい。

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成できなかった

①授業研究の日常化を目指す
②外部講師を招聘し、授業研究を開いた形で
進める
③授業研究を公開し、学校間の実践交流を進
める

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ③ 達成した

成果：校内研究については全職員で取り組み、充
実した。
・算数・国語・児童理解では専門の外部講師を招へ
いした。
・校内研究会や研修会を公開し、本校以外の方も
参加した。

課題：次年度はかながわ学びづくり研究推進校とし
てさらに研究を深めていく。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学習状況調査の分析を活用する
②研究授業では授業評価も含めた観点から外部講
師による指導助言の活用を進める
③子どもの授業後の振り返りを活用した授業評価を
進める
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【久木小学校】　　

行動プラン

行動プラン
②

行動プラン
③
読書活動の推進

行動プラン

「読解力」向上の取り組
みの推進

平成23年度～平成25年度　学校による点検及び評価の推移（久木小学校）

①
　「確かな学力」を育
むための個に応じた
指導の充実

Ｈ24（2012）年度取組内容Ｈ23（2011）年度取組内容

成果と課題
①各教科・領域において言語活動の充実を目指す授
業づくりを進めた。特に校内研究において算数科に
取り組み、授業実践を通し研究を続けた。次年度も
継続予定である。

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　③ 達成した

①教育相談コーディネーターを中心に校内支援体制
の充実を図り、子どもたちのニーズに応じ具体的支
援を行う。
②教育研究所・児童相談所・子育て支援課等の外部
機関と連携を深める。
③幼保小中連携を深め、情報交換を密にする。

①国語科・各教科・道徳・総合的な学習の時間を通し
て言語活動の充実を図る。

成果と課題
①継続して取り組んだ。児童の間に読書活動が定着
している。ボランティアは学校支援地域本部に位置づ
けられている。
②お話会の内容を検討し、児童のニーズに合わせた
内容とすることができた。お話会ボランティアとの定
期的な打ち合わせが重要となる。

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容
①司書教諭・学校図書館指導員・学習支援ボラン
ティアを活用し、読書活動を推進する。
②お話会による読み聞かせ等の活動を行う。

Ｈ23（2011）年度取組内容 Ｈ24（2012）年度取組内容

④
校内支援体制を活用し
た支援教育の推進

成果と課題
①ケース会議等が充実し、児童への支援を一層進め
ることができた。人材と時間の確保は継続課題であ
る。また、新たな教育相談コーディネーター育成が課
題である。
②スクールカウンセラー・巡回相談員と連携し、支援
に役立てることができた。今後も積極的活用を進め
たい。
③情報交換の場の設定は今後も継続していきたい。

（評価）
① 達成した    ② 達成した

（評価）
① 達成した

①継続

（評価）
① 達成した

成果と課題
①各教科・領域において言語活動の充実を目指す
授業づくりを進めた。教育研究所授業力向上研修
会、校内授業づくり研修を通して取り組んだ。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①継続
②継続

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①前年度に引き続き年間計画に基づき実施した。
②お話会（年間10回）を計画的に実施した。ボラン
ティアとの連携を密にし、学校のニーズにあった内
容にしていくことが課題である。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①継続
②継続
③幼・保・小・中連携を深め、情報交換を密にする。

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　③ 達成した

成果と課題
①課題を抱える児童についてケース会議等を開
き、支援を行った。課題は、支援のための人材と時
間の確保である。
②各機関と連携を図り、支援に役立てることができ
た。継続的に取り組む。
③児童に関する情報交換の場を設けて支援の参
考にすることができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①単元計画に基づき，毎時間の授業展開の工夫
改善を図る
②少人数指導、ティームティーチング、小集団等、
多様な学習形態を活用し、基礎・基本の定着を図
る

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①継続的な課題であり、取り組みを続けたい。
②児童の学力向上に取り組むべく、学習形態の工
夫、スクールライフサポーターなどを活用し基礎学
力の定着を図った。人的環境の充実を望む。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①国語科、各教科、道徳、総合的な学習の時間を
通して、言語活動の充実を図る

（評価）
① 達成した

成果と課題
①各教科・領域において言語活動の充実を目指す
授業づくりを進めた。特に、校内研究において算数
科に取り組み、授業実践を通し研究を深めた。次
年度も継続する。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①読書活動推進全体計画に基づき、児童の成長を
踏まえた指導の充実を図る
②司書教諭、学校図書館指導員、学習支援ボラン
ティアを活用し、読書活動を推進する
③お話会による読み聞かせ等の活動を行う

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　③ 達成した

成果と課題
①計画通り実施できた。引き続き、学年に応じた読
書指導の充実を目指していきたい。
②児童の間に読書活動が定着している。図書委員
会の活動も自主性を増している。
③学年の実態に応じた内容を設定することができ
た。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①教育相談コーディネーターを中心に校内支援体
制の充実を図り、子どもたちの教育的ニーズに応
じ、具体的支援を行う。
②教育研究所、子育て支援課、児童相談所等の外
部機関と連携を深める。
③幼・保・小・中連携を深め、情報交換を密にする。

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　③ 達成した

成果と課題
①定期的に児童を見取り、情報共有を行い、必要
に応じてケース会議等を設定することができた。引
き続き、児童・保護者への支援や対応の充実を図
りたい。
②支援教育推進巡回指導員・スクールカウンセ
ラーと連携し、支援に役立てることができた。
③特に、幼稚園・保育園、療育相談との連携を深め
ることができた。今後も継続していきたい。

Ⅰ　子どもたちの学力向上 １　個に応じた指導の充実
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【久木小学校】　　

行動プラン
①
基本的な生活習慣の
育成

行動プラン
②

行動プラン
③
豊かな体験活動の
推進

行動プラン
④

豊かな心を育む道徳教
育の推進

成果と課題
①稲作り・大豆作りを食育への取り組みに位置づけ
ることができた。
②昨年度の成果に準ずる。芝生化の取り組みはこの
3年間で定着してきている。芝生維持管理の負担軽
減を図ることが課題となる。

（評価）
① 達成した　　② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容
①学級指導の中で基礎的な生活習慣習得の指導を
行う。
②学校・保健だより等を通して情報を発信する。
③学級懇談・個人面談等の機会を利用し、保護者と
連携した取り組みを進める
（評価）
① 達成した     ② 達成した　　　③ 達成した

①道徳教育全体計画に基づき、他の学習活動と関
連させながら計画的・発展的な指導を行う。
②あいさつ運動等、コミュニケーションを深める取り
組みを行う。

①稲づくり・大豆づくり等、地域と連携した体験活動を
行う。
②キャンプ・修学旅行の取り組みを通し、自然・文化
にふれあう体験を行う。

成果と課題
①、②及び③について、日常的な取り組みの継続が
課題である。

①保健安全年間計画・給食指導年間計画等に基づ
いた指導を進める。
②校庭芝生化に取り組み、子どもの体力向上につい
て検討を進める。

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①昨年よりの継続で、作った味噌を使った調理まで
学年を越えて学習を連続させることができた。また、
大豆を中心素材に他教科と関連させて学習を進める
ことができた。継続的な取り組みが課題である。
②計画通り実施した。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した     ② 達成した

成果と課題
①道徳と他教科や行事等の学習活動と関連させた
指導に取り組んだ。
②地域・保護者の協力を得ながら継続的に取り組ん
でいる。

食育と体力づくり・健康
教育の推進

Ｈ23（2011）年度取組内容
①継続
②継続
③継続

（評価）
① 達成した     ② 達成した　　　③ 達成した

成果と課題
①②③とも日常的な取り組みを継続することが重
要である。継続して取り組む。

（評価）
① 達成した     ② 達成した

成果と課題
①道徳教育全体計画に基づき実践を行った。
②昨年度より継続的に取り組みを行っている。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①継続
②継続

①継続
②継続

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①学習支援ボランティアを活用し体験学習に取り組
んだ。学習の発展として豆腐作り・味噌作り等の活
動をすることができた。
②年間計画通り実施した。

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①年間計画に従って取り組んだ。
②校庭全面芝生化により、校庭で遊ぶ子どもの数
が倍増し、体力の向上に効果があった。暑い時期
の地表温度も芝生化により低くなり、健康面におい
ても成果があった。引き続き維持管理が課題であ
る。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①継続
②継続

①道徳教育全体計画に基づき、他の学習活動と関
連させながら計画的・発展的な指導を行う
②日常のあいさつを心掛けたり、コミュニケーション
を深めたりする取り組みを行う

（評価）
① 達成した     ② 達成できなかった

成果と課題
①道徳教育の全体計画に基づき、日常化を目指す
取り組みが進んだ。
②朝会，学級指導等を通して取り組んだ。日常化を
図るべく、保護者・地域の協力を得ながら継続して
いきたい。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学級指導の中で基礎的な生活習慣等の指導を
行う
②学校・保健だより等を通して情報を発信する
③学級懇談，個人面談等の機会を利用し，保護者
と連携した取り組みを進める
（評価）
① 達成した     ② 達成した　　　③ 達成した

成果と課題
①全職員の一致した取り組みが重要である。特
に，全校集会での話の聞き方の向上が見られた。
日常的な指導の継続の必要を感じる。
②学校だより，保健だよりなどの通信は，実態に応
じ計画的・意図的に発行することができた。
③各クラスで取り組んだ。保護者の理解には差が
あり，一層の努力を必要とする。

Ｈ25（2013）年度取組内容

①稲作り，大豆づくり等、地域と連携した体験活動
を行う
②キャンプ，修学旅行の取り組みを通し、自然・文
化にふれあう体験を行う

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①学習支援ボランティアを活用し、体験学習に取り
組んだ。稲作、大豆づくり、味噌作りは、久木小の
体験学習として位置づいている。継続的な取り組み
を大切にしていきたい。
②計画通り実施することができた。特別活動の改
善点である「よりよい人間関係を築く力」「本物の自
然や文化の価値や大切さを実感する機会」を意識
し、一層の活動の充実を図りたい。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①保健安全年間計画、給食指導年間計画等に基
づいた指導を進める
②校庭芝生化に取り組み、子どもの体力向上につ
いて検討を進める

Ⅰ　子どもたちの学力向上 ２　健やかな心と身体の育成

成果と課題
①計画通りに実施することができた。
②芝を植えることで土壌の改良が進み、水はけが
良くなっている。芝の管理は、地域の教育力を活用
し、保護者・地域を中心に対応を図ることができた。
年間を通した芝の定着を目めざしたい。

（評価）
① 達成した　　② 達成した
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【久木小学校】　　

行動プラン
①

行動プラン
②

行動プラン
③
幼稚園・保育園・小学
校･中学校の連携の
推進

行動プラン
④
国際教育の推進

①新学習指導要領完全実施にあたり、小学校外国
語活動の充実を図る。
②国際教育指導助手の効果的な活用を図る。

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①昨年度までの成果を踏まえ、外国語活動の実践に
取り組んだ。
②国際教育指導助手とのコミュニケーションに努め、
より良い指導を考えることができた。課題は、国際教
育助手が毎年替わってしまうことである。

（評価）
① 達成した　　　　　② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

①小中の連携について、できる内容から取り組みを
始める。
②幼稚園・保育園と連携した支援教育に取り組む。

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①支援教育担当者同士の情報交換等を含め、連携
を進めた。
②昨年度に引き続き、幼稚園・保育園との交流・情報
交換を行い、連携を進めることができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①小・中の連携について、できる内容から取り組み
を始める。
②幼稚園・保育園と連携した支援教育に取り組む。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①中学校との児童生徒指導に関わる情報交換会を
行い連携を進めた。
②新入学児童を迎える集会等を開き、交流すると
共に情報収集を行った。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①新学習指導要領全面実施にあたり、小学校外国
語活動の充実を図る。
②継続

（評価）
① 達成した　　　　　② 達成した

成果と課題
①委託研究発表会を開き、2年間の成果と課題を
発表できた。次年度も継続的に研究を進める。
②研究等に取り組む中でコミュニケーションを深め
た。国際教育指導助手が毎年変わることが大きな
課題である。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①防犯教室、不審者対応訓練を行い、子どもたち、
教職員の防犯意識を高める
②ＰＴＡ，地域パトロール体制と連携し、子どもの安
全確保に取り組む
③防災アドバイザーによる地域の状況確認と防災・
減災の在り方について検討を進める

（評価）
① 達成した   ② 達成した　③ 達成した

成果と課題
①年間計画通り訓練等を実施した。継続的指導に
より防犯意識を高めたい。
②地域と連携した取り組みは継続している。ＰＴＡ予
算から学校用備蓄品（水，ビスケットなど）を購入
し、教室棟屋上入口に保管することができた。
③防災アドバイザーを活用し、防災体制の見直しを
図った。それにより、震度5弱以上(津波警報)の際
の避難について確認することができた。引き続き、
防災体制について研究・検討及び整備を図ってい
きたい。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①「久木小学校いじめ防止基本方針」に基づいた
指導の充実を図る
②教育相談コーディネーターを中心とした支援体制
の充実を図り、子どもや保護者のニーズに具体的
支援が行えるよう努めていく
③外部機関やスクールカウンセラー、巡回指導員
等との連携を深める

（評価）
① 達成した     ② 達成した　　　③ 達成した

成果と課題
①基本方針に基づいた指導を実践した。
②ケース会議等を踏まえ、課題を抱える児童（保護
者）への対応を進めることができた。　校内での共
通理解も進んだ。
③巡回相談員、スクールカウンセラー等を活用し、
児童支援を進めることができた。今後も一層の連
携を図りたい。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①小・中の連携を目指し、協議しながら取り組みを
進める
②幼稚園・保育園と連携した、支援教育に取り組む

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①中学校教諭による6年各クラスでの授業（算数・
外国語・体育）を2月ごろに行ったり、夏休みにバ
レーボールとバドミントンの部活体験を実施したりし
た。また、中学校教諭の学校参観による児童理解
なども実施することができた。
②新入学児童を迎える集会を開いたり、各幼稚園・
保育園への参観など、職員交流の手立ての充実を
図った。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①小学校外国語活動の授業を通し、コミュニケー
ション能力の育成を図る
②ＩＥＡ（国際教育指導助手）の効果的活用を図る

（評価）
① 達成した　　　　　② 達成した

成果と課題
①逗子市外国語活動ガイドラインに基づいて、外
国語活動の実践に取り組んだ。
②ＩＥＡ（国際教育指導助手）とのコミュニケーション
に努め、より良い指導を考えることができた。課題
は、ＩＥＡ（国際教育指導助手）が毎年替わってしま
うことである。

学校安全の推進

問題行動等への対応の
推進

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり １　多様な教育的課題への対応
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【久木小学校】　　

行動プラン
⑤
キャリア教育の推進

行動プラン
⑥
福祉教育の推進

行動プラン

⑦

環境教育の推進

行動プラン
⑧

情報教育の推進

Ｈ23（2011）年度取組内容
①継続
②情報リテラシーの育成に向けてパソコン環境の
整備を行うとともに情報モラルの育成も図る。

（評価）
① 達成した　　② 達成できなかった

①発達段階に応じた情報機器操作内容を明確にし、
情報機器活用能力の育成を図る。
②情報リテラシーの育成に向けてパソコン環境の整
備を行うとともに情報モラルの育成も図る。

成果と課題
①年間指導計画に基づき、取り組みを行った。次年
度以降、福祉教育全体計画を見直し、内容の充実を
進めることが課題である。
②各機関との連携を取り、実施した。

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①総合的な学習の時間の全体計画に基づき、各学
年で取り組むことができた。
②地域の方々と連携し「いのちの森事業」に取り組ん
だ。次年度も継続予定である。

①福祉学習年間計画をもとに教科・総合的な学習の
時間等を通して福祉学習に取り組む。
②福祉部・社会福祉協議会との連携を取り、福祉教
育の推進を図る。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した    ② 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成できなかった

成果と課題
①プロジェクター・書画カメラ等を活用し、日常の授業
等に役立てることができた。使用頻度も高く、利用し
やすい環境設定もできている。
②情報教育担当を中心に取り組んでいる。職員全体
で共通理解することが今後の課題である。

Ｈ24（2012）年度取組内容

①子どもの発達段階に応じたキャリア教育の在り
方について研究・実践を図る
②教育活動全般を通じて、児童が自尊感情を高
め、より良い人間関係を築くことに努める

①地域連携の視点を持って環境教育の内容を発展
させる
②逗子市の施策（グリーンカーテン等）を環境教育に
活かす

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　② 達成できなかった

成果と課題
①地域の方々やお店の協力を得て、生活科・社会
科・総合的な学習の時間等で実践を進めることがで
きた。
②一部教員が研修等に参加し理解を深めたが、学校
全体として共有化するには至っていない。継続的な
取り組みが課題である。

Ｈ24（2012）年度取組内容

①キャリア教育の視点を教科・総合的な学習の時間
の内容に入れながら実践を進める　。
②キャリア教育に関わる研修等に参加し、教職員の
理解を高める。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①キャリア教育の視点を教科・総合的な学習の時
間の内容に入れながら実践を進める。
②キャリア教育に関わる研修等に参加し、教職員
の理解を高める。

（評価）
① 達成した　　② 達成できなかった

成果と課題
①低学年の生活科、中学年の社会科・総合の中
で、地域のお店・工場等を取り上げた実践を行っ
た。また、高学年では社会科農業学習・工業学習に
おいてゲストティーチャーを招いての実践を行った。
②研修に参加できる体制作りが課題である。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①継続
②継続

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①年間指導計画に基づき、取り組みを行った。次年
度も継続して取り組む。
②各機関との連携を取り実施した。盲導犬学習で
はゲストティーチャーを招き、学習を進めた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①継続
②継続

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①総合的な学習全体計画に基づき、各学年で取り
組むことができた。
②年間計画に従って取り組んだ。次年度、地域と連
携し「いのちの森事業」に取り組む予定である。

成果と課題
①学習時、プロジェクターを効果的に活用できた。
継続して活用能力育成を図る。
②総合的な学習等を通して取り組みを進めている。
次年度への継続課題としたい。

Ｈ25（2013）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　　　② 達成した

成果と課題
①社会科や生活科、総合的な学習の時間等の中
で、ゲストティーチャーを招いて実践することができ
た。
②教育活動全般を通し、全職員で全児童を育てる
視点を持って指導に当たることができた。日常的な
取り組みの継続が必要と感じている。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①福祉学習年間計画をもとに、教科・総合的な学
習の時間等を通して、福祉学習に取り組む
②社会福祉協議会との連携を図り、福祉教育の推
進を図る

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①年間指導計画に基づき、取り組みを行った。次
年度も継続して取り組みたい。
②福祉学習（車いす介助体験学習など）の計画・実
施に関わって連携を図ることができた。今後も連携
を続けたい。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①教科・総合的な学習の時間等を通して、環境学
習に取り組む
②逗子市の施策（グリーンカーテン等）を環境教育
に生かす

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①総合的な学習全体計画に基づき、各学年で取り
組むことができた。
②地域の方々と連携し「いのちの森事業」に取り組
んだ。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①発達段階に応じた情報機器操作内容を明確に
し、情報機器活用能力の育成を図る
②情報リテラシーの育成に向けて、パソコン環境の
整備を行うとともに、情報モラルの育成も図る

（評価）
① 達成できなかった　　② 達成した

成果と課題
①情報教育指導計画（全体計画）に基づいた指導
を継続することで、全校の児童への指導の確実な
定着をめざしたい。
②情報教育担当者を中心に、総合的な学習の時間
を通して取り組んでいる。次年度への継続課題とし
たい。
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【久木小学校】　　

行動プラン

行動プラン
②
地域教育力の活用

行動プラン
③
学校評価を生かした

①
地域への情報発信と学
校公開の工夫

①学校関係者評価委員会の評価を学校運営に生か
す。

成果と課題
①大豆作り・稲作りは継続して取り組み、発展的な活
動も生まれている。昨年度できなかった「わくわくフェ
スティバル」も開催でき、地域・保護者との連携が深
まった。
②芝生化への取り組みが無理なくできるようになっ
た。課題は昨年同様、冬から春にかけての維持管理
である。市としてのバックアップ体制を望みたい。

学校の改善

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

①久木小サポーターシステムを活用し、学習支援・学
校環境整備支援活動を進める。
②芝生管理等の作業をサポーターシステムの協力を
得て行う。

Ｈ24（2012）年度取組内容
①地域教育協議会を通して、地域に対して学校運営
に関する理解を深める
②学校だよりやホームページ等で学校の情報を広く
伝える

成果と課題
①学習ボランティアの活用により学習支援を進める
ことができた。発展として豆腐作り・味噌作り等の活
動ができ、地域との交流が深まった。
②芝生化2年目となり継続的な取り組みを進めた。
維持管理について市教委・地域と連携し、より良い
方法を検討することが課題である。

成果と課題
①年間3回の学校関係者評価委員会を開催し、学校
運営についての助言を受けた。
児童の学習・生活の様子が分かるように開催時間を
工夫したため、具体的な助言を受けることができた。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①3年目の取り組みとなる地域教育協議会の運営が
円滑になった。学校への理解・協力も進んでいる。
②継続して情報発信に取り組んでいる。学校だよりも
充実してきている。

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①継続
②継続

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①年3回の地域教育協議会を開催し、学校に対す
る理解と協力を得ることができた。
②定期的に情報発信を行った。各学級でも学級通
信等を発行し、保護者へ情報提供した。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり

①継続
②芝生管理等の作業をサポーターシステムの協力
を得て行う。

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容
①継続

（評価）
① 達成した

成果と課題
①年間3回の学校関係者評価委員会を開催し、評
価をいただいた。それに基づき学校運営の改善を
進める。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①地域教育協議会を通して、地域に対して学校運
営に関する理解を深める
②学校だよりやホームページ等で、学校の情報を
広く伝える

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①地域教育協議会の運営が円滑に進められた。学
校への理解・協力が進んでいると感じる。継続して
取り組みたい。
②学校だよりを地域に回覧することにより、本校の
教育活動等の理解が地域にも広がってきたと感じ
る。ホームページの更新を定期的に行うことができ
なかったので、次年度に向けて改善を図りたい。

２　地域に開かれた学校づくり

Ｈ25（2013）年度取組内容
①久木小サポーターシステムを活用し、学習支援、
学校環境整備支援活動を進める
②校庭の芝生管理等の作業をサポーターシステム
の協力を得て行う

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①大豆作り、味噌作り、稲作は継続して取り組ん
だ。教職員と保護者・地域とのコミュニケーションを
目的とした「わくわくフェスティバル」は、大盛況で目
的を十分果たすことができたと感じる。次年度も実
施したい。
②課題は多いが、地域との協力・連携は十分に取
れるようになっている。維持管理に関わって、より
良い方法の研究・試行を進めたい。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学校関係者評価委員会の評価を学校運営に生
かす
②学校づくりアンケートを実施し、保護者・地域の
意見・感想を踏まえ、学校運営の参考とする

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①年間３回の学校関係者評価委員会を開催し、学
校運営についての助言を受けた。児童の学習・生
活の様子が分かるように開催時期を工夫したこと
で、より具体的な助言を得ることができた。
②学校づくりアンケートを１１月に実施し、次年度へ
の課題を整理することができた。
また、教育活動で大切にすること、連携を図ること
などについて、学校・保護者・地域で確認を図るこ
とができた。

（評価）
① 達成した
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【久木小学校】　　

行動プラン
①

行動プラン
②

行動プラン
③
研修事業の充実

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

成果と課題
①計画的な研修が実施できた。
②教育研究所の各種研修会に積極的に参加した職
員が増加した。特に支援教育関係の研修が充実して
いた。次年度の研修計画も期待したい。
③臨任・非常勤だけでなく経験の少ない教員への指
導にも活用の範囲を広げたい。

（評価）
① 達成した

成果と課題
①観点別評価項目による「あゆみ」を作成することが
できた。次年度は実践を通して評価規準の検証を行
うことが課題である。

Ｈ24（2012）年度取組内容
①初任研、年次経験者研修において校内協力体制
を作り、研修指導にあたる
②校内及び校外の研修会、研究会への参加を促進
する
③逗子市教育指導員を積極的に活用する

成果と課題
①これまでの研究成果を踏まえ、研究を継続した。今
年度より算数科に取り組み、授業研究を行った。全
担任が公開授業を実施した。研究を進めるに当た
り、次年度は外部講師を招きたい。

①評価規準を活かした授業実践に取り組み、評価規
準の見直し、検討を行う。授業評価の活用

授業研究の充実

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

①前年度までの研究成果と課題を踏まえ、研究を発
展させる

Ｈ23（2011）年度取組内容
①委託研究推進校として取り組んだ成果を研究発
表会において発表する。

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した　　　　③ 達成した

成果と課題
①計画的な研修が実施できた。
②研究所夏季研修等に積極的に参加する教職員
が増えている。地域を知るための研修にも参加し、
素材開発に有効であった。
③臨任・非常勤の授業力向上のため、今後も積極
的に活用したい。

成果と課題
①引き続き実践・検討を進める。「あゆみ」について
は、観点別評価項目とし、評価規準を一層意識した
授業づくりをすすめる。

Ｈ23（2011）年度取組内容

（評価）
① 達成した

成果と課題
①委託研究発表会を開き、2年間の研究成果と課
題を発表することができた。次年度も授業研究を中
心とする校内研究を継続する。

①継続
②継続
③継続

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ⅲ　教員の指導力向上

①評価規準を活かした授業実践に取り組み、評価
規準の見直し、検討を行う。

（評価）
① 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容
①委託研究推進校として、取り組んだ成果を研究
発表会において発表する
②外部講師の活用を積極的に行う

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①全担任が算数科を中心に公開授業を実施した。
研究を通して確認できた子どもの姿をもとに、次年
度への課題を明確にすることができた。
②外部講師の研修を受けることで、授業づくりの具
体について学ぶことができた。

１　教員研修・研究の充実

（評価）
① 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容
①初任研、年次経験者研修において、校内協力体
制を作り、研修指導に当たる
②校内及び校外の研修会、研究会への参加を促
進する
③逗子市教育指導教員を積極的に活用する

（評価）
① 達成した　　② 達成できかった　　③ 達成した

成果と課題
①計画的な研修が実施できた。
②校内研究において全担任が算数科を中心に研
究授業を行った。教育研究所の各種研修会に積極
的に参加した職員が増加した。しかしながら、校内
における還流が課題である。
③臨任・非常勤だけでなく経験の浅い教員への指
導にも活用することができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①評価規準を生かした授業実践に取り組み、評価
規準の見直し、検討を行う
②外部講師による授業評価のを生かした授業づく
りを行う

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①指導と評価の一体化を踏まえ、評価規準を意識
した授業づくりを進めることができた。
②研究授業の際の指導助言を授業に生かすように
取り組んだ。
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【小坪小学校】　　

行動プラン

行動プラン
②
「読解力」向上の取り
組みの推進

行動プラン
③
読書活動の推進

行動プラン
④
校内支援体制を活用
した支援教育の推進

①「ＰＩＳＡ型読解力」の育成を図る授業に取り組む

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①教育相談コーディネーターを中心とした小坪小学校
の支援体制が確立でき、機能してきた。
②教育相談コーディネーターを中心に､対外機関との
連携を図り、児童への支援を積極的に進めることがで
きた。
③校内支援体制が定着し、担任や保護者との連携も
密になり、個々の児童の持つ課題について共有でき
るようになった。支援シートが完成し、支援シートの具
体的な活用
を行っている。

①読書が日常の習慣として身につくように、学年間で
の交流に取り組む
②蔵書数を増やし、身の回りに本がある環境から自
分なりの読書習慣を見つけさせる
③家族で読書する取り組みを行う

Ｈ24（2012）年度取組内容

平成23年度～平成25年度　学校による点検及び評価の推移（小坪小学校）

（評価）
① 達成した

成果と課題
①今年度は、職員全体でＰＩＳＡ型読解力についての
授業実践を行い、内容の充実を図ることができた。新
しい学力観に基づき、多くの研究実践校を視察し、講
師を招き評価の在り方について追求した。

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成した

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　　③ 達成した

①校内組織各部連携による校内支援体制の充実
②他機関、他校種との情報の共有化、活用をめざす
③校内支援シートの見直し

成果と課題
①学校図書館指導員と協力し、どの学年も取り組み、
読書活動が定着している。
②市立図書館や地域の方々との連携を図ったり、子
どもたちが活発に図書室を活用したりできるよう夏期
休業期間や読みやすい場や時間を提示することがで
きた。
③図書室より図書だよりを出し、家庭へ情報提供をし
たり、学級担任による読書の取り組みを進めたりする
ことにより、本を読む機会が増えてきているので継続
していきたい。

①
　「確かな学力」を育
むための個に応じた
指導の充実

Ｈ23（2011）年度取組内容
①朝読書の継続と、読書ノートの充実を図る。
②小坪選定図書の蔵書数を増やし、読書週間を
設けて取り組みをする。
③家庭との連携を図り、日常的な家庭での読書習
慣をつけさせる。

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成できなかった

成果と課題
・学校図書館指導員と協力し、どの学年も取り組
み、読書活動が定着してきた。
・市立図書館や地域の方々との連携を図ったり、
子どもたちが活発に図書室を活用したりできるよう
期間や読みやすい場を提示することができた。
・図書室より図書だよりを出し、家庭へ情報提供を
したり、学級担任による読書の取り組みを進めたり
することにより、本を読む機会が増えてきた。

Ｈ23（2011）年度取組内容

（評価）
① 達成した

成果と課題
昨年度に引き続き、髙木教授を講師として招き、
職員全体でＰＩＳＡ型読解力についての授業を行
い、理解を深めた。
・新しい学力観について、評価の考え方について
検討することができた。今後は、授業づくりの充実
を通し継続的に取り組んでいく。
・新しい学力観に基づき、従来の評価の考え方を
変えていく必要がある。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①「ＰＩＳＡ型読解力」の育成を図る授業に取り組
む。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①教育相談コーディネーターの活用を中心として、
校内支援体制の見直しと充実を図る。
②対外機関との円滑な連携をめざし、ネットワーク
を確立する。
③校内支援シートの充実

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　　③ 達成した

成果と課題
・教育相談コーディネーターを中心とした小坪小学
校の支援体制が確立できた。
・教育相談コーディネーターを中心に､対外機関と
の連携を図り、支援を積極的に進めることができ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　・校内支援体制が定
着し、担任や保護者との連携も密になり、個々の
児童の持つ課題について共有できるようになっ
た。支援シートが完成し、支援シートの具体的な活
用ができるようになった。
・職員の構成に合わせて、毎年体制を見直し、柔
軟に対応できるようにする。

１　個に応じた指導の充実

Ｈ25（2013）年度取組内容
①校内研究で得られた成果を具体的な授業の中
で活かす実践を積み上げる
②基礎・基本の習得のための指導の工夫に取り組
む

（評価）
① 達成した     ② 達成した

成果と課題
①「コミュニケーション力の育成」を目指した研究の
成果を授業実践に活かすことができた。
②基礎・基本の習得に向け、児童の実態把握か
ら、指導法の工夫・改善に努めた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①各教科等における「言語活動の充実」のあり方
について再確認する
②コミュニケーション能力の育成に取り組んできた
成果を授業を通して検証する

（評価）
① 達成できなかった     ② 達成した

成果と課題
①研究のまとめとして成果と課題を共有するため、
提案授業の教科を絞ったため、各教科における
「言語活動の充実」については全体で確認すること
ができなかった。
②２年間の研究のまとめとして成果を授業を通して
検証することができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①読書活動につながる教育内容・指導方法を工夫
し実践する
②家庭との連携を図り、読書の習慣づけを図る

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①朝の一斉読書等、読書活動の充実については
計画的に取り組んだ。
②読み聞かせボランティアの活動を通して保護者
にも読書の習慣づけの重要性を啓発した。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①支援教室立ち上げ、教育相談コーディネーター
を中心に校内支援体制の機動性を高める
②スクールカウンセラー・支援教育推進巡回指導
員・うるおいフレンドの活用をすすめ、保護者と学
校が子どものニーズに対して共通理解を深め、協
働して支援の充実を図る

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①教育相談コーディネーターを中心とした支援教
育の組織的な取り組みの充実を図ることができ
た。
②支援教育推進巡回指導員による各教室の見取
りを充実させ、必要に応じて支援会議を行い、組織
的な支援の充実を図った。

Ⅰ　子どもたちの学力向上
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【小坪小学校】　　

行動プラン
①
基本的な生活習慣の
育成

行動プラン
②
豊かな心を育む道徳
教育の推進

行動プラン
③
豊かな体験活動の推
進

行動プラン
④
食育と体力づくり・健
康教育の推進

Ｈ24（2012）年度取組内容

①行動目標達成をめざし、地域と共に取り組む
②児童自ら生活習慣を振り返ることができる取り組み
を行う
③地域と一体となった生活習慣作りに取り組む

①全体計画の改善を図りながら取り組む
②実施計画の中に目標として位置づける

成果と課題
①学校目標やめざす子ども像などを学校便りや懇談
会等で積極的に伝えてきた。
その成果について、保護者に周知されている事が学
校評価アンケート結果から読み取れた。
②保護者・地域に向けて学校便りやホームページ、掲
示板等で積極的に情報発信を進めることができた。
③今年度の目指す子ども像について各家庭に学校便
り、学年便り等で伝えてきた。
講演会では、発達段階に応じた家庭での育て方につ
いて話しい、情報交換を得る機会を持ことができた。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　　③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①行事や体験学習等を活用してふれあい活動が計画
的に展開できた。
②計画通りの体験活動を実施した。全学年の年間計
画に位置づけ、活動の定着を図っている。

①小坪の自然・人等地域とのふれあい活動の広がり
をめざしいっそうの充実を図る
②様々な体験活動を通して、問題解決的な学習を進
める

成果と課題
①道徳教育の日常化を目指し、学年ごとに計画的に
取り組みを進めることができた。
②縦割り行事の年間計画を立て、学校行事や児童会
活動を通して、発達段階に応じた役割を設定し、楽し
みながら異年齢交流を工夫してきた成果もあり、だい
ぶ活動が定着してきた。

Ｈ24（2012）年度取組内容

①教科や総合的学習との関連を図る
②家庭との連携を視野に食育、性教育の取り組みを
進める

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①全学年で食の年間指導計画を作成し、各学年とも
計画に即した取り組みができてきた。
②全学年で性教育の年間指導計画を作成し、各学年
とも計画に通りに取り組みを進めることができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①行動目標達成に向けた、家庭での取り組みをめ
ざす。
②保護者、地域との双方向の取り組みをめざす。
③講演会等を開催し、発達段階に応じた家庭での
取り組みを促す。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　　③ 達成した

成果と課題
・学校目標やめざす子ども像などを学校便りや懇
談会等で積極的に情報を伝えてきた。その成果に
ついて、保護者に周知されている事が学校評価ア
ンケート結果から読み取れる。
・保護者・地域に向けて学校便りやホームページ、
掲示板等で積極的に情報発信を進めることができ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・今年度のめ
ざす子ども像について各家庭に学校便り、学年便
り等で伝えてきた。講演会では、発達段階に応じ
た家庭での育て方について話し合い、情報交換を
得る機会を持つことができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①道徳全体計画を見直しながら、指導の充実をめ
ざす。
②体験的な学習や校外学習の中で、計画的に取
り組む。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
・道徳教育の日常化を目指し、学年ごとに発達段
階に応じた取り組みを進めた。
・縦割り行事の年間計画を立て、学校行事や児童
会活動を通して、発達段階に応じた役割を設定
し、楽しみながら異年齢交流を工夫している。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①小坪の自然・人等地域とのふれあい活動の充
実を図る。
②様々な体験活動を通して、問題解決的な学習を
進める。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
・小坪小の行事や体験学習等を活用して全学年で
地域とのふれあい活動を展開した。
・体験活動を年間計画に位置づけ、各学年で取り
組んだ。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①食育の年間計画の改善を通していっそうの充実
をめざす。
②発達段階や児童の実態に応じた性教育の年間
計画の改善を図る。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
・食の指導の年間計画を作成し、各学年とも計画
に即した取り組みを進めてきている。
・全学年で性教育の指導計画を示すことができ、
各学年とも発達段階に応じた取り組みを進めた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①あいさつ運動を推進し、規律正しい生活の中で
基本的生活習慣の向上をめざす
②家庭と連携し、食習慣や家庭学習を含めた生活
習慣の確立をめざす

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①あいさつの重要性を折りに触れて指導し、行動
目標としてあいさつの定着に取り組んだ。
②給食便り、保健便り等を定期的に発行し、基本
的な生活習慣の定着の重要性を伝え、意識の向
上を促した。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①道徳の時間を要として様々な学習活動の中で、
発達段階に応じた人権意識の育成に取り組む
②異年齢集団の活動を通して、規範意識の向上を
図り互いに思いやる心情や、奉仕的な心情を養う

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①道徳の時間を要として人権に関わる指導を意図
的に進めてきたが、教育活動全体に関わる必要が
あるので、今後さらなる充実を目指していく。
②全校で「たてわり班」を構成し年間をとおして「た
てわり活動」に取り組み、成果を上げた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①たてわり集団を組織し、学校行事の中で活用し
ていく
②学校行事・児童会行事を通して育てたい力を明
確にし、内容の充実を図る

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①たてわり班を活用し、運動会、遠足等の学校行
事を企画することができ、リーダーシップとフォロ
ワーシップの育成に取り組んだ。
②学校評価の充実を目指す中で、学校行事での
「つけたい力」を学校全体で共通理解するように努
めた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①食に対する正しい知識と望ましい食生活・食習
慣を身に付けるための食育指導に計画的に取り組
む
②発達段階に応じた禁煙・薬物・性教育等の健康
教育を推進し、家庭へも情報発信する

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①各教科の指導内容から食育に関するものを洗
い出し、意図的に取り組むことはできたが、学年ご
との段階等まだ、今後さらなる充実が必要である。
②養護教諭を中心に発達段階に応じた健康教育
を推進することができた。

Ⅰ　子どもたちの学力向上 ２　健やかな心と身体の育成
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【小坪小学校】　　

行動プラン
①
学校安全の推進

行動プラン
②
問題行動等への対応
の推進

行動プラン
③
幼稚園・保育園・小学
校・中学校の連携の
推進

行動プラン
④
国際教育の推進

成果と課題
①年間計画を作成し外国語活動の授業実践を計画的
に進めることができた。
②国際教育指導助手と協力して日常的な交流や教材
開発を積極的に進めることができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容
①教科、総合的な学習の時間を活用した子ども同士
の交流や授業体験を推進する
②幼稚園、保育園、中学校との指導上必要な情報の
共有化に取り組む

（評価）
① 達成した　　② 達成した

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

①年間指導計画に基づく外国語活動の授業実践の
充実を図る
②「ＩＥＡ」と連携し、異文化に対する理解を深めコミュ
ニケーション能力の向上を図る

成果と課題
①ようこそ小坪小集会に幼稚園、保育園児を招待し
様々な体験活動を行い、交流を深めることができた。
②幼稚園、保育園児による授業参観､行事への参加、
中学校の先生との日常的な情
報の共有により、入学前の交流の充実が図ることが
できた。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ22（2010）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①生活科・総合的な学習の時間を活用した子ども
同士の交流や授業体験を推進する。
②幼稚園、保育園、中学校との指導上必要な情報
の共有化に取り組む。

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
・ようこそ小坪小集会に幼稚園、保育園児を招待し
様々な体験活動を行い、交流を深めることができ
た。
・幼稚園、保育園児による授業参観､中学校の先
生との日常的な情報の共有により、入学前の交流
の充実が図られた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①授業実践を通して外国語活動の年間計画の改
善に取り組む。
②国際教育指導助手の効果的な活用を進める。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
・年間計画を作成し外国語活動の授業実践を進め
ることができた。
・国際教育指導助手と協力して日常的な交流や教
材開発を進めることができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①児童自らが体験を通して危険予測・危険回避の
能力を培うため、安全教育を計画的に実施する
②児童の安全な学校生活の確保と緊急避難所と
しての機能向上のため、環境整備に努める

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①訓練だけに終わらない防災教育のあり方を意識
し日々の教育活動の中に位置づけてきた。
②ＰＴＡと連携し、避難路の整備、非常食の備蓄に
取り組んだ。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①教育相談コーディネーターを中心とした校内支
援体制を確立するとともに、様々な場面をとらえ、
児童の規範意識や温かい人間関係作りを推進す
る
②児童理解を深めるための研修を実施し、問題行
動への対応について、教職員の共通理解を図る

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①朝会や学級指導を通して、ルールの大切さを指
導し、規範意識の醸成に努めた。
②児童指導に関する研修を年間を通して実施し、
児童の様々なニーズへの対応力の向上に努め
た。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①個人情報の保護に十分配慮しつつ、幼保小中
の連携を進め、学校生活の安心安全の向上を図
る
②小中連携では、体育や外国語活動、行事等で交
流を推進する中で、中１ギャップの解消をめざす

（評価）
① 達成した　　② 達成できなかった

成果と課題
①学習面からの幼保との連携を深めると同時に、
新入学児童に対しては実際に見学する等して実態
把握に努め、いわゆる小１プロブレムの回避に努
めた。
②卒業にあたっては着実な引継に努める等した
が、日常的な教科での連携は難しかった。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①多様な文化を理解するための学習活動を各学
年の発達段階に応じて取り入れる
②ＩＥＡ（国際教育指導助手）の効果的な活用をは
かり、諸外国の文化や歴史・自然等に関心を深め
るような取り組みをする

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①ＩＥＡ（国際教育指導助手）を活用し、各学年の発
達段階に応じた国際教育の推進に努めた。
②海外の行事について学習の中に取り入れ、楽し
みながら諸外国の文化への理解を深めた。

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり １　多様な教育的課題への対応
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【小坪小学校】　　

行動プラン
⑤
キャリア教育の推進

行動プラン
⑥
福祉教育の推進

行動プラン
⑦
環境教育の推進

行動プラン
⑧
情報教育の推進

①授業実践を通して、キャリア教育のカリキュラムを
改善する

成果と課題
①小学校におけるキャリア教育の視点を確認し、授業
実践を行う事ができたが、全体の年間計画作成には
至らなかった。

成果と課題
①小坪の自然・社会・人的環境を生かした、単元開発
を行った。
②福祉学習の計画・実施に関わって連携して進める
ことができた。

（評価）
① 達成できなかった

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①教科・総合的な学習の時間等を通して環境学習に
計画的に取りくむことができた。地域との連携につい
て積極的に進めることができた。
②環境に関する授業を教育課程上に位置づけし計画
的に取り組んだ。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

①４年生の総合的な学習の時間を中心に、その活動
への協力等を通して、環境に対する意識
を育てる
②多様な環境教育に計画的に取り組む

①小坪の自然・社会・人的環境を生かして、年間計画
のいっそうの充実を図る
②関係諸機関との連携を図りながら福祉教育の体験
的な活動を推進する

Ｈ23（2011）年度取組内容
①日頃の授業をキャリア教育の視点で見直し、学
年の発達段階に応じたカリキュラムを作る。

（評価）
① 達成できなかった

成果と課題
・学校生活全般を意図的に活用しているとはいえ
なかった。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①小坪の自然・社会・人的環境を生かした、単元
開発を行う。
②関係諸機関との連携を図りながら福祉教育の体
験的な活動を計画的に推進する。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
・小坪地区を生かした年間計画に従って各学年の
発達段階に応じた取り組みを行った。
・福祉学習の計画・実施に関わって連携して進め
ることができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①４年生の総合的な学習の時間を中心に、その活
動への協力等を通して、環境に対する意識を育て
る。
②地域の人と連携した活動を通して多様な環境教
育に取り組む。
（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

成果と課題
・総合的な学習全体計画に基づき、計画的に環境
学習に取り組んだ。
・地域との連携を深め、地域の講師を招くことがで
きた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①「ＩＣＴ」を活用した授業の単元開発に取り組
む。
②情報の発信者としての発達段階に応じたモ
ラルの育成を図る。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
・外部講師の出前授業や講習会でより専門性の高
い授業を行うことができた。
・情報リテラシーの育成とともに、校内研修を開催
しネット上での情報交換の場における、エチケット
やモラルの教育の推進を積極的に進めた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①キャリア教育について、研修を実施し、子どもの
発達段階に応じて、自己の生き方について考える
学習を体験的に取り入れる
②総合的な学習の時間の全体計画を見直す

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

成果と課題
①総合的な学習の時間等で自己の生き方につい
て考える取り組みはなされてきたが学校全体での
共通理解を図るための研修の設定は今後の課題
である。
②３～６年の取り組みは全体計画に沿って実践さ
れたが、小規模校の中で、組織的な見直しを図る
ことは難しかった。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①市の社会福祉協議会等の機関と連携を図り、発
達段階に応じた体験的な福祉教育を実施する
②学校生活のあらゆる場面で、発達段階に配慮し
た人権教育を実施し、人権感覚の醸成を図る

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①総合的な学習の時間において、各学年の発達
段階に即した福祉学習の取り組みが推進され地
域、外部団体との連携が深まった。
②日頃から教職員の人権意識の向上に努め、教
育活動全体の中で人権教育がなされるよう努め
た。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①各学年の年間指導計画の中で環境教育に関わ
る活動を洗い出す
②地域教育力を活用し、環境に関係する体験的な
活動を取り入れる

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①総合的な学習の全体計画の中で、環境教育に
ついては4年生に特設されているが、他学年の教
科・道徳指導の中でも実施されていることを全体で
共有した。
②支援地域コーディネーターを活用し、ワカメの刈
り取り等地域の特性を活かした体験的な活動が設
定された。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①教員が積極的にＩＣＴを活用した授業に取り
組むことにより、発達段階に応じた情報リテラ
シーの育成に取り組む
②情報を取捨選択し、正しく利用する能力を
養うとともに、情報の発信者としてのモラルの
育成を図る

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①各教室のＩＣＴ環境を活用し、授業場面で多くの
実践がなわれた。
②携帯電話・スマートフォンなど新しい情報機器に
おける情報モラルの醸成について課題を把握し、
保護者の意識向上に努めた。

成果と課題
①外部講師の出前授業や講習会で、より専門性の高
い授業を行うことができた。
②情報リテラシーの育成とともに、校内研修を開催し
ネット上での情報交換の場における、エチケットやモラ
ルの教育の推進を図り、職員の共通理解ができた。

①「ＩＣＴ」を活用した授業のカリキュラムの作成改
善に取り組む
②情報の発信者としての家庭との連携を図り、モ
ラルの育成を図る

（評価）
① 達成した　　　② 達成した
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【小坪小学校】　　

行動プラン
①
地域への情報発信と
学校公開の工夫

行動プラン
②
地域教育力の活用

行動プラン
③
学校評価を生かした
学校の改善

（評価）
① 達成した     ② 達成した

成果：
①児童･保護者･教職員からアンケートをとり、その結
果を学校関係者評価委員会、学校評議員会、職員会
議等で、今後の課題として話し合った。また、その結
果を学校便り、ホームページ等で積極的に伝え、家庭
からの協力をいただけるよう情報発信を積極的に行っ
た。
②学校評価のあり方やアンケート内容について教職
員で話合い、アンケート内容を改修すると共に課題解
決に向けてさらに工夫改善を図ってきた。

課題：評価結果から課題を明確にし、さらに学校全体
で学校改善に取り組む必要がある。

（評価）
① 達成した   ② 達成した

（評価）
① 達成した  ② 達成した

成果と課題
①学校支援地域本部の内容の精選を行った。また、
地域コーディネーターとの連携を密にするため、定期
的に年間計画の確認や取り組み方の連絡を取り合
い、事業を円滑に進めることができた。
②年間を通して多くの地域講師に来ていただけるよう
校内で活動計画づくりをして取り組み、より活動の幅
を広げることができた。

Ｈ24（2012）年度取組内容

①地域コーディネーターとの連携を図り、小坪地域の
特色を生かした人材活用を教育課程に位置づける
②地域の方々、児童、教職員が共に育ち合う活動に
取り組み、成果を交換し合う

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①学校便りの他、個人情報の保護に十分配慮しつ
つ、ホームページにおいて情報の発信ができた。ホー
ムページの更新は2週間に1回定着した。
②保護者の授業研究会への参加により学校教育へ
の理解が図られ、より理解・協力が得られるように
なった。

①ホームページの内容を精選し継続的な更新を図る
②研究会や授業公開を通して学校運営に対する理解
を図る

Ｈ23（2011）年度取組内容
①ホームページの内容を精選し継続的な更新を図
る。
②研究会や授業公開を通して学校運営に対する
理解を図る。

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり

（評価）
① 達成した  ② 達成した

成果と課題
・ホームページについては、情報担当を中心として
積極的に校内外へと情報発信をしてきている。内
容の精選と更新について、継続していきたい。
・保護者の授業研究会の参加者が昨年よりも増え
ている。学校教育への理解を深めることができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①地域コーディネーターとの連携を図り、小坪地域
の特色を生かした人材活用を計画的に進める。
②地域の方々、児童、教職員が共に育ち合う活動
に計画的に取り組む。

（評価）
① 達成した     ② 達成した

成果と課題
・地域支援本部の内容の再確認を行った。また、
地域コーディネーターとの連携を密にするため、年
間計画の確認や取り組み方の連絡を取り合い、事
業を円滑に進めることができた。
・年間を通して多くの地域講師に来ていただけるよ
う校内で活動計画づくりをして取り組んだ。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①評価結果を公開し、広く意見を求め学校の改善
につなげる。
②活動を公開し、改善の取り組みに理解や支援を
求める。

（評価）
① 達成した   ② 達成した

成果と課題
・児童･保護者･教職員のアンケートをとり、その結
果を学校関係者評価委員会、学校評議員会、職
員会議等で、今後の課題として話し合った。また、
その結果を学校便り、ホームページ等で積極的に
伝えることができた。
・学校評価のあり方やアンケート内容について教
職員で話合い、課題解決に向けてさらに工夫改善
を図っていきたい。

Ｈ25（2013）年度取組内容

２　地域に開かれた学校づくり

①学校の教育活動を積極的に公開し、保護者・地
域と課題を共有することで学校運営の充実を図る
②個人情報の保護に十分配慮しつつ、学校だより
やホームページで情報の発信を進める

（評価）
① 達成した  ② 達成した

成果と課題
①行動目標について具体的な実践からの実効性
について話し合いをもち、今後の方向性を決めるこ
とができた。
②学校評価のためのアンケートを今後の教育実践
の中で活かすことができるように工夫・改善を図っ
た

Ｈ25（2013）年度取組内容
①地域コーディネーターを中心に、学校支援地域
本部と連携を図り、学校教育の一層の充実をめざ
す
②保護者や地域にボランティア登録をすすめ、地
域本部のネットワークづくりを推進する

（評価）
① 達成した     ② 達成できなかった

成果と課題
①学校支援地域協議会の充実を図り、積極的な問
題提起を行い、コーディネーターを中心に積極的な
活動を行った。
②地域人材の積極的な活用は図ったがボランティ
ア登録の働きかけには至らなかった。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学校教育目標における重点目標や行動目標の
自己評価を活かし、学校評価の実効性を高める
②学校評価を生かして改善点を把握し、教育条件
の整備を行い、それを保護者・地域に発信していく

（評価）
① 達成した   ② 達成した

成果と課題
②行動目標について具体的な実践からの実効性
について話し合いをもち、今後の方向性を決めるこ
とができた。
②学校評価のためのアンケートを今後の教育実践
の中で活かすことができるように工夫・改善を図っ
た。

①評価結果を公開し、広く意見を求め学校の改善に
つなげる
②活動を公開し、改善の取り組みに理解や支援を求
める

Ｈ24（2012）年度取組内容
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【小坪小学校】　　

行動プラン
①
授業研究の充実

行動プラン
②
授業評価の活用

行動プラン
③
研修事業の充実

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　　③ 達成した

成果と課題
①昨年度に引き続き、校内研究では「コミュニケーショ
ン力」の向上を目指して取り組んだ。全教員が研究授
業を行い、研究討議を重ね内容を深めることができ
た。また、他地区の研究の取り組み方を学ぶために
研究発表会等に積極的に参加し、本校の研究に役立
てた。
②次年度の市委託研究発表に向けて全学年で計画
的に授業研究を行い、子ども達の「聞いて・考え・伝え
る」授業の在り方を追求し研究討議を行った。
③外部から講師を計画的に招聘し、研究授業をサ
ポートしていただき研究が深まった。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成した

①保護者の評価を授業改善に生かす
②児童相互の授業参観を行い、教師と児童が一体と
なった授業改善に取り組む
③外部講師による授業評価の日常的な実施

Ｈ24（2012）年度取組内容
①教育目標との関連を明確な校内研究に取り組む
②人権教育の研究成果を生かした授業研究に取り組
む
③外部講師の活用を積極的に行う

①校外の研修への参加を促し、専門的力量の向上を
図る
②現職教員の資質を生かした校内研修を計画的に行
う
③児童指導に関する研修を継続する

成果と課題
①校内外の研究に積極的に取り組み、研究協議を重
ねたことにより、研究内容も深まり、計画的な研究が
できた。
②他地区の研究発表会に全職員が積極的に参加し、
それらの内容報告し、情報を共有できたことは、校内
研究を進める際に参考となった。
③児童指導･支援については、計画的な研修会を設
定し、情報の共有を図り全教職員で取り組むことがで
きた。今後さらに、支援を必要とする子ども達につい
ての研修を深め、支援体制を定着していきたい。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成した

成果と課題
①年間を通じた取り組みを通して、授業研究方法の
充実を図ることができた。また、研究授業に保護者の
参加を促し、より多くの方に参加いただき、本校の取
り組みを説明することができた。今後もより多くのの参
加者に授業評価をしていただき、授業力の向上を図り
たい。
②昨年度に引き続き、児童相互の授業参観を実施
し、児童の評価活動を授業改善に活かす取り組みが
できた。
③外部講師の計画的な招聘により、適宜、授業の指
導講評をいただくことができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①校内研究に取り組み、教師の授業力の向上を
めざす。
②人権教育の指定研究に取り組む。
③外部講師の活用を積極的に行う。

Ⅲ　教員の指導力向上

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成した

成果と課題
・昨年度に引き続き、校内研究では「コミュニケー
ション力」の向上を目指して取り組んだ。お互いの
研究授業を見合い、研究討議を重ね内容を深める
ことができた。
・人権教育の指定研究発表に向けて全学年で取り
組み、子ども達が「人権感覚」を身につける事がで
きるような授業を実施した。また、それらの実践内
容を指定研究「人権教育発表会」で報告すること
ができた。
・外部から講師を計画的に招へいし、児童の見方
や具体的な指導法について学ぶことができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①視点や協議の観点を明確にした授業研究に保
護者の参加を促す。
②児童相互の授業参観を行い、児童の評価活動
を授業改善に生かす。
③外部講師による授業評価の計画的な実施

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　　③ 達成した

成果と課題
・年間を通じた取り組みを通して、授業研究方法の
充実を図ることができた。また、研究授業に保護者
の参加を促し、より多くの方に参加いただき、本校
の取り組みを説明することができた。
・昨年度に引き続き、児童相互の授業参観を実施
し、児童の評価活動を授業改善に活かす取り組み
ができた。
・外部講師の計画的な招聘により、適宜、授業の
指導講評をいただくことができた。

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成した

成果と課題
・校内外の研究を充実することにより、研究内容も
深まり、計画的な研究ができた。
・特に他校の研究発表会に参加し、それらの内容
を共有できたことは、校内研究を進める際に参考
となった。
・児童指導･支援については、計画的な研修会を
設定し、全教職員で取り組んできた。今後さらに、
支援教育を必要とする子ども達についての研修を
深めていきたい。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①校外の研修への参加を促し、専門的力量の向
上を図る。
②現職教員の資質を生かした校内研修を計画的
に行う。
③児童指導に関する研修を継続する。

Ｈ25（2013）年度取組内容

１　教員研修・研究の充実

①学習指導案の事前研究、研究授業、事後研究
など、校内研究の充実を図る
②これまでの取り組みを検証し、成果と課題を明
確にし、次につながるまとめをする

（評価）
① 達成した  ② 達成した

成果と課題
①学年・ブロックを主体とした授業研究が活発に行
われた。
②市内だけでなく、近隣の地区にも呼びかけた研
究全体会を実施し研究の成果と課題を発表するこ
とにより、次につながるまとめをすることができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①指導と評価の一体化について教員の共通理解
を深め、授業改善に努める
②校内研究を通し、授業評価を教員同士で行うこ
とにより、研究に対する参画意識を高める

（評価）
① 達成した  ② 達成した

成果と課題
①日々の授業参観や校内研究への取り組みによ
り、指導と評価の一体化については共通理解が図
られ授業改善につなげることができた。
②学年、ブロックでの研究推進に意図的に取り組
み、事前研、事後研の中で相互の授業評価が行
われた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①自主的な教員研修が行われるよう、支援体制づ
くりをすすめ、時間の確保や機材等、環境の整備
を図る
②OＪＴを組織的に推進し、「チーム小坪」の協働を
推進する

（評価）
① 達成した  ② 達成できなかった

成果と課題
①各分掌の中から必要な研修について自主的に
設定するようになり、必要な環境の整備に努める
ようになった。
②年齢・経験年数のアンバランスから、ミドルリー
ダーの育成が難しく、組織的にOJTを推進するに
は至らなかった。
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行動プラン

行動プラン
②

行動プラン
③

行動プラン
④
校内支援体制を活用
した支援教育の推進

①校内支援体制のさらなる充実を目指し、外部組
織との連携を深める
②学校評議員会、地域協議会などでも支援体制の
理解を得られるよう、情報の発信に努める

①読解力向上に向けて、学年ごとに授業実践のあ
り方を検討し、改善を図る
②コミュニケーション能力育成について、活動場面
を広げる取り組みを行う

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①学校図書館指導員が各学年の学習内容に沿っ
た図書を各担任や教科担当からの希望を集約し
て、市立図書館から多くの本を取り寄せ活用した。
②各学年の発達段階に合わせて、ボランティアによ
る「池小お話会」を年間計画に位置づけ、読み聞か
せや素話の機会を、計画的に展開した。

成果と課題
①逗子市の教育研究所や子育て支援課等と連携
し、児童の支援を進めた。学習支援が必要な児童
には個別指導を行い、また巡回指導員による支援
教室も始動した。
②学校評議員会や学校支援地域協議会等で本校
の支援教育の活動について説明し、理解・協力を
仰いだ。

Ｈ24（2012）年度取組内容

平成23年度～平成25年度　学校による点検及び評価の推移（池子小学校）

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①各教科、総合的な学習の時間等の年間計画を見
直し、ねらいや目標を達成するために授業実践の
改善を図った。
②各教科の授業内容に、思考したことをグループや
学級全体に伝える活動や交流を多く取り入れ、活
動場面を広げる取り組みを行った。

①
　「確かな学力」を育
むための個に応じた
指導の充実

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

①市立図書館との連携を進め、図書室の機能向上
を目指す
②発達段階に応じた読書活動のあり方を検討し、
多様な活動を展開する

「読解力」向上の取り
組みの推進

読書活動の推進

Ｈ23（2011）年度取組内容

①「読解力」の向上に関する年間計画および実践
内容を学年ごとに集約する。
②学力調査などの客観的なデータを分析し、コミュ
ニケーション能力育成の指導の改善を図る。

（評価）
① 達成した　　　　② 達成できなかった

成果と課題
①読解力の育成に向けた各学年の取り組みを集約
することはできた。今後の課題は年間計画を毎年
見直し、ねらいを達成するためにより充実した指導
内容にしていくことである。
②学力調査が実施されなかったことにより、データ
を分析して活用する機会がなかった。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①図書室の環境向上のため壁面の塗装を行うとと
もに、エアコンの設置を市に要望していく。
また、蔵書のデータをパソコンに入力し検索を容易
にするため、校内でのデータベース化を目指す。

（評価）
① 達成した

成果と課題
①学校支援地域本部で図書室壁面の塗装を行うこ
とができ、また市教委の事業でエアコンが設置され
たことで環境面の改善が大きく進んだ。
書籍のデータベース化は、校内の蔵書のデータの
一部をパソコンに入力している段階である。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①支援教育に関する研修の機会を増やし、児童理
解を深め、情報の共有に努める。
②保護者・地域に対して校内支援体制についての
情報を発信し、理解を深める。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①講師を招いての研修の機会を多く持ち、具体的
な事例から児童理解を深めることができた。また、
事例検討では、配慮が必要な児童の情報共有の場
につながり、対応について共通理解を図ることがで
きた。
②学校説明会、地域教育協議会等の機会に教育
相談コーディネーターを中心とした本校の支援教育
のあり方について説明し理解を深めた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学習状況調査などのデータや日々の見取りに基
づいて子どもの実態を把握し、授業研　究の取り組
みを通して指導方法の工夫と改善を図る
②少人数やティームティーチング等、多様な学習形
態を工夫し、基礎的・基本的な知識・技能の定着を
図る

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

成果と課題
①児童の実態を見ながらブロック間でも情報交換
し、研究授業を通して指導方法の改善　を図った。
今後も学力向上を目指し、学習状況調査などの
データも活用し、学校全体で　取り組みたい。
②多様な学習形態を活用し、学習の定着を図った。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学習状況調査などの結果を踏まえ、本校児童の
特性を分析し、読解力向上のために各教科や教科
外の活動において言語活動の活性化を図る
②すべての教育活動の中で、コミュニケーション能
力の育成を意識して取り入れることをめざす

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①学習状況調査などの結果から、本校児童の特色
を知り、各学年で言語活動の活性化に努めた。
②各学年、各学級で行う教育活動の中で意識的に
言語活動の場を設け、コミュニケーション能力の育
成をめざした。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①図書室の利用指導を行うと同時に、各教科の中
で、図書室を利用した学習を推進する
②蔵書のよりよい充実を図り、学習情報センター及
び読書センターとして、学校図書館の機能向上をめ
ざす

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①各教科の学習における調べ学習で図書館を積
極的に利用した。図書室でそろわない資料につい
ては、図書館での団体貸し出しや図書館のパック
での貸し出しなどを活用した。
②絵本、理科や社会、総合的な学習の時間等の調
べ学習に活用できる資料まで整理、購入し、図書
室の整備、充実に努めた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①教育相談コーディネーターを中心とした校内支援
体制の充実を進め、組織の連携を図るとともに、児
童のニーズを適切に把握し、ケース会議・チーム会
議等を開いて支援に向けた具体的対応を進める
②支援教育推進巡回指導員を中心とした支援教室
を確立させる

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①年に２回児童指導研修会を実施し、支援や配慮
が必要な児童理解ができた。何か問題が起きたと
きに、早急・適切に対応できた。
②支援が必要な児童に支援教育推進巡回指導員
による支援教室で学習することによって、ソーシャ
ルスキルが高まった。教材も増え、活用できた。

Ⅰ　子どもたちの学力向上 １　個に応じた指導の充実
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行動プラン
①

行動プラン

行動プラン
③

行動プラン

②
豊かな心を育む道徳
教育の推進

④
食育と体力づくり・健
康教育の推進

①学校支援地域本部の活動のさらなる充実を図
り、体験活動を推進する
②体験活動で育てたい力を明確にし、６年間の指
導の体系化を図る

①各学年の食育に関するこれまでの取り組みを体
系化していく
②健康教育を推進する中で、健康の意義について
保護者の理解を深める

成果と課題
①学校支援地域本部を活用して、校庭の植物観察
や地域の教育力を活用した福祉活動など、体験活
動を充実させる取り組みを行った。
②ふれあい遠足、キャンプ、修学旅行を体系的に
検討し、内容の充実と安全確保を図り体験活動の
さらなる充実を目指した。

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

①教育課程全体を見直し、様々な教育活動におけ
るねらいを明確にする中で道徳授業の充実を図
る。
②６年間の全体計画を見直し、地域との連携の中
で、道徳教育を推進する。

①幼・保との連携において、基本的生活習慣の充
実を図る
②学校だより、保健だより、給食だより等を通じて、
家庭教育力の向上を図る

Ｈ24（2012）年度取組内容

基本的な生活習慣の
育成

成果と課題
①昨年度以上に食育への取り組みを行ったが、体
系化には至らなかった。
②給食だより、保健だより、廊下の掲示板等を通し
て、児童の健康に対する保護者の関心を高める働
きかけを行った。さらに、保護者対象の講演会も実
施した。

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①教育課程全体の見直しと、道徳資料の充実を
行った。
②各学年の年間指導計画の見直しを継続して実施
した。６年間を通した見直しまでは十分ではなかっ
たが、道徳の授業を保護者に公開するなど、学校
全体としての意識向上に努めた。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

豊かな体験活動の推
進

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①入学予定の幼稚園や保育園を訪問し、情報交換
を行った。これにより、クラス分けの参考になり、基
本的生活習慣を含めて入学後の学校生活がよりス
ムーズにおくることができるようになった。
②学校からのお便りを通して保護者に情報を提供
し、家庭教育の向上を図った。

（評価）
① 達成した　　② 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容
①あいさつ運動を継続して行うなど、基本的生活習
慣の充実を図る。
②幼稚園・保育園との情報交換を密にしていく。

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①学校評価アンケートの中でも、児童のあいさつに
ついては評価されている。昨今の社会状況を考え
ると、今後は、校内での来校者へのあいさつを徹底
するように指導を徹底していきたい。
②新入学児童の観察と情報交換のため、今年度か
らは、教頭に代わり、教育相談コーディネーター、養
護教諭、１年担任が幼稚園訪問を行うようになり、
より具体的な情報交換ができるようになった。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①道徳の全体計画を見直し、その要としての道徳
の授業の充実を図る。
②学校支援地域本部と連携し、地域の人材・環境
を生かした道徳の授業実践を展開する。

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

成果と課題
①年間指導計画の中で、各教科と道徳との関連が
示されるように担当が働きかけ、道徳の授業だけで
なく、様々な学習場面の中で、道徳的価値を見直す
ように努めた。
②学校支援地域本部との連携は進んだが、道徳だ
けではなく学習面での新たな人材の掘り起こしまで
は至らなかった。今後は様々な地域の人材・教材
の掘り起こし、支援を求めていきたい。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学校支援地域本部と連携し、地域教育力を活用
した体験活動の充実を図る。
②授業時数確保する中で、集団宿泊活動の内容を
精選し、指導計画の改善に取り組む。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①学校支援地域本部が1年生の学習にズシップ（老
人会）が協力し、昔遊びや紙飛行機飛ばしなど、体
験が充実した。
②キャンプ・修学旅行の実施場所を、実地踏査する
などして検討し内容の充実と安全確保を図り、体験
活動の充実をめざした。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①食育の年間計画を見直し実践する力を育成す
る。
②健康的な生活に関心を持たせるような取り組み
をし、家庭と共に推進する。

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

成果と課題
①前年度の継続として、様々な教科の中で食育へ
の取り組みは見られたが、年間計画の見直しには
至らなかった。年間反省の中でも教育課題に対す
る取り組みについて検討しているので、今後の課題
としていきたい。
②給食だより、ほけんだより、廊下の掲示物等を通
して、児童の食に対する関心を深める働きかけはで
きた。食の安全に対する意識が社会的に高まる
中、今後食育の重要性は増すと考えられるので、さ
らなる取り組みを検討していきたい。

成果と課題
①正門前での朝の交通指導で、校長があいさつ運
動を推進することにより、学校全体のあいさつ運動
も活性化したと考える。
②学校支援地域本部事業など、保護者・地域・関
係諸機関との連携も密に行い、特に地域教育力を
十分に活かすことができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①道徳の授業を要として、様々な学習活動の中に
も道徳的な内容を積極的に取り入れることで、道徳
教育の充実を図る
②各種体験活動の充実を図り、その活動を通した
心に響く道徳教育を実践する

Ｈ25（2013）年度取組内容
①あいさつ運動を推進し、規律正しい生活を心がけ
ることで基本的生活習慣の育成をめざす
②保護者・地域・関係諸機関と連携し、情報交換や
協同事業を通して家庭教育力・地域教育力の向上
を図る

（評価）
① 達成した　　② 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①各教科と道徳との関連が示されるように担任が
働きかけ、道徳の授業だけでなく、様々な学習の場
面の中で、道徳的価値を見なおすように努めた。
②様々な体験の中で、心に響き生活に活かされる
授業の充実を図っていく。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①地域の特性を生かした体験活動（自然体験、福
祉体験、勤労体験、遊び体験等）を通して、社会性
や協調性を育成する
②社会見学・校外学習・宿泊行事・異学年との交流
行事などを通して、集団生活のマナーや責任感を
育むとともに、思いやりや信頼関係を育成する

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①地域の教育力を活用し、社会性や協調性を育成
することができた。
②ふれあい遠足・ふれあい集会・たてわり活動など
を通して異学年が交流しお互いに思いやり、信頼
関係を育成することができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①食育に関する全体計画に基づき、食教育を計画
的に推進する
②健康教育について、児童の体力や健康状態を把
握し、教職員間で共通理解を図るとともに、家庭や
関係行政機関等との連携しながら計画的に推進し
ていく

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①食育に関する全体計画に基づき、栄養士による
食育の授業や、給食指導を計画的に行うことがで
きた。今後も各学年と連携をとり継続して実施して
いく。
②児童の発達段階に応じた健康教育を様々な場面
を通じて実践することができた。今後も教職員間の
共通理解をはかりながら実践を継続していく。

Ⅰ　子どもたちの学力向上 ２　健やかな心と身体の育成
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【池子小学校】　　

行動プラン
①

行動プラン
②

行動プラン
③

行動プラン
④

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

成果と課題
①今年度も働きかけを行ったが、池子ヒルズとの交
流は困難であった。
ヒルズから通学する児童はいるが、以前のような交
流ができないため、計画の見直しが必要である。
②国際教育指導助手と担任が協力して、各学年で
英語を中心とした国際教育の学習を充実させること
ができた。

①幼稚園・保育園と相互の参観等を推進し、課題を
共有しつつ個々の役割の明確化を検討する
②９年間を見通したカリキュラム上の連携や児童指
導の情報交換を推進する

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

①池子ヒルズの保護者の協力を得て、国際教育の
充実を図る
②池子小学校の国際教育のあり方をまとめ、教育
課程に組み込み、学校の特色としていく

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①「学校へ行こう週間」で生活科の交流を今年度も
行った。幼保との連携を行事を通してより一層推進
できた。役割の明確化は今後の課題である。
②小中学校の研究の連携を始め、今年度はお互い
の研究会に参加した。今後は児童指導の情報交換
等もさらに推進していく。

Ｈ24（2012）年度取組内容

国際教育の推進

学校安全の推進

問題行動等への対応
の推進

幼稚園・保育園・小学
校･中学校の連携の
推進

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①幼・保連携では行事での交流だけでなく、児童に
対する共通理解、情報の共有も図る。
②小・中連携でも行事や授業だけでなく、児童指
導、生徒指導でも理解と連携を推進する。

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①「学校へ行こう週間」での生活科学習の交流な
ど、行事で交流するだけではなく、幼稚園訪問も教
育相談コーディネータ、養護教諭、1年生担任で実
施するように改善し、より児童に対する共通理解も
進んだが、一部の幼稚園から個人情報の扱いの点
で情報の提供を拒まれる事態を生じ、今後検討して
いく必要がある。
②中学校訪問も2年目となり、ねらいを明確にした
取り組みに改善されてきている。教員同士の交流
が今後の課題である。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①池子ヒルズから通学している児童、保護者を含
め、池子ヒルズとの交流の推進を図る。
②学校支援地域本部と連携し、地域の教育力の掘
り起こしを進め、国際教育の推進を図る。

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

成果と課題
①東日本大震災以降、池子ヒルズ児童の転出が続
き、またフィールドデイ等池子ヒルズからの呼びか
けもなくなり、交流が困難となった。今後は計画を見
直す必要があると考える。
②上記のような実態から、地域の教育力の掘り起こ
しはなかなかすすめられなかったが、国際教育指
導助手を活用し、国際理解のための学習を計画し
たり、講師を招いて、モンゴルの話を聞くなど、可能
な限り国際教育の推進に努めた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①児童自らの危機予測･危機回避能力の育成を目
指し、安全教育を計画的に実施し、日々の教育活
動の中で意図的に取り組む
②交通安全教室・誘拐防止教室・自転車教室・安
心安全教室実施し、地域と連携し、児童の安全に
対する意識の向上を図る

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①防災・安全指導年間計画に基づき、避難訓練や
道徳活動の中で危機予測・危機回避能力を培う指
導を行ってきた。さらに、様々な場面を想定した避
難訓練を実施し、実際の行動に結びつけるようにし
ていきたい。
②警察等の外部機関と連携し、安全教室等を開催
した。また、教職員の研修も行い安全に関する意識
を向上することができた・今後も継続して実施して
いきたい。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①教育相談コーディネーターを中心とした校内支援
体制を確立し、スクールカウンセラー・巡回指導員・
うるおいフレンド等を活用しながら組織的対応を図
る
②個人情報の保護に配慮しつつ、幼稚園・保育園
や中学校との連携を深め、支援に役立てる

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①スクールカウンセラーや巡回指導員、うるおいフ
レンド、外部機関等と連携し早急・適切に対応がで
きた。
②幼稚園や保育園との連携を深め、入学予定の支
援体制の充実に努めた。また、中学校とも連携を強
化し、入学後の支援に役立つようにした。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①幼稚園・保育園と相互の参観等をさらに推進し、
課題を共有しつつ個々の役割の明確化を検討する
②９年間を見通したカリキュラム上の連携や児童指
導の情報交換を推進する

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①幼・保・小担当者会において、情報交換や公開行
事参観などを通して、教育内容等の相互理解と幼
児・児童間の交流を推進することができた。今後も
継続的な連携をはかりたい。
②中学校の学校訪問や出前授業など連携をはか
り、中学校入学に向けて、支援体制の充実に努め
た。今後も、継続的な連携をはかっていく。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①多様な文化に触れる内容の学習活動を各学年
の発達段階に応じて取り入れる
②ＩＥＡ（国際教育指導助手）の効果的な活用をは
かり、諸外国の文化や歴史・自然などに関心を高
めるような取り組みをする

（評価）
① 達成した　　　　② 達成した

成果と課題
①それぞれの学年の発達段階に応じて、ＩＥＡ（国際
教育指導助手）との協力の下、全学年が国際教育
に取り組んだ。
②ＩＥＡ（国際教育指導助手）と事前に話し合い、ＩＥ
Ａ（国際教育指導助手）の出身国の話から、様々な
国の文化や特徴について取り上げ、授業づくりをし
た。

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり １　多様な教育的課題への対応
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行動プラン
⑤

行動プラン
⑥

行動プラン
⑦

行動プラン
⑧ ①情報活用能力の発達段階に応じた指導のあり方

を検討し、学校全体で取り組む
②ＩＣＴの効果的な活用について研修の機会を増や
す

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①情報教育の推進と、教職員の共通理解を図るた
め、来年度の「情報教育年間指導計画」の作成を
行った。
②今後はできあがったものを基に単元研究に取り
組んでいきたい。

Ｈ24（2012）年度取組内容

①環境教育の全体計画を作成し、各学年での取り
組みを整理する
②環境保護への体験的な取り組みが日常化するよ
うな学びの手だてを構築する

成果と課題
①図書室やＩＣＴ機器を活用していく中で、情報モラ
ルを含めた情報活用能力の指導のあり方を研修
し、学校全体で意図的に取り組むことができた。
②職員間で、各教科・行事の中でのＩＣＴ機器の活
用方法の情報交換を行うなど、研修の機会を増や
すことができた。

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①車いすでの生活について考えさせたり、視覚障
害者体験を学習に取り入れたりすることで、体験的
に学ぶだけでなく、地域教育力を活用して日常に生
きる福祉を学ぶ機会を増やした。
②学級指導や朝会等で、いじめや暴力について児
童自ら考えるような指導や講話を実践し、人権意識
の向上を図った。

（評価）
① 達成できなかった　　② 達成した

成果と課題
①環境教育の全体計画の作成には至らなかった
が、各学年の環境に関わる取り組みは継続して
行った。
②身近なものを通して７Ｒを学習し、ごみの分別に
意識を持って取り組めるようになった。

Ｈ24（2012）年度取組内容

①教育活動全体をキャリアの視点で見直し、キャリ
ア教育の充実を図る
②地域教育力のさらなる活用を図り、調べ学習や
体験学習の取り組みの充実を図る

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容
①体験からの学びを重視し、体験だけに終わらな
い日常に生きる福祉教育の推進をめざす
②人権に対する研修を継続し、人権意識の向上を
図るとともに、地域・保護者への発信も充実させる。

（評価）
① 達成できなかった　　② 達成した

成果と課題
①体験的活動を通して児童が自己の生き方や自分
の将来について前向きに考えることはできたが、教
育活動全体でキャリア教育を行うことは今後の課題
である。
②昔遊び、田植え等様々な教育活動で地域教育力
を活用し、学習ボランティアの支援により調べ学習
や体験学習を充実させることができた。

キャリア教育の推進

福祉教育の推進

環境教育の推進

情報教育の推進

Ｈ23（2011）年度取組内容
①キャリア教育に対する研修を実施し、教職員の共
通理解を図り、指導力の向上を図る。
②調べ学習や体験学習のねらいを明確にし、地域
教育力の効果的な活用を図る。

（評価）
① 達成できなかった　　② 達成した

成果と課題
①様々な学習活動の中で、キャリア教育の視点は
意識されているが、研修を実施したり、職員の共通
理解を図るまでには至らなかった。今後の課題であ
る。
②調べ学習や体験学習のねらいを明確にするよう
に努め、活動そのものの見直しを進めてきた。地域
教材のさらなる掘り起こしが課題である。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①各学年の福祉体験活動を整理し、発達段階に応
じた学校全体としての福祉教育の推進を図る。
②日常的な人権教育を推進し、人権感覚の向上に
意識的に取り組む。

（評価）
① 達成できなかった　　② 達成した

成果と課題
①4年生で地域講師を招き「福祉」について深く考え
る機会を持つことができたが、学校全体としての福
祉体験活動の整理には至らなかった。今後は各教
科の中で実施している「福祉に視点を当てた授業」
を整理するとともに、「福祉体験学習」の充実を図っ
ていきたい。
②日常的な人権意識の啓発には学校全体で意図
的に取り組んだ。指導者が人権感覚を磨くための
研修参加をさらに促していきたい。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①各学年の年間指導計画の中で環境教育に関わ
る活動を洗い出す。
②地域や外部団体との連携を深め、環境教育の充
実を図る。

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①環境教育担当を中心として、各学年の環境に関
わる活動を洗い出し、見直すことができた。
②ＰＴＡ活動で「アースデイ池子」など、環境に関す
る積極的な取り組みがなされ児童の環境に関する
関心を高めると同時に、地域や外部団体との連携
を深めることができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学校教育全体の中で、情報の取捨選択能力を養
う方法を検討する。
②ＩＣＴに関わる研修を実施し、授業でのＩＣＴの活用
を推進する。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①情報の取捨選択は図書室での資料活用などＩＣＴ
以前の段階から育成が必要な能力であることを共
通理解し、各教科、総合的な学習の時間の中で意
識的に取り組んできている。
②ＰＣルームの活用、各教室でのプロジェクター、
教材提示装置などの活用について研修した。さまざ
まな学習場面で活用が進んでいる。

①子どもの発達段階に応じて、自己の生き方につ
いて考える学習を体験活動を通して取り入れる
②保護者や地域の協力を得て、調べ学習や体験学
習を充実させる

（評価）
① 達成した　　② 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容

成果と課題
①４年生での２分の１成人式　６年生のラーメン作
り・八景島シーパラダイス飼育員体験・市長との話
をとおして自己の生き方や今後の職業選択につい
て考えることができた。
②保護者や地域のお店（畳店　豆腐店）の協力を
得て調べ学習や体験学習が充実した。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①市の社会福祉協議会等の機関と連携を図り、発
達段階に応じた体験的な福祉教育を実施する
②NPO等の外部団体や保護者と連携し、発達段階
に配慮した福祉教育・人権教育を推進
する

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①市の社会福祉協議会と連携する活動はなかった
が学年ごとに体験的な福祉教育を実施した。
②学年の発達段階に応じた様々な活動をとおして
地域教育力を生かして日常に生きる福祉を学ぶ機
会を増やした。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①環境教育の全体計画を作成し、各学年での取り
組みを整理し、積極的に活動を行う
②環境教育担当者会での情報交換や、関係諸機
関のと連携を進め、日常的な活動として環境教育
に取り組む

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①全体計画に基づき、各学年や委員会・全校で活
動を行った。
②関係機関と連携し学習を行ったり、全校行事など
で日常的に環境教育に取り組んだ。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①教員が積極的にICTを活用した授業に取り組む
ことにより、発達段階に応じた情報リテラシーの育
成に取り組む
②情報を取捨選択し、正しく利用する能力を養うと
ともに、情報の発信者としてのモラルの育成を図る

（評価）
① 達成した　　　② 達成した
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行動プラン
①

行動プラン
②

行動プラン
③

成果と課題
①学校評価アンケートの項目をさらに工夫改善し、
児童･教職員・保護者の振り返りが次年度の学校教
育の充実に繋がるようにした。
②学校評価アンケートの活用方法も含め、具体的
な助言・指導を頂くことができ、学校の課題が明確
になった。

地域教育力の活用

学校評価を生かした
学校の改善

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

①学校支援地域本部と学校との連携を点検し、より
効果的な活用を図る
②地域教育力の活用を年間計画の中に位置づけ
る

Ｈ24（2012）年度取組内容

①学校評価をもとに学校改善が図られるような方
策を検討する
②学校評価に基づき、明らかになった課題を次の３
年間の計画に盛り込む

Ｈ25（2013）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容Ｈ24（2012）年度取組内容

①様々な公開において、意見を集約し、次の３ｶ年
計画の策定に生かしていく
②ホームページでは、パスワードを設定するなどを
工夫することで、より安全に、かつ迅速な情報発信
を行う。

地域への情報発信と
学校公開の工夫

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学校の教育活動を積極的に公開し、保護者・地
域と課題を共有することで、学校運営の充実を図
る。
②情報発信の手段の特性を生かした、より効果的
な発信を行う。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①学校だよりの地域への配布を継続し、情報発信
を積極的に行った。
②「学校へ行こう週間」案内を市内掲示したり、幼稚
園に配布するなど取り組みを拡大した。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学校支援地域本部と学校との円滑な連携を目指
す。
②保護者や地域に求める活動の見直しを図り、より
意義のある連携を推進する。

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①学校支援地域本部に新たに老人会の方に入って
いただくなど、連携を深めることを意図したメンバー
構成に努めた結果、活動がさらに充実した。
②地域特性から活動を見直し、地域の活性化は十
分なので、学校の環境整備を中心に活動していた
だき、結果として、より意義深い活動が展開された。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学校教育目標との関連という視点から、引き続き
評価項目や評価方法の改善に取り組む。
②学校評価に基づく改善点を明らかにし、保護者・
地域と課題を共有できるようにする。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①評価項目については地域対象の評価項目を検
討し、配布方法を工夫した結果、昨年を上回る回答
を得ることができた。しかし、学校教育目標との関
連という視点は学校関係者以外には難しいようで
あった。今後もさらに、学校改善につながるような評
価項目を検討していきたい。
②学校関係者評価委員の方々に具体的な取り組
みを説明し、忌たんのないご意見をいただく中で、
学校の課題が共有できた。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　② 達成した

①学校、学年、学級便り等による保護者、地域への
適正な情報発信の改善を図る
②学校支援地域本部事業の継続性の確保と改善

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①学校からの情報は、各学級・学年・学校・分掌か
らのたよりを通して発信することができた。学校だよ
りは、発行日にほぼ地域へも配付することができ
た。
②学校支援地域本事業は、様々な活動が活発に
実施された。しかし、学校が主導で動いているの
で、今後は、地域コーディネーターなどと密に連携
し、地域コーディネーターが主体的に動ける場も増
やしていきたい。

①地域コーディネーターを中心とした地域支援活動
の調整と改善
②地域ボランティアの活動の充実と、学校との双方
向の交流の検討

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①様々な行事において地域に公開する機会を増や
し、その都度感想・意見をいただき、今後の改善の
参考資料とした。
②ホームページ更新の回数を増やし、より迅速な情
報発信に努めた。パスワードの設定はしなかったが
個人情報には配慮し、多くの目で確認してから発信
するようにした。

成果と課題
①地域コーディネーターを中心に、ふれあい作品展
の出展を呼びかけていただき、展示を積極的に協
力していただいた。
②学校の環境整備を中心に活動していただき、結
果として、よりよい意義深い活動が展開された。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①重点化した目標設定と、学校評価アンケートの実
施場面と内容の検討
②学校評価アンケートを生かした教育活動の点検
と見直し

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①学校支援地域本部のコーディネーターの役割を
見直し、学校と支援地域本部の連携のあり方を再
点検した。その結果、学校が求める支援が明確に
伝わり、内容の充実度が増した。
②支援地域本部担当が年間計画を作成し、計画的
な活動になるよう推進することができた。

成果と課題
児童・保護者・地域による学校評価の他、学校関係
者評価委員会での助言をもとに、教育活動の点検
と見直しを図ることができた。今後は、児童・保護者
による授業評価など、様々な評価方法を検討し工
夫改善に努めたい。

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり ２　地域に開かれた学校づくり
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【池子小学校】　　

行動プラン
①

行動プラン
②

行動プラン
③

成果と課題
①研修による指導力の向上のため、授業の参観や
研究会への相互参加を行った。学校運営組織の改
善については今後の課題である。
②児童の実態から指導の手立てを考え共通理解す
ることで、学年のつながりを意識した研究を進める
ことができた。このような研修を通して人材育成に
つながる取り組みを進められた。

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

①研修による指導力の向上が核となるような学校
運営組織の改善に取り組む
②教員の自主的な研修が、授業に活かされ、学校
全体の指導力の向上につながるような人材育成を
目指す

（評価）
① 達成した　　② 達成した

①中学校との連携による授業実践と６年間の指導
体系の見直しを図る
②学校全体としての指導力向上に向けた取り組み
の成果を検証し、改善を図る

授業評価の活用

研修事業の充実

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①学校関係者評価委員に校内研究講師を兼ねて
いただくことにより、校内研究の成果を具体的に授
業改善につなげる道筋ができ、指導体系の見直し
を図ることができた。
②新しい評価の考え方についての研修を行い、そ
れをもとに指導計画を見直すことにより、指導力の
向上を図ることができた。

①多様な観点から授業評価を行い、学校改善につ
なげていく
②新しい評価をもとに、授業評価を行い、指導力の
向上を図る

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①学校関係者評価委員の方に、研究授業や研究
全体会に参加していただき、「保護者や地域の方」
からの視点で授業を評価していただくことができ
た。数値化という点では難しかった。
②今後の授業改善につなげていけるよう、保護者・
地域から頂いた意見を共有した。

成果と課題
①研究テーマについて再度共通理解を図る場を設
け学校全体として６年間で取り組む方向性を再確
認することができた。
②ブロックを研究の単位とすることで、学年のつな
がりを意識した単元計画の設定や指導のあり方が
検討されるようになってきた。

Ｈ23（2011）年度取組内容

成果と課題
①学校関係者評価委員に校内研究講師を兼ねて
いただくことにより、校内研究による授業改善を学
校改善につなげる道筋ができた。
②新しい評価の考え方についての研修を行い、そ
れをもとに授業評価し、授業改善と指導力の向上を
図ることができた。

１　教員研修・研究の充実

①研究テーマに基づき、６年間で育てたい力を明確
にする。
②校内研究を通して教員個々の指導力の向上を目
指すとともに、チームとしての協働の意識を深め
る。

Ⅲ　教員の指導力向上

授業研究の充実

成果と課題
①学年会の中でできる限り、ブロック研究の時間を
取り、校内研究について学びを深めたり、２学年に
わたる教材研究を行ったりする機会を設けることが
できた。
②研究授業のための研究ではなく、研究テーマに
ついて日々の授業の中で取り組む意識が醸成され
てきた。今後はさらにねらいを明確にした授業を心
がけたい。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①新学習指導要領を実施する中で、さらに研修の
時間確保を工夫し、確保する。
②校内研修の成果が学校全体の指導力の向上に
つながるように、組織的に取り組む。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

①保護者・地域と連携しながら、学校の教育力の向
上につながるような評価のあり方を引き続き検討し
ていく。
②授業改善につながるような評価のあり方を引き
続き検討していく。

（評価）
① 達成した　　② 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容
①中学校との連携による授業実践と６年間の指導
体系の見直しを図る
②学校全体としての指導力向上に向けた取り組み
の成果を検証し、改善を図る

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学校内のＯＪＴを機能させ、自主的で活発な教員
研修が行われるよう、時間の確保を図る
②授業づくりに直接つながるよう、研究研修部を中
心に計画的に研究・研修を実施する

成果と課題
①学年ブロックごとにめざす子どもの姿や達成のた
めの手立てを設定してブロックごとの事前研究を行
い、縦のつながりを重視した校内研究をすすめた。
②外部の講師を招いて校内研究の内容に具体的
な指導を受け、指導力の向上を図ることができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①授業評価に対する、教員の共通理解を深め、授
業の改善に努める
②校内研究の中で、授業の評価を教員同士で行
い、研究に全員で取り組む意識を高める

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①学校関係者評価委員に校内研究の講師を兼ね
ていただくことにより、校内研究による授業改善をさ
らに進めることができた。
②校内研究に取り組む意識が以前に増して高くな
り、ブロックでの話し合いを活発に行うことができ
た。

Ｈ25（2013）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①初任者に対しては、学校全体で指導・支援してい
く体制が作られている。
②他校の授業参観や発表会に参加することを通し
て、校内研究で課題となることや参考にしたいこと
を明確にできた。また、研修会を設定し学力向上に
向けてこれからの課題を明確にできた。
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【逗子中学校】　　

行動プラン

行動プラン

②

行動プラン
③

読書活動の推進

行動プラン

成果と課題
①総合的な学習の時間を中心に活用した。
②年間２回の読書週間で「朝読書」を行い、校長・
教頭も含めて「読み聞かせ」を行った。
③市立図書館の図書の借り受けを中心に連携を
図った。

Ⅰ　子どもたちの学力向上 １　個に応じた指導の充実

（評価）
① 達成した　② 達成した　③ 達成できなかった

成果と課題
①二人の教育相談コーディネーターを中心に、毎
月の校内支援委員会及び関係諸団体とのネット
ワーク会議等機能した。
②取り組みの成果として不登校生徒数の減少（１８
名から１４名）をみた。
③教室前面の掲示板にカーテンを設置し、教室環
境の構造化を図ったが、まだ緒についたばかりで
ある。

①学習情報センターとしての学校図書館機能の充
実
②朝読書を中心とした読書活動の充実
③市立図書館との連携

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　　③ 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容
①言語活動の充実を重視した各教科での年間指
導計画の作成
②社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活
用する能力の育成（生徒の自己評価）
・言語、シンボル、テキストを活用する能力
・知識や情報を活用する能力
・テクノロジーを活用する能力

Ｈ25（2013）年度取組内容
①教育相談コーディネーターを中心とした校内支
援体制の充実
②学習支援員、スクールカウンセラー、心の教室
相談員、ボランティア等の人的リソースを有効に活
用した、支援教室等、個に応じた支援の実施
③学習環境・授業のユニバーサル化を図るため
の、スクールスタンダードの検討

Ｈ25（2013）年度取組内容
①指導法の工夫改善を図り、効果的な少人数・習
熟度別・ティームティーチングの実践・検証
②学習支援情報（個人学習カルテ）の作成と、教科
相談等の支援活動の実施
③校内研究と連動した研修の実施と授業改善

（評価）
① 達成した     ② 達成した　　　 ③ 達成した

成果と課題
①数学、英語を中心に単元や授業のねらいとの関
連で、少人数習熟度別授業やティームティーチン
グを実施した。
②個人学習カルテを作成し、保護者面談や教科相
談に活用した。
③横浜国立大学の両角准教授をスーパーバイ
ザーとして、年間２回の公開授業と１１月の授業研
究（３クラス）を中心に校内研究を進めた。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①校内研究のテーマと関連付けて年間指導計画
を作成した。
②６月と１月の年間２回全生徒に自己評価をしても
らい、過半数を超える肯定的な自己評価を得た。

Ｈ25（2013）年度取組内容

成果と課題
・個に応じた指導計画につき、教育相談コーディ
ネーターをはじめとする諸担当から、支援を要する
生徒およびその具体的な指導が提示され、全教職
員の協力で、チームティーチングや個別指導など
の方策を投じていった。
・支援教育の充実が、現教職員の取り組みで運営
していくのが精一杯であり、学習ボランティアを募
る余裕がなかった。
・多くの多種多様な生徒を抱えているために、外部
者となる学習ボランティアを授業に入れることに
は、生徒の個人情報遵守の観点から考え、今後慎
重に考えていきたい。

①学校図書館指導員（司書免許所有者）と各教科
との連携を推進していく。
②一人ひとりの読書量を増やすため、新たな読書
実践を探求していく。

成果と課題
・司書教諭、図書館指導員が中心となり、委員会
活動を通じて生徒の興味・関心となる意識を新聞
にまとめた。それにともなって新刊を職員会議でも
紹介していったりした。図書館運営については、図
書ボランティアを募り、昼休みの開館・運営におい
て、確かなる連携を果たしていた。総合的な学習
の時間を中心に、調べ学習で図書館を利用した。
・朝読書の工夫ということで、今年度は後期の取り
組み後にアンケートをとり、読書の意義や効能に
ついてふり返りをさせた。その中で、個々の実態を
見つめることで読書活動を、必要性と意義として追
求していった。

Ｈ23（2011）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
・各教科及び特別活動などを通じて、自らの言葉で
意見表明したり書いたりすることには、こだわりを
持って取り組むことができた。
・その発言や発表の聞き方や態度についても、評
価シートなどを活用させ、具体的な効果が上がる
方策がとれた。
・各教科及び各学年におき、年間を通じた計画的
な実施が果たせていた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①様々な文章や資料を読む機会や、自分で意見を
述べたりする機会を作り、コミュニケーション能力
の育成を図る。
②各教科で、言語活動の充実を年間計画の中に
取り込む。

Ｈ23（2011）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

①校内支援体制の運用を通じて、教育相談コー
ディネーター中心に個に応じた課題の共通理解を
図り、解決に向けての手だてを工夫していく。
②ボランティアによる学習支援の推進を図ってい
く。

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

平成23年度～平成25年度　学校による点検及び評価の推移（逗子中学校）

成果と課題
①教育相談CDを二人体制にし、５月をSCやSSWS・
SVなどによるアセスメント月間と位置付けて、不登
校生徒及び普通教室で困惑している生徒を特定
し、個別の指導を行ってきた。その結果、登校でき
るようになった生徒も多くいた。（関係機関は、児
相、研究所、なぎさ、子育て支援課などと連携して
きた）大学生ボランティア（４名）を募り、人的なリ
ソースも確保した。
②10月からは、支援教室を開設することができた。

④
校内支援体制を活用
した支援教育の推進

①
　「確かな学力」を育
むための個に応じた
指導の充実

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①新指導要領の重点の一つでもあることなので、
生徒自らの考えを自分の言葉で表現できるよう、各
教科及び特別活動などを通じて、特にプレゼンテー
ションにつなげる年間計画を設定するようになっ
た。
②コミュニケーション能力の育成のためには、課題
設定と、それを解決するための手立てを、生徒自ら
考えさせていくことが大切である。そのために必要
な資料として、読み物及び調べ学習資料の充実を
図った。

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

「読解力」向上の取り
組みの推進

①言語活動の充実を重視した各教科での年間計
画の作成
②様々な文章や資料を読む機会や、自分で意見を
述べたりする機会を充実させ、コミュニケーション能
力を育成する。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①図書室の利用率は高く、司書教諭及び図書館指
導員が中心となって、充実した図書室の運営や有
意義な委員会活動を行っている。しかし、蔵書の
データ化はされているが、それをさらに有効活用す
ることは、まだ具体的にはできていない。
②各学年の行事にあわせて、市立図書館からその
関連の本の貸し出しを依頼し、生徒たちに新しく幅
の広い資料を提供できた。

①学習情報センターとしての学校図書館の高機能
化
②市立図書館との連携の推進

①教育相談コーディネーターを中心とした校内支援
体制を確立
②学習支援員　ＳＣ　うるおいフレンド　ボランティア
など個に応じた支援を確立

Ｈ24（2012）年度取組内容
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行動プラン
①

基本的な生活習慣の

育成

行動プラン
②

行動プラン
③

①道徳の時間における指導と、各教科、総合的な
学習の時間及び特別活動における道徳教育との
連動
②全校道徳等、道徳の時間の新たな手法につい
ての検討（全校道徳年間３回以上実施）
③地域人材活用の授業実践（年間２回以上）

Ⅰ　子どもたちの学力向上 ２　健やかな心と身体の育成

Ｈ25（2013）年度取組内容
①キャリア教育・市民性教育を柱として、総合的な
学習の時間や特別活動を中心に、地域に根ざした
体験活動の実施
・現代的な教育課題
・学校行事の縦割りブロック活動
・自然体験活動
・職業体験
・修学旅行

（評価）
① 達成した

成果と課題
①次年度３年生が、市への提言を行う予定。

①生徒がボランティア活動等の社会奉仕活動に、
その意義を知って自ら参加し、社会性や協調性を
育むようにする。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

成果と課題
①朝食は全校生徒の９割以上がほぼ毎日取って
いるが、他は半数以下であった。
②学校便り、学年便り、学級通信に加え、校長通
信を月２回程度発行し、ホームページにも掲載し
た。

①保護者等と連携した、生徒の基本的生活習慣の
育成
・毎日の朝食を必ずとる（８０％以上）
・「孤食率」の低下を呼びかける（３５％未満）
・家庭でルールをつくり、子どもに家族の一員とし
ての自覚を促す
②学校からの多様な手段による情報発信と、保護
者・地域との密な連携

成果と課題
・学校の立地条件や環境から考えて、自然の恵み
については十分に意識できている。それだけに改
めてという場面を設定するところまで、指導者が必
要に迫られるイメージが持てていない感がある。
・その分、二年生の自然体験学習には、課題解決
型の工夫のある取り組みがなされている。
・各学年におけるキャリア教育が進められている中
で、実体験となると二年生の職業体験学習だが、
年々保護者・地域の協力により、生徒の主体的な
見地から、幅広い選択が成されるようになってき
た。

成果と課題
・全校道徳の存在と意義は学校の特色として定着
し、効果も上がっている。
・地域教育力の活用については、その人材発掘を
データベース化できることが、最優先として取り組
んでいくべきものと思っている。担当者への指導・
助言を深めていくことにする。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①逗子の豊かで恵まれた自然にふれるとともに、
自然のすばらしさや大切さを学ぶ、自然体験学習
を推進していく。
②発達段階に応じた勤労体験(職業体験)に取り組
み､働くことや学ぶことの意義について地域の方か
ら学習をしていく。

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容
①小学校との連携において、基本的生活習慣の育
成を果たしていく。
②学校だより・保健室だより等で、積極的に学校か
ら家庭に向けて情報発信をしていく。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
・小学校との連携の柱は、授業参観したり直接授
業を行ったりすることで、生徒個々の実態を把握す
ることができた。それは教育相談コーディネーター
や、スクールカウンセラーの訪問参観や英語の出
前授業が主な事業であった。基本的な生活習慣の
確立を目指すために、小学生時代からの基盤づく
りを見直し、中学生時代へ発展したものへとつなげ
ていけるよう、一つひとつの事業が活かされた。
・生徒への励みと、小学校時代に比べた成長度や
その逆などもうかがえ、基本的な生活習慣の確立
につとめた。
・学級（各担任の実態は様々である）・学年・学校・
保健室だよりは定期的に発行されていて、十分な
役割を果たしている。
・特に学校だよりの内容については、各学年の
折々の活動が伝えられるよう計画・実行することが
できた。
・各家庭への情報提供の深化を図るためにプリン
ト配付時には、その補助的な役割として、下半期

Ｈ23（2011）年度取組内容

豊かな心を育む道徳
教育の推進

豊かな体験活動の
推進

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成した

成果と課題
①学習情報で連携を図っている。今後、一覧表を
作成する。
②年間３回の全校道徳を実施した。
③全校道徳で地域人材を活用した。

（評価）
① 達成できなかった

成果と課題
①ボランティア活動及び社会への奉仕活動につい
て、その意義は十分に知りながらも、実践参加する
までには至っていない。しかし、各学年の発達段階
の中で、社会性や協調性を身につける取り組みは
進められている。特に二年生職業体験学習におい
ては、主体的な意識のもとで、社会性を意識した事
前及び事後学習が進められている。
Z～Learningとして本校の総合的な学習の時間の
中で、市民性教育の充実を図るために、次年度に
向けて基盤作りに取り組んできている。

Ｈ24（2012）年度取組内容

①全校道徳等、道徳の時間を充実を図っていく。
②学校支援地域本部の協力による、地域人材活
用の授業を発展させていく。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成できなかった

成果と課題
①各教科及び特別活動、総合的な学習の時間な
ど、具体的に道徳のどの内容項目に関連している
かを、年間計画作成の段階で確認した。
②個性の尊重のもとに、お互いの存在感を認め合
う、仲間づくりの大切さは、各学年の発達段階の中
で伝統的にも根付いている。年間二回の全校道徳
で、「いのちの授業」を実施した。
③学年及び学級通信を通じて、道徳観なるものが
取り扱われてはいるものの、それで保護者との共
通理解が深まったとまでは言い難い。

①道徳の時間における指導と、各教科、総合的な
学習の時間及び特別活動における道徳教育との関
連を密接なものとする。
②生徒間に思いやり・感謝する人間関係を構築す
る
③道徳観について保護者との共通理解を深める

成果と課題
①ＰＴＡ総会や教育課程説明会などを通じて、基本
的生活習慣の確立が、学習の深化及び大人になる
という自立の途につくために、不可欠なものである
ことを訴えてきた。そのために、毎朝の食事を摂る
ことや家庭学習の定着が、基本的な生活習慣の育
成を推進する上で、最も必要なことを訴えたが、成
果は把握できていない。しかし、家庭への連絡手段
として、電話連絡は密にとっていた。
②様々な立場から、保護者及び生徒への発信が、
各種お便りとしてなされていた。発信力の向上は昨
年度よりも増して、内容も充実していた。各種お便
りの特徴を掌握し、学校として一つのねらいに迫る
ために、様々な角度から情報の発信が一元化でき
るよう教頭が調整を行い、各種お便りの統合を図っ
ていった。

○「Treasure Student褒章制度」を設置し、生徒をプ
ラスのストロークで評価した。

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

①保護者等と連携をした、基本的生活習慣の育成
②学校からの情報発信を一元化し、各種お便りを
統合

Ｈ24（2012）年度取組内容
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行動プラン
④

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

成果と課題
①三つの具体例をすべて取り組んだ。
②１・２年生の技術家庭科で食育の授業を行った
が、ＰＴＡを巻き込むには至っていない。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①体力づくり、健康教育を授業や行事の中で実
践、充実
・体育授業のティームティーチング（教員３名による
指導）
・ラジオ体操
・マラソン大会
②地域やＰＴＡと連携した食育の推進

①授業や行事の中での体力づくり、健康教育の実
践の定着化
②地域の協力やＰＴＡとの連携した、食育の体系化

Ｈ24（2012）年度取組内容Ｈ23（2011）年度取組内容
①体力づくり、健康教育を授業や行事の中で実践
し、充実を図っていく。
②ＰＴＡとの連携による、食育の体系化を推進して
いく。

（評価）
① 達成できなかった 　　② 達成できなかった

成果と課題
・学年ごとに健康教育として位置づけられていた
が、今年度においては未消化（三年生の性感染症
予防のみ実施）の学年があった。
・熱中症対策として、水分補給のすすめの取り組
みが定着してきたのは大きな成果の一つととらえ
ている。
・教育課程の中で、重点項目の一つにされている
にもかかわらず、なかなか具体的な取り組みが
滞っているのが実態である。家庭科の授業として
一・二年生を対象に、管理栄養士を招いて一時間
の食育の授業を行い、生徒たちの興味・関心を促
してきた。この実績を起爆剤にして、PTAと連携し
た活動につなげていけるように次のステップとして
考えていく。

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

成果：
①学年ごとにテーマを定着させ、それぞれのねらい
を果たすために、年間計画の中に位置づけ定着が
なされた。保健体育を３Ｔで実施し、ラジオ体操や集
団行進の徹底をはじめとした体力づくりを推進し
た。
②食育の実践化として、各教科及び特別活動など
を通じて、果たされているものの、具体的な実践と
して昨年度から取り組み始めた一・二年生を対象
に管理栄養士を招き家庭科の授業を通じて、本校
の食育学習の根幹をなすものと、共通認識を持ち
実践化が図られている。

課題：
○地域の協力を得ながらPTAとの連携につなげて
いくことは、文化祭時の「餅つき」は実施したもの
の、次年度への課題としている。
○PTAとの食育における連携については、成人教
育委員会との活動の中に計画できるよう検討して
いく。

食育と体力づくり・健
康教育の推進
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行動プラン
①

行動プラン

②

行動プラン
③

行動プラン

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり

①異文化を理解し、多文化と共生するために、地
域人材の活用を図りながら、授業や行事を通し
た、コミュニケーション能力の育成
②ＩＥＡ（国際教育指導助手）の効果的な活用によ
る生徒のコミュニケーション能力の育成及び国際
教育の実施

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

成果と課題
①地域人材の活用まで及ばなかった。
②ＩＥＡ（国際教育指導助手）を活用し、「日本の学
校、オーストラリアの学校」を紹介した。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①小・中学校間で、教員の授業交流の実施
②小・中学校、９年間を見通した「学び方」のカリ
キュラム作りの検討
③湘南保育園との連携の模索（職業体験）

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成した

成果と課題
①池子小学校で体育教員が、逗子小学校で英語
教員が授業を行った。
②モデルを提示した。
③湘南保育園をはじめ、沼間愛児園、桜山保育
園、双葉保育園、聖マリア幼稚園で職業体験を実
施した。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①ＣＡＰ（子どもへの暴力防止プログラム）等を活
用した不審者対策、安全教育の充実と逗子中学校
防災計画の見直し
②大地震・津波を想定した避難訓練・災害時伝言
ダイヤル訓練等の充実
③地域と連携した防災訓練における、中学生が主
体的に活動する場面設定

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成した

１　多様な教育的課題への対応

成果と課題
・異文化理解や多文化共生については、どうしても
英語科が中心にはなるものの、コミュニケーション
能力の成長を知るために、各教科ならびに特別活
動や総合的な学習においてプレゼンを行い、自己
表現活動の向上を認めることができた。
・今年度の国際教育指導助手からは、国際理解教
育のための資料提供が活発に行われていて、そ
れを生徒がしっかりと受けとめることができてい
た。
・今後はその企画・実行が、更に他教科へと広げ
ていけるよう課題にしていく。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①異文化を理解し、多文化と共生するために、各
教科の授業を通して、コミュニケーション能力の育
成を図っていく。
②IEAの、効果的な活用を発展させていく。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①小学校と中学校間で、「保健体育｣、「外国語活
動」や「国際教育」を活用した、授業などの交流を
推進していく。
②小学校・中学校の連携では、教職員の授業等に
おける交流や、９年間を見通したカリキュラムの共
同研修などの工夫・改善をしていく。

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

成果と課題
・外国語活動については、今年度計画されていた
全研修に必ず最低一人は参加し、その内容伝達を
行った。英語科としては、これまでの認識とは変
わって、逗子市外国語活動ガイドラインを真に理解
した上で、中学校英語の授業に入れる実感を持つ
ことができた。
・他教科でも同じような取り組みが理想とは考える
一方で、時間的な工夫や融通は難しいものがある
と思っている。共同研修という設定で、まずは年間
に数回、無理のないところから着手していく。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

Ｈ22（2010）年度取組内容

④
国際教育の推進

幼稚園・保育園・小学
校･中学校の連携の
推進

問題行動等への対応
の推進

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①異文化理解や多文化との共生を図るには、英語
科が中心になりがちなものの、他教科及び特別活
動や総合的な学習の時間においても、その必要性
を盛り込んだ取り組みがなされている。
②英語の授業において、国際教育指導助手の効率
的な活用は充実した役割を果たしている。異文化
理解とともに、コミュニケーション能力の育成にも、
大きな力を尽くしている。

①小学校と中学校間で「体育」や、「外国語活動」な
どだけではない、授業や行事などの交流の推進を
検討。
②小学校・中学校の連携では、教職員の授業等に
おける交流や９年間を見通したカリキュラムの共同
研修などを発展

Ｈ24（2012）年度取組内容

①スクールカウンセラー、うるおいフレンド（心の教
室相談員）、学習支援員の効果的な活用と、継続
的な校内相談体制の再検討
②いじめ・不登校への予防的な相談の実施と研究
所等他機関との密な連携

①異文化を理解し、多文化と共生するために、授業
や行事を通して、コミュニケーション能力の育成
②国際教育指導助手の、効果的な活用による生徒
のコミュニケーション能力の育成

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

成果と課題
①小中連携事業の中で、外国語の授業を中心とし
た事業は定着してきた一方で、その他の教科に広
がっていかない現状はある。しかし、お互いの研究
会に参加することを、研究主任同士を通じて共通理
解をとり、実際に２～３回の交流を行なうことができ
た。今後は多くの教員に、広がっていくように企画し
ていく。
②それぞれの研究主任及び教頭を通じて、９ヶ年を
見通した「学び方のカリキュラム作り」の、基本的な
考え方について共同研修の場を設けたが、それを
発展させていくまでには至らなかった。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①教育相談コーディネーターを中心に、人材の活
用と情報の共有化を推進した。
②研究所にお願いして「構成的グループエンカウ
ンター」の手法による学級づくり、研究所スーパー
バイザーによる研修会を実施した。

Ｈ23（2011）年度取組内容 Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容

成果と課題
①ＣＡＰ（子どもへの暴力防止プログラム）以外にも
県警の安全教育を実施し、本校の防災計画も見直
した。
②年間３回の避難訓練、年間３回の災害時伝言ダ
イヤル訓練を実施した。
③池子小学校で行った「避難所運営訓練」に中学
生がボランティアとして参加した。

Ｈ22（2010）年度取組内容

学校安全の推進

169



【逗子中学校】　　

行動プラン
⑤

行動プラン
⑥

行動プラン
⑦

行動プラン
⑧
情報教育の推進

①生徒会活動を中心とした、ホタルの里づくりの推
進
②市民性教育の一環として、地域と協働した環境
教育の実践

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①６月に本校裏の川で合計十数匹の蛍を確認し
た。
②学校支援地域本部及び池子地区の住民と一緒
に地域清掃を実施した。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①市民性教育の一環として、ICTを活用したプレゼ
ンテーションを取り入れた授業を学年ごとに編成
②ICTの「光と闇」に関する情報セキュリティーにつ
いて、生徒・保護者の理解促進

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①１年生はデジタルカメラ、２年生はオーバーヘッ
ドカメラ、３年生はパワーポイントを活用して発表会
を実施した。
②県警の協力の下、７月に全校生徒を対象として
携帯電話の危険性について講演会を実施した。

成果と課題
①例年通り５９箇所以上の事業所の協力で職業体
験を実施した。
②ＰＴＡ及び学校支援地域本部の協力の下、取り
組んだ。
③取り組みの２年目ということで、カリキュラム作り
を行った。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①福祉体験学習の実施による豊かな心の育成
②市民性教育の一環として、社会福祉の理解を深
め、地域と協働した生徒の社会性の伸長

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

成果と課題
①社会福祉協議会と連携して中学生にできるボラ
ンティアを模索したが、実現に至っていない。
②市役所福祉部の協力の下、１年生を対象に講演
会を実施した。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①職業体験学習の実施等によりキャリア教育の推
進
②学校行事・生徒会活動の充実
③キャリア教育・市民性教育のカリキュラムづくり

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成した

成果と課題
・本校の重点指導項目の一つでもあるプレゼン
テーション能力の向上につき、実物投影機及びプ
ロジェクターの活用によって、自己表現活動が身
近な取り組みとして定着してきている。

①生徒会活動で、ホタルの里づくりの推進を図る。
②牛乳パックリサイクルの実践を通して、環境教育
の視点を重視していく。

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

成果と課題
・学校支援地域本部事業の一環でもあり、ホタル
の里づくりの基盤構築として、川の生息物を示す
掲示板を設置した。生徒会活動においても、川の
定期的な清掃や見守りを行っていた。
・リサイクルのための洗浄処理として、十分にその
意識を感じて見守っている。毎月の牛乳パックリサ
イクル結果（重さ）について、学校だよりなどを通じ
て知らせてきた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①映像を活用したプレゼンテーションを学年ごとに
実践し、情報活用能力の育成を目指していく。

（評価）
達成した

成果と課題
・二年生で職業体験学習を実施していく中で、生徒
の主体性を大切にしてきたために、その希望範囲
がおのずと広がってきたが、保護者や地域の協力
を得ながら、体験場所の拡大につとめてきた。
・生徒会活動では、生徒の企画力や行動力、そし
てリーダー性が求められる中で、生徒会がより力
を発揮できるようにするためには、一層の研修時
間を要するものと考える。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①体験種目を増やした、福祉体験学習を実施して
いく。
②社会福祉の理解を深め、他者への思いやりの
心の育成していく。
（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

成果と課題
・福祉体験学習については、その位置づけを再確
認することで、本校としての出直しを図る必要があ
る。
・特に道徳の授業で、一番多く取り扱われていた。
本校の重点目標である「３あい（認め合い、学び合
い、高め合い）」にあるように、他者への思いやりの
心が持てるよう、日々の学校生活における様々な
場面で意識させ、校内での実践は果たせている。
・その実践の一般化となると別であり、校外での
個々の実生活の中で言動に出せるよう育成してい
く。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①職業体験学習を実施（体験場所の拡大）してい
く。
②学校行事・生徒会活動の充実を図り、社会性や
集団性を育成していく。

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

環境教育の推進

キャリア教育の推進

福祉教育の推進

①映像を活用したプレゼンテーションを取り入れた
授業を学年ごとに編成し、発達段階に応じた情報
活用能力の育成

成果と課題
①各教科及び道徳や特別活動などで、プレゼン能
力の向上を目指すために、先輩たちの言動を自分
たちと比較することによって、よき励みや自信につ
なげていけるようにした。

（評価）
①　達成した

成果と課題
①学校支援地域本部事業としても、ほたるの里作
りに必要な生態状況を知ることで、それを守るため
に環境整備が必要なのであることを知り、そのため
に川の清掃活動などを積極的に取り組んだ。
②地域清掃を含めた美化活動を、総合的な学習の
時間の中で進めていく中、環境教育の第一歩として
今年度は、一年生を対象にした講演や、夏季休業
中に行なわれた特別講座などで重点的に取り組ん
だ。

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

①生徒会活動で、ホタルの里づくりの推進
②総合的な学習の時間で環境教育の重点化

①職業体験学習の実施による社会性の育成
②学校行事・生徒会活動の発展を図り、社会性や
集団性を育成

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

成果と課題
①職業体験の取り組みにおいて、その事前事後の
学習を通じて、一般社会の中で不可欠となる礼儀
や作法などを学んでいる。それはアポ取りに始まっ
て当日の実習、そして事後のお礼状書きなど、一連
の流れの中で貴重な社会性を育むことができてい
る。
②生徒会活動の充実は、生徒会の企画力及び実
行力が問われる中で、生徒にそうした力を育成して
いくため、特に夏季休業期間中を利用して何らかの
リーダー研修が企画できるよう、中長期的な見地に
立って考えているところである。

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した

成果と課題
①実体験型の学習計画を、総合的な学習の時間の
中で企画・実施していけるよう、また、三年間を見通
した系統的な位置づけが果たせるよう、今年度は
次年度以降実施に向けての話し合いにとどまって
しまった。
②社会福祉に目を向けさせ、思いやりの心を育む
ためとして、特に本校教育目標の重点である「３あ
い（認め合い、学び合い、高め合い）」にあるよう
に、様々な場面で社会性となってその力が発揮さ
れている。

①福祉体験学習の実施により心の育成
②社会福祉の理解を深め、社会性の伸長を図る。

Ｈ24（2012）年度取組内容
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行動プラン
①

行動プラン
②

行動プラン
③

Ｈ25（2013）年度取組内容

（評価）
① 達成できなかった　② 達成した　③ 達成した

成果と課題
①毎日を学校公開日としたが、実際には参観者は
いなかった。
②年間５回の授業公開を実施した。
③事例として挙げたものすべてに取り組んだ。

①毎日を「学校公開日」と設定し、家庭・地域との
連携を図る
②授業を保護者・地域に授業公開する機会を年間
５回以上設定
③情報を学校便り、ホームページ、校長通信等で
積極的に発信し、「信頼される学校づくり」の推進

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり

Ｈ25（2013）年度取組内容
①年度の重点を明確にして評価のポイントを絞り、
アクションにつながる学校評価を実
施する

（評価）
① 達成した

成果と課題
①年度の重点を校長通信でお知らせし、保護者へ
のアンケートも実施した。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①避難時運営訓練や地域の運動会、せせらぎ祭り
に延べ１００人以上が参加した。
②事例として挙げたものすべてに取り組んだ。

成果と課題
①学校目標を具体的に実現させていくため、各場
面において目標との関連付けを確認し、実効ある
評価活動を目指して取り組んできた。その結果を、
次年度に活かせるよう活動してきた。
②学校の自己評価を基準にした中で、学校関係者
評価からの指導・助言を活かし具体的な学校改善
に努めてきた。年間を通じて計画的な取り組みを重
ね、開かれた学校づくりの推進を図った。

①地域の担い手としての生徒の育成と、地域行事
への積極的な参加（参加者数５０人以上）
②学校関係者評価委員・学校評議員・地域教育協
議会・ＰＴAとの連携の強化・学校支援地域本部に
おける地域コーディネーターの目的別複数配置・
小、中、高連携の模索

Ｈ25（2013）年度取組内容

２　地域に開かれた学校づくり

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成できなかった　② 達成した　③ 達成した

成果と課題
①学校公開日の周知について、お便りなどでお知
らせをしてきたが実績を上げることができなかった。
公開日の意義やねらいを改めて明確に伝えること
から、次年度の改善の糸口にしていきたい。
②研究授業開催の折に、近隣の学校や評価委員
の参加があった。授業力向上を目指している意図
を、もう一度、保護者・地域に理解してもらい、参加
者増につなげたい。
③内容も発行数も充実していて、常に各学年の様
子や行事の取り組み状況を盛り込んだもので、学
校全体の動きを象徴するものとして定着している。

成果と課題
・学校目標とどのように関連しているのか、その達
成のためにどのような手立てをとっていく必要があ
るのか、その評価が必要と考えられる場面におい
て、実効を求めた積極的な取り組みを実施してき
た。
・助言・指導を受けたことについては、次回までを
最短目標にして、その一方では年間を通じて計画
的な具体策を投じ、実効を果たしていけるように、
開かれた学校づくりの推進につとめてきた。

①地域の担い手としての生徒の育成を図り、地域
行事に参加させていく。
②学校関係者評価委員・学校評議員・PTA役員と
の連携を強化していく。
③学校支援地域本部における、地域コーディネー
ターの役割を明確化していく。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　　③ 達成できな
かった成果と課題
・地域における存在感を自覚した学校生活のもと、
様々な地域行事に参加することができた。地域の
方から、お褒めの言葉をいただく場面もあった。
・各会ともその主旨を重んじた中で、学校運営に直
接活かしていけるよう、次回への課題解決につと
めてきた。
・事業としては、生徒が主体となって担当教師がま
とめて形に残していく方式だったので、地域コー
ディネーターの方に企画・運営を手がけてもらうた
めに、十分な話し合いを継続的に持てていなかっ
た。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学校目標との関連を明確にしつつ、視点や重点
を明らかにした目標や、評価項目を設定して評価
のポイントを絞り、実効ある評価活動を実施してい
く。
②学校の自己評価に基づいた、学校関係者評価
を生かし、具体的な学校改善を行うとともに、開か
れた学校づくりの推進を図っていく。
（評価）
① 達成した　　　② 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学校公開日（本校では毎日）の位置づけやねら
いを明確にし、保護者及び地域に対して、学校と
の連携の重要性を呼びかけていく。
②研究授業の保護者・地域への公開を実施する。
③情報を積極的に発信し、学校だよりの工夫：目
で見える教育活動を実施していく。

（評価）
① 達成できなかった　② 達成できなかった　③ 達成した

成果と課題
・本校では毎日が公開日としている中で、実際に
は生徒の特別な活動や発表などがないと、保護者
の来校はほとんどない。（PTA活動があった日に
は、ご案内の声かけをし、授業参観を促してい
る。）
・今年度の具体的な試みとしては、学校・学年だよ
りによる情報提供が中心となっている。保護者が、
来校・参観の必要性までに至っていない現状を、ど
のように受けとめ分析していくべきかが課題であ
る。
・学校だよりは、内容も発行数も安定している。今
年度は、結果・記録報告よりも、諸活動の進捗状
況について重点をおいた記事を掲載した。タイム
リーさを大切に取り組んできた。

Ｈ23（2011）年度取組内容

地域への情報発信と
学校公開の工夫

学校評価を生かした
学校の改善

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　　③ 達成した

①学校目標との関連を明確にしつつ、目標や評価
項目を設定して評価のポイントを絞り、実効ある評
価活動を実施
②学校の自己評価に基づいた学校関係者評価を
生かし、具体的な学校改善を行うとともに、開かれ
た学校づくりの推進

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果：
①地域に共存している自覚のもとで、様々な地域
行事に参加し、生徒たちの意識を高めることができ
た。
②各会とも充実した運営及び連携を図ることができ
た。「地域教育協議会」の活動においては、学校の
ニーズに応じた人選を行い、特に体育祭や文化祭・
合唱祭においては、PTAとの連携のもとで、多大な
協力を得ることができた。
③地域コーディネーターを新たな方に依頼し、様々
な場面で尽力いただけた。明確な役割のもとに、学
校側担当者とも綿密な連携が保てていた。

課題：地域人材を利用した授業が、あまり開発され
ていないため、その取り組みが課題である。

①毎月初日の「学校公開日」を設定し、家庭・地域
との連携
②研究授業の保護者・地域への公開を実施
③情報を積極的に発信学校便りの工夫：目で見え
る教育活動の実施

Ｈ24（2012）年度取組内容
①地域の担い手としての生徒の育成を図り、地域
行事に積極的に参加
②学校関係者評価委員・学校評議員・ＰＴA役員と
の連携を強化
③学校支援地域本部における地域コーディネー
ターの役割の明確化

地域教育力の活用
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【逗子中学校】　　

行動プラン
①

授業研究の充実

行動プラン

行動プラン
③

研修事業の充実

（評価）
① 達成した　　② 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学習評価の工夫による授業改善
②授業研究の積極的実践（1人年2回以上）の実施
③スーパーバイザー、横浜国立大学附属横浜中
学校を活用した研究の充実保護者・学校関係者に
よる授業評価の実施
④教科会を中心とした組織的授業研究

①計画的な校内研修会を通した人材育成
②校内の人材育成（OJT）の取り組み強化・メン
ター制、BS制

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

１　教員研修・研究の充実

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　　③ 達成した

成果と課題
①授業力の向上を目指した取り組みで、逗子市委
託研究の充実を図るものでもあり、全員が年間二
回の「授業公開」という形で達成した。次年度は、研
究にかかわるスーパーバイザーの重要性を感じて
いるため、市の委託研究を受けて年間を通した
スーパーバイザーを依頼したい。
②各学校行事において、アンケート形式で授業評
価を積極的に求め、その集約結果を学校運営に活
かしていくとともに、次年度への改善に役立ててい
る。
③時間割の中で、毎週一時間ずつ各教科会を設
定・保障しており、授業力の向上及び指導法の改
善などにつながる、情報交換を含めた充実した話し
合いを持つことができた。

①研究授業の積極的実践（1人年2回）を実施
②保護者・外部者による授業評価を実施
③教科会の充実

Ｈ25（2013）年度取組内容
①保護者・関係者による授業評価の実施と授業改
善
②「生徒による授業評価」と「教員相互による授業
評価」の実施と、課題を明確にした授業改善

（評価）
① 達成した ② 達成した ③ 達成した ④ 達成した

成果と課題
①校内研究の中で取り組んだ。
②一人年間２回の研究テーマに沿った授業公開を
実施した。
③すべて取り組んだ。
④週１回の教科会を時間割に組み込んで取り組ん
だ。

成果と課題
①１月に「コミュニケーション能力の向上」を目的に
研修会を実施した。
②教員個々との面接を通して、メンター及びＢＳ
（Brother and Sister）を確認するとともに、メンタリ
ングシートを対象者に配付した。

成果と課題
①授業公開日に実施した。
②校内研究と関連させて、すべて取り組んだ。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
・毎月一度行なわれる校内研修会において、全体
主題に迫るために、四つのグループ活動で共同研
究を進めた。今年度末には、それを一つの冊子に
まとめることができた。
・希望参加の研修会については、能率よく迅速に
取り組みを進めるようになって来ている。連絡事項
などについても、その他についてもグループウェ
アー利用の充実と徹底を図ってきた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①校内研修会を通して、研修内容の報告の共有
化を図っていく。
②研修・研究会・担当者会等での情報を職員で共
有する取り組みを行うよう、教職員の意識の高揚
を図っていく。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①研究授業の積極的実践（1人年2回）を実施して
いく。
②保護者・外部者による授業評価を実施していく。
③教科会の充実を図っていく。

③　教員の指導力向上

成果と課題
・言語活動や自己表現活動の充実を目指すため
に、各教科内で有意義な取り組みが進められてい
た。特に少人数担当教科においては、指導案の検
討や実践例の工夫・改善に向けた話し合いがなさ
れていた。
・授業は生徒の協力と授業者の創意工夫がなされ
た結果、その相互関係が良好であって、充実した
授業創りが果たせるものと意識し合えている。授
業に対して事前・事後評価までを充実させることに
より、更なる深化が果たせるものと考える。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容
②
授業評価の活用

（評価）
① 達成できなかった　　　② 達成した　　　　③ 達
成した成果と課題
・今年度においては、次年度からの新学習指導要
領全面実施の準備のために後れをとってしまった
のか、各自が年に二回という回数は達成できてい
ない者が多かった。
・授業参観日は勿論のこと、外部評価を積極的に
求めてそれを集約し、個々の授業者および教職員
全体へ課題提起を試みてきた。
・毎週一時間ずつ、各教科における打ち合わせが
時間割内で保障される中、授業内容の充実と指導
力の向上を目指した情報交換などが行なわれ、有
効に活用することができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①多様な観点から授業評価を行い、評価の幅や精
度の向上を図っていく。
②「生徒による授業評価」と「教員相互による授業
評価」から、視点や観点を明確にし、授業研究を充
実させていく。

成果と課題
①逗子市の委託研究の研究主題に迫るために、研
究主任を中心とした組織の中で模範授業の実施や
指導案の書き方、授業研究につなげていく指導書
の提供など、OJTを意識した運営を果たすことがで
きた。横浜国大附属横浜中学校との連携が図れ
た。
②研修及び研究会の紹介や資料の提供などにつ
き、グループウエアーの利用や自主的研修会「ミニ
研究会」の開催・実施（５回）により、特に若年層教
員のレベルアップを図ることができた。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①自己表現及び言語活動の充実を図るために、特
に少人数授業担当者の中で、指導法の工夫・改善
について、具体的に実践化した。
②授業評価の深化を図るため、生徒による授業評
価の方法に新しい方式（過年度までのマークシート
方式に加えて記述項目を増やした）を取り入れ、具
体的な工夫・改善点を検証した。「評価を意識した
授業展開の工夫」という観点では、新学習指導要
領の完全実施を実践へとつなげていくために、大変
有意義なものとなった。

①授業評価の再検討を行い、評価の幅や精度の
向上
②「生徒による授業評価」と「教員相互による授業
評価」から、課題を明確にし、授業研究を充実

①校内研修会を通して、研究と修養の内容の共有
化
②研修・研究会・担当者会等での情報を共有する
方法の研究の実施

（評価）
① 達成した　　② 達成した
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【久木中学校】　　

行動プラン

行動プラン

行動プラン

行動プラン

Ⅰ　子どもたちの学力向上 １　個に応じた指導の充実

①生徒の正しい見立てに基づき、一人ひとりの生
徒の状況に応じた支援方法、指導体制の研究を進
める
②生徒が安心して学べる学習集団を形成するとと
もに、生徒が授業に意欲的に参加できる授業づくり
を進める
③学校支援地域本部などとの連携を進め、学校支
援ボランティアの協力を得る

成果と課題
①支援教育委員会を中心に全職員が生徒理解で
きる体制を作っている。
②授業のユニバーサル化に絡めて取り組が進ん
でいる。
③地域との連携に計画的に進めることができてい
る。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①久木中学校としての言語活動の充実を教科指
導全体を通じて計画的に推進する
②様々な文章や資料を読む機会や、自分で意見を
述べたりする機会を充実させ、コミュニケーション
能力の育成を図る（教科の課題としてレポート作
成、プレゼン発表を推奨する）

（評価）
① 達成した     ② 達成した

成果と課題
①朝学活から教科等において時期的に取り組むこ
とができた。
②総合的に学習や行事等において計画的に取り
組むことができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

①学習情報センターとしての学校図書館の機能を
高める
②学校図書館指導員、学校支援ボランティアを活
用し学校図書館の機能を活性化する
③朝の読書を推進する（学校支援地域本部事業の
活用）

（評価）
① 達成した     ② 達成した     ③ 達成した

成果と課題
①学習利用としての学校図書館の機能は高まっ
た。
②指導員を中心として読書指導や調べ学習の場と
して活性化ができた。
③年間を通じて計画的に取り組むことができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①指導法の工夫改善を図る（わかったから定着・
活用へ）
②少人数指導での習熟度別指導の充実（成果の
明確化）
③個人カルテ（学習支援シート）の利用の推進

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

成果と課題
①年間を通じて教科毎に計画的に授業研究を行い
授業改善を行った。
②数学は２，３年生で少人数指導を行った。外国語
では全学年で少人数指導とティームティーチングを
効果的に用いることができた。
③支援を要する生徒について作成・活用ができ
た。

（評価）
① 達成した     ② 達成した

成果と課題
①、②ともに日常的に意識して進めることが重要で
ある。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①久木中学校としての言語活動の充実を計画的に
進める。
②様々な文章や資料を読む機会や、自分で意見を
述べたりする機会を充実させ、コミュニケーション
能力を育成する。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①
「確かな学力」を育む
ための個に応じた指
導の充実

②
「読解力」向上の取
り組みの推進

③
読書活動の推進

Ｈ24（2012）年度取組内容
①久木中学校としての言語活動の充実を教育活
動全体を通じて計画的に進める。
②様々な文章や資料を読む機会や、自分で意見を
述べたりする機会を充実させ、コミュニケーション
能力を育成する。

成果と課題
①②予定通りに実施した。さらに研究授業の際な
ど意識的に進めることができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学習情報センターとしての学校図書館の機能を
高める。（ＩＣＴ、市立図書館との連携）
②学校図書館指導員、学校支援ボランティアを活
用し学校図書館の機能を活性化する。（カウンター
業務など）
③朝の読書を推進する。（読み聞かせを進める。）

（評価）
① 一部達成できなかった   ② 達成できなかった   ③ 達成した

成果と課題
①学習情報センターとしての利用は十分に行っ
た。し　かし外部との連携については今後の課題で
ある。
②学校支援ボランティアの活用はできなかった。
③朝読書は着実に実施した。教職員による読み聞
かせを計画的に行った。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①生徒の状況に応じた支援方法、指導法、指導体
制の研究の成果に基づき支援教育を進める。
②生徒が安心して学べる学習集団を形成し、授業
に意欲的に参加できる授業づくりを進める。
③学校支援地域本部との連携を進め、学校支援ボ
ランティアの協力を得る。（①②③は研究Ⅰとの連
携により進める。）

（評価）
① 達成した     ② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成できなかった  ② 達成できなかった  ③ 達成した

④
校内支援体制を活
用した支援教育の推
進

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

成果と課題
①生徒の見立てや、情報の共有化を日常的に確
実に行い、支援教育を実践できた。特に地域講師
による研修会などで、委託研究の目的の一つであ
る教職員のパフォーマンス能力の向上が進められ
た。
②委託研究の実践の中で着実に行った。
③地域の方々から様々な支援を得て教育活動を
進めることができた。

成果と課題
①生徒の見立てや、情報の共有化を日常的に確
実に行い、支援教育を実践できた。特に今年度
は、委託研究の成果に基づき学校全体のシステム
として実施できた。
②研究テーマを「理解から定着へ」として授業づくり
をさらに進めた。
③地域の方々から様々な支援を得て教育活動を
進めることができた。

①学習情報センターとしての学校図書館の機能を
高める。（ＩＣＴ、市立図書館との連携）
②学校図書館指導員、学校支援ボランティアを活
用し学校図書館の機能を活性化する。（カウンター
業務など）
③朝の読書を推進する。（読み聞かせを進める）

平成23年度～平成25年度　学校による点検及び評価の推移（久木中学校）

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容
①生徒の状況に応じた支援教育を進める
②研究成果に基づき、より良い学習集団を形成
し、生徒が安心して学べ、意欲的に参加する授業
づくりを行う
③学校支援地域本部との活動に基づき、教職員、
学校支援ボランティアの協働による個に応じた指
導を進める。

成果と課題
①学習情報センターとしての利用は十分に行っ
た。し　かし外部との連携については今後の課題で
ある。
②学校支援ボランティアの活用はできなかった。
③朝読書は着実に実施した。教職員による読み聞
かせを計画的に行った。
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【久木中学校】　　

行動プラン

行動プラン

②

行動プラン

③

豊かな体験活動の

推進

行動プラン

④

Ⅰ　子どもたちの学力向上 ２　健やかな心と身体の育成

成果と課題
①全体計画に基づいて取り組み推進ができた。
②外部機関との協力連携により推進することがで
きた。
③全体計画に基づいて取り組み推進ができた。

（評価）
① 達成した　　② 達成した

①学年行事や生徒会地域行事を通じて進めること
ができた。
②職業体験学習・進路学習に加えて地域清掃等で
の協力を得ることができた。

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容
①食育の推進のために特別委員会を設置し、従来
より行っている各教科の学習に基づき久木中学校
としての食教育について指導方針を明確にし健
康・体力作り等の発達段階に応じた推進をする
②飲酒・喫煙、薬物乱用に関する問題など家庭と
学校との連携を基にして外部機関等と連携して健
康教育を積極的に進める
③性教育について発達段階を踏まえた正しい指導
を進める

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

①家庭・学校・地域との連携を基に基本的生活習
慣の育成を図る
②学校からの情報発信をはじめとする保護者・地
域間での情報の共有化、課題の明確化により、課
題解決のための家庭・学校・地域の協働の取り組
を進める

（評価）
① 達成した     ② 達成できなかった

成果と課題
①学年、学級懇談会を通して家庭との連携で基本
的生活習慣の育成が図れた。
②メーリングサービスや各便りによる共有化は図
れたがホームページの更新が今後の課題である。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①道徳教育の重要性を共通理解し全ての教育活
動を通じて道徳性を養う
②発達段階に応じた指導内容の重点化を行い、道
德教育推進教師を中心に全教師が全教育活動の
中で協力して道徳教育を推進し、規範意識の向上
に努める
③学校が保護者・地域の協力を得ることにより地
域社会や家庭において、相手の立場に立って考
え、人を思いやれる心を育てる

Ｈ25（2013）年度取組内容

①学校生活の流れの中で教科を絡めて取り組むこ
とができた。
②各学年毎に年齢に合わせて３年間の見通しを
持って取り組を行った。
③学年に応じて地域講師を呼び、生徒の興味関心
を持てるように取り組んだ。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①行事を通した生徒会活動や、総合的な学習の時
間における体験的学習を進める
②地域との連携による社会奉仕活動やボランティ
ア活動の体験的な学習を積極的に進め社会性や
協調性を育てる

Ｈ23（2011）年度取組内容
①食育全体計画に基づき、具体的な指導内容につ
いての検討を行い、効果的な指導を行う。また外
部団体との連携を進める。
②健康教育について、学習すべき内容、教科での
取り組み、総合的学習の時間の活用など、全体的
な見直しをする。

（評価）
① 達成した   ② 達成した

成果と課題
①外部団体との連携を進められた。
②各学年で計画的に実施できた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①生徒指導マニュアルに基づき、全教職員の共通
理解、保護者との連携のもと生徒指導を進める。
②学校からの積極的な情報発信により、保護者・
地域との情報の共有化、課題の明確化により、家
庭・学校・地域の協働の取り組みを進める。（ＰＴ
Ａ、地区健全育成会、青少年指導員、学校評議員
会）

（評価）
① ほぼ達成した    ② 達成した

成果と課題
①マニュアルが明文化できていないが、あらゆる連
携のもとに生徒指導を行った。
②地域教育協議会や青少年育成会などを通じて、
地域と密接な連携が進められた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①道徳教育の全体計画の整備、実践・活用しやす
い道徳の時間の年間指導計画の作成・見直しを行
う。
②体験活動を中心として道徳的心情、判断力、実
践力を育てる。また地域講師の活用を進める。

豊かな心を育む道徳
教育の推進

①
基本的な生活習慣
の育成

（評価）
① 達成した   ② 達成した

成果と課題
①外部団体との連携を進められた。
②学年で計画的に実施できた。

成果と課題
①実践・活用しやすい年間指導計画の見直しを
行った。
②様々な体験活動を通じて、指導を進めたが、さら
に地域講師の活用を進める必要がある。

Ｈ24（2012）年度取組内容

①道徳教育の全体計画、道徳の時間の年間指導
計画に基づき道徳の指導を行う
②体験活動を中心として道徳的心情、判断力、実
践力を育てる。また地域講師の活用を進める。

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①職業体験など、地域との連携による体験学習を
進めた。
②計画通りに進めることができた。

（評価）
① 達成した   ② ほぼ達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容
①行事、生徒会活動等の特別活動、総合的な学
習の時間における体験的な学習を進める。
②地域との連携による体験的な学習を積極的に進
める。また各団体の行事等に積極的に参加する。
（保育士体験、ディベート大会、職業体験、避難所
訓練その他）

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①職業体験など、地域との連携による体験学習を
進めた。
②計画通りに進めることができた。

①行事、生徒会活動等の特別活動、総合的な学
習の時間における体験的な学習を進める。
②地域との連携による体験的な学習を積極的に進
める、また各団体の行事等に積極的に参加する。
（保育士体験、ディベート大会、職業体験、避難所
訓練その他）

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①今年度は、反社会的な生徒指導が多く対応に苦
慮したが教職員、保護者、関係機関との連携の元
に取り組んだ。
②地域教育協議会や青少年育成会などを通じて、
地域と密接な連携が進められた。

（評価）
① ほぼ達成した    ② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

食育と体力づくり・健
康教育の推進

成果と課題
①年間指導計画に基づいて実践した。
②様々な体験活動を通じて、指導を進めたが、さら
に地域講師の活用を進める必要がある。

①生徒指導マニュアルに基づき、全教職員の共通
理解、保護者との連携のもと生徒指導を進める。
②学校からの積極的な情報発信により、保護者・
地域との情報の共有化、課題の明確化により、家
庭・学校・地域の協働の取り組みを進める。（ＰＴ
Ａ、地区健全育成会、青少指、学校評議員会）

Ｈ24（2012）年度取組内容

①全体計画、各教科の指導計画に基づき適切な
食育が進められている。また外部団体との連携を
進める
②３年間を見通した指導計画に基づき、教育活動
全体の中で効果的に進める

（評価）
① 達成した   ② ほぼ達成した
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行動プラン

①

行動プラン

②

行動プラン

③

幼稚園・保育園・

行動プラン

④

国際教育の推進

問題行動等への対
応の推進

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり １　多様な教育的課題への対応

①国際社会に生きる日本人としての資質の向上を
目指し、学校に派遣されているＩＥＡ（国際教育指導
助手）を様々な教育活動において積極的な活用を
推進する
②総合的な学習の時間や特別活動において、外
国人留学生や海外の団体等との交流を行い国際
社会に生きる子ども達の育成を進める

（評価）
① 達成した    ② 達成できなかった

成果と課題
①外国語の学習だけでなくＩＥＡ（国際教育指導助
手）を活用して外国の生活習慣なども学習した。
②対外的団体などを活用して国際教育を図る必要
がある。

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①教育相談コーディネーターを中心に小学校との
情報交換を行い中学校の指導に結びつけることが
できた。
②各小学校の研究授業・研究発表などへの参加を
積極的に行うことと小学校への出前授業を行う事
ができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容

成果と課題
①年間計画に基づいて各教室を実施した。
②市防災計画に基づき見直しを進めた。
③地域保育園等や市地域防災訓練と連携した訓
練を行う事ができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①生徒指導を充実させ、生徒の規範意識や温かい
人間関係づくりを高め、全教職員が意図的・組織
的に教育活動を進める
②生徒指導担当・教育相談コーディネーターが中
心となって管理職・全職員が連携を取りながら組織
的な指導体制を確立し対応していく

（評価）
① 達成した   ② 達成した   ② 達成した

成果と課題
①、②支援教育委員会を中心に学校全体での取り
組みを行い生徒・職員の意識の向上を図れた。
③地域諸機関との連絡連携を計画的に取り問題
解決を図ることができた

Ｈ25（2013）年度取組内容
①ＣＡＰ（子どもへの暴力防止プログラム）をはじめ
とする安全教育や防犯教室などに加え携帯電話、
PCに関する新たな課題に関して積極的に取り組ん
でいく
②.学校防災計画を見直し、市の防災マニュアルに
連携できるよう取り組んでいく
③校内の防災訓練を計画的に実施し、地域避難所
訓練や地域機関との連携を深める

（評価）
① 達成した    ② 達成した   ③ 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容
①入学してくる生徒がスムーズに中学校生活のス
タートができ、安心して学校生活が送れるよう、子
ども一人ひとりの成長を支え、個に応じた指導を進
めるため情報の共有と連携を推進する
②小学校と協働して義務教育9年間を見据えたカリ
キュラムの工夫、授業体験、部活体験などの活動
を進める

（評価）
① 達成した   ② 達成した

成果と課題
①外国語の指導が中心であったが、さらに積極的
な活用を進めたい。
②２学年の総合的な学習の時間に、フェリス女子
大学の韓国人学生と交流を行った。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①義務教育９年間での児童・生徒の成長を図るた
め、継続的なカリキュラムの工夫、授業交流、部活
体験などの体験活動などを進めるなど、小・中学校
の密接な連携を進める。
②小学校から入学してくる児童が、中学校にス
ムーズに適応できるよう必要な情報の共有化を進
める。

（評価）
① 一部達成した    ② 達成した

成果と課題
①情報交換は行ったが、その他については今後も
努力しなければならない。
②十分に行ったが、今後も継続する必要がある。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①現在派遣されている国際教育指導助手を様々な
教育活動において積極的に活用する。
②総合的な学習の時間や特別活動において、外
国人留学生や海外の団体等との交流を行う。

Ｈ23（2011）年度取組内容

成果と課題
①外国語の指導が中心であったが、さらに積極的
な活用を進めたい。
②今年度は行えなかった。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① ほぼ達成した    ② 達成できなかった

Ｈ24（2012）年度取組内容
①義務教育９年間での児童・生徒の成長を図るた
め、継続的なカリキュラムの工夫、授業交流、部活
体験などの体験活動などを進めるなど、小中学校
の密接な連携を構築する。
②小学校から入学してくる児童が、中学校にス
ムーズに接続できるよう必要な情報の共有化を進
める。

①現在派遣されているＩＥＡを様々な教育活動にお
いて積極的に活用する。
②総合的な学習の時間や特別活動において、外
国人留学生や海外の団体等との交流を行う。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 一部達成した    ② 達成した

成果と課題
①日常的な情報の共有を教育相談ＣＤが行った。
その他については今後も努力しなければならな
い。
②十分に行ったが、今後も継続する必要がある。

学校安全の推進

小学校･中学校の連
携の推進
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行動プラン

⑤

キャリア教育の推進

行動プラン

⑥

行動プラン

⑦

行動プラン

⑧

成果と課題
①各学習計画の中で計画的に機器利用を取り入
れ育成している。
②技術の授業及び地域機関を利用して情報モラ
ル・携帯電話の学習を実施した。

①地域・保護者との連携から環境に対する意識、
熱意、見識を育てる
②環境学習の指導計画に基づき目標を明確にし
積極的に推進する
③身近にある太陽光発電の施設を利用し、それを
理解し環境に対する意識の向上を図る

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ 達成した

成果と課題
①ずし市環境会議会員を講師に環境教育を計画
的に取り組んだ。
②リサイクルセンター見学やミックスペーパー等計
画的に取り組んだ。
③ずし市環境会議会員の環境学習においてデータ
を活用する取り組みを行った。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①ICT機器を用いた授業や映像を活用したプレゼ
ンテーションを取り入れ、発達段階に応じた「情報
活用能力」を育成する
②情報モラル教育の育成を図り、あふれる情報を
取捨選択し正しく活用できる力を育てる

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①３年間を見通した進路指導計画を作成し推進で
きている。
②職業体験学習やキャリア学習会などを地域・保
護者を活用して取り組んだ。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①発達段階に応じた福祉教育を推進し体験学習を
通して理解を深める
②地域・仲間との活動を通して思いやりの心、社会
奉仕の精神などを育成する

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①福祉体験学習を計画的に行い理解・関心を深め
る取り組みをした。
②生徒会活動の一つとして地域清掃活動や餅つき
大会・募金活動を通じて育成できた。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①職業の選択を始めとし、自分の将来を見据えた
有意義な人生のあり方を自らが体験し学ぶための
中学校での指導計画を作成する
②地域・保護者・関係諸機関との連携を図り職業
についての理解を図り、発達に応じて地域での職
業体験を行う

（評価）
① 達成した　　② 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容
①指導計画に基づき「情報活用能力」を育成すると
ともに指導するシステムを作成する。
②教職員が講習会等により最新の情報を学び指
導を進める。
③情報機器が整備された学習環境を十分に把握
し、ＩＣＴを利用した授業を行う。

（評価）
① ほぼ達成した　② 達成できなかった   ③ 達成
した成果と課題
①教科学習を中心に進めている。
②最新の情報を学ぶことが個々に任されている。
③委託研究と並行して進められた。

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①人権移動教室や福祉体験学習などを計画的に
行った。
②隣接の保育園での保育士体験、地域の方々と
の地域清掃などを行い豊かな心の育成に努めた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①生徒会活動の中で身近な環境保護の実践活動
をする。（ミックスペーパーの回収、エコキャップ回
収、募金活動）
②地域講師による環境学習の実施。
③身近にある太陽光発電についての理解を進め
る。

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ ほぼ達成した

成果と課題
①計画通りに実施できた。
②計画通りに実施できた。
③地域講師による環境学習で学ぶことができた。

（評価）
① 達成した　　② ほぼ達成した

成果と課題
①計画通りに行った。
②学校支援地域本部との関わりを深める必要があ
る。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①教育活動全体において計画的な福祉教育や人
権教育を進める。
②地域と連携した体験活動を通じて、人を思いや
る心、温かい人間関係を築く心を育てる。（保育体
験、地域行事への参加、地域清掃など）

Ｈ23（2011）年度取組内容
①総合的な学習、学級指導の時間を効果的に使
い、「生き方の学習」について自ら体験的に学ぶ事
も含めた指導計画にそってキャリア教育を実践して
いる。
②市民・保護者などの講師による授業、地域での
職業体験学習を学校支援地域本部との協働の中
で進めている。

①生徒会活動の中で身近な環境保護の実践活動
をする。（ミックスペーパーの回収、エコキャップ回
収、募金活動）
②地域講師による環境学習の実施
③身近にある太陽光発電についての理解を進める

（評価）
① 達成した　　② 達成した

成果と課題
①すべての教科で取り組めるように進めたい。
②学年・教科で計画通りに行った
③全ての教科で計画的に積極的な活用を進めた
い。

成果と課題
①計画通りに行った
②計画通りに行った

①教育活動全体において計画的な福祉教育や人
権教育を進める
②地域と連携した体験活動を通じて、人を思いや
る心、温かい人間関係を築く心を育てる
（保育体験、地域行事への参加、地域清掃など）

成果と課題
①計画通りに行った
②計画通りに行った
③総合学習や理科の授業の中でさらに積極的な
活用を進めたい。

Ｈ24（2012）年度取組内容

①「情報活用能力」を指導計画に基づき育成してい
る
②学校全体で情報モラルの育成が行われている
③各教科で適切な指導計画に基づいた、ＩＣＴを活
用した授業を進める

（評価）
① ほぼ達成した　② 達成した   ③  ほぼ達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容
①総合的な学習、学級指導の時間を整理し直し、
「生き方の学習」について自ら体験的に学ぶ事も含
めた指導計画にそってキャリア教育を実践し、さら
なる改善を進めている。
②市民・保護者などの講師による授業や、職業体
験学習を地域支援本部との連携・協力により実践
している。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　② 達成した　　③ ほぼ達成した

（評価）
① 達成した　　② ほぼ達成した

成果と課題
①計画通りに行った。
②学校支援地域本部との支援・協力をさらに進め
ていきたい。

環境教育の推進

福祉教育の推進

情報教育の推進
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【久木中学校】　　

行動プラン
①

地域への情報発信と

行動プラン

②

行動プラン
③

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり ２　地域に開かれた学校づくり

①学校支援地域本部に組織を統合して地域コー
ディネーターを中心とした学校支援の具体的な活
動を進める
②学校関係者評価委員会、学校評議員会、地域
教育協議会、保護者・地域の個々の意見を十分に
把握し、教育活動に反映していく

成果と課題
①地域コーディネーターを中心に地域と学校が連
携協力して活動を取り組めた。
②多くの意見を戴くことができ、次年度の計画に反
映していく。

Ｈ25（2013）年度取組内容

（評価）
① 達成した    ② 達成した

①生徒・保護者にアンケートを適宣実施し、自己評
価に取り入れる
②自己評価に対する保護者・地域、学校評価委員
会、学校評議員会等からの改善等の指摘を次年
度の校運営(計画)に反映していく

成果と課題
①②地域との連携を、積極的に進めた。地域から
の支援を受けるとともに、協働を進めることができ
た。

成果と課題
①公開の方法として、ホームページなども利用す
る。
②例年と同じ時期となったが、教職員の反省の時
期を受けて実施すると、早く進めることは難しい。

Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学校だよりを地域へ配布する。また、ホームペー
ジの構成を見直すとともに、更新を定期的に行う
②青少年育成推進の会を始めとする地域の団体と
の関係を深め、学校への理解を深め支援・協力を
得る

（評価）
① 達成できなかった   ② 達成した

成果と課題
①たより等については計画的に行う事ができてい
るがホームページの更新等できていない。
②各地域の青少年育成推進の会、地域行事に計
画的・積極的に参加できている。

Ｈ25（2013）年度取組内容Ｈ23（2011）年度取組内容
①学校支援地域本部が学校支援、地域連携の中
心として確立し、地域コーディネーターと学校側の
連携が進められている。
②学校支援地域本部の活動について積極的に情
報発信して、地域・保護者等から具体的な学校支
援や協力を得られている。

（評価）
① 達成した   ② 達成した

成果と課題
①公開の方法として、ホームページなども利用した
い。
②例年と同じ時期となったが、教職員の反省の時
期を受けて実施すると、速く進めることは難しい。

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①、②地域コーディネーターとの連携、支援本部の
活動を進めた。教員側が中心で行っている部分を
改善していきたい。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①生徒・保護者向けアンケートの内容や、回数など
を検討するとともに公開の方法を改善する。
②学校評価の作成について年間の日程を再検討
し、自己評価の作成時期、改善方法の作成、学校
評価委員などの外部からの意見を取り入れ学校評
価としてまとめる時期を確定する。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①情報発信の内容や方法について地域の方々か
らのご意見・感想を集め、改善に努める。
②定例会や各団体主催の行事などに積極的に参
加していく。また地域清掃等の地域との協働も進
める。

①情報発信の内容や方法について地域の方々か
らのご意見・感想を集め、改善に努める
②定例会や各団体主催の行事などに積極的に参
加していく。また地域清掃等の地域との協働も進
める。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した   ② 達成した

成果と課題
①行事を行う毎に生徒・保護者・地域の方々にアン
ケートを実施し取り入れている。
②意見等を踏まえて次年度の計画実施に反映をし
ていく。

（評価）
① 達成した   ② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

①学校支援地域本部が学校支援、地域連携の中
心として確立し、地域支援コーディネーターと学校
側の協働が進められている。
②地域支援本部の活動について積極的に情報発
信して、地域・保護者等から具体的な学校支援や
協力を得られている。

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①、②地域教育協議会、地域の会などから意見・
感想をいただき改善に努めた。地域行事に積極的
に参加するとともに、様々な協働に努めた。

（評価）
① 達成した   ② 達成した

成果と課題
①②地域教育協議会、地域の会などから意見・感
想をいただき改善に努めた。地域行事に積極的に
参加するとともに、様々な協働に努めた。

（評価）
① 達成した    ② 達成した

①生徒・保護者向けアンケートの実施を定常的な
ものとし、自己評価の構成に取り入れる
②学校評価がより良い学校づくりの方法として確
立し、地域・保護者の信頼を得て学校運営が進め
られている。

学校公開の工夫

地域教育力の活用

学校評価を生かした
学校の改善
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【久木中学校】　　

行動プラン
①

行動プラン

②

行動プラン
③

成果と課題
①授業のユニバーサル化と関わって計画的に進め
全教師の力量につながった。
②小中学校の教職員にアンケートを実施し、まとめ
ている途中であり、来年度に向けて取り組んでい
る。

Ｈ25（2013）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　②達成できなかった

成果と課題
①研究授業後に授業案を見直し訂正したレポート
の提出を義務化した。
②外部講師を招いての実践的研修会を計画的に
行った。
③全体研修やグループ研究会を計画的に実施し
成果の共有を図った。

①学校で行う教育活動全体において、教師が身に
つけておく必要性の高いものの研修を計画的に進
め教職員の力量の向上を進める
②久木中「教師のスタンダード」づくりを推進する

成果と課題
①全教職員が授業のユニバーサル化を意識して
取り組むことができた。
②、③授業アンケートを行い、評価を真摯に受け止
め授業改善に繋げる取り組みをした。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①研究授業の積極的な実践を推進し指導方法の
工夫改善にや課題研修レポートの作成に役立てる
②指導助言に適切な講師を依頼し、研修の充実と
指導力の向上を図る
③研修、研究会の成果を共有し教職員全体の資
質向上を図る

１　教員研修・研究の充実

成果と課題
①②③委託研究は終了したが、引き続き取り組み
を継続している。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

成果と課題
①、②それぞれ実践できた。しかし今後も継続して
いくことが重要である。

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

成果と課題
①、②、③、委託研究を進める中でそれぞれの目
標に向けて、十分努力できた。

（評価）
① 達成した　　②達成した　　③達成した

成果と課題
①委託研究を通じて実践できた。
②指定研修を受講する教職員が多く、自主的なも
のは少なかった。
③十分ではないが実践を進めた。今後の継続が重
要である。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①わかりやすい授業への取り組みを校内研究、課
題研修の実践により進めている。
②研究会が充実し、指導助言により授業力を向上
する。
③教科会により教科ごとの授業改善を進める。

成果と課題
①研究の継続を通じて実践できた。
②指定研修を受講する教職員が多く、自主的なも
のは少なかった。
③実践を進めた。今後の継続が重要である。

成果と課題
①②内容をさらに充実させていく。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　②ほぼ達成した　　③達成した

（評価）
① 達成した　　② 達成した    ③ 達成した

①学校で行う教育活動全体において、教師が身に
つけておく必要性の高いものの校内研修を計画的
に進める
②市、県の主催する研修について個々の経験、職
務に応じた研修会への参加を促す
③校内での自主的な研修会の実践を促す

①授業評価を積極的に進め、授業改善に反映して
いる。
②授業公開等の機会を利用して、多くの方々から
の授業評価を得て、よりよい授業づくりを進めてい
る。

①わかりやすい授業のあり方について学校として
の方向性を確立している
②研究会が充実し、指導助言により授業力を向上
する
③教科会により教科ごとの授業改善を進める。

（評価）
① 達成した　  ② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容 Ｈ25（2013）年度取組内容
①校内研究における授業を中心として授業評価・
改善活用を進める
②生徒、保護者、外部関係者による授業評価を行
い、より良い授業づくりに取り組み教育活動の向上
につなげる
③保護者・地域と連携した授業評価の取り組みを
行い教育活動の向上につなげる

（評価）
① 達成した　  ② 達成した　  ③ 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容
①授業評価を積極的に進め、授業改善に反映して
いる。
②授業公開等の機会を利用して、多くの方々から
の授業評価を得て、よりよい授業づくりを進めてい
る。

（評価）
① 達成した　  ② 達成した

研修事業の充実

授業評価の活用

授業研究の充実

Ⅲ　教員の指導力向上

Ｈ23（2011）年度取組内容
①学校で行う教育活動全体において、教師が身に
つけておく必要性の高いものの校内研修を計画的
に進める。
②市、県の主催する研修について個々の経験、職
務に応じた研修会への参加を促す。
③校内での自主的な研修会の実践を促す。
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【沼間中学校】　　

行動プラン

行動プラン

行動プラン

行動プラン

Ⅰ　子どもたちの学力向上 １　個に応じた指導の充実

①支援を必要とする生徒について校内リソースを
活用しながらの支援プランを作成検討し、実行に
移せる方法を確立させる
②困り感を持つ生徒と特別支援学級との共同学
習のあり方を検討していく

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①、②学年職員や支援時間担当が対応しても同
時に複数の生徒に支援が必要な場合人材不足
だったので人的リソースの再配置を考える必要が
ある。

成果と課題
①研究授業を全員実施し、研究テーマにせまり全
校体制で研究することができた。
②各自課題解決学習を実施し、資料活用能力を
発達し、まとめ学習などで発表する力を培う。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①図書委員会中心に、読書活動の活性化のため
の新企画を提案し、実行を図る
②市立図書館等との連携・協力の下に、カリキュ
ラムのねらいを把握し、学習情報センターとしての
機能の充実に努める

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①、②市立図書館等の連携・協力の下、学習情報
センターとしての機能の充実はさらに確立していく
よう努める。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①夏季休業中に実施する発展的・補充的学習（サ
マーチャレンジ）を保護者・生徒に周知し、参加を
促す
②少人数学級での指導が有効となるよう指導の
工夫・改善を行い、検証する

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①定着してきた。
②次年度も継続して研究する必要がある。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①各教科指導の場で、言語活動を基に思考力・判
断力・表現力等を身につけさせる取り　組みを実
践するように、全校体制で研究していく
②総合的な学習の時間や特別活動の場で、「読解
力」向上の取り組みを取り入れるよう、全校体制で
研究していく

（評価）
① 達成した    ② 達成した

成果と課題
①については、年２回の読書週間の取り組みを通
して、図書委員会が中心となって全校体制で読書
活動を実施することができた。
②については、検討中の段階なので、今後も継続
する。
③については、学校支援ボランティアにご協力い
ただき毎日の開館を実現し、学校図書館の機能を
活性化することができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①生徒・保護者・学校の共通理解のもとに、個別
支援・共同学習を必要な生徒に行っていく。

Ｈ22（2010）年度取組内容

成果と課題
①については、校内研究会テーマとなっている言
語活動と絡めて各教科ごとに授業実践することが
できたが、実践計画作成は次年度の課題である。
②については、次年度は教科外での指導計画も教
科での実践計画と併せて作成し、実践していきた
い。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①各教科における「読解力」とはどのような能力か
確実に周知する。各教科での実践計画を作成し、
授業実践する。
②教科外での「読解力」育成が可能な内容を洗い
出す。教科外での指導計画を作成し、実践する。

（評価）
① 達成した    ② 達成できなかった

④
校内支援体制を活用
した支援教育の推進

成果と課題
①テスト前の補習の充実を図るなど、生徒の学力
向上を図った。また、外部から講師を招き、校内研
修会を開くなど、主に気になる生徒への対応を研
究した。

（評価）
① 達成した

① 保護者や地域との連携をとりながら、図書委員
会を中心とした読書活動を実施し、その見直しを
年度末に行い、次年度につなげ推進する。
② 「学校版子どもの読書活動推進計画」を策定
し、その見直しを年度末に行い、次年度につなげ
推進する。
③司書教諭・学校図書館指導員・学校支援ボラン
ティアを活用した学校図書館機能を活性化し、そ
の見直しを年度末に行い、次年度につなげ推進す
る。

（評価）
① 達成した

成果と課題
①支援ファイルを作成し、支援キャビネットに保管
し職員の共通理解を図った。また、「気になる生徒
一覧」を作成し、職員会議で情報を共有することが
できた。今後は支援教室をより有効に使えるよう努
めていきたい。

①保護者や地域との連携をとりながら、図書委員
会を中心とした読書活動を実施する。
②「学校版子どもの読書活動推進計画」を策定す
る。
③司書教諭・学校図書館指導員・学校支援ボラン
ティアを活用した学校図書館機能を活性化する。

（評価）
① 達成した    ② 達成できなかった    ③ 達成した

②
「読解力」向上の取り
組みの推進

Ｈ24（2012）年度取組内容

①生徒全員が、自己肯定感をもつことができるよ
うな支援が何らかの形態で行われている。

①各教科での授業実践・検証する
②教科外での実践・検証する

①
「確かな学力」を育む
ための個に応じた指
導の充実

③
読書活動の推進

Ｈ23（2011）年度取組内容

成果と課題
①図書委員会が中心となり、放送委員会と連携し
「TVおはなし会」を行ったり、ポスターを作成したり
して、年間を通じて読書推進活動を行った。
②検討中の段階であり今後も継続する。
③学校支援ボランティアにご協力いただき、毎日
の開館を実施できた。来年度も学校図書館の機
能を活性化するべく、図書委員会と学校支援ボラ
ンティアの連携を深めていきたい。

Ｈ24（2012）年度取組内容

平成23年度～平成25年度　学校による点検及び評価の推移（沼間中学校）

成果と課題
①校内研究会テーマとなっている言語活動と絡め
て各教科ごとに授業実践することができたが、実
践計画作成は次年度の課題である。
②次年度は教科外での指導計画も教科での実践
計画と併せて作成し、実践していきたい。

（評価）
① 達成した    ② 達成できなかった

（評価）
① 達成した    ② 達成できなかった    ③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容
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【沼間中学校】　　

行動プラン
①

基本的な生活習慣の

育成

行動プラン

行動プラン
③

豊かな体験活動の

推進

行動プラン

Ⅰ　子どもたちの学力向上 ２　健やかな心と身体の育成

成果と課題
①体育科としては授業で適切に扱い、普段の食生
活については保健委員会などとタイアップし行え
た。
②部活動において部活協議会を通じ、それぞれの
部活動における意欲を喚起できた。自らの健康管
理は保健体育科とし、適切に指導をおこなった。

①、自然体験学習、修学旅行がより有効な課題解
決学習の場となるように深化を図る
②職場体験の２日間を継続し、これまで以上に
キャリア教育のねらいの深化が可能なよう工夫・
改善する
（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①課題解決学習の場として取り組み、まとめ学習
の形態を工夫した。
②職場体験学習の定着をはかりキャリア教育の
ねらいにせまるよう工夫改善することができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①薬物乱用・喫煙防止等、発達段階に応じて学習
させることと並行して、普段の食生活についてより
よく改善しようする意識を持たせる
②部活動や家庭でのスポーツ体験に対しての意
欲を喚起し、自らの健康管理が大切な能力である
ことを知らせていく

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①、②、③基本的生活習慣の育成については、特
別活動や総合的な学習なども活用していけるとよ
い。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①行事や体験学習の関連を利用しねらいの深化
が可能な、道徳教育カリキュラム及び教材の情報
共有を図る
②地域講師や地域機関等との連携を利用した授
業や体験学習の情報共有をしていく

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①道徳教育カリキュラム及び教材の情報共有を図
る。
②地域講師や地域機関等との連携を利用した授
業は、計画的に実施し研究することができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①各種おたより、保護者会等で家庭での基本的生
活習慣を依頼する情報発信していく
②学校生活で睡眠不足等で体調が悪い生徒につ
いては、保護者と密に連絡をとりあう
③教職員からすすんであいさつをする

（評価）
 ① 達成した　　　② 達成した　　　③達成した

成果と課題
①技術・家庭科、保健体育の授業内で扱い、理解
を促すことができた。
②保健体育の授業内で扱い、意識付けができた。

①様々な活動を通して、課題をみつけ、解決が自
らの学習において図れるような企画・立案をしてい
き、学習を進める。

（評価）
① 達成した

成果と課題
①３年生修学旅行・２年生自然体験学習・１年生横
浜めぐりなど、生徒組織を中心に自らの学習を進
めることができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①心身の健康と食事の関係を理解させる。
②新体力テストの結果を活用しながら、自己の体
力を伸ばす意識を持てるようにする。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①については、「学校生活のきまりプリント」を作成し、
生徒に配布し、基本的な学校における生活習慣を徹
底できるように努めた。
②に関しては、学校生活の様子、朝会等での校長・教
頭の話を学校便りに載せ、家庭・地域に情報を提供
することによって、協力を促した。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①道徳推進担当教諭がリーダーシップを取り、豊
かな心を育む道徳教育を全教科・領域において実
践する。
②学校支援地域本部の協力による地域人材活用
の授業がカリキュラムに位置づけられる。

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

成果と課題
①については、学年のその時の状況に合わせて、
年間指導計画をもとに、臨機応変に教材設定がで
きた。次年度に向けて使用教材の共有をするため
の準備を行なった。
②に関しては、なかなか実施できなかったので、次
年度は、年間計画に明記する必要がある。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①生徒による学級、学年の達成目標として位置づ
け、自ら検証させるよう継続指導していく。
②学校だより等を利用し、生徒の意識向上と家庭・
地域の協力を促す。

（評価）
 ① 達成した　　　② 達成した

②
豊かな心を育む道徳
教育の推進

Ｈ24（2012）年度取組内容

①道徳推進担当教諭がリーダーシップを取り、豊
かな心を育む道徳教育を全教科・領域において実
践することで、その充実・定着を図る。
②学校支援地域本部の協力による地域人材活用
の授業がカリキュラムに位置づけることで、その充
実・定着を図る。

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

成果と課題
①学年のその時の状況に合わせて、年間指導計
画をもとに、臨機応変に教材設定ができた。
②なかなか実践できなかった。

成果と課題
①昨年度の取り組みを学年進行とともに進めるよ
うにし、校外活動とその内容の定着を図ることが
できた。

Ｈ24（2012）年度取組内容

①従来の行事の見直しを図り、精選をしていく。

①生徒による学級、学年の達成目標として位置づ
け、自ら検証させるよう継続指導することで、その
充実・定着を図る。
②学校だより等を利用し、生徒の意識向上と家
庭・地域の協力を促すことで、その充実・定着を図
る。

（評価）
① 達成した

①将来的な自らの食生活に、これらの学習を活か
そうとする意欲がもてるようにする
②中学期だけでなく将来的な体力作りを発達段階
に応じて展開できる意欲が持てるようにする

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
 ① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①昨年同様「学校生活のきまりプリント」を生徒に
配布し、基本的な学校における生活習慣を徹底で
きるように努めた。
②サイバー犯罪や薬物乱用防止教室を開くなど、
地域講師を利用し、生徒の意識向上に努めた。生
徒指導の対応マニュアルを職員で周知徹底し、指
導に努め、同時に家庭への協力も要請した。

Ｈ24（2012）年度取組内容

④
食育と体力づくり・健
康教育の推進

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①技術・家庭科の授業内で扱い、意欲を持てるよ
うに指導した。
②保健体育の授業内で扱い、意欲を促すことがで
きた。
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【沼間中学校】　　

行動プラン
①

行動プラン
②

行動プラン

③

行動プラン
④

国際教育の推進

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり １　多様な教育的課題への対応

①多様な文化を理解し共生できるよう小学校外国
語活動との連携の下に、意識を育てていく
②ＩＥＡ（国際教育指導助手）のより効果的な活用
を研究していく

（評価）
①達成できなかった　　　② 達成した

成果と課題
①、②外国語の授業だけでなくＩＥＡ（国際教育指
導助手）が学校行事などにかかわりをもつことが
できた。このことを継続したい。

①共生社会に向けて生徒が互いの困り感を認め
合い助け合える温かい学級づくりに努める
②道徳の時間や生徒会活動を通して、規範意識
を培い生徒自らがいじめを許さない集団を作って
いけるよう指導していく

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①生徒会活動を通して規範意識を高める指導は
課題である。
②教員だけでなく社会福祉協議会などの関係団
体にも協力してもらう。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　　③達成した

成果と課題
①、②、③中学校へ授業参観にきてもらうことはで
きたが小学校の授業参観をすることはなかなか時
間調整が難しかった。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①教職員研修等で小中連携を深め、学びの連続
性を追及し家庭学習の定着を図っていく
②学校間の信頼関係を構築し、９年間の学習や生
徒指導を意図的、効果的に行っていく
③授業参観等に参加していく

Ｈ25（2013）年度取組内容
①防災アドバイザー、逗子警察等の連携の下に、
事故防止及び安全点検、危険箇所の除去を定期
的・継続的に行う
②沼間小学校区避難所運営委員会との連携下、
生徒が自らの命を守ろうとする危機管理意識の向
上を図る

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①生徒の手による防災マップの取り組みをおこな
うことができた。
②継続的に実施したい。

Ｈ25（2013）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

成果と課題
①については授業づくりの際に国際教育指導助手
が生徒たちとコミュニケーションをとる機会を多く持
つように心がけた。
②については、年間カリキュラムの中で時間確保
が難しかった。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容

学校安全の推進

成果と課題
①お互いのカリキュラムを知り、課題を共有でき
た。
②合同研修会を１回実施したほか、お互いの研究
発表会に参加したり、授業などを参観したりするこ
とができた。
③６年生の児童・保護者対象の授業参観と学校
説明会を実施することができた。

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成できなかった　② 達成した　③ 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容 Ｈ24（2012）年度取組内容

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

問題行動等への対応
の推進

成果と課題
①今年度も授業づくりの際に国際教育指導助手
が生徒たちとコミュニケーションをとる機会を多く持
つよう工夫できた。
②昨年度同様に年間カリキュラムの中で時間確
保に課題を残した。

①教科毎の小中一環カリキュラムを完成させる
②小中合同研究会を共同企画し、全教職員が参
加する
③全教科で小学校のカリキュラムを学び、小学校
での交流授業や新入生対象体験学習を実践す
る。

①国際教育指導助手を積極的に活用する方法を
実践検証することにより、授業のねらいの深化さ
せることで、その充実・定着を図る。
②教科や総合の時間での年間指導計画に、地域
講師を迎えての授業実践等位置づけ、推進させる
ことで、その充実・定着を図る。

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①については、2回実施した。
②については、「かながわ学びづくり推進地域研究
委託事業」で沼間小との共同研究を受けて、小学
校の意見も考慮し、授業参観形式、新入生・保護
者学校見学を実施した。

幼稚園・保育園・小学
校・中学校の連携の
推進

①小・中合同研究会を共同企画し、全教職員が参
加する。
②全教科で小学校のカリキュラムを学び、小学校
での交流授業や新入生対象体験学習を実践す
る。

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった

Ｈ23（2011）年度取組内容
①国際教育指導助手を積極的に活用する方法を
実践検証することにより、授業のねらいの深化を
図る。
②教科や総合の時間での年間指導計画に、地域
講師を迎えての授業実践等位置づけ、推進する。
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【沼間中学校】　　

行動プラン

行動プラン

行動プラン
⑦

環境教育の推進

行動プラン
⑧

情報教育の推進

①ＩＣＴを活用した指導の充実を図り、「分かる授
業」を研究する
②教科におけるＩＣＴを活用した生徒の発表を指導
していく

（評価）
①概ね達成した　　　②概ね 達成した

成果と課題
①ＩＣＴを活用した授業は継続して取り組む必要が
ある。
②ＩＣＴを活用した生徒の発表は継続指導が必要
である。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①学校生活のあらゆる場面で実践することで、福
祉・人権への意識を高め、差別、偏見を許さない
集団をつくっていく
②外部機関を積極的に導入し、性教育、精神障害
やストレス回避について学習をさせる

（評価）
①達成した　　　② 達成した

成果と課題
①、②外部講師を招いて授業を実施し福祉・人権
への意識を高めることができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①環境委員会中心に、学校の自然環境を自らの
手で守っていく姿勢を育てる
②学校支援地域本部、P&T（本校保護者と学校と
の連携組織）の方々の協力を仰ぎ、地域の大人た
ちが自然を守ろうとする姿勢をみせることで、自然
を守る大切さを知らせる

（評価）
①達成した　　　② 達成した

成果と課題
①環境委員会の生徒の手により生物の飼育や学
校の自然環境を大切にする取り組みをおこなっ
た。
②学校支援地域本部、P&T（本校保護者と学校と
の連携組織）の方々との連携をとり、学校の自然
環境づくりに努めることができ、生徒に自然を守る
大切さを知らせることができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①１年「将来の夢」、２年「職場体験」、３年「義務教
育終了後の進路」と、段階的に自分の生き方を考
えさせる
②職場体験２日間実施し、よりねらいを深化してい
く

（評価）
①達成した　　　② 達成した

①ICTを活用した授業計画を推進する。
②小学校と連携し、小学校での情報機器の活用能
力を図る。
③情報の発信者として被害者・加害者ともにならな
いように指導する。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した     ③ 達成した

成果と課題
①校内研修を行った結果、書画カメラの活用が多
く見られた。電子黒板はソフト面が課題となってい
る。
②１年の初めに文書処理ソフトウェア、インター
ネットなどの使い方を確認。ローマ字入力ができな
い生徒が多いことがわかったので、次年度からの
新学習指導要領全面実施に向けて、より小学校と
の連携を密にしていきたい。
③全校生徒対象に警察のサイバー犯罪に関する
講演を行った。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①小学校でのカリキュラムとの連携を図り、福祉体
験学習を定着させる。
②地域講師を迎えての授業実践を推進する。
③体験学習に対する発表の場を設け、全体で共有
する。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　③ 達成した

（評価）
① 達成した　　　② 達成した
成果と課題
①については、牛乳パックの回収と分別を学校全
体で定着させた。
②については、１学年のビーチコーミングや、２学
年の自然体験学習を通して、環境に関する課題を
見つけ出し学ぶことができた。全校での取り組みと
しては、地域清掃を年２回行った。次年度への課
題は、学校全体で取り組めるような環境に関する
活動を、もっと増やすことである。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①地域講師を迎えての授業を通して、働く人々の
生きた教材により学習のねらいを深化させる。
②職業体験学習の２日間の実施を実現させる。
③体験学習に対する発表の場を設け、全体で共有
する。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　③ 達成した

成果と課題
①については、地域講師を迎えての授業を行い、
学習のねらいを深化させることができた
②については、２日間の実施ができた。
③については、発表の場を設けて、各学年実施で
きた。

Ｈ24（2012）年度取組内容
①地域講師を迎えての授業を通して、働く人々の
生きた教材により学習のねらいを深化させること
で、その充実・定着を図る。
②職業体験学習の２日間の実施を実現させること
で、その充実・定着を図る。
③体験学習に対する発表の場を設け、全体で共
有することで、その充実・定着を図る。

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①プロジェクターや実物投影機等多くの授業で活
用された。
②技術家庭科の授業で扱っている。
③全校生徒対象に神奈川県警察のサイバー犯罪
防止講演会を行った。

①小学校でのカリキュラムとの連携を図り、福祉
体験学習を定着させ、その充実・定着を図る。
②地域講師を迎えての授業実践を推進し、その充
実・定着を図る。
③体験学習に対する発表の場を設け、全体で共
有し、その充実・定着を図る。

①ICTを活用した授業を日常的に積極的に行う
②中学校における発達段階に合わせた情報機器
の活用能力を図る
③情報の発信者としてのモラルを育成する

（評価）
① 達成した　　　② 達成できなかった
成果と課題
①逗子市環境ウイークの環境パネル展に提言を
発信することができた。
②総合的な学習の時間に環境に関する課題解決
学習ができた。これについては、学年の進行に
従って課題をみつけそれから学校全体への取り
組みとしていく必要がある。それぞれの学年での
環境の取り組みが、全体への活動に結びついて
いない。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した　　　② 達成した　　③ 達成した

成果と課題
①②3学年福祉体験学習はこころの教育という視
点で実施することができた。
②3年生の福祉体験学習だけにとどまらずピース
メッセンジャー等、集会の場で共有することができ
るようになった。

成果と課題
①地域講師を迎えての授業を行い、学習のねらい
を深化させることができた。
②２日間の実施ができた。
③発表の場を設けて、各学年実施できた。

成果と課題
①学年別に計画的に自分の生き方を考えることが
できた。
②職場体験は定着し、ねらいにせまることができ
た。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した     ③ 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容
①３R（リサイクル・リユース・リデュース）運動を生
徒会活動中心に徹底する。
②環境に対する意識を高め、自ら環境に対する活
動を行おうとする姿勢を育てる。

①環境改善に向けての提言を発信する。（環境パ
ネル展等を利用）
②学校版ＩＳＯ取得を目指す。

Ｈ24（2012）年度取組内容

成果と課題
①．②については福祉体験はこころの教育という
視点で３年生で試行した。
③今年度は震災支援活動やピースメッセンジャー
体験等、全校集会の場で共有することができた

⑥
福祉教育の推進

⑤
キャリア教育の推進
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行動プラン

①

行動プラン
②

行動プラン

③ ①学校関係者評価委員会での意見は必ず改善策
を考え、実行していく
②授業参観保護者授業評価もマークシート方式に
改善することで迅速に結果を出せるようにし、改善
案を学年会で作成する

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①、②マークシート方式に改善することで多様な集
団の集計ができるようになった。

（評価）
① 達成できなかった　　② 達成した    ③ 達成した

成果と課題
①、②、③ PTAへの加盟については議論が始まっ
たばかりである。

①学校支援地域本部の協力で、教科の授業等に
も地域講師、学校教育支援ボランティアの活用を
積極的に行っていく
②図書館ボランティアを継続し、開館時間を増や
すとともに生徒の読書活動を保障する

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①、②図書館ボランティアは継続できたが開館時
間を増やすことはできていない。

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ25（2013）年度取組内容
①P＆T（本校保護者と学校との連携組織）として、
逗P連（逗子市ＰＴＡ連絡協議会）に加入すべきか
検討する
②学校公開等あらゆる場面での地域・保護者との
学校課題の共有を図り、情報発信して　いく
③青少年育成推進の会、沼間小学校区地域連合
会等との外部機関との連携を深める

Ｈ25（2013）年度取組内容

Ｈ23（2011）年度取組内容
①視点、重点を明らかにした評価項目設定と、そ
れに基づいた教育活動向上への実践提言による
改善を実行する。
②学校評価に基づいた改善点実践に対しての検
証を行い、年度末に評価委員会にて報告し、保護
者にも公開する。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①、②共に、本校の一連のサイクルが定着し、学
校経営にも反映できた。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した     ③ 達成した

成果と課題
①については活性化は達成したが、PTAへの移行
の課題が新たに認識されたので、その検討に止
まった。
②、③については、ホームページの刷新、学校案
内の制作等、大幅に進んだ。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①地域講師等地域力による支援体制の整理・充
実に向けた計画づくりを行う。
②地域教育協議会の企画・運営によって、学校支
援地域本部が地域主体で活動を始めるよう具体的
支援活動を計画・実践する。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①については、支援体制の計画までは進んだが、
対象となる生徒がおらず、具体的な計画までには
至らなかった。
②については、地域主導型に返ることができた。

Ｈ23（2011）年度取組内容

Ⅱ　課題に迅速に対応する学校づくり

①P＆T（ペアレント＆ティーチャー）活動をさらに活
性化するようはたらきかけ、PTAへの移行を具体
的に検討する。
②諸課題への具体的対策の実践、公開および協
力の呼びかけを行う。
③情報発信（学校だより、ホームページ等）の充実
を図る。

（評価）
① 達成できなかった　　② 達成した    ③ 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

２　地域に開かれた学校づくり

Ｈ24（2012）年度取組内容
①PCDAサイクルを意識した学校評価の充実とそ
れに基づいた教育活動の向上、活性化の検証を
行う。
②学校評価結果に基づいた次期３年間の教育ビ
ジョンの拡充を行う。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①本校の一連のサイクルが定着し、学校経営にも
反映できた。
②今後検討していきたい。校内研で学年ごとに課
題を共有し次年度のビジョンを明確にした。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①ふれあいデーやダンスの授業などは計画的に
進んだ。
②ふれあいスタッフという生徒の組織ができ、計画
的に活動ができた。

Ｈ24（2012）年度取組内容

①P＆T（PTA）と地域連携のもとでの具体的実践
を始める
②学校公開の内容充実と活性化、及び、検証を行
う
③情報発信における実践と充実、活性化、及び、
検証を行う

①地域講師を含んだ地域力活用計画に基づいた
活用の充実を図る
②学校支援地域本部の地域ボランティアが、年間
計画に位置づけられた教育活動に日常的に参加
できるようなネットワークの定着を図る

成果と課題
①活性化は達成したが、PTAへの移行の課題は
検討にとどまった。
②③メール配信の拡大やホームページの刷新な
どを行った。

地域教育力の活用

地域への情報発信と
学校公開の工夫

学校評価を生かした
学校の改善
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行動プラン

①

行動プラン

②

授業評価の活用

行動プラン
③
研修事業の充実

成果と課題
①グランドデザインについて校内研究会で提案
し、作成することができた。
②全員が授業公開をし、授業力向上に役立てるこ
とができた。

Ｈ25（2013）年度取組内容
①生徒による授業アンケートは教科ごとに集計
し、教科の課題として検証・改善をめざす
②授業参観では地域・保護者が評価しやすいよう
に、新しい書式でアンケートを作成する

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

成果と課題
①、②アンケート用紙は教員用保護者用と文言を
わかりやすくする必要がある。

成果と課題
①夏と年度末の休業中に研修を企画し、実践でき
た。
②さらに学校の状況にあわせた研修を企画し、実
践したい。

①グランドデザインを校内研究会で作成する
②年間１人２回は授業公開する

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

Ｈ25（2013）年度取組内容
①支援が必要な生徒へのかかわり方や授業内で
の指導・支援方法について校内研修を企画し実践
する
②研修に適切な日時を設定し、目的に応じて外部
講師を活用し、研修の効果を高める

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

①小・中合同研修会を実施し、相互理解を深める。
②危機管理意識、情報モラル等の今日的課題に
ついて研修会を設定する。

成果と課題
①については、「かながわ学びづくり推進地域研究
委託事業」の共同研究で実施した。
②については、毎月職員会議前に事故防止会議
で実施できた。

成果と課題
①については教育課程部と支援部、総務部の連
携の下、年間１０回の研究会を実施できた。
②については評価基準の課題を提示することがで
きた。
③については講師を年間５回招へいし、研究テー
マに沿った言語活動を取り入れた授業づくりにつ
いて研究・研修した。

Ｈ23（2011）年度取組内容
①評価結果の考察から、自らの授業の改善策を講
じ、再度、授業評価によって検証する。

（評価）
① 達成した

成果と課題　　授業評価を実施し、その結果から課
題を見つけ、その解決方法を考え、授業改善に役
立てた。

Ｈ23（2011）年度取組内容

（評価）
① 達成した　② 達成できなかった    ③ 達成した

Ｈ23（2011）年度取組内容
①校内研究会の充実を継続させる。
②来年度にむけたシラバスを研究する。
③小中連携の下に、学区内小学校の研究協力者
を活用し、授業改善のための研修を行う。

Ⅲ　教員の指導力向上

成果と課題
①「かながわ学びづくり推進地域研究委託事業」
の共同研究(２年目)で実施した。
②職員会議前の事故防止会議で実施することが
できた。

（評価）
① 達成した　　　② 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した

Ｈ24（2012）年度取組内容
①「分かる授業」の実践や、シラバスの提示によ
り、生徒に自ら学ぼうとする意欲を引き出し、基
礎・基本の定着を図る。

①小中合同研修会を実施し、相互理解を深める
②教員の学校経営・運営に対する参画意識の熟
成を図れるような研修も計画する

①授業評価の結果を活かしたことで、すべての教
師が生徒にとって「分かる授業」を行う

Ｈ24（2012）年度取組内容

（評価）
① 達成した

成果と課題
①評価基準の課題を提示し、詳しく説明すること
ができた。教科ガイダンスにより各単元別にさらに
詳しく基準を生徒に説明した。

成果と課題
①授業評価を全職員で発表し確認できた。また、
その結果から課題を考察し授業改善に役立てた。

１　教員研修・研究の充実

Ｈ25（2013）年度取組内容

授業研究の充実
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地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

（事務の委任等） 

第二十六条 教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その権限に属する事務の一部

を教育長に委任し、又は教育長をして臨時に代理させることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる事務は、教育長に委任することができない。 

 一 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 

 二 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

 三 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設置及び廃止に関すること。 

 四 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免その他の人事

に関すること。 

 五 次条の規定による点検及び評価に関すること。 

 六 第二十九条に規定する意見の申出に関すること。 

３ 教育長は、第一項の規定により委任された事務その他その権限に属する事務の一部を事務局の

職員若しくは教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員（以下この項及び次条第一

項において「事務局職員等」という。）に委任し、又は事務局職員等をして臨時に代理させること

ができる。 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十七条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任

された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第三項の規定により事務局職員等に委任され

た事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関す

る報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有する者の知

見の活用を図るものとする。 

 

（教育委員会の意見聴取） 

第二十九条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分その他特に教

育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成する場合においては、教

育委員会の意見をきかなければならない。 
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地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律について（抜粋） 

 （19文科初第 535号 平成 19年 7月 31日 文部科学事務次官通知） 

 

第一 改正法の概要 

１ 教育委員会の責任体制の明確化 

 (3) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

   教育委員会は毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければならないこととし

たこと。点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図る

こととしたこと。（法第 27条） 

 

第二 留意事項 

１ 教育委員会の責任体制の明確化 

 (3) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

① 今回の改正は、教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出し、公表することにより、効果的な教育行

政の推進に資するとともに、住民への説明責任を果たしていく趣旨から行うものであること。 

② 現在、すでに各教育委員会において、教育に関する事務の管理及び執行の状況について自ら

点検及び評価を行い、その結果を議会に報告するなどの取組を行っている場合には、その手法

を活用しつつ、適切に対応すること。 

③ 点検及び評価を行う際、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図ることについては、

点検及び評価の客観性を確保するためのものであることを踏まえ、例えば、点検及び評価の方

法や結果について学識経験者から意見を聴取する機会を設けるなど、各教育委員会の判断で適

切に対応すること。 
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